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はじめに




　皆さま、こんにちは！

　はじめましての方ははじめまして。

　何度目かの方はお久しぶりです。

　本書の著ちよ者しやの緑谷明澄りよくや・あきすみです。




　本書は、テーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイとなります。

　テーブルトークＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームでは、司会進行役であるＧＭ（ゲームマスター）と数人のプレイヤーが集まり、会話をしながら物語を進めていきます。プレイヤーはそれぞれ一体のキャラクター（ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭが語る状じよう況きようの説明や登場人物に対して、判はん断だんを下したり対話を行なったりするのです。

　そして、そのプレイ風景を文章化したものをリプレイと呼よびます。これを読めば、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを味わい、楽しむことができるようになっています。




　さて、私わたしのリプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』は、アルディオン大陸という場所を舞台にしています。

　基き本ほんルールブックで扱あつかうエリンディル大陸では、プレイヤーは冒ぼう険けん者しやとなって遺い跡せきの探たん索さくや多くのエネミーと戦う冒険を繰くり広ひろげるのが基本です。

　一方、アルディオン大陸は、国同士の争いや興こう亡ぼうを背はい景けいとする物語───戦記物を遊ぼうというコンセプトの元、『アリアンロッド・サガ』シリーズの舞ぶ台たいとして設せつ定ていされた大陸です。

『エチュード』は、そんな『アリアンロッド・サガ』シリーズの中でも、ちょっと変わった内容になっています。

　というのも、『エチュード』の舞台は、大陸の真ん中辺にあるシェルドニアン学園という学校なのです。この学園は、上流階級の子弟がアルディオン大陸の国々から集まり、教育を受ける全ぜん寮りよう制せいの教育機関です。

　コミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』の舞台でもあります。

　このリプレイでは、いろんな国から集まった、いろんな個こ性せいを持った生徒たちと、その学園で起こるさまざまな事じ件けんを扱っています。

　いわゆるファンタジー学園ものといわれるジャンルにあたります。




　もともとこの『エチュード』は、二〇一〇年一一月に単発の企画として発売されたものでした。今回その続きが出せましたのも、応援してくださった読者の皆さまのおかげです。本当にありがとうございます。




　また、このシリーズの第一話は、『ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつ19　アリアンロッド・サガ演義』に掲けい載さいしたものに加筆、修しゆう正せいをしたものですが、本書の第一話、つまりシリーズ第三話も『ゲーマーズ・フィールド別冊21　かわいそうとはこういうことだ!!』に掲載した記事に、文庫化に当たって手を加えたものです。

　そこに、文庫用に書き下ろしとして第四話（本書第二話）を足して、一冊の本としてまとめました。

　今となっては懐なつかしい、帝てい紀き八一二年のアルディオン大陸の雰囲気をぜひお楽しみくださいませ。




　前置きが長くなってまいりました。そろそろ、本ほん編ぺんに移るといたしましょう。

　よろしければ、どうぞ最後までお付き合いくださいませ。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆再ふたたびお会いしました




　こんにちは、緑谷明澄と申します。

　初めての方は、はじめまして。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード（以下、エチュード）』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）を読んでいただいた皆さまは、お久ひさしぶりです。

　皆さまのおかげで、こうして『エチュード』の第二巻を出すことができました。本当にありがとうございます。ここで簡単ですが、改めてリプレイの内容についておさらいをしておきましょう。

『エチュード』は戦乱のアルディオン大陸を舞台にした『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズの一タイトルです。

　舞台となるのは、アルディオン大陸各国の貴き族ぞくや良家の子弟たちが通う、シェルドニアン学園。そして、そこで学ぶ生徒たちをＰＣにした学園もののリプレイとなっています。

　それでは、さっそくプレイヤーの皆さんを紹しよう介かいしていきましょう。




大おお竹たけみゆ

　マセキ芸げい能のうに所しよ属ぞくする声せい優ゆうさん。そして我わがＴＲＰＧ部「ルティナス」の部長でもあります。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』のヒロイン、ピアニィのプレイヤーさんです。

『エチュード』で担当するキャラクターは、素す直なおになれないお嬢じよう様、ユファ・プリムナード・コネリー。




久保田悠羅くぼた・ゆうら

『まじしゃんず・あかでみいＲＰＧ』『アリアンロッドＲＰＧ』のシステムデザイナーさんです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズのＧＭも務つとめていました。

『エチュード』で担当するキャラクターは、なんでも神の試練とお祈いのりするネヴァーフの女の子、ルーチェ・ルベド。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにしてゲームデザイナー。代表作は『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』など。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』のＧＭでもあります。

『エチュード』で担当するキャラクターは、ちょっと不良なヴァーナの番長パル。




田中信二たなか・しんじ

「ゲーマーズ・フィールド」誌しの編へん集しゆう長ちようで、ライターやＤＴＰもこなしている〝かわいそうな田中〟こと、かわたなさんです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』のＧＭもやっており、いろんな無む茶ちや振ぶりをされています。

『エチュード』で担当するキャラクターは、錬れん金きん料理が得意なドラゴネットのユーキリス。




　以上の四名のプレイヤーに、ＧＭの私──緑谷明澄を加えた五名で、『エチュード』第三話をお贈おくりしていきたいと思います。

　よろしければ、最後までお付き合いください。

　それでは、本ほん編ぺんの始まりです！




＊　　　＊　　　＊




　某ぼう月げつ某ぼう日じつ──『エチュード』第三話収しゆう録ろく当日。

　数々のリプレイの収録現げん場ばとなったＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には、ＧＭを務つとめるわたしと、プレイヤーの皆さまが集まっていました。

　いよいよ、『エチュード』第三話の収録が始まろうというところです。

　緊きん張ちようはもちろんありますが、それ以上に、がんばろうという気持ちの方が湧わいてきます。

　さあ、はりきって行きましょう！




緑谷（以下、ＧＭ）：皆さん、おはようございます！

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：皆さんのおかげで『エチュード』も、めでたく第三話でございます！　ありがとうございまーす！

一同：わー、ぱちぱちぱち（拍はく手しゆ）。

大竹：おめでとう～！　あたしも嬉うれしいー！

鈴吹：これも、ファンの皆みな様さまのおかげだよな。

ＧＭ：本当に！　もう、感かん謝しや感謝です。応おう援えんしてくださってる方々のためにも、がんばりますよ！　それではさっそく、今回予告を読み上げましょうか。




●今回予告

　帝てい紀き八一二年十二月。シェルドニアン学園では、神しん聖せい王おうアルトリウスの生せい誕たんを祝いわう祭まつりが執とり行おこなわれていた。

　さまざまな出店や催もよおし物もので賑にぎわう学園に現あらわれる、ひとりの少女。

　そして始まる祭りの一大イベント！

　少女はいったい何者なのか。

　祭りの行くすえはどうなるのか。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』

　第三話「恐おそるべき先せん輩ぱいの伝説」

　──すべては竜りゆうの石の導みちびきのもとに。




久保田：恐るべき……（わなわな）。

鈴吹：先輩の伝説……（わなわな）。

田中：（棒ぼう読よみで）うわー、いったいどんな先輩なんだろー（笑）。

鈴吹：そんなの、ピアニィ以外にいるわけないだろっ！（一同爆笑）

大竹：え～、ピアニィはそんなに怖くないですよ～。

鈴吹：どの口がそんなことを言うのか（笑）。

久保田：今真っ先に、包ほう丁ちようを常つねに持ってるという殺意溢あふれるピアニィを想そう像ぞうしたんですけど……。

大竹：きっと、包丁買いに来たのかもしれないっ！

ＧＭ：なんでー!?（一同笑）

大竹：ほ、補ほ強きよう用ようにっ！（笑）

一同：補強用!?（爆ばく笑しよう）

鈴吹：きっと「包丁といえばシェルドニアン製せいよね～」とか言って登場、だな（一同笑）。

ＧＭ：データができちゃいましたもんね。

大竹：（しみじみと）あれはよかったわ～……。

一同：よかったの!?（笑）




　この包丁とは、佐さ々さ木きあかね先生が『電でん撃げきG's Festival!』誌し上じようにて絶ぜつ賛さん連れん載さい中のコミック──『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』に登場するアイテムのことです。

『コンチェルト』は、ピアニィが一三歳さいの頃ころ、シェルドニアン学園の学生だった時代をコミカライズしたもの。その作中において、ピアニィが包丁を持って登場する衝しよう撃げき的てきなシーンがあるのですが、なんとその包丁、コミックス第一巻で、ちゃんとしたデータとして掲けい載さいされてしまいました。

　いったい、どんなデータなのか。

　興きよう味みがありましたら、『コンチェルト』の第一巻が好こう評ひよう発売中ですので、ぜひともお手に取っていただいて、その目で確たしかめてくださいね。




田中：これはきっと、伝説的先輩が包丁かざして、キラキラとしながら走ってくるんですよ（笑）。

大竹：（可愛かわいい声で）「わぁ～い♪」って言いながらだね！

ＧＭ：いや！　まだその先輩がピアニィだとは明言してませんよ!?　皆さんの予想とは違ちがう意外な人が出てくるかもしれませんよ！

大竹：え～、そうかな～？（笑）

鈴吹：まあ、そういうことにしておこうじゃないか（笑）。

田中：じゃあ、そういうことにしておきましょう（笑）。それでこの、神聖王なんとかの祭りというのは？

ＧＭ：神聖王アルトリウス祭です。

大竹：王様を讃たたえるお祭り？

久保田：神聖王アルトリウスは、〈風の時代〉の王様ですね。

ＧＭ：そのとおりです。そして、アルトリウス祭は、もともとエリンディル大陸にあったもので、我われ々われの世界ではクリスマスに当たります。

一同：クリスマス！

鈴吹：この前（『エチュード』第二話）は感かん謝しや祭さいで、今度はクリスマスかあ。

田中：イベントの多い学校だなあ（笑）。

大竹：楽しみだなあ、クリスマス♪

久保田：アルトリウスの生せい誕たんと再さい臨りんを願うための祭りなわけですね。

大竹：ああ！　なるほどねえ！

ＧＭ：シェルドニアン学園では、学園祭のような形で行なわれます。

田中：ふむふむ。その学園祭で大きなイベントがあると。……ちなみに、どんなことをやるんですか？

ＧＭ：それについては、ハンドアウトと合わせて説明させてもらいます。

田中：なるほど。了りよう解かいしました。

ＧＭ：では、ハンドアウトを読み上げますよー。今回は個こ別べつハンドアウトではなく、ギルドの皆さん用のものになりますので、ご了りよう承しようください。

一同：はーい。




●ハンドアウト

▼ギルド〝○○してあげてもよくってよ〟用ハンドアウト

コネクション：謎なぞの少女　　　関係：庇ひ護ご

　キミたちのギルドは、アルトリウス祭の最後に行なわれる、大だい規き模ぼ模も擬ぎ戦せんに参加することになっている。

　それまで自由行動を楽しんでいたキミたちだったが、ひとりの少女が困こまっているところに遭そう遇ぐうした。なんでも、一いつ緒しよにいた連れと、はぐれてしまったのだという。

　幸い、最後のイベントが始まるまでには、まだ時間がある。キミたちは、彼かの女じよの連れを一いつ緒しよに探さがしてあげることにした。




田中：大規模……模擬戦？

大竹：これがさっき言ってた、お祭りの一大イベントなのかな？

ＧＭ：そうです。読んで字のごとく、大規模戦せん闘とうルールを用いた模擬戦のことですね。




大規模戦闘ルール

『アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド』（富士見書房刊）で、新たに追加されたルール。

　その名前のとおり、通つう常じようの戦闘よりも規模の大きな──戦せん闘とう員いんが一〇〇人以上を超こえる集しゆう団だん同士での戦いを表ひよう現げんするためのルールのことです。




一同：また戦うのかっ！（笑）

大竹：戦い大好きだよね、この学校。毎回バトルやってる！（一同笑）

鈴吹：戦乱の大陸の貴族は、そうやって鍛えておかないと生き残っていけないという教育方ほう針しんなんだろうか？

久保田：いやはや、実に戦闘意い欲よく溢あふれる学校だ（笑）。

ＧＭ：一いち応おう、生徒たちは、他にもさまざまな出し物を用意したりしますよ？　食べ物のお店を出したりとか、喉のど自じ慢まんをしたりとか。

田中：の、喉自慢？

大竹：きっと、みんなで《ディスコード》を歌い合うんですよ（一同笑）。




《ディスコード》

　不協和音を奏かなで、攻こう撃げきのダメージを上じよう昇しようさせるバードのスキル。




田中：喉自慢で、戦闘用のスキルを使わないでくださいよ！（笑）

鈴吹：大竹さん、《ディスコード》好きだよね（笑）。

久保田：菊池さんの『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以後『無印』）五巻でも話題にしてましたしね。国民全員で不協和音を奏かなでる──国民総《ディスコード》計画とか（笑）。

鈴吹：まさかその源げん流りゆうがシェルドニアン学園にあったとは……。さすが、ピアニィが学んだ場所だ（笑）。

大竹：そっかー。お母様の教えだけじゃなかったんだねー（一同笑）。

ＧＭ：さて、ハンドアウトの解かい説せつも一いち段だん落らくしたところで、次はキャラクターの自じ己こ紹しよう介かいと成長報ほう告こくに移うつりたいと思います。皆さん、よろしくお願いします。

一同：はーい。




▼ユファ・プリムナード・コネリー（３レベル）の場合

ＧＭ：というわけで、ユファちゃんからお願いいたします。

大竹（以下、ユファ）：はーい。名前はユファ。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、無印）シリーズに登場するコネリーの孫まご娘むすめで、ちょっと素す直なおになれない女の子です。
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ＧＭ：前は友達が少ないっていう設せつ定ていでしたが……。

田中：今はけっこういますよね。ＰＣとか、あと第二話で出てきたカップルのふたりとか。

ユファ：そうですねー。ちょっとずつ増ふえてますね。でも、本人は相変わらず、「友達が少ない」って言ってるんですよ（笑）。

ＧＭ：あ……あれっ？（笑）

鈴吹：なぜだーっ！（一同笑）

ユファ：ユファは普ふ段だんはツンツンしてるじゃないですか。だから、本当は友達ができて嬉うれしいし、相手を友達とも思ってるけど、ついつい「友達が少ない」って言っちゃうんですよ。

ＧＭ：なるほど。素直になれないのは、変わらずなんですね。

ユファ：はい（笑）。あっ、でも性せい格かくは三ヶ月も経たってるから、すこーし丸くなってきたかな。

ＧＭ：おっ。

ユファ：照れ屋だから、まだちょっと素直にはなれないけど。王子様もまだ現あらわれてないし！




　王子様というのは、ユファちゃんが、幼おさないときに助けてもらったという少年のことです。

　彼かの女じよは、この少年とお別れする際さいにした、「この学園で一番になる！」という約束を果たすために、シェルドニアン学園に入学したのです。

　くわしくは、現げん在ざい発売中の『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』第一巻をお読みください。




ＧＭ：おおー、相変わらず探してるんですね。了解しました。それでは、次にデータの方も教えてもらえますか。

ユファ：３レベルになって、ちょっと強くなりました。スキルは《エキスパート》と《コンボアタック》を１レベルずつ上げてます。

ＧＭ：地道に攻こう撃げき力りよくが上がっていってますねー。

ユファ：でも、相変わらず範はん囲い攻こう撃げきはありません（笑）。能のう力りよく値ちは変わらず。装そう備びも買ってないです。ＭＰポーションを補ほ充じゆうしたくらいかな。

ＧＭ：なるほど。

ユファ：それと経けい験けん点てんは10点余あまってますが、残しておきます。クラスチェンジを見み越こして。

ＧＭ：了解しました。次はルーチェちゃん、お願いいたします。




▼ルーチェ・ルベド（３レベル）の場合

久保田（以下、ルーチェ）：えーっと、ルーチェ・ルベドです。レベルが３になって、【筋きん力りよく】と【精せい神しん】に＋１、スキルは《プロテクション》と《ギガントウェポン》に＋１。
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ＧＭ：さらに攻撃力が上昇しましたね……怖い（笑）。

ルーチェ：当たれば、ね……（笑）。

ＧＭ：……そうですね（笑）。

ルーチェ：【ＨＰ】は41、【ＭＰ】は36。フェイトは７になりました。

ＧＭ：おお、フェイトが７点もあるんですか。

ルーチェ：フェイトがないと、命中判はん定ていがきついので。で、装そう備びはハルバードからヴォウジェに変わりました。なので、今回は最初から重量15の武ぶ器きを装備しております。

ユファ：おっきーい！

ＧＭ：ひぃぃ～！　つまり、《ヴァイオレントアタック》で攻撃力に＋15されるってことですか!?

ルーチェ：最大でダメージが２Ｄ＋38になりますね。

鈴吹：３レベルのダメージじゃない（笑）。やっぱり、レジェンドデータは強いな。

ＧＭ：こ、これは先にルーチェちゃんから潰したほうがいいのではないだろうか……？

田中：はっ！　ルーチェの強さに、ＧＭの殺意が高まっているっ!?（一同笑）

ルーチェ：いやーん（笑）。わたしの成長報告は以上です。

ＧＭ：はい、ありがとうございました。では次はユーキリスくん、お願いいたします。




▼ユーキリス（３レベル）の場合

田中（以下、ユーキリス）：はい、ドラゴネットの錬金料理人ユーキリスドラ（笑）。レベル３になって、【敏びん捷しよう】が＋１されました。取得したスキルは《マグニフィケーション》。使用したポーションの対象を、範はん囲い（選せん択たく）にするやつです。
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ＧＭ：おおー、便利ですね。

ユーキリス：ただ、《ポーションピッチ》と同じメジャーアクションのスキルなので、射しや程ていを延のばして、さらに範囲化とかはできないです。

ルーチェ：《マグニフィケーション》の時は、自分の周囲に薬をばらまく感じになるわけね。

ＧＭ：なるほど。遠くの人には《ポーションピッチ》で投げて、近くの場合は範囲化で回かい復ふくすると。……うわぁ～、どうしよう（頭を抱かかえる）。

ユーキリス：もうひとつは、シーフ定番の《インタラプト》を取りました。

ＧＭ：きた……っ！　とうとう来てしまいましたか……！

ユファ：来ましたねぇ！　ＧＭ殺しの《インタラプト》！（笑）

ユーキリス：ふふっ、危き険けんなスキルを打ち消しますよ。

ＧＭ：うー、むーっ……が、がんばろう。ちなみに装備とかに変へん更こうは？

ユーキリス：ベルトポーチを買ったので、ポーションをいっぱい持てるようになってます。

一同：おおー。

ＧＭ：な、何本持ってるんですか？

ユーキリス：ＨＰポーションが七本に、ハイＭＰポーションが二本、ＭＰポーションが一〇本で、合計一九本ですね。

ＧＭ：じゅ、じゅうきゅうほんっ!?　そんなにあるんですかっ!?

鈴吹：すごいな。ちなみに俺おれは、ポーション全然持ってない（笑）。

ルーチェ：これだけあれば安心ですね。

ユーキリス：お任まかせください、ドラ。

ＧＭ：では、最後にタマちゃんことパルくん、お願いします。




▼パルの場合（３レベル）

鈴吹（以下、パル）：ヴァーナの不良番長パルだ。能力値は【筋力】＋１。スキルはウォーリアらしく、《バッシュ》を２レベルに伸ばして、《スマッシュ》を取得した。
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ユファ：やっと取ったんだ！（笑）

パル：おう。これで、セットアップに《ランナップ》で接せつ近きんして、マイナーで《スマッシュ》、さらにメジャーで《バッシュ》という組み合わせができるようになったぞ。

ユーキリス：これでダメージロールが、４Ｄ＋16になりますね。

ユファ：つよーい！

パル：３レベルとしてはまあまあかな。といっても、このギルドはメインの攻撃も防ぼう御ぎよも、ルーチェの仕事だからなぁ（笑）。

ルーチェ：わたしには巨きよ大だい武器による攻撃力と、《プロテクション》による守りがありますからね（笑）。

パル：まあ、ルーチェに負けないようにがんばろう。次に装備だけど……魔ま性しよう面めんを手に入れたぞ！（一同笑）

ＧＭ：おお！　お面をつけた！

パル：この魔性面って、般はん若にやみたいなヤツなんだ。だから、不良が校こう舎しやの裏うらで授じゆ業ぎようをサボっていると、突とつ然ぜん鼓つづみの音がポンポンポンっと聞こえてきて……。

ＧＭ：えっ!?　そ、その鼓の音はいったいどこから……？

パル：細かいことは気にしない！

ＧＭ：細かいとか、そういう問題じゃないですよっ!?（一同爆笑）

パル：そして一ひと際きわ大きく鼓の音が鳴ると……般若の面を被かぶった俺が出てくるんだよ！

ＧＭ：なんでーっ!?　いったいどうしてそうなるんですかっ!?（笑）

パル：（ノリノリで）「ひとぉ～つ、学校の裏で授業をサボり」「ふたぁ～つ、先生を困こまらせる不ふ埒らちな行ない」とか言いながら、不良たちをボコボコにして反省させるという恐きよう怖ふの風紀委員なのだ！（笑）

ユファ：面白～い！（笑）

ルーチェ：そんなことしてたら、学園中で噂うわさになりますよ（笑）。

ユーキリス：そして、パルが〝風ふう紀き委い員いん侍ざむらい〟とか変な名前で呼よばれるようになってしまうと（一同笑）。

パル：〝風紀委員侍〟！　その呼び名、なかなかいいな。よし、今度サムライにクラスチェンジしよう！（爆笑）

ＧＭ：おかしい!?　いろいろと混まざってますよっ!?（笑）

パル：はっはっはっ。ふう、満足した。あとはフェイトを１点あげて、７点にしたよ。こんなところかな。

ＧＭ：はい、わかりました。……あー、すごかった（一同笑）。




●ギルド名とギルドスキル

ＧＭ：それでは、ＰＣ紹介が終わったところで、ギルド名とギルドスキルを決めていきましょうか。

ユファ：そうだった！　ギルド名を考えないと！（一同笑）

ユーキリス：僕ぼくたちのギルド、目的に合わせて毎回ギルド名を変えてきてましたからね。

パル：普ふ通つう一度決めたら変わらないのにな（笑）。

ルーチェ：そういえば、さっきのハンドアウトでも、わざわざ〝○○してあげてもよくってよ〟って空けてくれていましたね（笑）。

ユファ：今回は……迷まい子ごの女の子を助けるんだっけ？

ユーキリス：暫ざん定ていで、〝道案内してあげてもよくってよ〟、とかいいんじゃないですかね（一同笑）。

ユファ：あっ、それだ！　それで行きましょう！

ルーチェ：道案内することはハンドアウトに書いてありますしね。

パル：んじゃ、ギルド名は〝道案内してあげてもよくってよ〟（仮かり）ということで。ＧＭ、ギルドレベルは上がるんだっけ？

ＧＭ：はい、上がりますよ。ですので、もうひとつ、ギルドスキルを持って行けるようになりますね。

パル：前回は確たしか……《祝しゆく福ふく》と《学園》を持って行ったんだよな。

ルーチェ：《蘇そ生せい》はぜひとも欲しいところですね。ＨＰ回復は重要です。

ユファ：ですね～。

ユーキリス：いいと思います。

パル：賛さん成せい。やっとだな！（一同笑）

ユファ：なんで先に《学園》取ったんだろうね！

ＧＭ：面おも白しろそうだったからって、ネタの方に走っちゃいましたからね（笑）。

ユファ：そうだった！　ネタに走ってあげてもよくってよ！（一同爆笑）

ＧＭ：じゃあ、新しいギルドスキルは《蘇生》で決まりですね。あとは《学園》の部活動を決定してください。

パル：俺は《学園：風紀委員会》のままで行くぞ。

ユファ：私わたしも《学園：奉ほう献けん活かつ動どう部ぶ》のまま、変えないわ。空あき缶かんを拾ったりするわよ。

ユーキリス：僕も《学園：オカルト研究部》のままで行くドラ。

ルーチェ：うーん、わたしは……どうしましょうかね。

ＧＭ：何か、別のに変えますか？

ルーチェ：……そうですね。《蘇生》も取りましたし、変えてみようと思います。《学園：剣けん術じゆつ部ぶ》に変更で。

パル：白はく兵へい攻こう撃げきの命中判定の達たつ成せい値ちに、ちょっぴりボーナスが入るやつか。

ルーチェ：これで少しでも攻撃が当たりやすくなればと期待を込こめて（笑）。

ＧＭ：了解いたしました。では、これでプリプレイは終しゆう了りようです。次からオープニングフェイズに移りますよ！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆アルトリウス祭の始まりだ！




　帝紀八一二年一二月二三日。

　シェルドニアン学園の講こう堂どうには全生徒が集つどい、祭まつりの開かい幕まく宣せん言げんを待ちわびていた。

　今日は年に一度、学園全体を挙げて祝いわうアルトリウス祭なのだ。




ＧＭ：それではオープニングフェイズを始めます。アルトリウス祭の開会式を控ひかえ、生徒全員が講堂に集められています。皆さんも登場してください。

ルーチェ：帝紀八一二年の一二月というと、メルトランド戦せん役えきが終わって、終戦協定が結ばれた頃ころですね。
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　帝紀八一二年のアルディオン大陸は、文字通り戦乱の大陸と化していました。

　フェリタニア王国の樹立。

　グラスウェルズ王国によるメルトランド王国侵入。

　レイウォール王国による、メルトランド地域への干渉。

　レイウォールとグラスウェルズの二大強国によるフェリタニア攻撃。

　そして、フェリタニア・メルトランド連合王国の成立。

　大きく時代が動き、地図が書き換わった年だったのです。




ＧＭ：はい。協定によって戦乱もつかの間のお休みを迎むかえ、世間は祝しゆく祭さいムードに満ちています。それはシェルドニアン学園も例外ではありません。

ユーキリス：めでたいことでドラ。

ユファ：私は講堂で開会を今か今かと待ってるわ。表面上は興きよう味みなさげなんだけど、内心ではワクワクしてる（笑）。

ＧＭ：生徒たちが講堂に集まると、最初に、司会進行役のエルザ先生が開会宣言をします。「ただいまより、シェルドニアン学園アルトリウス祭の開会式を始めます」
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ユファ：じゃあ、私はどきどきしながら見てますよ。

パル：……そういや、エルザ先生はケセドの杖つえを持ってるんだよな（ぼそっ）。

ユファ：（目を輝かせて）伝説のケセドの杖……！　私も欲ほしい……!!

ルーチェ：わざわざ杖を持っては壇だん上じように上がらないと思いますよ（一同笑）。

ＧＭ：続いて学園長の挨あい拶さつやらなにやらが行なわれ、再びエルザ先生からのお言葉です。「最後に、生徒会長兼けんアルトリウス祭実行委員長のヘクター君から説明と諸しよ注ちゆう意いがあります」
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ユファ：……へくたー？

パル：生徒会長ってぇと、第一話に出てきたよな？

ＧＭ：はい！　とうとう名前がつきました。

ルーチェ：久ひさ々びさに見たような気がしますねえ。

ＧＭ：ともあれ、生徒会長ヘクターが壇上に上がり、アルトリウス祭の説明と簡かん単たんな宣伝が行なわれます。

ユファ：うんうん。

ＧＭ：アルトリウス祭については、プリプレイでも説明しましたが、改めて説明しますね。

ユーキリス：お願いしますドラ。

ＧＭ：これはエリンディル大陸から伝わった行事で、神聖王アルトリウスの生せい誕たん祭さい、および彼の再臨を願うためのお祭りです。我われ々われの世界で言うクリスマスに当たり、その期間は一二月二二日の夜から二三日の夜までとなっています。

ユファ：ふむふむ。

ＧＭ：シェルドニアン学園では授業はお休みとなり、生徒たちが出店や催もよおし物を行ないます。大小さまざまなイベントがあり、特に賑にぎわうのは実行委員が用意した次の三つですね。




・喰くい尽つくせ！　早食い大会!!

・熱ねつ唱しよう！　喉のど自じ慢まん大会!!

・踊おどれ！　青春ダンスパーティ!!




一同：ぶふっ!?（笑）

ユファ：は、早食いに……喉自慢に……青春ダンスパーティ……。

パル：なんか、田舎いなかの盆ぼん踊おどりみたいなラインナップだな。

ルーチェ：でもまぁ、若わかいからこそ、こういうのに全力で参加できるんですよね。

パル：そりゃま、そーかもしれんが。

ＧＭ：そして最後に、アルトリウス祭の大規模戦闘大会があります。選せん抜ばつされた強きよう豪ごうギルド同士がぶつかり合って雌し雄ゆうを決する、名実ともに祭りのクライマックスですね。

ルーチェ：どんだけ戦うの好きなんだろう、この学園（笑）。

ユーキリス：しかも、師走しわすの忙いそがしい時期にドラよ。

ユファ：（拳を握り）年とし納おさめバトルというわけね。いいじゃない。面白いわ！

パル：（ユファを見ながら）つくづく、アルディオンの貴き族ぞくって体たい育いく会かい系けいだよな～。

ユーキリス：率そつ先せんして、最前線に赴おもむくような人ばっかりドラ。ピアニィ姫ひめとか（笑）。

ＧＭ：大まかな進行についてはこんなところです。そして、ヘクター会長は言葉を続けます。「ではここで、予選を勝かち抜ぬき、大規模戦に参加が決定したギルドを発表する！」

ユファ：あっ、予選があったんだ。

ＧＭ：はい。予選で勝ち残った各ギルドが、赤白に組み分けされて戦うんですよ。もちろん、皆さんのギルドも勝ち残り組です。

パル：ふぅ、激はげしい戦いだったぜ。

ＧＭ：そして、生徒会長のへクターが合図をすると、参加ギルド名の書かれた表がババーンと掲けい示じされます。

ユファ：じゃーん♪

パル：俺たちは赤白どっちだ？

ＧＭ：赤組の方に、〝○○してあげてもよくってよ〟の名前があります。なお、赤組のリーダーはエルザ先生です。

一同：おお！

ユファ：エルザ先生チーム♪

ユーキリス：これでとりあえず、こわーいエルザ先生を相手にする心配はなくなったドラ。

ルーチェ：（冷静に）無ぶ様ざまに負けたら、お仕置きとして吹っ飛ばされそうな気がしますが。

一同：うっ……。

パル：ま、まぁ、何だ……。ようは勝てばいいんだよ、勝てば！

ユファ：うん、絶ぜつ対たいに勝つわよ！

ＧＭ：なお、白組リーダーは普通の男だん性せい教きよう諭ゆで、名前は……えーと、ナナーシュ先生です。

ユファ：初めて聞く名前だよね？

ＧＭ：たった今、名前を思いつきました（笑）。なお、皆さんと同じ赤組には、〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊たい〟というギルドの名もあります。

一同：おおー。




〝特攻！　一撃滅殺隊〟は、第一話に登場したギルドで、ＰＣたちとギルド対たい抗こうの模擬戦で優ゆう勝しようを争ったこともあるのです。




ユファ：かつてのライバルと、今度は戦友ってわけね。

パル：足の引ひっ張ぱり合あいにならなきゃいいけどなー。

ＧＭ：さて、会長は「それでは諸しよ君くん！　この善よき日を大いに楽しもう！」と宣言し、それに生徒たちも万ばん雷らいの拍はく手しゆや歓かん声せいで応こたえます。

一同：おーっ！（拍手）




　かくして開会式は終了し、生徒たちは講堂の外へと駆かけ出だしていくのだった。




ユファ：いよいよ始まったのね！

ルーチェ：とりあえず、模擬戦の時間までは自由時間になるんですよね？

ＧＭ：ですね。

パル：出し物でも見て回るか？

ユーキリス：いいドラね。……そういえば、生徒の出し物はどんな感じですかね？

ＧＭ：そうですね……。だいたいクラスごとに出店してまして、ユファちゃんたちのクラスではメイド喫きつ茶さをやっている……という設定にしました。

一同：メイド喫茶！

ルーチェ：……それ、ファンタジー世界で、お客様が呼よべる企き画かくなのでしょうか（笑）。

パル：貴族連中ならメイドなんて見慣れているだろうしなぁ。

ＧＭ：それがですね、「いつもお世話になっているメイドや執しつ事じたちの気持ちになってみようじゃないか」というコンセプトなのです。

一同：なるほどっ！（笑）

ユファ：それは確たしかに、ちょっとやってみたくなるかも～。

ＧＭ：とはいえ、そこは本題ではないですし、皆さんが店てん舗ぽスタッフとして働く時間については省しよう略りやくしまして、自由時間に移りたいと思います。

一同：は～い。

ユファ：ようやくお祭りを楽しめるわね。いろいろと巡めぐるわよ。模も擬ぎ店てんとか模擬店とか模擬店とか！

ルーチェ：模擬店ばっかりです（笑）。

ユーキリス：どうせなら、いろいろな食べ物の店に行きたいドラ。

ユファ：それなら、一いつ緒しよに学園内を巡り歩いてあげてもよくってよ！　少し頬ほおを赤らめながら、チラッとみんなの反応を見ます（笑）。

パル：相変わらず素す直なおじゃねぇなぁ。とはいえ、俺も不良だし、同じく素直に楽しもうとはしない。

ＧＭ：おお？

パル：さっさと背せ中なかを向けて、その場をあとにするぜ。……俺は屋上で昼ひる寝ねでもしてるから、模擬戦の時間がきたら、また会おうや。

ルーチェ：わたしはわたしで、剣けん術じゆつ部ぶの出し物の手伝いに行かないとですね。新人ですし、人手が必要ならちゃんとお手伝いしなくては。

ユーキリス：おおー、真面目ドラ。

ユファ：そっかぁ。四人で巡る気満々だったので、内心ではしょんぼりしていよう（笑）。

ユーキリス：じゃあ、その肩かたをちょんちょんとつつく。僕はちょっと見て回ろうと思うドラ。ユファさん、一緒に行かないドラか？

ユファ：あ、あら！　そうね……。い、一緒に行ってあげてもよくってよ！

ＧＭ：ツンデレだっ！（笑）

ルーチェ：それもツンとデレのストロークが異い常じように短い（笑）。

ユーキリス：それじゃあ、ユファさんを肩に乗っけてあげるドラ～。

ユファ：あら、悪くないわね。あっ、ユーキリス！　あっちにお化け屋や敷しきがあるわ。行ってみましょう！

ユーキリス：はいはい、了解ドラ～。えっほえっほと、お化け屋敷に向かいますよ。

ＧＭ：ほのぼのしますねぇ。それでは、ユファちゃんがユーキリスくんの肩に乗って、お祭り巡りを始めたところで、シーンを切りたいと思います。







◆Opening 02◆その男、軍ぐん師しにつき




　シェルドニアン学園の校長室。

　机つくえの上には、ティーカップがふたつ。

　初老のドラゴネットと、理知的な容よう貌ぼうの青年が机を挟はさんで対たい峙じしていた。

　ドラゴネットは、学園長のエゴール。

　そして青年は、名高きフェリタニアの軍師ナヴァールである。
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ＧＭ：次はマスターシーンになりますので、皆さんは登とう場じよう不ふ可か能のうです。

一同：はーい。

ＧＭ：場所は校長室。学園長エゴールと、白はく髪はつに黒いメッシュの入った物静かな青年軍師ナヴァールが、机を挟はさんで紅こう茶ちやを飲んでいます。




・ナヴァール

　サガに登場するＰＣのひとりで、瞳ひとみに竜りゆうの特とく徴ちようを宿やどすドラゴネットの青年です。

　伝説の軍師サザーランドの直じき弟で子しで、その才は世間から〝鳳ほう雛すう〟と称しようされるほど（本人は〝臥が龍りゆう〟と呼ばれることを望んでいますけど）。

　フェリタニア王国の重じゆう鎮ちんで、彼なくしてはピアニィの快かい進しん撃げきもなかったことでしょう。

　プレイヤーは、鈴吹太郎さんです。




ユファ：おお～。ナヴァールですよ、ナヴァール♪

ユーキリス：ず、ずいぶんな大物が来たドラね！　でも、どうしてナヴァールさんが学園にいるドラ？

ＧＭ：それはこれからの会話を聞いて、想像していただければと思います。

パル：ほほう。なら、聞かせてもらおうじゃねえか。

ＧＭ：部屋にまで届とどく生徒たちの歓かん声せいを聞き、学園長は「……賑にぎやかなものだ」と嬉うれしそうに呟つぶやきます。一方のナヴァールは、「エゴール殿どの、本日は急な要よう請せいを引き受けてくださり、ありがとうございます」と、そっと頭を下げるのです。

パル：むっ、急な要請？

ＧＭ：ナヴァールは頭を上げると、話を続けますよ。




「ここは、〝あの方〟にとって想い出深き場所。〝あの方〟も、懐なつかしくなったのでしょう」

　ナヴァールの呟きには、来こし方行く末すえへの深い感かん慨がいが混ざっていた。

　学園長は、窓そう外がいの平和な風景に目を向け、ナヴァールに答える。

「……戦せん乱らんの炎ほのおが吹ふき荒あれる今こそ、息いき抜ぬきの時間は必要だろうて。この場所で過すごす時間が、和平会議における重じゆう圧あつを、幾いく分ぶんかでも和やわらげてくれればよいのだがな」




ユーキリス：おお、なんだか意味深なやり取りドラ。

ユファ：〝あの方〟って……。

ルーチェ：やっぱり、〝あの人〟のことでしょう（笑）。

パル：みんな、たぶん同じ人物のことを想像してるな。しかし、なんだ……。なんて気の利きく軍師なんだ！（笑）

ユーキリス：しゃ、社長……（笑）。

ルーチェ：こういうのも、自じ画が自じ賛さんっていうんでしょうか（一同笑）。

ＧＭ：ちなみに、エゴールが口にした和平会議というのは、この地で行なわれる、メルトランド戦役を終わらせるためのものですね。

ルーチェ：『サガ無印』三巻のエンディングで行なわれたやつですね。

パル：そういや、時期が一緒だったな。

ＧＭ：ですです。エゴールとナヴァールは、神しん妙みような表ひよう情じようで話を続けますよ。




「息抜きの時間が必要なのは、そなたも同じだぞ、〝鳳ほう雛すう〟ナヴァール」

　一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくの後……。




「……〝臥が龍りゆう〟です」




パル：そこでそのネタかぁっ！（一同笑）

ユーキリス：パルくんが……いや、社長が突つっ込こんだっ！（笑）

ルーチェ：もしかして、このシーンでナヴァールを出したのって、このセリフを言わせたかったから……とか？

ＧＭ：いや、そんなことは……ない、ですよ？

一同：目をそらしたーっ!?（笑）

ＧＭ：……とまあ、そんな会話の後、ふたりは息抜きのチェスに没ぼつ頭とうし始めます。以上でマスターシーンは終了となります。

一同：はーい。







◆Opening 03◆あれなるは、伝説の先せん輩ぱい!?




　アルトリウス祭の最後は、大規模戦闘大会。それまで、ユファたちに出番はない。

　校内は、生徒たちによる出店や模擬店が出店されており、盛もり上あがっていた。




ＧＭ：それでは、次のシーンに移りたいと思います。皆さんが学園内を歩いているところ、と考えてください。全員登場するシーンで、ユファ＆ユーキリスは最初からいます。

一同：はーい。

ＧＭ：ユーキリスくんとユファちゃんが、活気溢あふれる学園内を歩いているところです。

ユファ：ユーキリスの肩に乗って、お祭りを見て回ってますわ。

ＧＭ：……そんな感じで、ふたりがお祭りを楽しんでいると。行き交う人々の中でひとり、きょろきょろと困ったように周囲を見回している女の子がいます。

ユファ：女の子？

ＧＭ：はい。ピンクブロンドのツインテールに、紅あかいローブをまとった女の子です！

ユファ：おお、来ましたわ～！　もちろんピアニィですよね!?

ＧＭ：はい。彼女こそ、〝戦乱のプリンセス〟から、フェリタニア連合王国の女王（この時点では）へと登のぼり詰つめたピアニィさんです。




・ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア

　アリアンロッド・サガ（無印）の主人公。レイウォール王国第二王女として生まれながら、戦乱のただ中に身を投じることとなった少女です。

　歯ごたえのある戦せん闘とうでは目を輝かがやかかせ、ついた渾あだ名なは〝殺意様〟。得意とする魔ま法ほう《フロストプリズム》で、すべてを凍いてつかせちゃいます。

　プレイヤーは、我われらが部長・大竹みゆ。

[image: ]




ユファ：（嬉しそうに）ねぇねぇ！　私、おじいちゃまのところで一緒に修しゆ行ぎようしてた設定があるから、ピアニィのことも知ってていいよね!?

ＧＭ：（頷うなずきながら）ええ、いいですよー。こちらとしても、その方が助かりますし。

ユファ：ありがとう♪

ＧＭ：さて、ピアニィは「どこに行っちゃったんだろう、困ったな……」と呟きます。

ユーキリス：一緒に来た人とはぐれた……ぽいな。

ＧＭ：ユファちゃんとユーキリスくんがピアニィの様子をうかがっていると、彼女はふと、ユーキリスくんの肩に乗ったユファちゃんに気づきます。

ユファ：うっ。

ＧＭ：「あの～、すみません！　ちょっといいですか？」と、ぱたぱたと駆かけ寄よって───

ユファ：（すごい勢いきおいで）ユーキリス、逃にげるわよっ！

ユーキリス：ええっ!?

一同：ちょっとぉぉぉぉ!!（笑）

ＧＭ：な、なぜ!?　どうして逃げるんですか[image: ]っ!?（一同爆笑）




　自分のＰＣから脱だつ兎とのごとく逃げる部長でした。




ユファ：あっ、ごめん。なんか、因いん縁ねんつけられて、いきなり《フロストプリズム》撃うたれそうで怖こわいなぁって……。

ＧＭ：撃ちませんよっ！（笑）

ユーキリス：自分が担たん当とうしてるＰＣのひとりなのに、ひどい扱あつかいだ（笑）。

ルーチェ：あんなに嬉しそうに、知り合い設定にしてたのに（笑）。

ユファ：そ、そうよね。

ユーキリス：まあまあ、落ち着くドラ。

ユファ：う～……。

ＧＭ：彼女は、目立っているユファちゃんに話しかけますね。「すみませ～ん！」

ユファ：ええと……ピアニィと話すんだよね。う～ん、何て呼よんでることにしようかな。

ＧＭ：そこは自由に決めていいですよ。

ユファ：ん～……それじゃあ、〝ピィ姉様〟で！

一同：ピィ姉様っ!?（笑）

ユファ：ピィ姉様、お久ひさしぶりですね！　胸むねを張はって、ハキハキと話しかけます。

ＧＭ：ピアニィは一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情をした後。「あっ！　ユファちゃん!?」と、ぱぁっと顔を輝かせて駆け寄ってきます。

ユファ：きたー!!（笑）

ルーチェ：そして出会い頭に《フロストプリズム》の撃ち合い。

ＧＭ＆ユファ：しませんっ！（笑）

パル：（しみじみと）撃ち合ったらお互たがい大変だからなぁ。

ユファ：上から話すのもあれだから、いそいそと降おりるわ。ユーキリス、ちょっとかがんで。

ユーキリス：はいはいドラ。

ＧＭ：なんだか可愛かわいい（笑）。

ユファ：裾すそを払はらったりしてから、優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをします。「お久しぶりです！」って言ってから、ぎゅ～っと抱だきつきます！

一同：おおっ。

ＧＭ：ピアニィは、「わっ!?」と少し驚おどろきますが、にこりと微笑ほほえんで、頭をなでてくれます。「ユファちゃん、元気でしたか？　友達はできましたか？」

パル：ピアニィからも友達の心配されてるのか（笑）。

ユファ：こくこくと頷きますわ。「はい、ピィ姉様。たくさん……ではないけれど、素す敵てきな友達が何人かいるんです。このユーキリスも、そのひとりですわ」

ユーキリス：（虚きよを衝つかれたように）ふぇっ!?　あ、僕ですね。はい、ユーキリスというドラ。……ていうか、僕は目の前の人がピアニィだと知らないドラ。

ユファ：あ、それじゃあ説明しますわ。かくかくしかじか。

ユーキリス：それを聞き、「あ、あのピアニィ女王!?」と純じゆん粋すいにビックリします。こんなところで出会うなんて、夢ゆめにも思うわけがない。

ＧＭ：「お忍しのびなので、なるべく自然にしててくれると嬉しいです」

ユーキリス：わかったドラ。内心ではちょっと怯おびえつつも、平静を保たもつ（笑）。

ユファ：あっ、ひどいわよ、ユーキリス。ピィ姉様をなんだと思ってるの？




　見た瞬しゆん間かんに逃にげ出だしたのはあなたです、部長。




ユファ：ところで、ピィ姉様はどうしてこんなところに？

ＧＭ：「今日はアルトリウス祭の見学に来たんですよ。さっきも言ったように、お忍びですけどね。だから、こっちでお話ししましょう」と、目立たない建物の陰かげにそそっと移い動どうします。

ユファ：でも……ピィ姉様、その格かつ好こうは目立ちませんか？（笑）

ＧＭ：「あら、そうですか？」

パル：まあ、今日は父兄とか外来の客もいるだろうから、それほど目立たないだろう（笑）。

ルーチェ：何かのコスプレや劇げきの衣い装しようと言い張る、とか（笑）。

ＧＭ：そんなピアニィは周囲を見み渡わたして「懐なつかしい～！」とはしゃいでいます。

ユファ：あ、ヤンヤンも一緒ですか？　喜んでる？
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ＧＭ：はい、ヤンヤンもいますよ～。羽をぱたぱたさせて喜んでいます。

ユーキリス：それはそうと、先輩は何かお探さがしのご様子のようでしたドラ。

ＧＭ：「ええ、一緒にいたベネットちゃんとはぐれてしまったんです」
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ユファ：ベネット！

ルーチェ：ここで迷まい子ごになるとは（笑）。




　ベネットについても説明しておきましょう。

　エリンディルからやって来たクラン＝ベルの四英えい雄ゆうのうちのひとりで、「～でやんす」という三さん下したっぽい語ご尾びが人気の犬いぬ耳みみ娘むすめです。今はピアニィと一緒に大だい活かつ躍やくの日々。

　プレイヤーは、大畑顕おおはた・あきらさんです。




ＧＭ：「髪かみは緑色で、狼おおかみの耳と尻尾しつぽの生はえた女の子なんですけど……見てませんか」

ユーキリス：見た記き憶おくはないドラ。

ユファ：ありゃ。ここは一緒に探せばいいのかな？

パル：……よし、頃ころ合あいだな。ＧＭ、俺はここで登場するぞ。

ＧＭ：了解しました。お願いします。

パル：まず、「ぽんぽんぽんぽん……」と鼓つつみの音が響ひびいてくるのだ（一同笑）。




　だから、その鼓はいったいどこから……!!




パル：悪い子はいねが～、サボってるやつはいねが～！（一同爆笑）

ＧＭ：な、なまはげだぁ～!?
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ユファ：タ、タマちゃん!?

パル：魔ま性しよう面めんをつけ、風紀委員として見回っているのだ。実は屋上でこっそり仮か面めんをつけて、噂うわさの〝風紀委員侍〟として校内を巡回してるところ（笑）。

ルーチェ：いや、わけがわからないですよ！（笑）

ユファ：素直に見回ればいいのに！

パル：や、一応、不良としてのメンツもある。だが、周りの生徒たちにはバレバレだ（笑）。

ＧＭ：ピアニィは「な、何ですか!?　《フロストプリズム》撃うちますか!?」と、慌あわてています。

一同：撃つなーっ！（笑）

ユファ：ピィ姉様、あれはタマちゃん、お友達ですわ！　敵てきじゃありません！（笑）

パル：……む、見み慣なれない生徒がいるな。「そこの君、見ない顔だな！」

ＧＭ：それに対してピアニィは「あ、あのぅ、ええっと……」と困ってしまいます。

ユファ：タマちゃん。この人は私のお姉様のピィ姉様。小さい頃に一緒に修しゆ行ぎようしたのよ。

パル：（わざとらしく）な、なぜだ!?　なぜ俺の正体が分かったんだぁーっ!!（一同爆笑）

一同：今さらその反応かよっ!?（笑）

ユファ：タマちゃんっ、バレバレよっ!!（笑）

ＧＭ：周囲の生徒たちも呟つぶやきます。「あれ、すぐ分かるよな」「ああ、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

パル：じゃあ、魔性面をぱかっと外そう。……ちぇ、しょうがねーなぁ。

ＧＭ＆ユファ：可愛い……！

パル：じゃ、挨あい拶さつするぜ。ユファと同じギルドのパルだ。よろしく。

ＧＭ：「ユファちゃんのお友達のひとりね。よろしく、あたしの名前は……」

パル：ふっ。大だい丈じよう夫ぶだ。この風紀委員である俺には、お前が何者なのか見当がついた。

ユファ：ま、まずいわ！（笑）

パル：……例の和平会議の使し節せつ団だんの人なんだろ？

一同：えっ？

パル：（とぼけた口調で）シェルドニアンの卒業生なら、使節団になっててもおかしくねぇ。

ＧＭ：和平会議と聞いて「どきっ！」となるピアニィ。

パル：和平会議が行なわれることと結びつけ、その使節団のひとりだと誤ご解かいする俺（笑）。さすがに、ピアニィ女王その人とまでは思わない。

ＧＭ：なるほど、そういうことですか。

ルーチェ：鋭するどいのか、そうでないのか。

ＧＭ：なるほど。ピアニィの正体に気づかないというロールプレイでいくんですね。

パル：おうよ。人ひと捜さがしだってんなら、手は多い方がいいな。ルーチェにも声をかけようぜ。

ルーチェ：おお、登場しやすくしてくれてありがとうございます。




　というわけで、一行はユファちゃんたちのクラスへ向かうことになりました。

　クラスでは、そんな彼女たちをメイドや執しつ事じ姿すがたのクラスメイトたちが出迎えてくれます。




ユファ：ピィ姉様、こちらですわ。

ＧＭ：「わぁ、素す敵てきですねー！」とピアニィははしゃいでいます。生徒たちにも、彼女の正体がバレる様子はありません。

ユファ：よかった、みんな細かいことを気にしなくて（笑）。

ルーチェ：それでは、わたしは尖とがった眼鏡めがねをかけ、テキパキと生徒たちを仕切っています。

ＧＭ：な、なぜ!?（笑）

ルーチェ：はいそこ、三番テーブル、料理が遅おくれているのです！　五番テーブル、お客様への笑顔が足りないのです！

ユーキリス：「弾だん幕まく薄うすいよ、何やってんの！」……的な感じドラね（笑）。

ルーチェ：この試練を乗のり越こえてこそ、我らは神に認みとめられるのです！

パル：相変わらず頑がん張ばってるな。とはいえ、それもちょいとお休みだ。ルーチェの背はい後ごから、肩をぽんぽんと叩たたこう。

ルーチェ：誰だれです？　……ああ、パルさんじゃないですか。

パル：よう、ルーチェ。別の神の試練があるんだけど……受ける気ねえか？

ルーチェ：ぎらり。神の試練ですって!?（一同笑）

ＧＭ：目がぎらついた！

ルーチェ：では、ここはフローラさんにお任せしましょう。あなた、見み所どころがあります。あなたなら、この試練を乗のり越こえられる！

ＧＭ：「え、えぇ～!?　は、はいぃ～!?」フローラは戸と惑まどってます（笑）。

ルーチェ：大だい丈じよう夫ぶ！　ここで一歩前に進むことこそが、神の望む試練なのです！

ユファ：この子、ルーチェちゃんっていうんですよ、ピィ姉様。

パル：（こそっと）この人、ユファの姉ちゃんらしいぜ～。

ルーチェ：なるほど。ユファさんのお姉さんのピィさんですか。初めまして、ルーチェと申します。あなたにも神の試練がありますように。

一同：えぇえーっ!?（爆笑）

ユファ：ピィ姉様は、もう十分な試練を背せ負おってるからーっ！（笑）

ＧＭ：では、ピアニィは、膝ひざを曲げてルーチェちゃんに目線を合わせてくれます。そして「よろしくお願いしますね」とにっこり笑ってくれます。

ルーチェ：おお、礼れい儀ぎ正ただしい人なのですね。

パル：じゃ、事じ情じようを話すぜ。なんでも、はぐれた連れを探しているんだってよ。ルーチェも手伝ってくれねえか？

ＧＭ：するとフローラとアレックスは、事情を聞いて「それなら、皆さんぜひ探してあげてください」「ここはボクたちに任まかせて」と笑顔で頷うなずいてくれます。

ユーキリス：アレックスくん、男らしくなっているドラ……！

ＧＭ：「そ、そうかな？」（笑）

ユーキリス：やはり、彼女ができた効こう果かではないかと。

ルーチェ：爆ばく発はつしろーっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：えっ、そんなっ！（笑）

ルーチェ：充じゆう実じつして幸せそうなカップルには、神の試練を！

ユファ：ルーチェちゃん……（笑）。

ルーチェ：……はっ、取とり乱みだしました（笑）。




　珍しく取り乱したルーチェちゃんでした。




ユファ：じゃ、改めて私たちが何をするのか確かく認にんしましょう。はぐれたベネットちゃんという人の特とく徴ちようを、ピィ姉様に聞きますわ。

ＧＭ：すると、ピアニィが説明してくれますね。「えーっと、ヴァーナの女の子で、髪の色は緑で、長さは腰こしぐらいまであって……」

パル：ヴァーナか……。じゃあ俺とお仲間だな。懐ふところから突とつ然ぜんスケッチブックを取り出して似に顔がお絵えを描かくぞ。カキカキと、デフォルメされた、ベネットの姿を紙に描き出す。……こんな感じか？

ＧＭ：それを確認して、「わぁ！　似にてます！」と手を叩きます。

ユファ：あ……あと、ピアニィに聞きますね。「ところで、ピィ姉様。お連れの方とは、どの辺ではぐれられたのですか？」

ＧＭ：「それが……。懐なつかしさのあまり夢む中ちゆうになって歩いていたら、ベネットちゃんがいつの間にかいなくなっていたので……」どうやら本人にも、覚えがないようです。

パル：このベネットさんという方は、今日この学校に来るのは初めてで？

ＧＭ：「ええっと……たぶん、そうだと思います」と、戸と惑まどい気味にピアニィは答えます。

パル：なるほど……。ということは、学内で迷まよっている可か能のう性せいがあるな。

ユーキリス：なんにせよ、ここにいても状じよう況きようは変わらないのは間ま違ちがいないでしょう。とりあえず、探しに行くのがいいんじゃないドラか？

ＧＭ：「皆さん、一緒に探してくれますか？」と、ピアニィも改めてお願いしてきます。

ユファ：もちろんですわ！（←即そく答とう）

ユーキリス：雷らい光こうみたいに速い返答だったドラ！（笑）もちろん、僕も手伝うドラ。

パル：風紀委員としては、困っている先輩は放っておけねえ。手伝ってやるよ。

ルーチェ：わたしも手伝いましょう。これも神の試練です！

ユファ：みんな、よくって？　今回のギルド名は……。

一同：ギルド名は？

ユファ：〝ベネットを捜してあげてもよくってよ〟に決定よ！

ルーチェ：相変わらず、すごい分かりやすいギルド名ですね（笑）。

ＧＭ：ピアニィはぺこりと頭を下げます。「皆さん、よろしくお願いします～」

ユファ：任せてください、ピィ姉様。さあ、皆さん。行きますわよ！

一同：おーっ！

ＧＭ：というわけで、ベネット探しが始まったところで、シーン終了です！







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆ベネットを捜さがせ！




　ピアニィのお付き、ベネット。

　クラン＝ベルの四英えい雄ゆうと呼よばれる、エリンディル大陸から渡わたってきたヴァーナの少女だ。

　さて、護ご衛えい対象を置いてどこかに行ってしまった彼女を捜さなければ……。




ＧＭ：というわけで、ミドルフェイズです。全員登場になりますよ。

一同：はーい。

ＧＭ：このミドルフェイズでは、マップに示しめされた場所を選せん択たくし、そこへ移い動どうすることで、各種イベントが発生していきます。

ユーキリス：ふむふむ。

ＧＭ：ちなみに、行ける場所はこんな感じになりますね（卓上にマップを置く）。
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・屋上

・ツリー

・ユファのクラス

・中庭

・講こう堂どう




ＧＭ：なお、ツリー、中庭、講堂の三さん箇か所しよでは、それぞれ実行委員会のイベントが行なわれています。

ユファ：催もよおし物ものね。

ＧＭ：それでは皆さん。まずはどこへ向かうか決めてください。

ルーチェ：あの、ツリーっていうのは、アルトリウス祭さい用のツリーなんですか？

ＧＭ：はい。クリスマスツリーみたいに、木にさまざまな飾かざり付つけが施ほどこされたものを想そう像ぞうしていただければ。

ユーキリス：アルディオン大陸でも、ツリーを飾る習しゆう慣かんがあるドラね。

ユファ：ねえ、屋上がいいんじゃないかしら。なんだか屋上にいそうな気がするの！

ルーチェ：何故なぜですか？

ユファ：だって、ベネットちゃんなら勝手に落っこちそうになってそうだもの！

パル：確たしかに。ひとりでに足を滑すべらせて落ちていきそうだ（笑）。

ユファ：ピィ姉様もきっと言ってるわ。「ベネットちゃんは屋上に上がって、勝手に飛とび降おりそうになっているんじゃないかしら？」

ルーチェ：どんな人ですかそれはっ！（笑）

ユファ：ほら、えーと、そういうハードな試練がよく似合うんだよ、きっと。

ルーチェ：そ、そうなのですか。わたしより神の試練を求める方がいたとは……（笑）。

パル：一刻も早く見つけて、引き止めてやらねぇとダメなんじゃないか？

ユーキリス：飛び降りしそうな人という誤解があるドラ（笑）。

ＧＭ：猛烈な誤解ですが、とりあえず屋上のシーンを演出しましょう。




　そんなわけで、一行はさっそく屋上へとやってきたのでした。




ＧＭ：はい、では屋上に着きました。

パル：屋上の扉とびらをばーんと開く！「待てー！　早まるなー！　生きていればいいことはあるー!!」（一同爆笑）

ユファ：（ピアニィになり）「ベネットちゃん、駄だ目めよ！　まだ死んじゃ！」

ＧＭ：事情を知らない人が聞いたらびっくりしますよそれっ!?（笑）。えっと、では……。




　屋上には、勢いきおいよく開いた扉の音とピアニィの声が響ひびくばかりであった。




ユファ：いないの？

ＧＭ：はい。

パル：……いないのか。

ＧＭ：でも、屋上にはたくさんの人がいます。なので、何事だと一いつ斉せいに視し線せんが注そそがれます。

パル：うお、それ、めちゃくちゃ気まずい（笑）。

ユーキリス：あれ？　屋上にも大おお勢ぜい人がいるドラか？

ＧＭ：はい、屋上では生徒が休きゆう憩けいしたり、それを相手にした出店も並ならんでいたりしますので、ここもけっこう賑やかです。

ユファ：とりあえず、その中に緑の髪かみの子はいないかしら……と捜します。

ＧＭ：残念ながら、それらしい子は見当たらないんですが……。ひとりの女子生徒が瞳ひとみをキラキラさせて駆かけ寄よってきます。

ユファ：ん？　知ってる子ですか？

ＧＭ：いえ、知らない子です。制せい服ふくを見ると、どうやら先せん輩ぱいのようですね。

ユーキリス：どんな子ドラか？

ＧＭ：ハーフエルダナーンの女の子で、青い瞳と赤しやく銅どう色いろの髪が特とく徴ちよう的てきですね。髪は頭の上でお団子にしていて、そこに大きなリボンを巻まいて結むすんでいます。性せい格かくは少しきつそうに見えます。

パル：いかにもお嬢じよう様さまって感じか？

ＧＭ：ですね。女子生徒は、ユファちゃんたちを押おしのけて、ピアニィに近づきます。「あなたは……もしかしてピアニィ先輩でいらっしゃいますか!?」と、瞳をうるませながら問いかけます。

パル：ぴあにぃ？　聞いたような名前だ。怪け訝げんな表ひよう情じようになって、首を傾かしげる俺おれ（笑）。

ユファ：ぎくり！　このままではピィ姉様の正体がばれてしまうわっ。どうしましょう！

ＧＭ：そんなユファちゃんには気づかないまま、女子生徒はピアニィの手をぎゅっと握にぎり締めてこう言います。「お久ひさしぶりです！　あなたのひとつ後こう輩はいのシャルロットです！　覚えておいでですか!?」
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ユーキリス：側そばにいるだけで圧あつ倒とうされそうドラ。なんだかピアニィさんと知り合いみたいだけど……実じつ際さいのところはどうなのかな？

ＧＭ：どうやら、ピアニィには覚えがないようですね。強ごう引いんに振ふり払はらうわけにもいきませんし、困こまったような笑えみを浮うかべています。

ユファ：ピィ姉様は、シャルロットさんのことを知らないのね。

パル：在ざい校こう中、シャルロットが密ひそかに慕したってた、とかそんなところか。

ＧＭ：はい、そのとおりです。途と方ほうにくれるピアニィは、皆さんの方に「助けてくださーい！」と視し線せんで語りかけてきますよ。

ユファ：今参りますわ、ピィ姉様！　ずいっとシャルロットさんを引きはがします！

パル：シャルロットもだけど、ユファはユファでパワフルだな（笑）。

ＧＭ：本当に（笑）。そうすると、シャルロットの表情が険けわしくなりますよ。「あら……。あなた、何ですか。邪じや魔まをしないでくださいます？」

ユファ：あなたの方こそ、それ以上、ピィ姉様を困らせるのはやめてもらえないかしら。

ＧＭ：「ピィ……姉様？　あなた、ピアニィ先輩の何なんです!?」

ユファ：うっ……。くわしく話しちゃうと、ピィ姉様の正体がばれちゃうし、何とか誤ご魔ま化かしたい。と、とりあえず、「わ、私わたしのことはいいんです！　それと、この人はピアニィという名前ではありません！」と叫さけびます。

ＧＭ：「えっ……？」

ユファ：この方は……ぴ、ピア……ピアニッシモさんというのです！

ユーキリス：ピアニッシモ……。とっさに思いついたにしては、可愛かわいらしい名前ドラ。

パル：音楽用語だな。直ちよく訳やくすると〝きわめて弱く〟さん、とかになるぜ？（一同笑）

ユファ：と、とにかく！　この方の名前はピアニッシモなの、間違えないでくださる!?

ＧＭ：では、力説するユファちゃんにピアニィが続きますよ。「そうです、あたしはピアニッシモっていうんです！　ピアニィ女王とは顔が似にているので間ま違ちがえられるんですよ～」

パル：ピアニィも正体は隠かくしていたいんだな。

ユーキリス：お忍しのび中だし、ピアニィを狙ねらう暗あん殺さつ者しやがくる可か能のう性せいもありますし、警けい戒かいして正体を伏ふせておくのは正しいと思いますよ。

パル：だな。で、シャルロットはどんな反応をするんだ？

ＧＭ：ショックは受けますけど、引き下がりはしません。「いいえ、この私が見み間ま違ちがうはずがありません！」と言うと、皆さんのことを睨みます。

パル：うおっ、こっちに来た!?

ＧＭ：「あなた方は新入生ですね？　どうしてあなたたちが先輩と一いつ緒しよにいるのですか？　彼かの女じよを独どく占せんしようなど……ずうずうしいにも程があります！」

パル：いや、別に独占しようとは……というか、あんた怖こええよっ！（笑）

ルーチェ：も、ものすごい嫉しつ妬と心ですね。まさか、ここまでこだわるとは！

ＧＭ：ピアニィは在ざい学がく中に数々の伝説を残していて、シャルロットはその大ファンなんですよ。伝説の内ない容ようからピアニィの細やかな特とく徴ちようを覚えてしまうぐらいに好きなんです。

ユファ：そ、そこまでっ!?

ユーキリス：ふむ……。ちょっと、ここで前に出るドラよ。

ユファ：ユーキリス？

ユーキリス：えーっと、シャルロットさんでしたよね？　ちょっとお話ししたいドラ。

ＧＭ：「あなたは？」突然話に加わってきたユーキリスくんに、彼女は訝いぶかしげな視線を投げますよ。

ユーキリス：僕ぼくの名前はユーキリス。ギルド〝優ゆう勝しようしてあげてもよくってよ〟を名乗った方がいいドラかね？

ＧＭ：ユーキリスがギルド名をあげると、シャルロットは思い当たったようです。「ああ……。歓かん迎げい会かいで優勝したチームの人でしたか。そんな人たちが何をしてますの？」

ユーキリス：僕たちは今、ピアニッシモさんのお手伝いをしてるドラ。何でも、一緒にきたお付きのベネットさんって人とはぐれてしまったらしくて。

ＧＭ：「連れの方とはぐれたと……。どういった方なのかしら？」

パル：「ちなみに、こんなヤツだぜ」と、さっき描いた似顔絵を見せるぞ。

ＧＭ：彼女は似顔絵を見つめたあと、「ああ、この方なら先ほど見かけましたよ」と言います。

ユファ：知ってるんですの！

ＧＭ：「ええ。確か、ツリーの方に向かったと思いましたけど」

一同：ツリーかぁ……！

ルーチェ：恐おそらく、派は手でなツリーにつられてしまったのでは（笑）。

パル：どうだろうな（笑）。まあ、次の目的地は決まったんだ。さっさと行こうぜ。

ユーキリス：それなら移動する前に、「あの……よかったら、ピアニッシモさんのベネットさん捜しを手伝ってくださいませんドラか？」と、シャルロットさんに声をかけましょう。

ＧＭ：ほほう。

ユーキリス：ベネットさんのことを記き憶おくに留とどめてたあなたなら、見事に彼女を見つけ出せると思うドラ。

ＧＭ：「なっ……!?　べ、別に、その程てい度どのこと、大したことではありませんから！」ユーキリスの言葉に、彼女の頬ほおがうっすらと赤く染そまります。

パル：……もしかして、照れてる？

ＧＭ：「照れていません！　べ、別に褒ほめられたからといって、喜んでいるわけじゃありませんから！　勘かん違ちがいしないでくださいな！」

パル：思いっきり意い識しきしてんじゃねえか（笑）。




　しばらく悩なやんだすえ、彼女はユーキリスくんの提てい案あんを断ことわりました。




ＧＭ：他の人がいる前で、ピアニィと話すのが気き恥はずかしい……そんな乙女な理由です。

パル：いまさら気恥ずかしいも何もあるかーいっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：憧あこがれの人と出会えた勢いで、つい我を忘れてしまったのです（笑）。

ユーキリス：乙おと女め心ごころは複ふく雑ざつドラ（笑）。

パル：まあとにかく、断られちまったらしょうがない。みんな忙いそがしいんだろうよ。

ＧＭ：シャルロットはちらっとユーキリスくんを見ますが、すぐにピアニィに視線を移うつします。「ピアニィ先輩、どうぞアルトリウス祭を心行くまで楽しんでくださいましね」と告げて、にっこり微笑ほほえむと、優ゆう雅がに会え釈しやくをして去っていきます。

ユファ：シャルロットさんが去ったところで、キーッてなります。「なんですの、あの態たい度どっ！」って（笑）。

パル：そうか？　俺は親しみが持てたぜ。誰だれかさんと似てたし（←ちらりとユファを見る）。

ユファ：タマちゃん……何かしら、その視線は？

ユーキリス：確かに似てたかもしれないドラ。ユファさんとシャルロットさん。

ルーチェ：彼女もちょっと、ツンデレっぽかったですしね（笑）。

ユファ：ふたりまで！　……そんなに似てたかしら？




　みんなの言葉に、うーんと首を捻ひねるユファちゃんなのでした。




＊　　　＊　　　＊




パル：なんにせよ、次の目的地は決まったんだ。とっととツリーに行こうぜ。

ユファ：それじゃあみんな、行きましょう！

ＧＭ：では、皆さんが屋上から降おりようとすると、そこにヨハンが入ってきます。ギルドのメンバーも一緒ですね。




　ヨハンは、第二話でフローラに横よこ恋れん慕ぼしてユファたちと競きそい合うことになった生徒です。基き本ほん的てきに、自信過か剰じような嫌いやなヤツです。
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ユファ：あら。何しに来たのかしら。

ＧＭ：ヨハンは皆さんの前で立ち止まると、高たか飛び車しやに切り出します。「キミたち、邪魔だからそこをどいてくれないか」

ユファ：嫌よ、あなたこそ、そこをどきなさいよ！

ＧＭ：「なんだとっ！」

ユーキリス：（とりなすように）まぁまぁ。屋上に何か用があるドラか？

ＧＭ：ユーキリスくんががそう尋ねると、彼は「ふん……最後の大だい規き模ぼ模も擬ぎ戦せんのために、今からギルドで話し合いをするんだよ」と答えます。

ユファ：屋上で？

ＧＭ：休きゆう憩けい所じよも兼かねてますから、そこで会議をするようですね。

ユファ：ふうん。ところで……あなた、グループはどこになったの？

ＧＭ：彼らは男だん性せい教きよう諭ゆ、ナナーシュ先生のチームなので、ライバルですね。

ユファ：そう、ライバルなのね。

ＧＭ：「ふん、そうだね。だから僕たちはとても忙いそがしいんだよ」

ユファ：わ、私だってとぉっても忙しいのよっ！

パル：お前ら子どもか！（一同笑）

ルーチェ：何故なぜ、この手のＮＰＣにあえて感かん情じよう移い入にゆうをするのですか（笑）。

ＧＭ：ヨハンは一いつ瞬しゆん「なんだとっ!?」と食いつきかけるのですが、「……おっと、キミたちにかまっている時間はないんだった」と冷静に戻もどります。

ユファ：なにを言ってるのよ。絡んできたの、そっちでしょ！

ＧＭ：ユファの剣けん幕まくもなんのその。ヨハンは去ろうとするんですが「ところでキミたち、僕の妹を見かけなかったか？」と聞いてきます。

ユファ：あ、あなた、どうしたのいきなり？（笑）　……というか、妹なんかいたのね。

ＧＭ：ジェニーという名前の双ふた子ごの妹で、違うクラスにいるようです。

一同：双子!?

パル：そんなのがいるのか！（笑）

ＧＭ：はい、そんな設せつ定ていがつきました。彼女もヨハングループのひとりです。

一同：グループになるほど多いのっ!?

ＧＭ：ヨハンには取り巻きのギルドがいくつかいまして、その中のひとつを、妹のジェニーが仕切ってるんです。

ユーキリス：……なんだか、すごそうな人ドラね。

ルーチェ：そうですね。ヨハンさんの妹さんですし（笑）。

ＧＭ：どうやらチーム会議には、その妹さんのギルドも参加する予定らしいのですが、来ていないようなのです。「あいつは肝かん心じんな時、いつもいないんだ！」と、ヨハンもご立りつ腹ぷく。

パル：なら、ここで再ふたたびスケッチブックを出して、似顔絵を描くぜ！（笑）




　パルくん、妙みように楽しそうに似顔絵を描き始めました。

　ところが──。




パル：どうがんばっても、ロン毛のヨハンにしかならねー！（一同爆笑）

ユーキリス：と、とりあえず、見かけたら声をかけるドラよ。

ＧＭ：「そうだな。僕のところに来るように言っておけ」と、ヨハンは言います。

ユファ：人にものを頼たのむ態度ではないわね。でも、まあいいわ。ちょうど人ひと捜さがしをしているところだし……あなたの妹も捜してあげてもよくってよ！

ＧＭ：「キミの態度も、頼たのみ事ごとを聞く人間のものではないと思うよ」（笑）

パル：ジェニーを見かけたら声をかけとくな。それにしてもヨハン、お前に妹がいるなんて知らなかったぜ。

ＧＭ：「まあ、違うクラスだからな」彼は彼なりに、妹を大事にしているっぽいですね。

ユファ：ふーん。こんな人でも、いいところもある……のかしらね？

ＧＭ：どうでしょう？　彼は、取り巻きのいる方へ去っていきます。

ユファ：行ったわね。

ＧＭ：ピアニィが今のやり取りを見て尋たずねます。「あの……あの方は、お友達ですか？」

ユファ：（ツンツンした様子で）お、おおおお友達じゃないわ、あんなやつ！（笑）

ＧＭ：あんなやつ呼ばわりされてしまった（笑）。

パル：ユファは誰だれに対してもこうだからな。でも、きっとヨハンも友達だと思ってるぞ（笑）。

ＧＭ：「いいですね。青春ですね」と、ピアニィは微笑ほほえみます。

ユファ：と、ともかく！　ここにベネットちゃんはいないようですから、ツリーの方に行ってみませんか？

ＧＭ：「そうですね。行ってみましょうか」とピアニィも頷きます。では、ツリーに移動したところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆大きなツリーの下で




　アルトリウス祭のシンボルといったら、きらびやかに飾かざり付つけられたツリーである。ツリーの下では、男女が音楽に合わせてダンスを踊おどっている。

　目もく撃げき情じよう報ほうによると、ここにベネットがやってきたというが……。




ＧＭ：では、次のシーンです。全員登場で、ツリーに移動したところですね。

ユファ：（ピアニィの声で）「ベネットちゃん、早まらないで！」

パル：ツリーだけに首を吊つってる!?

ユーキリス：それはあり得るドラ！

ＧＭ：皆さんはベネットちゃんをなんだと思ってるんですか!?（一同爆笑）

ユファ：だって、あの子、目を離はなすとすぐ死ぬんだもの（笑）。

ＧＭ：ひ、否ひ定ていはしませんが……（一同笑）。とりあえずシナリオを進めますよ？

ルーチェ：お願いします（笑）。

ＧＭ：ツリーが設置されている場所は、ちょっとした広場になっています。その中央にあるツリーは、見上げるほど巨きよ大だいなモミの木がベースで、星や月を模もした飾りが施ほどこされています。

パル：こいつはでけえ！

ＧＭ：飾りの中でも特に目を引くのは、ツリーの一番上に付けられた、銀色の竜りゆうの飾りですね。アルトリウスが住んでいたという都みやこ──ティンダージェルを守しゆ護ごしていた〝銀の〟ケセドを模したものです。

ユファ：ケセド！（素すになって）いつもお世話になってます（一同笑）。

パル：ナヴァールがケセドの杖つえを使ってるからなぁ。

ユーキリス：飾り付けられた大きな樹じゆ木もく……クリスマスツリーみたいなのを想像すればいいのかな？

ＧＭ：はい、そうですね。

ルーチェ：きっと、紙に願い事を書いてつるしておくんです。神しん聖せい王おうアルトリウスに願いを叶かなえてもらうように！

ユファ：なんだか、七夕たなばたとごっちゃになってるよ？（笑）

ルーチェ：あとは、おみくじを引いて、悪いものが出たら結むすんでおく。

ユファ：今度はお正月と一いつ緒しよに（笑）。

パル：クリスマスに、七夕、正月……。いろいろ混まざって、なんだか、もうわけがわかんねえぞ（一同笑）。

ＧＭ：基本的にはクリスマスを想像していただければよいかと（笑）。さあ、続けましょう。皆さんがツリーに到とう着ちやくしたところからです。大きなツリーの下では、生徒たちがダンスパーティを楽しんでいますね。

ユーキリス：ここがダンスパーティの会場だったドラか。

ユファ：まあ。楽しそうですわ！

パル：……もしかして、ベネットはここで踊ったのか？

ユファ：あっ！　もしかして、みんなでプリプリダンスやってるの？（笑）

ＧＭ：やってません（笑）。すぐ近くには立食用のテーブルがあります。ご馳ち走そうが並ならべられているはずなんですが……どういうわけか、ひとつ残らず食くい荒あらされています。

パル：食ってたんじゃねえか!?（笑）

ユファ：（ピアニィになって）「この食べっぷりは……！」

パル：食べっぷりだけでバレるのかよ（笑）。

ＧＭ：実行委員の腕わん章しようをつけた生徒たちがあわただしく指し示じを出しています。「どういうことだ!?　料理がほとんど残っていないぞ！」「と、とにかく作り直してもらおう！」

ユーキリス：なんだか、大変なことになってるドラね。

ＧＭ：「俺たちが厨ちゆう房ぼうで代わりのものを作ってもらうよう頼たのんでくるから、ルーゼル、あとは任まかせたぞ！」とひとりの生徒に言っております。で、ルーゼルは「了りよう解かいです、先せん輩ぱい！」と返事をしています。
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ユファ：ルーゼル？

ＧＭ：〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊たい〟のギルドリーダーです。

一同：ああ～！

ユファ：あの、残念なイケメンね（笑）。




「特攻！　一撃滅殺隊」というのは、『エチュード』一巻第一話において、入学式に行なわれたギルド対抗戦の決勝戦で、ＰＣたちと対戦したギルドです。

　そのギルドリーダーのルーゼルは、一見さわやかな美形ですが、中身は色々と残念な人なのです。




ＧＭ：はっ、残念なイケメンです（笑）。プラチナブロンドの長い髪かみをひとつにくくった、かっこいい……はずの男の子です。

パル：なるほどな。ルーゼルはこっちの係かかりだったのか。

ユファ：ルーゼル、どうかなさったの？

ＧＭ：そうするとルーゼルは「やあ、ユファくんたちじゃないか」と爽さわやかな笑顔を見せて片かた手てを挙あげます。「君たちこそ、どうかしたのかい？」

ユファ：「人を捜しているんですの。この人よ、見てないかしら」とタマちゃんが描いた絵を見せます。

ＧＭ：なるほど。では彼はじっとそれを見て、「ああ！　この緑の髪の女性だね！　確かにここには来たけれど……知り合いなのかい？」と言います。

ユファ：ええ、私のお姉様の知り合いなんですわ。

ＧＭ：ピアニィも「そうなんです～」と後ろから言います。で、ルーゼルの説明によりますと、このテーブルの惨さん状じようは、ベネットちゃんが食い荒らしたあとだそうです（一同笑）。

ユファ：ま、まあ……（笑）。

ＧＭ：「あの女性が、ひとりで全部食べてしまったんだよ」と彼も苦く笑しようしています。

ユファ：うーん、なるほど。

ルーチェ：ずいぶんな食べっぷりですね。

ＧＭ：「このあとも続くから、それまでに間に合うかどうか……」と、彼もちょっと困っているようです。が、「まあ……こういうハラハラする展てん開かい、嫌きらいじゃないけどね」きらーん（一同笑）。

ユーキリス：きらーんて（笑）。

ユファ：相変わらずドＭねぇ……。

ＧＭ：「はっはっはっ」彼は爽やかに笑って答えません（笑）。

ユーキリス：ベネットさんは冬とう眠みんのために食べまくったドラか……（一同笑）。

ユファ：冬眠するんだ！

ルーチェ：どちらかというと、爬は虫ちゆう類るいっぽいユーキリスさんこそ冬眠しそうですけどね。

ユファ：それで、ベネットちゃんは？

ＧＭ：「ああ、彼女なら『まだ足りねーでやんす！』とか叫びながら、中庭に走っていったよ」

ユファ：きっと、五〇メートルダッシュね（一同笑）。

ＧＭ：「今いま頃ごろ、中庭にいるんじゃないのかな？　ただ、彼女はすごく足が速かったから。急いだ方がいいかもしれないね」

パル：ふっ、このパル様にかなうもんか！

ＧＭ：それを聞き、ピアニィが「じゃあ、急ぎましょうか」とユファちゃんの手を引きます。

ユファ：ええ。行きましょう。

ＧＭ：という風にユファちゃんが答えた時点で、ダンスをしていた生徒たちのひとりが「ねえ！　あれってもしかしてピアニィ様じゃない!?」と声をあげます。どうやらこの人は皆さんの先輩のようですね。

ユファ：き、来た!?（笑）

パル：いや～、ピアニッシモ先輩、有名人なんすね～！（一同爆笑）

ＧＭ：ピアニィは明後日あさつての方向を見て「え、ええ、まあ……」と呟きます（笑）。

パル：ここで何やらかしたんすか？　もしかして……番長だったり!?

ＧＭ：パルくんがわくわくしている（笑）。

ルーチェ：生意気な転校生を、初日から包ほう丁ちようを持ってシメたとか。

ユファ：間ま違ちがってはいないけど！（一同笑）




　気になる方は、アスキーメディアワークスから発売中の『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』第一話参照してみてください。




ＧＭ：こ、怖い（笑）。とにかく、「あの伝説の先輩がいるって本当か？」「見たい見たい！」と、生徒たちがダンスをやめて皆さんのところにわーっと押おし寄よせてきます。

ルーチェ：た、大変です！　これは神の試練です、わたしが……！　あーれーっ！（←吹ふっ飛とばされた）

ユファ：ルーチェちゃ～ん！（一同爆笑）

ＧＭ：何故なぜそうなった（笑）。その言葉を聞いて、ルーゼルも思い当たったのでしょう。「まさか、本当にピアニィ先輩なんですか!?」

ユファ：い……い、い、いやっ、ち、違うのよっ！　これは……！

ＧＭ：「ぜひ！　ぜひこの僕に愛の《フロストプリズム》を!!　お願いします！」

パル：すっげー、有名人の先輩だったんだー。

ＧＭ：後輩たちも先輩から話を聞いているので「あれが本物の……！」という反はん応のうです。

パル：なんだか、危あぶないことになってきたぞ。

ユファ：そろそろ引き上げた方がよさそうね。

ＧＭ：一時は暴ぼう走そう気ぎ味みだったルーゼルですが、押し寄せてくる生徒たちを見て落ち着きを取とり戻もどしたらしく「お、落ち着いてくださーい！　危あぶないですからー！」と、必死で止めようとしてくれます。

ユファ：あっ！　ありがとう。お礼を言ってあげてもよくってよ！

ＧＭ：が、それもむなしく……ばーん！

パル：弾はじき飛とばされた！（笑）

ＧＭ：人波の中、「ああっ！　愛が、愛が痛いっ!!」という悲鳴が聞こえてきます（笑）。

ユファ：いけないっ！　ここは危ないわ、ピィ姉様、逃にげてーっ！

ＧＭ：というわけで、ここで皆さんには判はん定ていをしていただきます。ここを通とおり過すぎるためには、誰だれかひとりが、難なん易い度ど14の【敏びん捷しよう】判定に成功する必要があります。

ユファ：は、判定ですって～!?

ユーキリス：誰かひとりでいいドラか？

ＧＭ：はい。ですが、失敗すると興奮した生徒たちにもみくちゃにされて、全員１Ｄの【ＨＰ】を失ないます。これは成功するまで続きます。

ユファ：私は無む理り～！

パル：まあ、誰かクリティカルするかもしれないし。判定する順番はこっちが決めていい？

ＧＭ：はい、大だい丈じよう夫ぶですよ。

ユーキリス：では、僕からいくドラ～。（ダイスを振ふる）……７、足して11。失敗ドラ～。

ルーチェ：わたしも振ります（ダイスを振る）。……だめでした。

ユファ：次振りまーす！（ダイスを振る）あっ！　全然だめ、失敗！

ＧＭ：ピアニィも巻まき込こまれて「きゃあ～」と流されていきます（笑）。

ユファ：ああ～！　ピィ姉様～！（笑）

パル：じゃ、最後に俺が行くぜー。《アクロバット》があるので【敏捷】の判定は９からスタート。くるりと一回転して「こっちだ！」とみんなを誘ゆう導どうするぜ。

ＧＭ：おお、かっこいい！

パル：たあっ！（ダイスを振る）ダイス目は６。合計で15、成功だ！




　怒ど濤とうのように押おし寄よせる生徒をひらり、ひらりとかわし、皆みなを誘導するパルくん。頼たのもしいです。




ユファ：た、助かった？

ＧＭ：はい。パルくんの機転により、皆さんはどうにかこうにか、ひしめきあう生徒たちの間を通り抜けることができました。

パル：こっちだ！　さあ、ピアニィ先輩！　……あっ、ピアニッシモ先輩だった（一同笑）。

ＧＭ：「ああ、ありがとうございます……！　ユファちゃん、早くー！」

ユファ：判定に失敗したので、潰つぶれています。

ＧＭ：「ああ～！　ユファちゃーん!?」

ユファ：ピィ姉様、逃げてぇ～……むぎゅ（笑）。

ルーチェ：人ごみの中から、斧おのの先だけが見えています（一同笑）。

パル：ああ、ルーチェまで。

ユーキリス：それなら、人ごみの中に埋うもれているユファさんを抱かかえあげて、ルーチェさんも抱えあげるドラ～（笑）。

ルーチェ：ほっ、助かったのです……。

ＧＭ：……とまあ、どうにかこうにか抜ぬけ出だすことができたのでした。でも、ここにもベネットはいませんでした。

ユファ：ところでピィ姉様、ちょっと目立ちすぎじゃありませんの？（笑）

ＧＭ：「す、すみません」

ユーキリス：何しろピンク色のツインテールは目立つドラ。

ルーチェ：じゃあ、覆ふく面めんとかしてみたらどうですか？　……般はん若にやの面とか（一同爆笑）。

パル：「そうだ、この魔性面を被ればいいっすよ！」と、ピアニィに俺の面を渡そう。それをつけとけば、きっとばれないはず。

ＧＭ：（面をつける仕草）「こ、これで大丈夫ですか？」

パル：ばっちりっすよ！

一同：えええ～（笑）。

ユファ：ともかく、ここからは離り脱だつよ！




　ユファたちは何とか押し寄せる生徒から離脱した。

　……この日から、シェルドニアン学園では般若の面をつけて駆かけ回まわる少女の幽ゆう霊れいの噂うわさが流れたのであった。







◆Middle 03◆対決、早食い勝負！




〝ベネットを捜さがしてあげてもよくってよ〟の面々は、中庭にやって来た。

　そこでは、山やま盛もりの料理をものすごいスピードで平らげる生徒たちと、それを応おう援えんする者たちで大きく賑にぎわっていた。

　早食い大会の真っ最中である。ここにベネットはいるのだろうか……。




ＧＭ：はい、じゃあ次ですね。中庭に行きますと、そこには大勢の生徒が集まっており、大変な盛もり上あがりを見せています。

パル：中庭で何があるんだ？

ＧＭ：はい、中庭にはステージがあって、上にはテーブルがあります。で、そこにはいろんな食べ物が並ならんでおり、みんな一いつ心しん不ふ乱らんに食べています。

ユファ：ああ、早食い大会をやってるのね。

パル：ベネットは、早食い大会に出場してんのか？　覗のぞいてみようぜ。

ＧＭ：観客席から、ものすごい熱気と歓かん声せいが起こっています。実行委員の猛も者さたちを相手に、挑ちよう戦せん者しやが一いつ生しよう懸けん命めい食べているのですが、「もう……腹はらいっぱいだ……」とばたり、と倒たおれてしまいます。

ルーチェ：ひとりひとり倒れていくのですね。

パル：うおお、出場してぇ～！

ＧＭ：と、皆さんが来た時点でゴングが鳴り、「今から五分間の休きゆう憩けいを取ります！」とアナウンスが入ります。

ユーキリス：ベネットさんが参加してないかな～、と捜してみるドラ。

ＧＭ：見た限かぎり、ベネットらしき人はいませんね。

パル：向こうの立食パーティ用の料理を食いまくって、こっちでもさらに食ってるのか。

ルーチェ：足りねーって言っていたみたいですから。

ユファ：ベネットさ～ん。いらっしゃいますか～？

ＧＭ：……と、皆さんがそうやって捜していると、すぐ近くに受付と書かれているテーブルがありまして、そこにちょこんと女の子が座すわっています。〝特攻！　一撃滅殺隊〟のアコライト、アニカです。
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一同：おおー。

ユファ：ルーチェちゃんに「キャラが被かぶってるのよ！」って言ってた子ね。あら。アニカじゃない。

ＧＭ：するとアニカは、「あら、あんたたちも来たの？」と、皆さんに尋たずねてきます。

ユファ：そうよ、人捜しに来たの。

パル：この人を知らないか？　スケッチブックを開いて、似顔絵を見せよう。

ＧＭ：「うーん……。ごめんなさい。受付で結けつ構こう忙いそがしかったから、よく覚えてないのよね」

ユファ：あらら。残念。

パル：ふむ……。しかし、三ヶ月経たってアニカも大分丸くなったな。

ＧＭ：仲良くなってますからね。

パル：きっと戦せん闘とう演えん習しゆうとかでよく会うんだろうな。

ＧＭ：ちなみに、戦闘が関係しないと、アニカはいたって普ふ通つうの子ですよ。

ユーキリス：いつも普通でいてほしいドラ（一同笑）。あっ、そうだ。アニカさん、ジェニーを見なかったドラか？

ＧＭ：「ジェニーって……ヨハンの妹のジェニーのこと？」

パル：そうそう、こいつだ。ぱかっ（再びスケッチブックを開く）。

ＧＭ：「それ、あんたたちのクラスのヨハンじゃないの」（一同笑）

ユファ：それで、ジェニーさんはいらしたのかしら？

ＧＭ：「ごめんね。その人もあたしは見てないわ」申もうし訳わけなさそうに、アニカが言います。

ルーチェ：手がかりなしですか。ですが、諦あきらめませんよ。これもまた、乗のり越こえるべき神の試練！

ＧＭ：さて、皆さんがアニカと話をしていると、ステージの方から先輩と思おぼしき四人組が歩いてきます。

ルーチェ：きっと、横よこ並ならびでざっざっと歩いてくるんですね。「あ、あの先輩たちは……！」（←一いつ般ぱん生せい徒と）

ＧＭ：皆さんが先ほどステージの上で見た、挑ちよう戦せんを受けていた四人組です。構こう成せいはヒューリン、ドゥアン、ヴァーナの男子に、フィルボルの女子がひとりです。

ルーチェ：また小さな女の子が！（笑）

ＧＭ：そのうちのひとり──赤色の逆さか毛げで、眉まゆ毛げが太いヒューリンの先輩が、「新しい挑戦者か!!」と、超ちよう大きな声で皆さんに叫さけんできます。

ユファ：挑戦？　挑戦ですって!?

ユーキリス：ああっ、ユファさんのやる気メーターが急きゆう激げきに上じよう昇しようしたドラよ！（一同笑）

パル：ま、まずい。ユファに対して言ってはいけない言葉が……！（笑）

ルーチェ：新しい神の試練が来る予感が！（笑）

ユファ：（胸むねを張はって）その挑戦、受けてあげてもよくってよ！

一同：ああっ、受けて立ったー！（笑）




　案の定、というやつですね（笑）。




ＧＭ：するとその赤毛の先輩の隣となりにいた有角族セラトスのドゥアンの先輩が「まあ、待て待て、なにやら訳わけありのようだから早まるな」と割って入ってきます。

ユーキリス：ドゥアンの先輩の方が冷静ドラね。ちなみに、先輩たちは早食い大会のチャンピオンなんですか？

ＧＭ：一いつ緒しよにいたフィルボルの女の子が、「そうだよ！」と頷きます。

パル：こんなにちっちゃいのに！

ＧＭ：「失礼だなあ、ちっちゃいだなんて！」

ルーチェ：こんなにちっちゃいのに！

ＧＭ：繰くり返かえした！（笑）　「キミもちっちゃいでしょ！」

パル：きっと、こんななりでも胃い袋ぶくろは四次元って感じなんだろうなあ（笑）。

ＧＭ：「ま、それはともかく。キミたち、何か探さがしてるのかい？」と彼女はあっけらかんとした口調で尋たずねます。

パル：人捜しです。このふたり。

ＧＭ：「ああ、この子ね。知ってるよ」と頷きます。

ユファ：まあ！　では、どこに行ったんですの？

ＧＭ：それを受けてもうひとり、ヴァーナのやたらお耽たん美びな兎族アウリラが……。

一同：お耽美な兎族!?（爆笑）

ルーチェ：野や郎ろうかよっ!?（爆笑）

ＧＭ：はい、男ですよ（笑）。髪かみの毛けがくるんくるんで、まつげバシバシです。しゃらーんとバラを出してきますよ？

ユファ：また、こんなのが……（笑）。

パル：だが兎うさぎ耳みみ！（笑）

ＧＭ：（鼻にかかった声で）「知っているけど、タダでは教えられないねぇ。ほらぁ、ミーたち実行委員である前に、ひとりのフードファイターだからさぁ！」（一同爆笑）

パル：きたー！　フードファイター！（笑）

ＧＭ：そこで赤毛の先輩が、でかい声で腕うでを組んで「そういうことだ！」と叫びます。

ユファ：ど、どういうこと!?（笑）

ＧＭ：「そいつの行方ゆくえを知りたければ！　俺たち、早食い四し天てん王のうと勝負だ！」

一同：早食い四天王!?（爆笑）

ルーチェ：ここで自じ己こ紹しよう介かいとかをしないんですか？（笑）

ＧＭ：わ、分かりました（笑）。「俺は〝火〟のフリック！」と、まずは赤毛の先輩が名乗ります。
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パル：〝火〟のフリック!?　なんだかかっこいいぞ。

ルーチェ：「辛からいものなら任まかせろ！」とかでしょうかね？（笑）

ＧＭ：おお、まさしくそのとおりです（笑）。次にドゥアンの先輩……糸目で長身の先輩が、ちょっと恥はずかしそうに「み、〝水〟のライネス」と名乗ります。
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パル：きっと食いながら水を飲むんだな。

ユファ：水系に強いのかもよ？

ＧＭ：さらに、フィルボルの女の子が「ボクは〝土〟のライアっていうんだ。よろしくねっ」と可愛かわいらしく頭を下げます。
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ユーキリス：ほほー、〝土〟ですか。

ＧＭ：で、最後に残ったヴァーナの先輩が、ユファにバラをそっと差し出しながら「〝風〟のアーノルドだよ。よろしくね」。
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ユファ：もう、こんなのばっかりぃ（一同爆笑）。

ＧＭ：ここで、この四人の先輩たち〝早食い四天王〟に勝利すれば、情じよう報ほうをもらえることになります。

ユファ：（胸を張って）よくってよ！　私はナンバーワンになる女！（一同爆笑）

ルーチェ：そんな設定でしたっけ？（笑）

ユファ：そうよ、王子様に見つけてもらわなくてはいけないの！

ＧＭ：えっ、早食いで!?

ユファ：そうよ。たとえフードファイトであろうとも、一位にならなくては！




　それ、王子様もげんなりしちゃうと思います（笑）。




ユーキリス：しかし、先せん輩ぱい方がたは、もうたくさん食べているのでは？

ＧＭ：それに対して〝火〟のフリックが「何の問題もない！」と断だん言げんします。〝土〟のライアもニコニコしながら「まだボクは食べられるよ？」と言います。

ユーキリス：まあ、まだいけるならいいドラ。

ルーチェ：ちょうどいいハンデ、ということなんでしょう。

ＧＭ：はい、そういうことです。では、勝負について説明をします。

ユファ：はーい。

ＧＭ：ここでベネットの行方を知るためには、四人組の先輩に早食いで勝たなければなりません。それぞれ〝火〟のフリックが辛から口くち担たん当とう、〝水〟のライネスがスープの担当になります。〝風〟のアーノルドが熱い料理担当です。

パル：ふーふー吹ふきながら食べるのか！（笑）

ルーチェ：兎耳、意外に地味だった（笑）。

ＧＭ：で、最後、〝土〟のライアがデザートの担当になります。

ユーキリス：なるほど、テーマは四つドラね。

ＧＭ：皆さんはそれぞれ、辛口料理、スープ料理、熱い料理、デザートの四種類をひとりずつ担当していただきます。

パル：これ、判定する能力値が決まってるんじゃないの？

ＧＭ：はーい、もちろん決まってます。辛口担当は辛からさに耐たえるため【精せい神しん】で判定します。スープ担当はこぼさず綺き麗れいに飲む作法を修しゆう得とくしているかということで【知力】になります。

一同：ち、【知力】ー？（笑）

ＧＭ：熱い料理担当は、うまく冷ませるかを【器き用よう】で。最後のデザート担当は、とりあえずひたすら食え！　ということで【筋きん力りよく】となっております。

ルーチェ：甘あまいものなのに【筋力】勝負!?　お、女の子の担当なのに（一同笑）。

ＧＭ：そして、この四回の判定の達たつ成せい値ちを合計した数すう値ちが50を超こえたら、〝フードファイターズ〟こと早食い四天王に勝利できます。

ユーキリス：全員の合計で50か……。

ＧＭ：はい。なお、皆さんの達成値の合計が50を超えなかった場合、限げん界かいまで食たべ過すぎたことにより、気分が悪くなって【ＭＰ】を２Ｄ分失ないます。

パル：ぎゃー！　２Ｄ分も！

ユーキリス：そ、それは痛いドラ。

ＧＭ：ちなみに、この早食い四天王に勝利をすると、あとでハイＭＰポーションが四個こもらえますよ。

ルーチェ：おおっ、得することもあるんですね！

ＧＭ：さあ！　誰がどの勝負を担当しますかっ!?

パル：【敏捷】勝負はないのか。……ないよな（笑）。




　ＰＣたちが相談した結果、出場の振ふり分わけは次の通りになりました。

辛口料理勝負：

　　〝火〟のフリック　対　ルーチェ

スープ料理勝負：

　　〝水〟のライネス　対　ユファ

熱い料理勝負：

　　〝風〟のアーノルド　対　ユーキリス

デザート勝負：

　　〝土〟のライア　対　パル




ＧＭ：では、組み合わせが決まったところで受うけ付つけのアニカが、「はーい、出場するならこっちで受付してねー」と声をかけます。

ユファ：もちろんよ！　シュッ、シュシュッ!!（←サインしているらしい）

ＧＭ：「ああ、そうだ。参加者名と一いつ緒しよに、ギルド名も登録してね？」

ユファ：もちろん、〝早食いしてあげてもよくってよ〟だわ！（一同笑）

ＧＭ：了りよう解かいしました（笑）。それでは、さっそく勝負を始めましょう。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それではまず、辛口料理勝負からスタートです。「お前が相手かっ！」と〝火〟フリックが現あらわれます。

ルーチェ：このわたしが、相手をしてあげるのですっ！

パル：ルーチェが辛口の料理を……！　悠羅さんは辛いの得意だからね（笑）。

ＧＭ：「ふんっ！　プレイヤーが得意だからといって、判定がうまくいくとは限かぎらんぞ！」

一同：おいっ！（笑）

パル：いきなりメタなこと言うなよっ！（笑）

ＧＭ：失礼しました（笑）。では、気を取り直して。「はじめー！」という声と共に、カーンッとゴングが鳴なり響ひびきます！　フリック先輩は、ものすごい勢いで超ちよう辛からい料理を食べている、という状じよう態たいです。

パル：きっと、運ばれてくるのは激げき辛からカレーだな。ルーの色が真っ赤だぜ。

ルーチェ：うーん、フェイトを注つぎ込こむかどうかは、あとの方にお任まかせして、まずは判定してみます。

パル：悪かったら、こっちでフォローするぜ。

ルーチェ：（ダイスを振る）ひええっ!?　ダイス目が悪いっ！　【精神】の達成値は11!?

ＧＭ：「ふふ、お子様は甘あま口くちカレーでも食べているがいい！」余よ裕ゆうのフリック。

ルーチェ：フェイトで振り直します！（ダイスを振る）おお、今度は14！

ＧＭ：すごい！「なぬうっ？　こいつ、小さいのにできる！」

ルーチェ：どんなに辛いカレーでも、神の試練ならば、乗り越えるしかないのですっ！

パル：さすがはルーチェ（笑）。
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ＧＭ：涙なみだ目めになりながら完食、ですね。まずは一勝！　それでは次の勝負に移ります。内容はスープ料理の勝負です。相手は〝水〟のライネス。

ユファ：あなたの相手は私よ！　私、スープを飲むのは上じよう手ずなんですのよ？　……貴き族ぞくだから！（一同笑）

ユーキリス：貴族は早食いしないと思うドラ（笑）。

ＧＭ：「ほう、見せてもらおうか。貴族の修得している優ゆう雅がな飲み方を！」それでは判定をどうぞ。

ユファ：ここは、フェイトを残すことを優ゆう先せんするわ。えい！　（ダイスを振る）……あ!?

ＧＭ：ダイス目が１と２……（笑）。

ユファ：振り直したい、振り直したいっ！

パル：なんてことだ、フェイトを惜おしんでるのに、けっきょく振り直しでどんどん使ってしまうという（笑）。

ユファ：もう、こんなところで～。振り直します！（ダイスを振る）あっ、今度は普ふ通つうかな？　達成値は11！

ルーチェ：いいですね。これで合計25。ふたりできっかり半分稼かせぎました！

ユファ：はは～ん、とってもおいしいですわ～♪（一同笑）

ＧＭ：次々とスープ皿ざらを空あけていくユファ。それに慌あわてて猛もう追ついするライネス。「さあ、両者一一皿目完食！　一二、一三、一四……ゴール！　同時だあーっ！」と、実じつ況きようが入ります。

ユファ：お皿がぴっかぴかですわ♪　きらりーん！

ＧＭ：　綺麗に飲みました（笑）。

パル：そして、次は熱い料理対決か。

ユファ：きっと、おでんとか鍋なべ焼やきうどんね。

ルーチェ：そう見せかけて、小しよう籠ろん包ぽうとか。

ユファ：あれは熱いわ！

ユーキリス：というか、それらはアルディオンにあるんだろうか（笑）。

ＧＭ：というわけで、〝風〟のアーノルド対ユーキリス！

パル：きたー、〝風〟のアーノルド！（一同笑）

ＧＭ：何故、アーノルドでそんなに盛もり上あがるんですか？

ユファ：だって、兎耳お耽美よ!?　盛り上がるわよぉ～！（一同爆笑）

ユーキリス：ユファもなんだか、口調が変になってきてるドラ（笑）。




　うーん、普通のキャラのつもりなんですが。




ユーキリス：はいはい～。熱い料理担当なら僕の出番ドラね。

ＧＭ：「へーい、ミーにかなうと思ってるのかーい？」と、アーノルド。

ユーキリス：ふっ、ドラゴネットは伊達だてじゃないと言っておくドラ。フェイトを１点使って……それっ！（ダイスを振る）

一同：おおーっ!?

ＧＭ：す、すごーい！　３Ｄ振ふって、４、５、６って！

ユーキリス：（計算して）フッフッフッ、合計21ドラ！

一同：おおーっ！

パル：やるじゃねえか、ユーキリス！

ユーキリス：（アナウンサーになり）「おおーっと、ユーキリス選手、自分の皿に氷を入れて料理を冷やしたー！」

一同：反はん則そくだー！（爆笑）

ＧＭ：いや、でも判定に成功してますからね。きっと、規き約やくには氷を入れてはいけないと書いてないんですよ。

ルーチェ：そんなバカな!?（一同爆笑）

パル：「審しん判ぱんが試合を止めません、続行です！　見事に規約の穴あなをついたー！」（一同笑）

ユファ：順調よーっ！（笑）

ルーチェ：でも、それ穴って言うのかな？

ユーキリス：味も分からないアツアツのまま食べるなんて、料理に対する冒ぼう涜とくドラー!!（一同爆笑）

ＧＭ：ああっ、ユーキリスくんが語りだしてしまった！

パル：達成値の合計は46！　あと４か。……ＧＭ、ちなみにここでファンブルしたらどうなるんだ？

ＧＭ：達成値０として扱あつかわせていただきます（にっこり）。

パル：むう。いや、ファンブルしなければ大だい丈じよう夫ぶなんだ。いける！　うし、気合いを入れていくぜ！

ＧＭ：ステージに上がるパル。そして、勝負のゴングが鳴ると同時、小こ柄がらな先輩が、次々とスイーツを平らげていきます！　「ふふん！　まさか、ボクに勝てると思ってるの？」

パル：ふっ、あんたの言いたいことは分かるぜ。「甘いものは別べつ腹ばら」と。

ＧＭ：「そのとおりだよ」

パル：だが、その言葉には大きな間ま違ちがいがある……。

ＧＭ：「間違い？　どこに……！」

パル：いいか、あんたはさっきからスイーツだけ食っている。つまり、別腹に入れているのではなく……同じ腹に入れているのだー！（一同爆笑）

ＧＭ：しまったー、そのとおりだー！（おろおろ）

ルーチェ：これは勝ちです！　パルさんは戦う前から勝ってます！（一同爆笑）

パル：ひゃっはー！〝土〟のライア、敗やぶれたりー！　ダイスを振るぜー！　（ダイスを振る）……って、出目１と３!?

一同：危あぶなーっ!?（爆笑）

ユファ：タマちゃーん！

パル：だ、大丈夫だ！　ファンブルはしてねえから、達成値は８！

ＧＭ：皆さんの達成値の合計が54になりました！　というわけで、早食い四天王である四人の先輩を見事打うち破やぶることに成功します！

ユファ：やったわ！　……王子様、どこかで見ててくださってるかしら？（笑）

ＧＭ：「なんということでしょう、早食い四天王を下したのは……挑戦者、〝早食いしてあげてもよくってよ〟です！　おめでとうございます！」と、アナウンスが入ると、わーっと拍はく手しゆと歓かん声せいが湧わき上あがります。

パル：今日からこの学園の早食いチャンピオンは、この俺たちだーっ。

ユファ：……でも、私たち、なんで早食いなんかしてたのかしら？

一同：あんたのせいだー！（一同笑）

ユファ：そ、そうだったかしら？　何か、別の目的があったはず……（笑）。

ユーキリス：ベネットさんの情報を手に入れるためドラよ。

ユファ：はっ、そうだった！　すっかり忘わすれてたわ！（一同笑）




　忘れないでください（笑）。




ルーチェ：なんにせよ、わたしたちの勝利です！　約やく束そくどおり、ベネットさんについて教えてもらいましょう。

ＧＭ：では、四天王たちが皆さんの健けん闘とうを褒ほめ称たたえたあとに、ベネットの行方を教えてくれます。

ユファ：当然ですわね！（笑）

ＧＭ：ベネットは、四天王に早食い勝負を挑いどみ、あっさりと負けたそうです。

一同：べ……ベネットーっ!!（笑）

パル：負けたのかよ！（笑）

ＧＭ：その後、捨すてゼリフを吐はいて、講堂に向かったようですね。

ルーチェ：きっと、「今日はこのぐらいにしておいてやるでやんす！」とか言い残したのでしょう（笑）。

ユファ：ああ、その場面が想像できちゃう（笑）。ともかく、ベネットちゃんは講堂の方へ向かったのね？

ＧＭ：はい。どうやら喉のど自じ慢まんに出場するつもりらしいです。

ユファ：……えっ!?（笑）

ユーキリス：なんか、ベネットさんが一番祭まつりを楽しんでる気がするドラ。

ルーチェ：満まん喫きつしすぎ！（一同爆笑）

パル：おっ、そうだ。ついでだから、ジェニーのことも訊きいておくぜ。

ＧＭ：彼女に関しては、少なくとも四天王の皆さんは会っていないとのことです。

パル：こっちは相変わらず情報なしか。

ＧＭ：ともあれ、「また挑ちよう戦せんしてほしい」「我われ々われはいつでも受けて立つ！」と、皆さんと握手をしながら、四天王は口々に言います。

ユファ：ええ、もちろんですわ。ちゃんと握手も返すわよ。

ＧＭ：そして、受付に行くとアニカが待ってます。「はーい、賞品だよ」と、ハイＭＰポーション四本を手て渡わたしてくれます。

ユファ：そういえば、商品が出るんだったわね。助かるわ。

ＧＭ：「すごいわね。もっとも、それくらいじゃなくちゃ、あたしたちのライバルとは呼よべないけど」と、アニカも少し嬉うれしそうです。

ユファ：ええ、そうね！　でも、今回は仲間だから……。

ＧＭ：ん？

ユファ：……よ、よろしくねって、言ってあげてもよくってよ!?　危あぶなかったー、油ゆ断だんして素す直なおに言っちゃうところだったわ！（笑）

パル：お前、どんだけツンデレなんだよ！（一同爆笑）




　ツンデレを貫つらぬくため、油断ができないユファちゃんでした。




ＧＭ：では、アニカは「人捜し、がんばってねー」と言い置いて、受付に戻もどっていきます。

パル：一回戦ったライバルとは仲良くなるもんだよね。スポーツ漫まん画がの王道としてはね。

ルーチェ：そうですねえ。

ＧＭ：というわけで、ベネットは講堂へ向かった、という情報が手に入りました。

ユファ：今度は講堂ね。

ＧＭ：と、講堂に向かったというところで、シーンを切りたいと思います。







◆Middle 04◆バンド、組んでもよくってよ！




　ベネットとジェニーの似に顔がお絵えを片かた手てに、ふたりを捜さがすユファたち。

　今度やって来たのは、講こう堂どうである。

　ステージが設せつ置ちされ、観客席には大おお勢ぜいの生徒が腰こしを下ろしていたが、会場はしーんとしらけきっていた。




ＧＭ：というわけで、講堂にやってまいりました。広いスペースですし、音おん響きようもばっちり。観かん衆しゆうも集まり、喉のど自じ慢まん大会が行なわれているのです……が！

一同：が？

ＧＭ：皆さんが講堂に入ると、なぜかなんとなくしらーっとしています。

ユファ：な、なぜかしら、すごくしらけてるわ……。

パル：盛もり上あがってないのか？

ユファ：なんですの、この異い様ような空気は……（笑）。

ＧＭ：皆さんが講堂に入ると、切せつ羽ぱ詰つまった声で「今から五分間の休きゆう憩けいとします、少々お待ちください！」とアナウンスが入ります。

パル：おっ、なんかハプニングか？

ＧＭ：休憩のアナウンスが入ると同時に席を立つ生徒も少なくありません。

ルーチェ：「別のイベントに行こうぜ」とか、そういう感じでしょうか。

ＧＭ：はい、そのようです。入り口の方から中の様子を見ていると、実行委員の腕わん章しようをつけた巨きよ漢かんが走ってきます。

パル：むっ！　誰だれだ？

ＧＭ：（野太い声で）「ダァーリィーン♪」

一同：来たぁーっ!!（笑）

ユーキリス：（嫌いやそうに）えぇぇ～っ！

ＧＭ：というわけで、ゴンちゃんことゴンザレスが、ユーキリスくんを見つけてやって来ます。




　ゴンザレスは、〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊たい〟のメンバーのひとりで、ごつい巨漢にもかかわらず、繊せん細さいな女の子の心を持った男の子です。

　そして、ユーキリスくんをダーリン認定し、常に追いかけ回しているのです。
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ルーチェ：ユーキリスさん。これも神の試練です。立ち向かうべきです！

ユーキリス：いやいやいやいやっ、むしろルーチェさん、代わってくれないドラか？

ルーチェ：これはわたしの試練じゃないので！（一同笑）

ＧＭ：「あたしに会いにきてくれたのね～ん!!」と、ものすごいスピードで走ってきます。

パル：じゃあ、ユーキリスの後ろにサッと隠かくれる（笑）。

ユファ：さっ（←隠れた）。

ルーチェ：ささっ（←隠れた）。

ユーキリス：よ、世の中には、越こえなくていい壁かべがあるドラ！　落ち着いてほしいドラ！　人生をもっと真面目に考えるドラ～！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「いや～ん、ダーリンったら！　あたし真ま面じ目めよー！」

ユーキリス：君とコミュニケーションをとるのは、その、生命の危き機きを感じるのだが！（一同笑）そこをあえて聞くドラ。なぜ講堂がこんなにしらけてしまったドラ？

ＧＭ：「ああん、ごめんなさ～い。あたしも今来たところなのよん。でも、知ってる人ならいるわ～」

ルーチェ：誰です？

ＧＭ：「少し待っててちょうだ～い」ゴンちゃんは講堂の奥おくに行き、しばらくしてから〝特攻！　一撃滅殺隊〟のメンバー、槍やり使つかいのレスターと一いつ緒しよに戻もどってきます。
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ユファ：ああーっ！　あの時のかわいそうな人ね！

パル：ていうかお前、まだいたのかよ！

ＧＭ：「オレはもう、諦あきらめたよ……」

ユファ：あなたも大変ね……（笑）。

ＧＭ：その言葉の直後、レスターは皆さんに気づきます。「あれ、あんたらか」

ユファ：何があったの？

ＧＭ：「ああ、実はな……。さっき変てこなヴァーナの女が乱らん入にゆうしてきて、よく分からない歌を歌ってったんだ。しかも、ものすごい音おん痴ちでな……」

ユファ：（ピアニィになり）「きっと〝死人がラララ〟を歌っちゃったのね……」（一同笑）

ＧＭ：「振ふり付つけは悪くなかったんだが、歌が壊かい滅めつ的てきでな……」げんなりとした様子で、レスターは呟きます。

ルーチェ：踊おどりがうまいのは、恐おそらくダンサー経けい由ゆしてるからですね（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、ベネットの歌が原げん因いんで、会場が冷え切ってしまったようです。「あんたたちの知り合いなのか？」と、レスターはどこかげっそりした様子で尋たずねます。

パル：まあ、そんなとこだ。んで、そのヴァーナの女はどこに行った？

ＧＭ：「さーて、身も心もさっぱりするでやんすかね──とか言って、寮りようの方に走っていったよ」ちなみに、すごく清すが々すがしい顔をしてたそうです。

ルーチェ：……本当に、何をしにきたんでしょう（笑）。

パル：明らかに護ご衛えいの任にん務むを忘わすれてるだろ、あいつ（笑）。

ユーキリス：と、とりあえず追いかけるドラよ。

ＧＭ：「あー、ちょっと待ってくれ」

ユファ：何かしら？

ＧＭ：「……あのヴァーナの女、あんたたちの知り合いだったんだろ？　なら、責せき任にんを取って、この状じよう況きようをどうにかしてくれないか？」

パル：それは実行委員──つまり、お前らの仕事だろーっ！（笑）

ＧＭ：「頼たのむよ～。なんとかしてくれよ～」歌とかは苦にが手てなのか、レスターは半泣きになってます（笑）。

パル：それに、他にも出場者がいるんじゃないのか？　そいつらに盛もり上あげてもらえばいいじゃねえか。

ＧＭ：出場者も多くが、ベネットの歌にしらけて帰ってしまったのです。

ルーチェ：なんと！

ＧＭ：このままだと喉自慢大会が続けられなくなってしまうので、レスターは助けを求めているわけですね。

ユファ：なるほど、困こまってるのね？

ルーチェ：はっ！　ユファさんの目が輝かがやいている！

パル：げっ、まずいぜー！（笑）

ユファ：ここは奉ほう献けん活かつ動どう部ぶとして、助けてあげないといけないわねっ！

ＧＭ：おお、すばらしい心がけですね。

ユファ：……で、私わたしたち何をすればいいのかしら？

ＧＭ：「あたしは、ダーリンに歌ってほしいな……」ちらっと、ユーキリスくんに視し線せんを送るゴンちゃん。

ユーキリス：誰か～、こいつを～♪　何とかしてほしいドラッ♪（一同笑）

ルーチェ：哀あい愁しゆう漂ただよう歌ですね（笑）。

ユファ：とりあえず、ここでナンバーワンになればいいのねっ？

パル：その言葉で、ユファがすっかり理り解かいしていると勘かん違ちがいした俺おれは、「ああ、ユファが出るってよ」とレスターに言う（笑）。

ＧＭ：「ええと……まあ、盛り上げてくれればそれでいいんだが……って本当か!?」ぱあっとレスターの顔が輝きます。

ユファ：ええ、よくってよ！

ルーチェ：ユファさん、ここでトップスターの階かい段だんを上るのです！（笑）

ユーキリス：ユファさんなら行ける気がするドラ！

パル：ユファ、俺たちの手の届とどかない存そん在ざいになっちまったな……（一同笑）。

ＧＭ：では、説明しますね。ここでの目的は、しらけてしまった大会をもう一回盛もり上あげよう、というもので、お願いいたします。

ユファ：もちろん、よくってよ！

ＧＭ：ピアニィも事態に責任を感じて「あ、あたしも出ますっ」と名乗りを上げます。

一同：おおっ！

パル：そういえば、ピアニィはバードを経由してるんだよな。いや、キャラクターは知らないことだが（笑）。

ユファ：つまり、ここでピィ姉様とのデュエットを披ひ露ろうするのね！

パル：じゃあ、応おう援えんしてるぜ。Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅって、下から声かけて。

ルーチェ：どこのアイドルの親しん衛えい隊たいですか（笑）。

ユファ：いいえ、みんなで出ましょう。みんな、バンド組むわよ！

ユーキリス：バンドを!?（一同爆笑）

パル：俺たち、戦せん闘とう用ようのギルドなのに！

ユファ：今この時はギルド名が、〝バンドを組んであげてもよくってよ〟になりますわっ！

ＧＭ：「あ、ああ……。助かるよ」と、レスター。ゴンちゃんはクネクネしながら、「あたしも、ダーリンの演えん奏そうが聞きたいの～♪」と、ユーキリスくんに抱だきつきます（笑）。

ユーキリス：え、演奏するから！　演奏するからお願い、離はなれてぇ～！（一同笑）

ＧＭ：レスターは「仲がいいんだな、お前ら」と頷いています。

ユーキリス：いや、よくないから！　全然よくないからっ！（一同爆笑）

ＧＭ：それはさておき。少ししてから、先せん輩ぱいに話をつけて、レスターが戻ってきます。「許きよ可かが取れたぞ！　休憩がそろそろ終わるから、ステージに上がってくれないか？」

パル：やれやれ、仕方ねえなぁ。

ＧＭ：ピアニィも「それじゃあ、行きましょうか」とユファを見ますよ。

ユファ：じゃあ、ピィ姉様と手を繋いで、ふたりでステージに向かうわ！

ＧＭ：仲良しさんですね～。ではここで、再ふたたび盛り上げられるかどうかを判はん定ていしていただきます。なお、ピアニィは判定には参加しません。

ユファ：はーい。

ＧＭ：さて、ここでの判定ですが……当初の予定は誰かひとりにという予定でしたが、皆さんに判定してもらうことにしました。

ユーキリス：バンドだしね。

ＧＭ：というわけで、達たつ成せい値ちが全員、12以上であれば成功です。なお、判定に使用する能のう力りよく値は、どれを選んでもかまいません。

ルーチェ：それぞれ、得意な楽器を持っているから、ですね。

パル：その代わり、ひとりでも失敗したら駄だ目めってことか……。

ＧＭ：はい。では、ひとりずつ順番に振ふってもらいますよ。なお、ひとりでも失敗した場合、盛り上がらなかったということでペナルティがつきます。冷えたお客さんの視し線せんに貫つらぬかれて、【ＭＰ】を２Ｄ失ないます。

パル：また、【ＭＰ】の危き機きが！

ＧＭ：その代わり、全員成功すれば、喉自慢大会の金一封として一〇〇〇Ｇ進しん呈ていされます。

ルーチェ：なんと！　これは失敗できませんね。皆さん、気合いを入れていきますよ！

ユファ：……ルーチェちゃん、なんだかお金にがめつくなってない？（笑）

ルーチェ：賞金が意外に高かったので。手に入れば、よいマジックアイテムがひとつ買えるかもしれません！

パル：それについては、魅み力りよく的てきだよな。よしっ、がんばろうぜ！

ルーチェ：これも神の試練！　絶ぜつ対たいに勝たなければいけません！（一同笑）

ＧＭ：皆さん、目が真剣なんですけど……！（笑）

ユファ：それじゃあ、ステージに駆かけ上あがって名乗りをあげますわ！「皆さん、ごきげんよう！　私たちは、ギルド〝バンドを組んであげてもよくってよ〟ですわー！」（一同笑）

ルーチェ：そして講堂の大半の生徒たちの頭に「？」が浮うかぶ、と（笑）。

ユファ：（かまわずに）「今から、歌いますっ！　聞いてください、『殺意のフロストプリズム』」（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：ちょっと─────!?（爆笑）

ＧＭ：なんという曲名!?

ルーチェ：これはヒット間ま違ちがいなし！

パル：じゃあ、俺はドラム。カッ、カッ、カッとスティックでリズムを取る。

ユーキリス：じゃ、ボクはキーボードを担たん当とうするドラ。

ルーチェ：わたしは、アックスをギターに持もち替かえましょう。

ＧＭ：では、パルくんの合図のあと、ユファちゃんとピアニィは並ならんで一緒に歌い始めます。……というところで、ちゃんと成功したかどうかを判定していただきます！

一同：いきまーす！
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パル：俺は【敏びん捷しよう】だな。９スタートで超ちよう楽らくちん！　えいっ（ダイスを振ふる）……ダイス目が悪い、でも13！　危あぶなかったー！　軽やかにドラムを叩たたくぜー。ドコドコドコ！

ＧＭ：すばらしい手さばきですね。では次、ルーチェちゃんで！

ルーチェ：【器用】で判定します。（ダイスを振る）ぶっ、低い!?　フェイトを使って振り直します！

ＧＭ：な、何が起こったんだ……！（笑）

ルーチェ：ギターが軽すぎて、逆ぎやくに扱あつかいにくかったようです（笑）。では改めて……（ダイスを振る）今度はいいですね。達成値14で成功です。パフォーマンスもばっちりです。

ＧＭ：すばらしい。次はユーキリスくんです。

ユーキリス：フェイトを最初から１点使って、三個こで振りますよ。（ダイスを振る）おっ、ダイス目だけで15！　足して21っ！

パル：さっきから、ユーキリスに助けられてる感じだ（笑）。アンサンブルがすごかったんだな、きっと。

ユファ：最後は私！　【知力】６からスタートです！（ダイスを振る）５、足して11！　……足りないのでフェイトを使って振り直します！

ＧＭ：ふふふ、そのままでもいいのよ……？（笑）

ユファ：いやいや！　せっかくのピィ姉様とのコラボなんだから、ここは成功させなくちゃ！（ダイスを振る）よし、やったわ！　達成値15！

ＧＭ：余よ裕ゆうでクリアですね！　最初はしらーっとしていた生徒たちも、だんだん乗ってきて、外からも「何だ何だ？」と生徒が集まってきます。講堂は、たちまち満まん員いん御おん礼れい！

ユファ：集まった生徒たちに、ピィ姉様との華麗なデュエットを披ひ露ろうしますわ。「あなたのハートは氷こおり漬づけ、放心くらってメロメロよ♪」（一同笑）

ＧＭ：ひ、ひどい歌か詞しだ！（笑）

パル：これ、生徒たちが手て拍びよう子しとか始めてさ、最後はきっと〝あの言葉〟で盛もり上あがるようになるんだぜ（笑）。

一同：ＳＡ・ＴＳＵ・Ｉ！　ＳＡ・ＴＳＵ・Ｉ！（爆笑）

ユーキリス：殺意コール!?

ルーチェ：そのコールはどうなんですか～っ！（笑）




　ともかく、喉自慢大会は急きゆう造ぞうバンド〝バンドを組んであげてもよくってよ〟が大いに盛り上げたのでした。




ＧＭ：皆さんのおかげで、喉自慢大会は活気を取とり戻もどし、無ぶ事じ再さい開かいとなりました！

ユファ：ふう、とため息をついて……「ピィ姉様、素す敵てきな《ディスコード》でしたわ！」

一同：《ディスコード》なのかよっ!?（笑）

ＧＭ：「はい、精せい一いつ杯ぱいの殺意を込こめましたから」と、笑顔でピアニィは応じます（一同笑）。

パル：そっか、会場をしらけさせたベネットに向けた殺意か（笑）。

ルーチェ：今いま頃ごろどこかで凍こおってますね、ベネットさん（笑）。

ＧＭ：そして、金きん一いつ封ぷうとして一〇〇〇Ｇが贈おくられます。「ありがとう！　よかったよ、感動した！」と、レスターが感かん謝しやと共に渡わたしてくれますよ。

ユファ：どうってことなくってよ！

ＧＭ：ゴンザレスは、すすっとユーキリスに近ちか寄よって。「ダーリンの演えん奏そう、素す敵てきだったわ」と耳元で囁ささやきます。

ユーキリス：そ、そうドラか……いや、僕ぼくはあくまで引き立て役！　君の好意に値する男ではないドラ！（笑）

ＧＭ：「そんなことないのにぃ、照れ屋さんなんだからぁ～」

ユーキリス：本気ドラー!!（一同笑）

ユファ：面おも白しろいー！（笑）

パル：んで、ベネットは寮りように向かったんだよな。そうだ、そういえば、ジェニーの情じよう報ほうは？

ＧＭ：レスターが目もく撃げきしてますね。

ルーチェ：おおっ、はじめて情報が！

ＧＭ：レスターが休憩がてらユファのクラスに行った時に、それらしき女の子の姿すがたをちらりと見たようです。

ユファ：私のクラスに？

ＧＭ：「ああ、なんだかそっちの手伝いをしてたみたいだぜ」

ルーチェ：いったい、何故なぜ？

ユファ：きっと、ヨハンの代わりに働いてるんじゃないかしら？（笑）

パル：ヨハンの代わりにか！

ＧＭ：そして、ベネットは寮の浴よく場じように向かった、という情報も入ってます。

パル：風ふ呂ろ場ばかあ。

ユファ：あ、これでそこに行けるようになったのね。

ＧＭ：はい。ここでのイベントが無ぶ事じ終しゆう了りようしましたので、寮に行けるようになりました。もちろんクラスに戻もどることもできますよ。

ルーチェ：まあ、ジェニーさんに話を伝えてから、浴場に行った方がいいですね。

ユファ：クラスのことも気になるし……一回顔を出していくわ。

ＧＭ：ゴンザレスはとても名残なごり惜おしそうです。「ダーリン、もう行っちゃうのぉ？」

ユーキリス：君は立りつ派ぱに、この喉自慢大会の運うん営えいを務つとめるドラー！（笑）

ＧＭ：じゃあ、レスターが「ゴンザレス、ちゃんと仕事しろ！」と引ひっ張ぱっていきます。

ユーキリス：うおお、レスタァァー！　ありがとぉおおおっ！（一同爆笑）

パル：そして、俺たちが講堂を出たところで、空に浮かぶレスターの顔。あいつ、無む茶ちやしやがって……（一同笑）。

ＧＭ：えぇぇーっ!?（笑）




　ともかく、そんなドタバタのすえに喉自慢大会の会場は暖あたたまったのでした。







◆Middle 05◆メイド喫きつ茶さにやって来ました




　喉自慢大会でピアニィと共に歌ったのち、やって来たのはユファのクラス。

　出し物はメイド喫茶である。

　生徒たちは皆みなメイド服に身を包み、ご奉ほう仕しの精せい神しんで接せつ客きやくをしていた。




ＧＭ：というわけで、次のシーンです。皆さんはピアニィと一いつ緒しよに、改めてユファちゃんのクラスを覗のぞきに来た、というところですね。オープニングでも説明しましたとおり、メイド喫茶となっております。フローラやアレックスがかいがいしく働いていますね。

ユファ：ふむふむ。

ＧＭ：喫きつ茶さ店てんはなかなか盛せい況きようで、お客さんの入りがとても多いです。

パル：おお。

ＧＭ：で……現げん在ざいの状じよう況きようですが、めちゃめちゃ忙いそがしそうです。

ユファ：じゃあ、忙しいだろうけど、フローラか誰だれかを呼よび止とめましょう。

ＧＭ：ではフローラが「あ！　ユファさん！」と笑顔で出で迎むかえてくれます。

ユファ：フローラ、今戻ったわ。途と中ちゆうで抜ぬけてごめんなさいね。

ＧＭ：フローラは気にせず、笑顔で「楽しかったですか？」と尋たずねてきます。

ユファ：それが、まだ人ひと捜さがしが終わってないのよ。

ＧＭ：「あっ、そうだったんですか」

ユファ：そうそう。こういう子が来なかったかしら？　と、タマちゃんが描かいたジェニーの絵を見てもらうわ。

ＧＭ：「それ、ヨハンくん？」

ルーチェ：そう見えるかも知れませんが、ヨハンくんの妹のジェニーという人なのです。

ＧＭ：では、それを聞いたフローラは「えっ、ジェニーちゃん？」と目を瞬まばたきます。

パル：なんだ？　知り合いか？

ＧＭ：そこで、アレックスが皆さんに声をかけてきます。「すみません、ユファさん！　今すごく人手が足りないんです。手伝ってくれませんか！」

ユファ：まあ！　よくってよ。

ＧＭ：すばらしい。現在、お客さんの入りがピークになっていて、クラスメイトたちだけでは対たい応おうしきれない状じよう態たいのようです。

ユーキリス：これは僕らも手伝った方がよさそうね。よし、厨ちゆう房ぼうのヘルプに行くドラ～。

ルーチェ：では、わたしはチーフとして復ふつ帰きしましょう。

ユーキリス：パルくんは、意外と執しつ事じ服ふくが似に合あうと思うドラよ。猫ねこ耳みみだし。

ＧＭ：なるほどー！　確たしかに可愛かわいいですしね！

パル：おいおい、これ以上人気が出ても、店が困こまるだろう！　……いや、いいことなんだろうけどさ（一同笑）。

ＧＭ：「皆さん、ありがとう！」

ユファ：何か判定があるのかしら？

ＧＭ：今回は判定は必要ありません。皆さんが手伝うと言ってくださった時点で、手伝いが可か能のうになります。

ユファ：きっと、ピィ姉様も手伝ってくれるはずよ！

ＧＭ：な、なんと!?

ユファ：（素すで）だって、あたしがメイド姿を見たいから！（一同笑）

ＧＭ：部長が見たいだけなんですか！（笑）




　いや、確かに見たいですが……。

　ピアニィの立場的に、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……？




パル：ユファ以外は知らないとはいえ、女王に給仕させていいのか？（笑）

ユファ：そこは自主的に言うんですよ。（ピアニィになって）「よかったら、あたしにも手伝わせてください！」

ユーキリス：ピアニィのプレイヤーからオファーが出ました（笑）。

ＧＭ：では、ピアニィ様にメイド服を着ていただきましょう（笑）。

ユファ：やった！（一同笑）

ＧＭ：皆さんがヘルプに入ったおかげで、お客さんは順調にさばけていきます。しばらくしてピークも過すぎると、ひと息つけるくらいにまで落ち着きます。

ユファ：ふう、よかったわね。

ユーキリス：結けつ構こう疲つかれたドラー。

ＧＭ：皆さんがひと息入れていると、フローラとアレックスがお礼を言いにきますよ。「皆さん、本当にありがとうございます」

ユファ：私のクラスの出し物ですもの。手伝うのは当然のことですわ。

ＧＭ：フローラはくすりと微笑ほほえんで、お茶とフローラ特とく製せいのクッキーを皆さんの分、用意してくれます。

ルーチェ：わーい！

パル：フローラ、菓か子し作りがすげえ、うまいんだよなぁ。

ユーキリス：いやー、相変わらずおいしい──。

ユファ：って言ってあげてもよくってよ！（一同笑）

ＧＭ：「皆さん、ありがとうございます」フローラが頬ほおを赤く染そめます。その直後、フローラはメイド服を着た金きん髪ぱつの女の子に声をかけます。

ユファ：誰かしら？

ＧＭ：フローラが彼かの女じよに言いますよ。「ジェニーちゃん、ありがとう。一緒にお茶どうですか？」と。

一同：ジェニー！
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パル：こいつがヨハンの妹！　いったい、どんなヤツなんだ？

ＧＭ：彼女がフローラの声に、ぱっと振ふり向むきます。そこには……。

ユファ：そこには？（わくわく）

ＧＭ：前まえ髪がみがぱっつんとした、下まつげの長い、可愛かわいらしい女の子の姿が！

ユーキリス：……えっ？

パル：か、可愛い……だと……!?

ルーチェ：彼女、ヨハンさんの妹なんですよね？

ＧＭ：でも、可愛いんです。ちょっとつり目で、気が強そうな女の子ですよ。ヨハンとはちっとも似にてません。

パル：似てないのかっ！（笑）

ユファ：なるほど。それで、私たちには分からなかったというわけね。

ＧＭ：はい。繰くり返かえしになりますが、「これがヨハンの妹か、嘘うそだっ！」というくらい、顔は似ていません。

パル：よかったな、ジェニー。どうやら、この世に神様はいるみたいだぜ？

ユファ：どういう意味かしら（笑）。

ＧＭ：振り返ったジェニーの顔に、ぱっと花開くような笑顔が浮うかびます。「ありがとう、フローラさん！　いただくわ」ということで、彼女が席に加わります。

パル：ふーむ。とりあえず、ジェニーに質しつ問もんさせてくれねえか？

ＧＭ：はい、なんでしょうか？

パル：お前、どうして他クラスの手伝いなんかしてんだ？

ＧＭ：その質問に、ジェニーの表ひよう情じようがみるみると不ふ機き嫌げんになっていきます。「それは、うちの馬ば鹿か兄あに貴きが……」

ユーキリス：馬鹿兄貴って、ヨハンのことドラよね？

パル：だろうな。その意見には大いに賛さん成せいするところだが、とりあえず黙だまって話の先をうながしとくぜ（笑）。

ユファ：ヨハンがどうかしたの？

ＧＭ：ジェニーの話によると、彼女はヨハンの件けんから、個こ人じん的てきにアレックスとフローラと仲良くなったようです。

パル：そういえば、同どう郷きようの設せつ定ていだったよな。

ＧＭ：ですです。ジェニーのクラスは展てん示じ物ぶつがメインで、それほど人手がいらなかったので、クラスメイトにことわりを入れた上で、こちらの手伝いに来てくれていたんです。

ルーチェ：なるほど。そういうことでしたか。この子、いい子ですね。

ユーキリス：でも、そんないい子が、どうしてヨハンを心配させてるドラ？

ユファ：とりあえず、ヨハンの件を伝えてみるわ。ジェニー、あなたのお兄さん──ヨハンが捜さがしていたわよ？

ＧＭ：（嫌いやそうな声で）「えぇ～!?」

ユーキリス：これはまた、心底嫌そうな声ドラね（笑）。

パル：なんか、屋上に集まってギルドで相談するって言ってたぜ。放っておいていいのか？

ＧＭ：「……はぁ、やっぱ行かなきゃいけないのね」彼女はため息混じりに呟きます。

ユファ：あなたも、なかなか大変みたいですわね。

ＧＭ：「まったくよ」と、ジェニーは頷きます。そして、そこでふと思い出したかのように。「あなた、もしかして……ユファさん？」と尋ねます。

ユファ：そのとおりですわ！　私がユファ・プリムナード・コネリーです！　ところで、どうして私の名前を？

ＧＭ：そちらもヨハン経けい由ゆで知ったようですね。彼女はすごく申もうし訳わけなさそうに、丁てい寧ねいに頭を下げます。「感かん謝しや祭さいの時は、馬鹿兄貴が迷めい惑わくかけちゃってごめんなさい」

ユファ：ええっ!?　い、いや、その……そ、そんなこと、なくってよ！　な、なんだか、戸と惑まどってしまいますわ。

パル：ヨハンの妹っていうから、すげえ意地悪なやつを想そう像ぞうしてたが……。

ユファ：まったく逆よ、とってもいい子じゃない！

ＧＭ：やがてジェニーが頭を上げます。「できれば、兄貴のこと許ゆるしてやってね。本当に馬鹿だけど、根っからの悪人ってわけじゃないの」

ユファ：そ、そうね……。その、別にそこまで気にしなくてもよくってよ？

ＧＭ：「そう言ってもらえると、少し気持ちが楽になるよ。……ユファさんって本当にいい人だね」と、ジェニーは朗ほがらかに笑います。

ユファ：や、やだ！　ちょっと、やめてよ。そんなに褒ほめるんじゃないわよっ！（一同笑）

ユーキリス：ユファさんが、すごく照れてるドラ（笑）。

ＧＭ：「兄貴は人付き合いが苦にが手てで、つい、ああいう態たい度どに出ちゃうみたいなんだよね」

ルーチェ：「でも、本当は悪い子じゃないんです」というやつですね（笑）。

ＧＭ：「そんなとこ。まあ、あれで結けつ構こう単たん純じゆんだから、慣なれればあしらい方も分かって、扱いやすいんだけどね……」

パル：そうだったのか。ちなみにあしらうコツみたいなのはあるのか？

ＧＭ：「ん～、コツは、適てき当とうに聞き流すこと、かな？」

パル：……もしかして、ヨハンとユファって扱あつかい方かた一緒か？（一同笑）

ユファ：ええーっ！（笑）

ＧＭ：あははは（笑）。「ユファさんたちのこと、やたらライバル視ししてるけど、あんまり気にしなくていいからね。真面目に相手しないで、適当でいいから」

ユファ：そうさせてもらうわ。

ルーチェ：というか、ユファさん以外、相手してないです（一同笑）。

ＧＭ：「そう？　なら、いいんだけど……。ユファさん、本当にごめんなさいね」再さい度どジェニーが頭を下げます。

ユファ：その件はもう気にしてませんわ。だから謝らなくてよくってよ。

ルーチェ：そういえば、ジェニーさんも模も擬ぎ戦せんに参加するんですよね。やっぱり、ライバルチームなんですか？

ＧＭ：「ええ。なんだかんだ言っても、アタシはヨハンのギルドだから……」

ユファ：そうですか……。では、戦場ではライバルとなりますのね。今回は、よろしくお願いいたしますわ！

ＧＭ：「ええ。お互たがい、いい試合にしましょう！」

ユファ：もちろんですわ。とどめは刺ささないでおいてあげるからねっ！

ＧＭ：いきなりなに言ってるんですかーっ!?（一同爆笑）

パル：とどめを刺さないのは、当たり前のことだろうがーっ！（笑）

ユーキリス：なんだか、ひどいオチがついたドラ（笑）。

ＧＭ：と、とりあえず、皆さんがお話ししている様子を見ていたピアニィが、口を開きますよ。「ユファちゃん、お友達たくさんいるじゃないですか！　よかったですね！」

ユファ：「え、ええっ!?　わ、私に友達が……!?」思わず叫さけんじゃいます（笑）。

ＧＭ：ピアニィはにこりと微笑ほほえんで。「ギルドの皆さんに、クラスメイトの方々、ジェニーさん……。皆さん、とても仲良しに見えましたよ？」

ユファ：そ、そんなことは……って、まさか、自分の持ちキャラに照れさせられる日が来るなんて！（一同笑）

ＧＭ：ユファちゃんは、まだそう思えてないんですね。

ユファ：うん。かーって真まっ赤かになっちゃう！

ＧＭ：では、そんなふたりの会話を、フローラたちは微笑ましく眺ながめています。……それではひと息ついて、皆さんは改めて、寮に向かったというベネットちゃんを捜しに行く、ということになります。

ユファ：はーい！　行きまーす！

ＧＭ：では、次のシーンに移うつりたいと思いまーす。







◆Middle 06◆お風ふ呂ろ場ばでの攻こう防ぼう




　ベネットは、寮に向かった──。

　その情報を元にやって来た一行。

　すると、なにやら浴場の方から気持ちよさそうな鼻歌が聞こえてきた。




ＧＭ：というわけで、新しいシーンに移ります。皆さんは、寮にやってまいりました。

パル：どんな感じだ？

ＧＭ：寮に生徒たちは残っておらず、シーンとしていますね。ただ、女子の浴場の方からなにやら物音がしています。

ルーチェ：浴場から？

ユファ：ということは、男の子は入っちゃ駄だ目めなんじゃないかしら？

ユーキリス：それなら、僕とパルくんは外で待っているということで。

ルーチェ：すると……。ユファさんとピアニィさん。それに私の三人で向かうことになりますね。

ＧＭ：了りよう解かいしました。三人で浴場に向かうと、中から人の気配がします。ついでに、妙みような鼻歌も聞こえてきます。

ユファ＆ルーチェ：死人がラララ～♪（笑）

ＧＭ：まさにその歌です（笑）。さらにはバシャバシャと、お風呂で泳いでいるらしき音が。

ユファ：ま、まさか……（笑）。

パル：風呂入りに来ただけかよっ！

ルーチェ：歌ったあとでお風呂に入って、身も心もすっきりさっぱりしようっていう魂こん胆たんなんでしょうか（笑）。

ユファ：とりあえず、ガラガラと浴場の扉とびらを開けますわ。

ＧＭ：すると、そこでは狼おおかみ耳みみで緑の髪かみの女の子がひとり、お風呂で楽しそうに泳いでいます。「あ～、いい湯でやんすなあ。極ごく楽らく極楽～」

ユファ：じゃあ、ピィ姉様がプリプリ怒おこりながら、近づいていくんですよ。「こら、ベネットちゃん！」

ＧＭ：はい、そんな感じです！（笑）

ユファ：（ピアニィになって）「もう、何やってるんですかっ！」

ＧＭ：「げげえっ、ピアニィ陛へい下か!?」ベネットちゃんは驚おどろきのあまり、その場から跳はね上あがっちゃいます（笑）。

ユファ：「急にいなくなったら、駄目じゃないですか！」

ＧＭ：「いや！　あっしもピアニィ陛下を必死で捜してたでやんすよ！」

ユファ：「じゃあ、どうしてお風呂に入ってるんですか！」

ＧＭ：「そ、それは……！　こ、このお風呂場で溺おぼれたかもと、必死で捜してたんでやんすーっ！」（一同爆笑）

ユファ：「嘘うそつきーっ！」（笑）

ルーチェ：早食い大会や喉自慢大会に出たりしていたことは、すでに証しよう言げんが取れています。

ＧＭ：「なんとっ!?　ち、違ちがうんでやんすっ！　ぴ、ピアニィ陛下──」

ユファ：「もう、嘘つきにはお仕置きです！　《フロストプリズム》！」

パル：いきなりぶっ放したーっ!?（笑）

ＧＭ：ピアニィの放った極低温の嵐あらしが、お風呂に迫せまります！　しかし、そこでベネットが動きますよ。「馬鹿めっ！　そんな魔ま法ほうなど、あっしの回かい避ひならば余よ裕ゆうでーっ！」

一同：おおっ!?

ＧＭ：「はっ!?　しまったー！　ここはプール！　回避がマイナス１Ｄされるでやんすーっ!?」（一同大爆笑）




　ピアニィ怒いかりの《フロストプリズム》がお風呂場に吹ふき荒あれる！

　しばらくして、かちんこちんに凍ってしまったベネットのオブジェが、できあがったのであった。
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ＧＭ：ベネットちゃんを凍こおらせたピアニィが言います。「皆さん、お騒さわがせしました」

ルーチェ：もう、その様子を呆ぼう然ぜんと見ることしかできないんですが（笑）。

ユファ：あたしもぽかーんとしてます。これが噂うわさのベネットさん……。なんだかしょうもない人ね……（一同笑）。

ＧＭ：「こう見えてもクラン＝ベルの四英えい雄ゆうのひとり！」と、名乗りあげる前に氷漬けにされちゃいました（笑）。

ユファ：やれやれですわ。どうやら、ピィ姉様も大変なようですわね。

ＧＭ：「もう、困っちゃいますよね」と答えるピアニィ。いや、部長が演えんじてくれるのでとても楽でした、ありがとうございます。

ユファ：いえいえ（笑）。さて、無事ベネットちゃんを見つけ出したので、乾かわかしてあげないと。よし、魔ま法ほうで氷を溶とかしてあげるわ！　それから猫みたいに首根っこ捕まえてぷらーんってやる！（笑）

ＧＭ：で、では、ベネットちゃんを乾かしたあとで合流するんですか？

ユファ：ええ、ぷらーんとさせながら。

パル：じゃ、出で迎むかえるぜ。おっ、そいつがベネットか。

ユファ：そうよ。お風呂で泳いでた（笑）。

ユーキリス：なんと迷惑な人ドラか。

パル：同じヴァーナだが、こんな大人にはならねえと誓ちかおう（笑）。

ＧＭ：と、皆さんがそんな話をしていると、エルザ先生からのアナウンスが入ります。

パル：おっ、なんだ？

ＧＭ：「いよいよ最後のイベントのお時間です！　参加が決まっている皆さんは、すみやかに会場へ移い動どうしてください！」

ルーチェ：ついに始まってしまうのですね！

ユファ：まあ、もう始まってしまうわ！　ところで……お姉様はここでお別れかしら？

ＧＭ：いえ、ピアニィはユファちゃんの勇ゆう姿し……戦っているところが見たい、と応おう援えんしていくつもりですよ。

ユファ：まあ！　……私も、ピィ姉様に成長した姿すがたを見せますわ！

ＧＭ：では、最後にひと言だけ。

ユファ：ええ、なんでしょうか？

ＧＭ：「ユファちゃん、まずはアコライトから、ですよ」とにっこり微笑ほほえみます（一同笑）。

ユファ：分かりましたわ！　その教えを一いつ生しよう懸けん命めいメモります！（笑）

ＧＭ：というところで、シーン終了ですね。







◆Middle 07◆敵てきはピアニィ？




　ベネットも見つかった。

〝まずはアコライトから〟というありがた～いお言葉もいただいた。

　いよいよ、次は大だい規き模ぼ模も擬ぎ戦せん。

　ユファたちは、気合いを入れて会場に乗のり込こんでいく。

　さあ、決戦の相手は───。




ＧＭ：というわけで、ピアニィとベネットは、ユファちゃんの勇姿を見るために応おう援えん席せきへ向かいました。

ユファ：はーい。

ＧＭ：そして、皆さんは三ヶ月前に新入生歓かん迎げいイベントが行なわれた、あの会場に向かっています。いよいよ、大規模模擬戦が始まろうとしています。

パル：おっ、これから入場しようってとこか。

ＧＭ：はい、これからグラウンドに出るための廊ろう下かを歩いているところだと思ってください。

ユファ：みんな、ここでギルド名変へん更こうよ！（一同笑）

ルーチェ：ええ、ベネットさんも見つかりましたからね。

ユファ：見つかったから……〝よい年とし越こしをしてあげてもよくってよ〟とか！（笑）

一同：と、年越し!?（笑）

パル：そっちかよ！

ルーチェ：でも、年越しにまでツンを貫つらぬくことはないかと（笑）。

ユーキリス：まあ、まずは目の前の勝利を目指すのが良いと思うドラ。

ユファ：んー、そうよね。これからあるのは模擬戦なのよね？

ＧＭ：はい、大規模模擬戦になります。

ルーチェ：だったら、〝勝ってあげてもよくってよ〟はどうでしょう？

ユファ：そうね、それに変更よ。

ＧＭ：では、またまたギルド名が変更となりました（笑）。で、ですね。その途中で、イベントの最終的な確かく認にんをしているエルザ先生と、相手チームのナナーシュ先生、それに生徒会長のヘクターが話しているのを見かけます。

ユファ：あっ、エルザ先生！
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ＧＭ：エルザ先生は「皆さん、今日は一いつ緒しよにがんばりましょうね！　絶対勝ちましょう！」と意い気き込ごんでいますね。今日はエルザ先生が大たい将しようです。

一同：おおーっ！

ユーキリス：きっと、相手の先生に何か賭かけてたりするドラね（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。では、ユーキリスくんの言葉を肯定するように、エルザ先生は「ぜーったい負けられませんよ！」と、妙みように力を込こめて言います。

パル：ナナーシュ先生とエルザ先生の戦力から「今日は勝ったな」と、俺は安心している。相手は名前からしてエキストラ！　エルザ先生は《フレイムクラック》を覚えた頃ころだ！




　メタなことを言わないでー（笑）。




ユファ：エルザ先生から教わったことをしっかり守って、ちゃ～んと模擬戦に反はん映えいさせますわよ！　だからがんばりましょう、エルザ先生っ！

ＧＭ：おお、本当に真ま面じ目めですねえ。先生も笑顔で頷きます。

パル：エルザ先生を先頭に立たせて攻せめれば、一いつ瞬しゆんで勝てる！

ＧＭ：ちょっ……!?（一同笑）

ルーチェ：それはきっと、レギュレーションとして駄目でしょう（笑）。

パル：きっと駄目に違ちがいないが、俺の頭の中ではそうなっている。勝ったな……！（笑）

ＧＭ：一方のナナーシュ先生は苦笑しています。「いやぁ、今回の大規模模擬戦は勝てる気がしませんなあ」

ユファ：弱気だー（笑）。

ユーキリス：実じつ際さい、エルザ先生に勝てる人なんて、そうそういないドラよ。

ＧＭ：で、生徒会長さんが「君たち、がんばりたまえよ。俺は審判役で出られないからな」と声をかけてくれます。

パル：よぉーし、やるぞー！

ユファ：よーしっ！

ＧＭ：では、皆さんが生徒会長さんに見送られて外に出て、グラウンドの参加ギルドの列に並んでいる、という場面になります。

ルーチェ：きっと、たくさんの歓かん声せいが迎むかえてくれるんですね。

パル：そして、学園長が出てきて挨あい拶さつしたりするわけだな。

ＧＭ：はい、そのとおりです。学園長のエゴールが出てきて壇だん上じように上がり、「皆さんにお知らせがあります」と言います。

ユファ：お知らせ？

ＧＭ：「今日は、君たちの先せん輩ぱいであるピアニィ先輩が、久ひさ方かたぶりにこの学園を訪たずねてきてくれておる」

ルーチェ：あっ、ピアニィさんが紹しよう介かいされた。

パル：そうすると、ざわっ、ざわって生徒たちが騒さわぎ始めるんだよな。「あの伝説の先輩が!?」「見かけたって噂うわさが流れていたけど……」

ＧＭ：そして、壇上には着き替がえたピアニィがとことこと現あらわれて、ぺこりとお辞じ儀ぎをします。

ユファ：ま、まあっ！　ピィ姉様、どうして？（笑）

パル：ぴあにぃ？　あれ、あいつ、ピアニッシモって名前だったんじゃ……。

ユファ：ええっ！　タマちゃん、まだ気づいてなかったの!?（笑）

パル：ほら、ピアニィの正体を知る機会がずっとなかったからさ（笑）。

ユファ：そういえば……。なら、答えますわ。実は……あの方こそ、フェリタニア王国を建国した、ピアニィ女王なのですわっ！

パル：（ざーとらしく）な、なんだってー!?（一同笑）

ルーチェ：そ、そのような方とご一緒していたとはー！（笑）

ユーキリス：すごい人だったドラね！

ＧＭ：皆さんが驚おどろいているところで、壇上のエゴールが言いますよ。「皆、驚いておるようじゃのう」

パル：そりゃ、驚くだろうよ（笑）。

ルーチェ：まさに時の人ですからねー。

ＧＭ：「さて、いよいよ大規模模擬戦を執とり行おこなうわけだが……。このままやっても、つまらんと思わんか？」

ユーキリス：……えっ？

ＧＭ：「せっかくの祭り！　サプライズが欲ほしいと思い、少し趣しゆ向こうを凝こらしてみたいと思う！」と学園長。寡黙そうなお顔が、心なしか楽しげです。

パル：なあ。なんだか、嫌な予感がしてきたんだが……（笑）。

ルーチェ：あ、パルさんもですか。実はわたしもです（笑）。

ＧＭ：「予定変更！　大規模模擬戦は、エルザチーム対ピアニィチームの形にしようと思うっ！」

一同：な、なんだってえぇええええええええっ!?（爆笑）

ＧＭ：「よって、ピアニィ殿どのとナナーシュ先生が交代ということじゃな」

ユファ：ちょ、ちょっと！　ど、どういうことですのー!?（笑）

パル：噂でだが、確か、ピアニィ女王って、めちゃくちゃ強いって話を聞いたことがあるんだが……俺たち、勝てるのかなあ。

ルーチェ：メルトランド戦役の直後ですし、その勇名は大陸中に轟とどろいていそうですね。……ああ、なんということでしょう！　まさに神の試練です！

ユーキリス：ルーチェさんが錯さく乱らんして不思議な祈いのりを!?（一同笑）

ＧＭ：というわけで、学園長からのサプライズな発表があり、大規模模擬線は、エルザチーム対ピアニィチームという形を取ることになりました。

パル：へっ、上等だぜ。恐おそらく、エルザ先生とピアニィの戦力はほぼ互ご角かく！　つまり、あとは俺たちの働き次第ってことだぜぇえええ！

ユファ：……そうね。ピィ姉様には申もうし訳わけないけど、負けるわけにはいきませんわ。みんな、勝つわよ！　準備はよくって!?

ルーチェ：この試練、乗のり越こえてみせますよ！

ユーキリス：負けちゃったら、きっとエルザ先生がおっかないことになるドラ！　すごく怖いから負けられないドラ！（一同笑）

ＧＭ：あははは（笑）。さて、向こうのチームではやる気になったピアニィ様がいて、伝説の先輩の降こう臨りんに盛り上がっています。

パル：そりゃそうだよな。

ユファ：ピィ姉様と戦えるなんて……本望ですわっ！

ＧＭ：おお、ユファちゃんがひとり闘とう志しを燃もやしている！

ユファ：ごごごごっ！　おじいちゃま、見ていてっ！

ルーチェ：そして空に浮かぶコネリーの顔（笑）。

ユファ：やめてー！　まだ死んでないわよーっ！（一同笑）

ＧＭ：進行上のルールなどは、あとで説明いたします。今は模擬戦開始直前の演えん出しゆつを進めていきますよ。

ユーキリス：今はどんな感じドラ？

ＧＭ：グラウンドの端はしと端に、参加するチームのメンバーがずらーっと並ならんでいます。ギルド数は双そう方ほう、一〇グループずつぐらいだと思ってください。

ルーチェ：ギルド単位で一〇対一〇ですか。これはまた、結構な数がそろいましたね。

ＧＭ：皆さんの側にはエルザ先生が。そして敵てき側がわには、満面の笑顔を浮うかべるピアニィ先輩がいます。

ユファ：満面の笑顔！　すごい楽しそうだわ！（笑）

ＧＭ：実際、こういうことになったら、楽しみませんか？

ユファ：楽しむと思います（一同笑）。

ＧＭ：さて、参加者が出そろったところで、生徒会長さんが音おん声せい拡かく張ちよう機きを使って宣せん言げんします。「これより、アルトリウス祭恒こう例れい、大規模模擬戦を開かい催さいする！　両チームとも全力で戦ってくれ！」

ユファ：よくってよ！

ＧＭ：「両チーム、位置について！　用意！　……はじめーっ！」と掛かけ声ごえがかかったところで、クライマックスに移りたいと思います！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆目指せ、ピアニィタッチ！




　いよいよ、アルトリウス祭さい最後のイベント、大だい規き模ぼ模も擬ぎ戦せんが始まろうとしている。

　集まったギルドは、総そう勢ぜい二〇。今、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされようとしていた。




ＧＭ：では、クライマックスに移うつりたいと思います！　皆さんはエルザチームの一員として、大規模模擬戦に参加することになります。

ユファ：エルザ先生と一いつ緒しよに戦う……ピィ姉様を倒たおせばいいのかしら？

ユーキリス：僕ぼくたち、まだ３レベルドラよ？（笑）

ＧＭ：そうですね。普ふ通つうに戦っても勝てないでしょう。なので、今回は本ほん陣じんにいるピアニィにタッチをすることを勝しよう利り条じよう件けんに、それができるかＦＳ判はん定ていをしてもらいます。




　ＦＳ判定とは、ひとつの行こう為いが成功したかどうかを、複ふく数すう回かいの判定の結果によって導みちびき出だす判定方法です。

　たとえば、障しよう害がい物ぶつ競きよう走そうのように、走る、障害物を越こえるといった具合に、複ふく数すうの要よう素そに分けられる行動などを、一連の判定で処しよ理りするのに使います。




パル：なるほど。直ちよく接せつ戦せん闘とうするわけじゃねえんだな。

ＧＭ：はい。ギルド一〇対一〇でぶつかり合う中で、相手チームのリーダーにタッチできるかの対決になります。

ルーチェ：いわゆるフラッグ戦みたいな感じなんですね。

パル：俺おれたちは、タッチするためのアタッカー役ってわけか。

ＧＭ：ここでＦＳ判定の内ない容ようを説明します。今回のＦＳ判定はこんな感じです。（図：ピアニィのもとにたどり着け参照）
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ユーキリス：ふむふむ。

ＧＭ：なお、このＦＳ判定はクライマックスの戦闘と同時に行なわれます。走りながら相手チームの攻こう撃げきをかわして、ピアニィのもとにたどり着くまでをＦＳ判定で処理するわけです。

ルーチェ：フラッグ戦＋アメフトみたいなイメージでしょうか？

ＧＭ：ああ、そんな感じです。

パル：ＦＳ判定中も、相手チームのメンバーが敵てきとして攻撃してくるってことか。厄やつ介かいだな。

ＧＭ：そして、今回のＦＳ判定の追加ルールも説明しましょう。

ユファ：追加ルール？　どんなものなのかしら。

ＧＭ：まず、戦せん闘とう不ふ能のうが確かく定ていしたキャラクターは、即そく座ざにシーンから退たい場じようします。走ってる途と中ちゆうで倒たおれて、その場に置いていかれるイメージですね。

パル：あとは任まかせたぞ、がくり……。だが、倒れたやつを残して、他の連中は走り去っていくわけだな（笑）。

ＧＭ：はい、そんなイメージでお願いします（笑）。また、バッドステータスの転てん倒とうを受けているキャラクターは、進行判定が行なえません。

ユーキリス：走って目もく標ひように近づくためのＦＳ判定だから、倒れていると進行判定できなくなっちゃうドラか。

ＧＭ：そのとおりです。

ルーチェ：倒れているキャラクターは、支援判定はできるんですか？

ＧＭ：支援判定はできます。走れなくても、なにかものを投げて、敵の動きを妨ぼう害がいするとかはできるでしょうから。

ユファ：あとは、魔ま法ほうを放ったりとかもできるわねっ（笑）。

ＧＭ：ひーっ！（笑）さて、ＦＳ判定についてはこんなところです。それでは、そろそろ模擬戦を開始いたしましょう！

ユファ：いよいよですわね！　腕うでが鳴りますわ！

ルーチェ：（祈る仕草をしつつ）神よ。この試練、乗のり越こえてみせます！

ユーキリス：みんな、怪け我がしないようにがんばるドラよ！

パル：全部ぶっ飛ばしてやらあっ！

ＧＭ：それでは、大規模模擬戦……いよいよ開かい幕まくです！




　鳴なり響ひびく、競きよう技ぎ開始の合図。

　それと同時に、集まった総そう勢ぜい二〇のギルドのメンバーたちが、一いつ斉せいに走り出す！




パル：俺たちも行くぜ。てめえら、遅おくれんなよっ！　おらおらおらーっ！

ユーキリス：分かったドラ！

ＧＭ：ユーキリスくんが気合いを入れると、ゴンザレスがすっと寄よってきますよ。「ダーリン、一緒にがんばりましょうねんっ！」

ユーキリス：いや、君のポジションはもっと後ろドラーっ！　誰だれか助けてーっ！（一同笑）

ＧＭ：あと、相手チームの応おう援えん席せきには「かっ飛ばせ、ピアニィ！」というフラッグを振ふりながら応援しているベネットちゃんの姿すがたが（笑）。

ユファ：かっ飛ばせって、何をかっ飛ばすつもりなの!?（一同笑）

パル：まさか……。ピアニィとエルザ先生、相手チームが近づいてきたら《フロストプリズム》撃うったり、《フレイムクラック》撃ったりするとかねえよな？（笑）

ＧＭ：えっ？　あ、はい、まさしくそのとおりです。

一同：げえええぇっ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ちなみに、ＦＳ判定が完了値まで到とう達たつすると、シーンにピアニィが登場して、そこでようやくタッチできるようになります。

ユーキリス：それでＦＳ判定は、ピアニィにタッチしろじゃなく、彼かの女じよのもとにたどり着けになってるドラね。

ＧＭ：ちなみにピアニィにタッチする際さいも判定が発生しますから、できるかぎりフェイトを残しておけると、あとが楽になりますよ。

ルーチェ：むしろ、そこからが本番と考えて取りかかった方がよさそうな気もしますね。

パル：なかなか厄やつ介かいだな。しかし……タッチするまでの間、ピアニィの《フロストプリズム》を避さけ続けるとか、ゾッとしねえんだが。

ユファ：当たったら一発で死んじゃいますからね。




　とどめは刺さしませんって！（笑）




ユファ：でも、そういうことなら、まず私わたしたちがするべきことは……散開すること！

ルーチェ：固まってたら、範はん囲い攻こう撃げきのえじきになってしまいますからね。

パル：むう。《陣じん形けい》があれば、すぐにでも散れたんだがなぁ。

ユーキリス：《蘇そ生せい》も欲ほしかったし、仕方がないかと。今できる範囲でがんばるドラよ！

ユファ：いいことを言うわね、ユーキリス。確たしかにそのとおりだわ！　というわけで、みんなにひと言。

ＧＭ：はい、どうぞ。ギルドマスターからのお言葉ですね。

ユファ：みんな、よく聞いて！

パル：おう？

ユファ：あれが伝説の先せん輩ぱいよ！　あの方が来てくれるなんて、とても光栄なことだわ。私たちはあの先輩にタッチするのよ！

ルーチェ：つまり……〝タッチしてあげてもよくってよ！〟ということですね！（笑）

ユファ：そうね。じゃあ、ギルド名は〝タッチしてあげてもよくってよ〟ね！（一同笑）

ユーキリス：正式には〝ピアニィ先輩にタッチしてあげてもよくってよ〟かな？

パル：長なげえよっ！（一同爆笑）

ＧＭ：では、ギルド名も決まったところで、ピアニィチーム、エルザ先生チーム、それぞれが互たがいの本ほん陣じんに駆かけ出だしていきます。

一同：わーっ！




　一斉に、突とつ撃げきを始める両チーム。その目もく標ひようは、相手のリーダーにタッチすること。全二〇のギルドが、掛かけ声ごえと共に突撃を開始する！




ＧＭ：最初に、敵てきの前ぜん衛えいに突撃をかけることになります。一番手はもちろん、皆さん──〝ピアニィ先輩にタッチしてあげてもよくってよ〟になります！

パル：よっしゃー、一番乗りだぜっ！

ＧＭ：その前に、さっそく相手チームが立ちふさがります。アレックスが率ひきいるギルドです。
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一同：おおーっ！

ＧＭ：アレックスが言います。「最初の相手はユファさんたちですか！　これは手て強ごわい」

ユファ：アレックス！　全力でいかせていただきますわ！

ＧＭ：「望むところです！」アレックスが力強く応おうじます。そして、そんなアレックスのそばには、彼かれに寄より添そうフローラの姿すがたが。「しかしボクたちも、ここで負けるわけにはいきません！　お手合わせ願いましょう！」と、アレックスもまた剣けんを抜ぬき放ちます！

[image: ]

パル：いや待て、アレックス！　思い直しやがれ！

ＧＭ：「どうしたんだ、パルくん？　まさか怖いとか……」

パル：そんなわけねえだろう！　そうじゃなくて……。お前、エルザ先生にタッチするのは、命がけってことだよ!!　（一同爆笑）

ＧＭ：ええーっ!?




　まあ、実じつ際さいそのとおりなんですが！

　エルザ先生は大変優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師しで、その実力は、大陸に名を轟とどろかせるピアニィに匹ひつ敵てきするほどなのです。




ＧＭ：それじゃあ、皆さんの周囲からは、ドーンッ、ドカーンッ、とすごい爆ばく発はつ音おんが（一同爆笑）。

ルーチェ：《フレイムクラック》が、ケセドの杖つえつきで！（笑）

ユーキリス：ひ、ひぃーっ!?

パル：相手側の生徒が射しや程ていに入ると、エルザ先生が、「いきますよーっ！　そーれっ！」と、魔法をぶっ放してるんだな。アレックス、それでもてめえは戦うっていうのかよ！（笑）

ＧＭ：「それを言うなら、キミたちにだって、ピアニィ先輩の《フロストプリズム》が待っているんだよ？」

パル：そ……そのとおりだーっ！（一同爆笑）

ルーチェ：ビュオーッ、カキーン！（←氷の嵐あらしに、生徒が凍こおりつく音）

ユファ：（素すに戻もどって）いいなぁ。あたし、ピアニィ側やりたいよ～。

一同：ちょっ……!!（爆笑）

ＧＭ：部長おぉぉぉっ!?




　あ、あの、今回ばかりは攻撃される側でお願いします（笑）。




ＧＭ：と、とにかく！　アレックスの隣となりにいるフローラも、杖を構かまえます。「皆さん、よろしくお願いします」そして、アレックスの背はい後ごで支援の態たい勢せいを整ととのえます。アレックスのギルドメンバーも登場。まず、鎧よろいをがっちり着き込こんだ重じゆう装そう兵へい士しが前進！

一同：重装兵士!?

ユーキリス：なんで学園に重装兵士がいるドラかっ！　学園の生徒なんだろうけども（笑）。

ＧＭ：模擬戦中だから鎧を着込んでるだけですよ。いつも鎧を着けているわけじゃないですから（笑）。他には、魔ま法ほう使つかい、ビアンカという女の子がひとりいます。

ルーチェ：前ぜん衛えいふたりに、後こう衛えいふたりですか。なかなかバランスのよさそうな編へん成せいのようですね。しかし、負けませんよ！　アックスをぐっと握にぎり締めて、こちらも構かまえます！

ＧＭ：それでは戦せん闘そうを開始します！




●第１ラウンド

行動値

パル　　　　　　　12

アレックス　　　　９

フローラ　　　　　９

ビアンカ　　　　　９

ユーキリス　　　　７

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６

重装兵士　　　　　６
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ＧＭ：行こう動どう値ちはパルくんが今のところ一番ですね。では、セットアップ！

パル：《ランナップ》で移い動どうだぜ！　つーわけで、アレックスたちのエンゲージに移動だ。ひゃっはー、行くぜーっ！（一同笑）

ＧＭ：次はアレックス。自分に《コンバットセンス》を使用します！　これで【行動値】19まで上じよう昇しよう！　さらに、《ファーストストライク》があるので、次の判定は６がひとつでも出ればクリティカルになります！

パル：ちっ、なかなか速いじゃねえか。先にエンゲージしておいてよかったぜ。

ルーチェ：どうやら、アレックスさんはサムライのようですね。

ＧＭ：装そう備びは長ちよう剣けんと盾たてですが、使う技わざはそのとおり、サムライのものですね。さあ、どんどん行きましょう。続くフローラとビアンカは何もしません。

ユーキリス：次は【行動値】７で、僕とユファさんドラね。ちなみに、僕は特に何もなし。

ユファ：私は《ウィークポイント》をタマちゃん以外に！　これで攻撃に＋６よ！

ルーチェ：次はわたしですが、わたしも何もないです。

ＧＭ：了りよう解かいです。重装兵士も何もありません。セットアップ終了。イニシアチブに移ります。【行動値】が上昇したアレックスから行動します……が！

一同：が？

ＧＭ：残念、パルくんしか殴なぐれないのですっ！（一同笑）

パル：さあ、来やがれ！　俺とお前の決着をつける時がきたんだ！

ＧＭ：燃もえる展てん開かいですね！「いくぞ！」と、裂れつ帛ぱくの気合いと共に斬きりかかります！

パル：おう、こいやーっ！

ＧＭ：マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》を使用します！　大きく剣を振ふりかぶって……それっ！（ダイスを振る）……ふふふ。一発目から幸先がよい！

パル：げっ！　ろ、６が出やがった！




　アレックスは《ファーストストライク》の効こう果か中なため、命中判定で振ったダイスのうち、ひとつでも６が出ればクリティカルとなります。




ＧＭ：アレックスは、すごい勢いきおいで剣を振り抜きます！　さあ、パルくん。回かい避ひをどうぞ！

ユファ：タマちゃん！　がんばって避さけるのよ！

パル：いきなりきついぜ！（ダイスを振る）……くっ、避よけられねえ。

ＧＭ：ここは全力でいきますよ。ダメージロールで《ボルテクスアタック》を宣せん言げんします！

パル：な、なにーっ!?《ボルテクスアタック》だとぉおおおっ!?

ユーキリス：いきなり、パルくんの命が風前の灯ともし火びに！（笑）

パル：実際、かなりやべえ気がするぜ。

ルーチェ：と、とりあえずダメージを見てから……（笑）。

ＧＭ：ダメージロールいきますね。《レイザーシャープ》で＋１Ｄ、《バッシュ》で＋５Ｄ、《ボルテクスアタック》で＋９Ｄ、クリティカルで＋１Ｄされて、合計18Ｄ＋17です！　鋭く、しかし重い一撃がパルくんに直撃しますよ！

ユファ：アレックス、やるわね！

パル：つーか、やべえ！　このままだと一いち撃げきで吹ふっ飛とばされちまうよ!?

ＧＭ：「これがボクの全力だ！」さあ、ダメージは……73点の物理ダメージになります！

ルーチェ：いきなりパルさんに神の試練が！

パル：に、22点オーバーだぜ……。ま、まさか俺が一撃でやられる!?（笑）

ユファ：これは《ガーディアン》を打つしかなさそうね……。タマちゃんに倒たおれられたら、一気に切きり崩くずされちゃうわ！

ユーキリス：では、《ガーディアン》ドラ！　こんなこともあろうかと、食べさせておいた錬れん金きん料理のおかげで、一撃は耐たえられるようになってるドラ！（一同笑）

パル：とんでもない衝しよう撃げきが腹はらに走ってぶっ倒たおれかけるが、そのままくるりと回って立ち上がる。ユーキリスの料理のおかげで、傷きずひとつないぜ！

ルーチェ：いったい、どんな料理ならそんなことが可か能のうに!?

ユーキリス：食すと一時的に皮ひ膚ふが硬かたくなる料理ドラよ。錬金料理の神しん秘ぴドラ（一同笑）。

ＧＭ：「さすがパルくんたちだ」無む傷きずのパルくんを見たアレックスは、油ゆ断だん無く剣を構えます。というわけで、アレックスの行動は終わり。次はパルくんです。

パル：よし。マイナーで剣を振ふり上あげるポーズをして……！

ＧＭ：はっ、はいっ！

パル：「だが、お前にはかまわず先に行く！」と言って走り出す！

ＧＭ：ええ～っ！　せっかくのライバル対決なのに～！（一同笑）

パル：アレックスと殴り合ってたら生命がいくつあっても足りない……じゃなくて、今の俺の役やく割わりは、ピアニィ先輩にタッチすることだ（笑）。進しん行こう判定いくぜ！

ＧＭ：り、了解しました（笑）。

パル：（ダイスを振る）おおっ！　来た、来やがったぜっ！

一同：クリティカル───!!




　ＦＳ判定では、進行判定に成功することで進行値が上昇し、それが完了値に到達することで、判定が成功したことになります。

　進行値の上昇量は、達成値と難易度の差分をもとに算出します。ちなみに、クリティカルの時の上昇量は、１Ｄ＋［６が出たダイスの数］で、一気に進行値を上げるチャンスとなります。




ＧＭ：むむっ。やりますね。では、１Ｄ振って進行値を算出してください。

パル：行くぜっ！（ダイスを振る）来た！　６が出やがったぜーっ！

一同：おおーっ!?

ユファ：やったわね、タマちゃん！　これで進行値がいきなり８まで上がったわよ！

ＧＭ：いきなり半分以上進まれた!?

パル：「悪いな。お前にかまっている暇ひまはねえんだよ！」と、戦場のど真ん中までぶわーっと走っていく！

ＧＭ：「そうはさせるかーっ！」と、アレックスも追ってきます！　一気に進行値が上がったので、いろいろとイベントが発生します。順番に処理していきますよ。

ユファ：どんと来なさい！

ＧＭ：まずは進行値３のイベント！　皆さんが走っていると、アレックスの背後からシャルロット先輩のギルドが登場します！

ユーキリス：うわっ！　参加してるのって一年生だけじゃなかったドラか！

ＧＭ：はいー。シャルロット先輩は皆さんを睨みつけ、「わたくしがいる限かぎり、ピアニィ先輩のところへは近ちか寄よらせません！」と叫びます。

ルーチェ：こ、これは手て強ごわそうです！

パル：執しゆう念ねんがありやがるからな（笑）。

ＧＭ：というわけで、シャルロットのギルドが、皆さんに向けて矢を射いかけてきます。ちなみに攻撃ですよ。

ルーチェ：な、なんですとー！

ユーキリス：ひえぇ、アレックスくんだけでも強きよう敵てきなのに！

ＧＭ：というわけで、パルくん以外の全員に《アローシャワー》による攻撃がいきます！

ユファ：な、なんで、タマちゃんだけ対象になってないの!?

ＧＭ：進行判定を成功させたのがパルくんだからです。先頭を走ってる彼ではなく、その後ろを走ってる三人を狙ねらうという演えん出しゆつですね。

ユーキリス：な、なるほど（笑）。

ＧＭ：それでは、命中判定いきますよ。えーい！（ダイスを振る）出目が11で、達成値は17です！　彼女の号令と共に、放たれた矢が雨のように降り注ぎます！

ユファ：（ダイスを振る）それは避けられないわっ！

ルーチェ：（ダイスを振る）わたしも達成値14で失敗してしまいました。

ユーキリス：（ダイスを振る）うおお、惜おしい！　ダイス目が11なのに、達成値15で回避失敗ドラーっ！

パル：一番回避が高いはずの俺が狙ねらわれた方がよかったかもだな（笑）。

ＧＭ：では、三人に３Ｄ＋10のダメージです！（ダイスを振る）21点の物理ダメージ！

ルーチェ：ここはユファさんに《プロテクション》です！

ユファ：ありがとう、ルーチェちゃん！

ルーチェ：（ダイスを振る）うわっ、出目が悪いですよ。三個こ振って１、２、３って……。６点軽けい減げんしました。光の壁を、ユファさんの前に展開しますっ。

ユファ：なら、ダメージは８点だけね。残り【ＨＰ】22点、助かったわ！

ＧＭ：あまりダメージが入りませんでしたね。シャルロットが射かけた矢にもひるまず、皆さんはそこを突とつ破ぱしました！

ルーチェ：「どいてくださーい！」と、先輩たちをなぎ倒たおして走ります！

ＧＭ：「うわーっ！」と先輩たちは吹っ飛ばされていきます！（笑）次は進行値６！　皆さんがシャルロットの妨ぼう害がいを突とつ破ぱすると、今度はジェニーのギルドが立ちふさがります！

パル：ジェニーか！

ユファ：ヨハンファミリーね！

ＧＭ：そのとおりです。ジェニーは「みんなごめんね。でも、勝負だから、ここは通さないよ！」と、ギルドのメンバーに指し示じを出します。

ユーキリス：わわっ！　敵チームが次々と現あらわれるドラ！

ＧＭ：ジェニーのギルドメンバーたちが、その身をもって壁かべを作り、行く手をふさいでしまいます。それを強ごう引いんに突破しなくてはならないため、ここから進行判定の能力値が【筋きん力りよく】となります。

一同：なにーっ!?

ユーキリス：僕、【筋力】は３しかないドラよーっ！

ルーチェ：大だい丈じよう夫ぶです。わたしが６ありますから！　ただ、わたしが攻撃できなくなってしまいますけども。

ＧＭ：ふっふっふっ。さあ、次は魔法使いのビアンカの行動です。彼女は魔法を発はつ射しやしてきますよ！

ルーチェ：魔法……まさか、《アースブレット》!?

ＧＭ：そのまさかです！　マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《アースブレット》！　ユファちゃんたちのエンゲージに攻撃です！

パル：げっ、転てん倒とう狙ねらいか！

ユーキリス：ここで転倒させられるのはまずいドラ！

ＧＭ：いきまーす！　おりゃ！（ダイスを振る）な、なんだとぉ～!?




　ダイスを三つ振った結果は──。

　１、１、４。

　ファンブル一歩手前でした。




ＧＭ：あ、危あぶない！　ファンブルはしませんでしたが、出目がしょんぼり。達成値は16です。

ルーチェ：あの出目でも達成値16もあるんですか！

ＧＭ：ふふふ。ビアンカの命中は結けつ構こう高めなのですよ。

ルーチェ：ここはフェイトを取っておきます！　えーいっ！（ダイスを振る）出目11で惜おしくもクリティカルせず。そして、回避も１点足りない！

ユーキリス：僕も普ふ通つうに避けるドラ。えいっ！（ダイスを振る）あう、全ぜん然ぜん駄だ目めだー！

ユファ：達成値10！　無理です。避けられませんわ（笑）。

ＧＭ：よし！　では、ダメージいきます！　皆さんめがけて、無数の石弾が向かってきます！　おらーっ！（ダイスを振る）……う、うわっ!?

ユーキリス：これは低い！

ＧＭ：そ、そんな。17点の〈地〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージです……とほほ。

ルーチェ：《プロテクション》をユファさんに！　フェイトを１点足しましょう。４Ｄ振って、17点軽減です！

ユファ：それなら全部はじくわ！　ありがとう、ルーチェちゃん！

ＧＭ：ユファは無事でしたか。では、１点でもダメージが通った方は、転倒してください！

ユーキリス：（机に倒れ伏す）ぽてっ。

ルーチェ：うにゅ……転倒です。

パル：ルーチェ、ユーキリスーっ！

ルーチェ：さっきから試練受けまくってる気がします～（笑）。

ＧＭ：これでビアンカの行動は終了になります。次はフローラ！《ジョイフルジョイフル》をアレックスに！

一同：な、なにぃぃーっ!?

ルーチェ：そうでした！　フローラさんは歌が得意なのでした！

パル：だが、あっちは切きり札ふだを使ったぜ!!　攻撃がきても大だい丈じよう夫ぶな……はず！（一同笑）

ＧＭ：《ジョイフルジョイフル》は無事に発動しました。「アレックス、がんばって！」フローラの声援を受けて、アレックスが奮ふん起きします。

パル：見せつけやがって。アレックス、お前なんぞ、石につまずいて転んじまえっ！（笑）

ＧＭ：それは愛の力で乗のり越こえます（一同笑）。アレックスの行動です。《スマッシュ》＋《バッシュ》！　対象はもちろん、パルくん！

パル：俺はまだダメージを食らってねえし、耐たえてみせるぜ！

ＧＭ：いきまーす！　（ダイスを振る）命中23です！

パル：で、出目がいいじゃねえか！

ＧＭ：今日は総そうじてダイス目がいいなあ。ちょっと嬉うれしい私（笑）。

パル：ちっ、アレックスはフローラのおかげで絶ぜつ好こう調ちようだ。（ダイスを振る）……21！　こっちもいい目だったのに、惜おしくも届とどかず！

ＧＭ：では、《グランススラッシュ》を使用します！　これは、ダメージを属性のない魔法ダメージへと変へん更こうします。シーン一回制せい限げんですけどね。

ユファ：あら、魔法ダメージになってしまいましたわ！

パル：俺、【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】１しかないんだ。何故なら、魔ま性しよう面めんのせいで【精せい神しん】が下がってるからなっ！

ルーチェ：ま、魔性面が……魔性面がこんなところで！（笑）

ＧＭ：では行きます！　とりゃあー！（ダイスを振る）あっ、やった！　出目５と６ばっかりで、１がひとつしかない！　自分でもびっくり！（笑）

パル：ま、マジかーっ!?

ＧＭ：（計算して）55点の魔法ダメージです！　魔力の光を帯びた剣の一撃が、パルくんの動きをとらえたっ！　という演出で。

パル：ぐはっ！（ＨＰ計算をしている）……そうすると、15点減へらさねえと倒れちまう！

ルーチェ：こ、これは《プロテクション》にフェイトを２点使って……５Ｄにしても確かく率りつ半々……いきます！（ダイスを振る）お、これは……！　出ました、18点軽減です！

一同：いったー!!

パル：ということは……【ＨＰ】残り４点で生きてる!?　助かった！

ＧＭ：では、ここでアレックスの二回目の行動は終了になります。次は【行動値】７の、ユファちゃんとユーキリスくんですね。

ユーキリス：マイナーで転倒を解かい除じよ、メジャーで《ポーションピッチ》して、パルくんにハイＨＰポーションを投げるドラ！《エリクサー》の効果に加えて、フェイトも２点消費して【ＨＰ】を７Ｄ点回かい復ふくだ。（ダイスを振る）29点回復したドラ。

パル：一気に33点まで回復したぜ！　ありがとよ、ユーキリス！

ユファ：次は私ね。ここはビアンカに攻撃しますわ！

ＧＭ：転倒を封ふうじるためですね。

ユファ：そうよ。マイナーで《エキスパート：光》、メジャーで《コンボアタック：マジック》による《セレスチャルシャワー》！　命中が３Ｄ＋15！（ダイスを振る）命中は24！

ＧＭ：24!?　それはクリティカルのみです。（ダイスを振る）ううっ……、無理でした。

ユファ：《エキスパート：光》と《ウィークポイント》で、ダメージは４Ｄ＋18です！

ＧＭ：ひぃ～。

パル：どうせなら、《マジックフォージ》も乗せておいたらどうだ？

ユファ：確実に殺しておくのね!?

パル：そうじゃねえだろ！（一同爆笑）




　戦せん闘とう不ふ能のう、戦闘不能ですよね!?




ユーキリス：でも、ビアンカをここで倒たおせた方が、あとが楽になるのは間ま違ちがいないドラ。

ユファ：そうですね……。ならば、《マジックフォージ》も使ってしまいましょう！

ＧＭ：ど、どうぞ！

ユファ：（ダイスを振る）44点の〈光〉属ぞく性せい魔法ダメージよ！　渾こん身しんの魔ま力りよくを込こめて、光の雨を降ふらせます！

ＧＭ：それは37点抜ぬけて、ぴったり落ちます！　あーん！

一同：よしっ！

ユファ：《マジックフォージ》のおかげね！　やったわ！

ＧＭ：「くっ、油断したわ……」ぱたり、とビアンカはその場に倒れます！　これでビアンカはリタイアです！

ユーキリス：ユファさん、お見事ドラ。

ＧＭ：ちなみにリタイアした選手は、衛えい生せい担たん当とうの生徒がやってきて、担たん架かに乗せて安全な場所まで運んでくれますので、ご安心を。

ユーキリス：それなら安心だ。でも、なんだか次々と担架で運ばれていく生徒たちの姿すがたが浮うかぶドラよ（笑）。

ＧＭ：激はげしい戦いが繰くり広ひろげられてますからねー。では、次は【行動値】６のルーチェちゃんです！

ルーチェ：はーい。マイナーで立ち上がって、メジャーで進行判定します。

ＧＭ：判定値は【筋力】で、難易度は10になっております。

ルーチェ：フェイト１点使用します！　それ！（ダイスを振る）……達成値19！　アックスをぶんぶん振ふり回まわしながら走はしり抜ぬけます。邪じや魔まする方は吹ふき飛とばしますよ～！

ＧＭ：ああ、またも吹き飛ばされていくメンバーたち（笑）。難易度との差分は９なので、進行値が４点上昇して12まで進みますね。またイベントが起こりますよ。

パル：さて、次はなんだ？

ＧＭ：まずは進行値９のイベントから。立ちふさがっていたジェニーのギルドメンバーをなぎ倒しながら、ルーチェちゃんはそこを突とつ破ぱします！

ルーチェ：ぶおんぶおん！（アックスを振り回してる）

ＧＭ：ジェニーが「やっぱり駄だ目めか！　残念！」と言いつつリタイア。ちなみにアレックスたちも、皆さんを追いかけて来ますから、相対的な位置に関しては変わらないですよ。

パル：しつこいぜ！

ＧＭ：皆さんがルーチェちゃんのあとに続いて、さらに走っていると、ここで味方の〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊たい〟のメンバーが、支し援えんを行なってくれます！

一同：おお～っ!!

ユーキリス：助けてくれるドラか！

ＧＭ：はい。回復してくれたり、いたわりの言葉をかけたりしてくれますよ。というわけで、全員、【ＨＰ】と【ＭＰ】を10点ずつ回復してください。

ルーチェ：これは助かります！

ユファ：あ、ありがとうって、言ってあげてもよくってよ！（一同笑）

ＧＭ：（野太い声で）「ダーリぃン！　あたしの愛よぉ～ん!!　出血！　大サービスぅ～！」

ユファ：ゴンちゃん！（笑）

ユーキリス：鼻血、鼻血はいらないドラっ！（一同爆笑）

ＧＭ：あと、ルーゼルくんもいます。

ユファ：い、いるのね……。

ＧＭ：彼は相手チームと斬きり結むすびつつ、「ここは僕たちに任まかせて早く行くんだ！」と言うのですが、その直後、ずばーっと斬られて、「痛いたい！　だが、それがいいっ！　もっと打うち込こんできたまえ！」と言います（一同爆笑）。

ユファ：き、気をつけてね……（笑）。

パル：あいつ、いろんな意味で防ぼう御ぎよ向きだよな（笑）。

ＧＭ：他にも、レスターが「ここは任せていけ！　あとは頼たのんだからな！」と声をかけてくれます。彼やアニカも、別の相手と交戦中です。

ユファ：はい！　必ずや勝利を！　皆さんもがんばってくださいっ！

ＧＭ：では次！　進行値12のイベントです。「この時を待っていたぞー！」と登場したのはヨハンのギルドです！

一同：来たー!!

ユファ：来たわね、ヨハン！　相手をしてあげてもよくってよ！

ＧＭ：ヨハンのギルドは、一番先頭を走るパルくんの前方、一〇メートルほどの位置で複ふく雑ざつな陣じん形けいを組んで道をふさぎます。

パル：むうっ！

ＧＭ：この壁かべは力押おしでは突破できません。相手の防ぼう御ぎよの弱いところを狙ねらって攻撃しなくてはならないため、判定が【知力】に変更されます。

パル：ち、【知力】かよっ!?

ルーチェ：ユファさんの出番ですね。

ユファ：ふふっ、任せてもらってもよくってよ！

ＧＭ：さらに、パルくんのいるエンゲージの前方一〇メートルに、新たに精せい鋭えい兵へいが二体出てきます。

ユーキリス：新手ドラ！

ＧＭ：ちなみに精鋭兵は行動済ずみで登場します。実際に行動するのは２ラウンド目からですね。

ルーチェ：後ろから追いついてきた、というわけですね。

ＧＭ：はい。次は重装兵士の番なのですが……パルくんを殴なぐるしかない。マイナーで《スマッシュ》して、普通に攻撃します。（ダイスを振る）命中13。パイクで思いっきり突つき！

パル：ファンブル以外は回避できるぜ。（ダイスを振る）ふふっ、ダイス目だけで回避だ！　軽かろやかに跳ちよう躍やくして、槍やりの穂ほ先さきにひらりと降おり立たつ！

ＧＭ：い、いい気になっている!?（笑）

パル：へっ！　てめえの攻撃は、もう見切ったぜ！

ＧＭ：悔くやしいー！　重装兵士の行動が終わったところで、１ラウンド目は終了です。




●第２ラウンド

行動値

パル　　　　　　　12

精鋭兵Ａ、Ｂ　　　11

アレックス　　　　９

フローラ　　　　　９

ユーキリス　　　　７

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６

重装兵士　　　　　６
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ＧＭ：２ラウンド目のセットアップになります！　ＦＳ判定は【知力】のまま。前のラウンドで登場した精せい鋭えい兵へいの【行動値】は11になります。

パル：俺の方がちょっと速い。でも、アレックスの足止めが重要だから移動はしないでおく。

ＧＭ：こっちはセットアップはなし。

ユファ：タマちゃんに《ウィークポイント》。敵の弱点はそこよ！

パル：へっ、ありがてえ！　弱点が手に取るように分かるぜっ！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス、最初はパルくんからです。

パル：重装兵士を攻撃する。えーい！（ダイスを振る）……うーん、いまいちだ。命中15だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ううっ……出目８ですから13！　命中しました！　回避失敗！

パル：よっしゃ！　《ボルテクスアタック》を乗せる。行くぞ！（ダイスを振る）37点の物理ダメージ。ユファが教えてくれたぜ。お前の弱点は……そこだーっ！（笑）

ＧＭ：「痛ってぇえええっ!?」弱点をつかれて、重装兵士が思わず悲鳴を上げます（笑）。

パル：どんなもんよっ！

ＧＭ：次は精鋭兵二体です。精鋭兵Ａはマイナーでパルくんのエンゲージに移動。メジャーで《バッシュ》！　命中判定は……ええ～、低いです。達成値は17でした。

パル：軽いぜ。（ダイスを振る）って、ぎゃー！　ダイス目が１、２、３！（一同爆笑）

ルーチェ：これはひどい（笑）。

パル：フェイトを使って振り直す！（ダイスを振る）６、６、４！　よし、クリティカル！

ＧＭ：しくしく。精鋭兵の振るった剣は、ひらりとかわされてしまいました。続いて精鋭兵Ｂ！　こちらもパルくんのところに移動して、《バッシュ》！

パル：ふふん。今度は三回転宙ちゆう返がえりで避けてやるぜ！

ＧＭ：（ダイスを振る）あら、クリティカル（笑）。

パル：ぐほっ！（一同笑）め、命中しちまったぜ。

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）結構いい感じ！　32点の物理ダメージです。

ルーチェ：させません！　《プロテクション》を張はりますよ。（ダイスを振る）12点軽減してください。

パル：それだと【物理防御力】も引いて、ダメージは９点だけだ。

ＧＭ：結構いいダメージだと思ったのに……とほほ。これで精鋭兵の行動は終了です。

ユーキリス：精鋭兵がやってきたけど、ギルドマスターのヨハンはどうしたドラか？

ＧＭ：ええと、後ろで応援をしてます。

ルーチェ：なるほど、そういうタイプですからね（笑）。

ＧＭ：それでは、フローラが行動します。マイナーは特になし、メジャーで《マドリガーレ》をアレックスにかけます！　このラウンドの間、アレックスがメジャーで行なう判定の達成値に＋５されますよ。

ユファ：愛のコンボね！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）発動しました。「アレックス、がんばって！」そしてアレックスの行動。とはいえ、パルくんを殴なぐるしかない。《スマッシュ》と《バッシュ》！（ダイスを振る）命中26です！　愛の力ですよ！

パル：ここで出だし惜おしみしても仕方がねえ。フェイトを３点使うぜ！　そっちが愛あい情じようなら、こっちは友ゆう情じようパワーで行くぜ！（一同笑）達成値28で回避成功だ！

一同：おおー！

ＧＭ：アレックスの繰くり出だす鋭するどい一撃を、パルくんは華か麗れいにかわしました！

パル：ひらり、くるくるくる。着地！

ＧＭ：次は【行動値】７のユーキリスくんとユファちゃんの手番になります。




　ここでユーキリスは《シンセサイゼーション》と《マグニフィケーション》を使用。ハイＨＰポーションとハイＭＰポーションを消費して、パル以外のＰＣの【ＨＰ】【ＭＰ】を23点回復させる。一方のユファは待機を選せん択たくする。




ＧＭ：では、ルーチェちゃんの行動です。

ルーチェ：密みつ集しゆうしている今がチャンスですね！　マイナーで移動して、パルさんと合流。そして、メジャーで《ブランディッシュ》！　命中にフェイトを１点使用して……命中20！




　ルーチェは、ぶぉおんと自分の身長より大きな斧おのを振り回し、アレックスたちを手当たりしだいに薙なぎ払はらっていく。




ＧＭ：うわわっ……、全員避けられませんでした！

ルーチェ：ならば、《ヴァイオレントアタック》を宣せん言げんします。

ＧＭ：うぐ、重装兵士がアレックスを《カバーリング》します！

ルーチェ：２Ｄ＋32です。（ダイスを振る）出目は普通ですね。40点の物理ダメージです。

ＧＭ：よ、よんじゅってん……！　さすがに重装兵士は倒たおれます！　他は、まだ何とか大丈夫です。「あ、アレックス……！　あとは任せた！」彼はどさりと地面に倒れました。

ユファ：では、待機していた私ね。……ここは撃うっちゃいましょう！　今のうちに！

ＧＭ：〝あれ〟ですね！

ユファ：（こくりと頷き）「ピィ姉様、見ていて……！」マイナーで《エキスパート：光》、メジャーで《フロストプリズム》をアレックスに！　フェイト２点使います！　えーい！　（ダイスを振る）……やりましたわ、クリティカル！
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ＧＭ：げげっ!?（笑）　アレックスは……（ダイスを振る）５、６でクリティカルならず！　避けようとするアレックスに追尾して、魔法の光が降り注ぎます。

パル：今のは、ちょっとドキッとしたぜ（笑）。

ユファ：溢れる殺意よ！　私の元にきなさーい！　71点の〈光〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：そこでフローラが《ガーディアン》を宣言します！　「アレックス、危ない！」

ユファ：（即そく座ざに）ユーキリス、お願い！

ユーキリス：了解！　悪いけど、その《ガーディアン》を《インタラプト》するドラっ！

ＧＭ：フローラの放った《ガーディアン》は、ユーキリスくんの《インタラプト》によって打ち消されました。アレックスの【ＨＰ】はがっつり削けずられ、残り11点！　というところで、２ラウンド目は終了になります。




●第３ラウンド

行動値

パル　　　　　　　12

精鋭兵Ａ、Ｂ　　　11

アレックス　　　　９

フローラ　　　　　９

ユーキリス　　　　７

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６
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ＧＭ：では３ラウンド目、セットアップです！　セットアップにやることがある人はいらっしゃいますか？

ユファ：《ウィークポイント》をタマちゃんとルーチェちゃんに！

ＧＭ：攻こう撃げき力りよく＋６が地味に痛い……。

ユファ：アレックスの【ＨＰ】は残り11点っ！　一気に攻せめ込こむのよっ！（一同笑）

ＧＭ：それではイニシアチブ！　最初はパルくんからです。

パル：ま、ここはアレックスを攻撃だ。さあ！　決着をつけようぜ！

ＧＭ：アレックスはふらふらになりつつも、剣を律りち儀ぎに構えます。「望むところだ！」

パル：フェイトを１点命中に使おう。《スマッシュ》と《バッシュ》で、（ダイスを振る）まあまあかな。命中21で剣を素早く振り下ろすっ！

ＧＭ：いきます！（ダイスを振る）11で回避失敗！　ダメージください！

パル：いくぜっ！（ダイスを振る）38点の物理ダメージだ。俺、強くなったよなあ。俺！

ＧＭ：……残念、13点オーバーで、アレックスはここでリタイアです！

ユファ：やったぁ！

ＧＭ：一いつ瞬しゆんふたつの影かげが交こう錯さくして、次の瞬間には、アレックスが倒れます。「やはりキミは……強いな……」と呟いて、彼は気を失なってしまいます。しかし、フローラはアレックスが倒れても、気き丈じように立っています。

パル：ギルドの最後のひとりになったとしても、チーム戦としてはまだ続いてるからな。

ＧＭ：そのとおり。では次、精鋭兵の行動です。ルーチェに攻撃しましょう。

ルーチェ：神の試練ですね！　きなさい、耐たえてみせますよ！

ＧＭ：まずは精鋭兵のＡから！　マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！　４Ｄで判定です、えーいっ（ダイスを振る）……命中は20です。

ルーチェ：クリティカルのみでーす。それっ！（ダイスを振る）ダイス目は……３。達成値７（一同笑）。命中です！

ＧＭ：よしよし、では……（ダイスを振る）低いーっ!?　……24点の物理です。

ルーチェ：《プロテクション》！　14点軽減して、２点受けました。

ＧＭ：くー！　だけど、もう一体いるのだ！　もう精鋭兵Ｂもルーチェちゃんに攻撃します！　（ダイスを振る）ダイス目悪っ!?　命中は15です。

ルーチェ：駄目です、８で回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）あっ、今度は32点の物理ダメージです。

ルーチェ：もう一度、自分に《プロテクション》！（ダイスを振る）おおっ、13点軽減。11点ダメージでした。

ＧＭ：か、固い！　後ろでヨハンが野次を飛ばします。「ぶーぶー！」（一同笑）

ユファ：よく耐えたわ、ルーチェちゃん！

ＧＭ：では次にフローラの行動になります。普通に攻撃しましょうか。その場で動かず、マイナーは何もなし、《アースブレッド》をルーチェちゃんに！　いきます！（ダイスを振る）そんなに高くない！　命中は20です。

ルーチェ：（ダイスを振る）10で回避失敗！　神の試練はまだ続きます！（笑）

ＧＭ：杖を振りかぶり、魔法を放ちます！（ダイスを振る）ダメージはそこそこですね。17点の〈地〉の魔法ダメージです。１点でも入ったら転倒ですよー。

ルーチェ：やっぱり《プロテクション》！（ダイスを振る）２点抜けました。ばたーん！

ＧＭ：これでフローラの行動は終了になります。次は、ユファちゃんとユーキリスくん。

ユーキリス：待機しておくドラ。

ユファ：私は進行判定よ。それっ！（ダイスを振る）出目６で、達成値12ですわ！

ＧＭ：それだと進行値が１点上昇します。イベントは特に起こりません。ヨハンたちの防ぼう衛えい戦せんが、皆さんの行く手を阻はばみます。残念ながら、突とつ破ぱとはなりませんでした。

ユファ：くっ、邪じや魔まですわ！

ＧＭ：ですが、完了値まではあと２点です。あとひと息ですよ。それでは次、ルーチェちゃんの行動です。どうぞ。

ルーチェ：マイナーで起き上がります。メジャーで《ブランディッシュ》！　当たれば《ボルテクスアタック》も乗せますよ。




　この攻撃を見事にヒットさせたルーチェは、《ボルテクスアタック》を使用、精鋭兵を一いつ掃そうする。彼らもまた吹っ飛ばされ、次々と宙を舞った。




ユファ：やったわ！　ルーチェちゃん、やるじゃない！

ＧＭ：そこでヨハンが遠くから「突破されただと？　えーい、お前ら何をやってるんだー!!」と叫さけんでいます。

ルーチェ：これも神の試練でーす！

ＧＭ：次はユーキリスくんの番ですね。

ユーキリス：進行判定に挑ちよう戦せんドラ。フェイトを１点使っておく。はっ！　達成値15！

ＧＭ：それだと進行値が３点上昇するので、ピアニィのもとにたどり着きますね！

一同：おおっ！

ＧＭ：ユーキリスくんは、敵の隙すきを見つけ出すと、その巨きよ体たいを活いかして防ぼう衛えい線を決けつ壊かいさせることに成功します。「馬ば鹿かな！　僕の防御を突破しただと!?」ヨハンが驚おどろきの声を上げます。

ユーキリス：ふぅー、なんとか突破できたドラね！

ルーチェ：これでついに、ようやく伝説の先輩のもとに！

ＧＭ：ピアニィの姿が、皆さんの先頭──パルくんとルーチェちゃんのエンゲージから一〇メートルほど離はなれたところに見えてまいりました。「よくきましたね、ユファちゃん」

ユファ：ええ、ピィ姉様。障しよう害がいを突破して参りましたわ！

ＧＭ：ＦＳ判定は終了になりますが、戦闘はこのまま継けい続ぞくです。３ラウンド目を終了します。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ついにピアニィがシーンに登場しました。これで次から模擬戦の勝利条件である、ピアニィにタッチすることができるようになりますよ。

パル：タッチしたら、こっちの勝ちなんだよな？

ＧＭ：そうです。ピアニィにエンゲージをしたＰＣが、メジャーアクションを使用して宣言すると、彼女にタッチできます。

ユーキリス：あれ？　宣言するだけでいいドラか？

ＧＭ：ええ。ただし、タッチしたＰＣは、即座にピアニィの《フロストプリズム》による攻撃を受けます。

一同：な、なにーっ!?（爆笑）

パル：タッチしようとすると、攻撃してくんのかよ！（笑）

ユファ：ほら、たぶん本当の戦闘だと《アヴェンジ》とかするから（笑）。

一同：ああーっ!!（笑）




《アヴェンジ》とは、リアクションの代わりに、魔法攻撃を行なうメイジのスキルのことです。ただ、実際に《アヴェンジ》を使用しているわけではありません。あくまで、それをもとに考えたイベントを行なっています。

　ですから、ピアニィからの反はん撃げきの《フロストプリズム》には命中判定がありますし、ＰＣたちも回避を試みることができるわけです。




ＧＭ：なお、ピアニィは常つねに行こう動どう済ずみとして扱あつかいます。タッチへの対たい応おう以外の行動は行ないません。

パル：そうしないとボコボコにされて終わっちまうからな（笑）。しかし、タッチをしようとしたら《フロストプリズム》か……！

ＧＭ：ちなみに、《フロストプリズム》を受けた結果、戦せん闘とう不ふ能のうになった場合は、タッチ失敗になります。

ユファ：つまり、《フロストプリズム》を耐たえるか避けるかしないと、タッチできない？

ＧＭ：はい。戦闘不能になった場合はタッチ失敗として、戦闘はそのまま継けい続ぞくされます。

ルーチェ：こ、これはひどい！　ああ、神様！　この試練はあんまりですー!!（一同笑）

ユーキリス：る、ルーチェさん、落ち着くドラ！　とにかく、まずは誰だれがその危き険けんなタッチに挑いどむのか、決める必要があるドラね。

パル：《ガーディアン》も《インタラプト》も使っちまったし、耐えるのは無理だよな。となると避けるか……。

ユファ：この中で回避判定が一番高いのは……。

パル：……俺だっ!!（笑）

ルーチェ：どうやら、神の試練はパルさんを選んだようですね（笑）。

ユファ：えっと、その……タマちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？

パル：しかたねえだろ。ここは俺がやるしかないぜ！

一同：おおっ！

ＧＭ：それでは第４ラウンドに入りますよー。




●第４ラウンド

行動値

パル　　　　　　　12

フローラ　　　　　９

ユーキリス　　　　７

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６

ピアニィ　　　　　行動済み
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ＧＭ：セットアップ！　こちらは特にありません。

パル：《ランナップ》でピアニィ先輩にエンゲージするぜ！

ＧＭ：「いらっしゃーい♪」にっこりと微笑ほほえみながら、ピアニィは魔法用の杖つえを構かまえます。

パル：や、やっぱ怖こえー！（一同笑）

ユファ：一いち応おう、《ウィークポイント》かけおきたいけども【ＭＰ】が足りないわね。

ルーチェ：なら、皆さん、それなりに消しよう耗もうしてますし、《祝しゆく福ふく》をしてしまいましょう。

ユファ：そうね……。ここで《祝福》を使うわ！

ＧＭ：では、皆さん【ＭＰ】が全ぜん回かい復ふくとなります！

ユファ：【ＭＰ】が回復したところで、《ウィークポイント》を自分にかけておくわよ。

ＧＭ：了りよう解かいしました。いよいよ来た、ピアニィとの対決。後ろから〝特攻！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊たい〟のメンバーが、皆さんに声せい援えんを送っているのが見えます。

ユファ：さあ、最後の勝負ですわ。みんなっ、いきますわよ！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、イニシアチブです！　最初はパルくんですが、どうしますか？

パル：まずは一発やってみるさ。普通にタッチしにいく！　これで俺たちのチームの勝ちだぁーっ！　ターッチ!!

ＧＭ：すると、その前には杖を構えたピアニィの姿が！　すでに準じゆん備び万ばん端たん、杖の先には魔力の光が集まって、周囲の温度が急きゆう激げきに下がっていきます！　「《フロストプリズム》ーっ！」

パル：こ、これが真の《フロストプリズム》かぁあああっ！

ルーチェ：なんという冷気！　まだ当たってないのに、パルさんの髪かみの毛けがパリパリになっていきますよ！（笑）

ＧＭ：というわけで、魔ま術じゆつ判定！（ダイスを振ふる）おっと？　低いぞ、私優やさしいな！　命中25です！

パル：それならフェイトを突つっ込こめばいけるかもしれない！（ダイスを振る）……って、なにーっ!?




　気合い十分に振られたダイス。

　ところが、その出目は──。




ユーキリス：こ、これは……出目が全部３以下しかないドラよ!?

パル：そ、そんな……馬鹿なぁああああああああっ！（一同爆笑）

ユファ：た、タマちゃーんっ!?（笑）

パル：回避は21。タッチした……という夢ゆめを見たのさ！（笑）

ＧＭ：ではダメージです。12Ｄ＋44！

パル：それ固こ定てい値ちだけで死ぬっての！

ＧＭ：そして放たれた氷の魔法がパルくんに！（ダイスを振る）……あ、ダメージはちょっと控ひかえめですかね。80点の〈氷〉と〈光〉の魔法ダメージになります。

パル：そんなの耐えられるかーっ！（一同爆笑）

ユファ：「タマちゃん、駄目よ！　そのまま突っ込んじゃー！」って言うけど、もう遅おそかった（笑）。

パル：【魔法防御力】は１しかない。俺は、勝利を夢ゆめ見みたまま……笑顔で氷こおり漬づけに（笑）。

ユファ：ああ、タマちゃん！

ルーチェ：パルさんの尊とうとい犠ぎ牲せいにより、ダメージを軽減する意味がないことは分かりましたね（笑）。

ＧＭ：パルが氷漬けになったのを確認すると、ピアニィはとても生き生きした顔をして、「さあ、次はどなたですか？」と言っています（一同笑）。

ユファ：……ピィ姉様、殺意高いよっ！（笑）

ＧＭ：あなたのキャラですよ！（笑）ピアニィは、きっとみんなと遊べて楽しくてしょうがないんですよ。

ユファ：ホントだよ……（笑）。

ＧＭ：では、次はフローラ。ユファちゃんに《アースブレット》です！　「ごめんなさい、ユファちゃーん！」

ユファ：さあっ、来なさいっ!!

ＧＭ：いきます！（ダイスを振る）あうっ、低い！　急に優やさしくなっちゃった！　命中は12です。

ユファ：それならきっと……！（ダイスを振る）……あっ、駄目っ！　あたりっ！

ＧＭ：じゃあダメージです。いきますねー。（ダイスを振る）あら、高い。18点の〈地〉属性魔法ダメージ。

ユファ：ルーチェちゃん、お願いー！

ルーチェ：《プロテクション》！（ダイスを振る）……あ、出た！　15点！

ユファ：やったー！　ルーチェちゃん、すごーい！　私、無傷よ！

ＧＭ：なにーっ!?　そ、そんなことがぁーっ!?（一同笑）

ユーキリス：次は、ユファと僕ドラね。僕はフローラにエンゲージするドラ。ユファ、君はピアニィ先輩にエンゲージするドラ！

ユファ：分かったわ！　ピィ姉様にエンゲージよ！

ルーチェ：わたしも、ユファさんに続きます！

ＧＭ：すると、ピアニィ先輩はにこにこして迎むかえますよ。

ユファ：そ、その笑顔……なんだか怖こわいですわ（笑）。

ユーキリス：ち、近づいただけなのに、すごいプレッシャーを感じてしまうドラ！（笑）

ＧＭ：皆さん、行動が終わったので、これで４ラウンド目が終了ですね。




●第５ラウンド

行動値

フローラ　　　　　９

ユーキリス　　　　７

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６

ピアニィ　　　　　行動済み
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　ピアニィにエンゲージしているのは、ユファとルーチェ。

　この状じよう態たいでフローラはタッチを阻そ止しすべくユファへと攻撃を仕し掛かけます。なんとか回避を試みるユファちゃんですが──。




ユファ：……ファ、ファンブルしちゃった！（一同笑）

ＧＭ：18点の〈地〉属性魔法ダメージになります（笑）。「させませんよ、ユファさん！」

ルーチェ：《プロテクション》です！　（ダイスを振る）11点軽減です。

ユファ：２点抜ぬけたわ。（妙みように嬉うれしそうに）こ……これが、転倒というものなのね。これで、私もみんなと同じ気分になれたわ！（一同笑）

ＧＭ：嬉しそうで何よりです（笑）。次はユファちゃんの行動ですよ。

ユファ：マイナーで起き上がって、メジャーでピィ姉様にタッチ！　昔むかしやった鬼おにごっこを思い出すわ！

ＧＭ：では、ピアニィも笑顔で答えます。「ええ、そうですね！」

ユーキリス：（ピアニィになって）「懐なつかしいですね！　でも、手加減はしませんよ！」

ユファ：な、なんて恐おそろしい……！




　部長、あなたのキャラクターです。




ＧＭ：そーれ、《フロストプリズム》ー！（ダイスを振る）　命中は25、優しい出目でした。

ユファ：それでもクリティカルのみよね。フェイトもないから、そのまま振ります！（ダイスを振る）惜おしい、クリティカルせず！

ユーキリス：ああ、ユファさーん！

ルーチェ：ＧＭ、タッチしようとした人物が無ぶ事じならいいんですよね？

ＧＭ：はい、そうです。

ルーチェ：ならば、ここでわたしがユファさんをかばいます！　ユファさん、あぶなーい！

ユファ：る、ルーチェちゃん！

ＧＭ：あっ、そっか！　ふたりがかりで来ましたか！　やられました。では、とっさに飛び出したルーチェちゃんに、容よう赦しやなく《フロストプリズム》が襲おそい掛かかります！　そぉーれ！（ダイスを振る）85点の〈氷〉と〈光〉の魔法ダメージです。

ルーチェ：無理です、無理です！　40点消さないと駄目ですから！

ＧＭ：見る間にルーチェちゃんも凍こおって戦闘不能に（笑）。というわけで、パルくんの隣となりにもうひとつ、氷の像ぞうができあがります。

ユーキリス：あ、あわわっ！（笑）

パル：本当に容よう赦しやねえな（笑）。

ルーチェ：でも、これでわたしたちの勝ちですよ！

ユファ：ルーチェちゃん、ありがとう……！　ピィ姉様に駆かけ寄よって、タッチします！

ＧＭ：ではピアニィに、ユファちゃんがタッチをしました！

ユファ：ピィ姉様の行動は分かってますわ！　昔のままなら、こういう場合は左に避さけるはずっ！　えいっ!!

ＧＭ：いい演出ですね！　ユファちゃんの予想どおり、ピアニィはとっさに左へ避けました。




　魔法による反撃は、ルーチェが身体からだを張はって止めてくれた。

　あとはピアニィにタッチするだけ。

　ユファは、子どもの頃ころに一いつ緒しよに遊んでもらった鬼おにごっこのことを思い出す。

　──あの時は、左に避けたはず。

　手をかわそうとするピアニィの動きを読んで、ユファは先に回まわり込こんだ。




ユファ：ターッチ!!

ＧＭ：おお、タッチ成功です！　そして、それを見ていた生徒会長さんが「勝負あり！　そこまでーっ！」と手を挙あげて声を張はり上あげます！

ユファ：やった！　やったわー!!

ＧＭ：「エルザ先生チームの勝利だ！」と宣言がされたところで、わーっと拍はく手しゆが沸わき起おこります。おめでとうございます！　皆さんの勝利です！

ユーキリス：わーっ。

ＧＭ：ちなみに、犠牲になったおふたりは……（笑）。

パル＆ルーチェ：凍ってまーす（笑）。

パル：そこでナヴァールがやってきて、（気合いの入った声で）「《レイズゥウウウウ》！」って、してくれたりしねえかな？（笑）

ユファ：檜山修之ひやま・のぶゆきさんの声で（笑）。

ＧＭ：あはは（笑）。それ、いただきです！　カチコチに凍っていたふたりは、ナヴァールに《レイズ》をかけてもらい、どうにか元どおりになりました。

パル：はっ！　俺たちは負けたのか？　なんか、勝った夢ゆめを見てたんだが。

ユファ：そんなことないわよ！　私たち、本当に勝ったのよ！

ＧＭ：ピアニィはそんな皆さんの前でにこにこしながら拍はく手しゆをしています。

ユファ：ピィ姉様……！（じーん）

ＧＭ：そして、生徒会長さんのアナウンスがあります。「ピアニィ先輩の魔法を受けてもなお負けず、見事タッチをしてチームを勝利に導みちびいた……えーと、今回は何だ？」

ユファ：ええ、私たちのギルド名は……（仲間を見る）。

一同：〝ピアニィ先輩を超こえる伝説を創つくってあげてもよくってよ〟！

ＧＭ：「……のリーダー、ユファくん！　そしてその仲間たちに、大きな拍手を」と言うと、応援席の方からわーっと拍手が起こります。

ユファ：みんな！　ありがとう、ありがとう！

ＧＭ：「ピアニィチームもよくがんばった！　エルザ先生に吹っ飛ばされながらも、果か敢かんに挑いどみ続けたその勇気！　すばらしいものがあった！　両者にもう一度拍手を！」

一同：わーっ。

パル：向こうは燃えてるからねえ。

ユファ：大変だね！　黒こげだぁ。

ルーチェ：しかもマグマですよ、地面から火ひ柱ばしらが立つので（笑）。

ＧＭ：皆さんが死し闘とうを繰くり広ひろげている間も、エルザ先生が「それそれー」と魔法を繰り出していたのです（笑）。

ユーキリス：な、なんて、恐おそろしい人なんだドラ（笑）。

ＧＭ：さて、ピアニィ先輩が、皆さんひとりひとりに握あく手しゆをしてくれます。

ユファ：やりましたわ、ピィ姉様！　嬉しい！　ありがとうございます！

ＧＭ：相手チームのメンバーたちも、みんな拍手をしてくれています。ヨハンとシャルロットだけは不満そうですけどね（笑）。

ユファ：あはは（笑）。

ＧＭ：アレックスとフローラたちも、「さすがユファさんたちだね」と祝福をしてくれています。

ルーチェ：そしてゴンちゃんがユーキリスさんのもとへ（笑）。

ＧＭ：「ダ～リィイイン!!」ずどどどどどど（一同笑）。

ユーキリス：いやいや、いやいや！　落ち着け、落ち着くドラ～！（笑）

ユファ：「ピィ姉様、見てくれた？　私には、こんなに素す敵てきな仲間がいるのよ！」と笑顔でこっそり言います。

ルーチェ：ツンデレだから（笑）。

ユファ：恥はずかしいからっ！（笑）

ＧＭ：おお、すばらしいですね。ではピアニィも嬉しそうに笑って、「そうですね！」と頷いてくれます。

ユファ：もうちょっとで、お友達になれそうでしょ？　私、がんばるわ！

ＧＭ：「そうですね、ぜひお友達をいっぱい作ってくださいね！」と言って、ピアニィはユファちゃんのことをぎゅっと抱だきしめてくれます。

ユファ：わーい！　ピィ姉様ー！

ＧＭ：ピアニィがユファちゃんを抱きしめたところで、拍手は一いち段だんと大きくなっていきます。というところで、エンディングに移りたいと思います！
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◆Ending 01◆祭まつりを終えて




　こうして、アルトリウス祭さいは終わった。

　盛もり上あがった大規模模擬戦の喧けん騒そうも、今は昔の出来事のよう。

　生徒たちは、後あと片かた付づけを始めている。

　祭りの余よ韻いんを残す少し寂さびしい雰ふん囲い気きの中、ユファたちはピアニィ女王との別れの時を迎むかえていた。




ＧＭ：では、エンディングです！　学園を去るピアニィたちを見送るシーンですので、全員登場でお願いします。

一同：はーい！

ＧＭ：アルトリウス祭で行なわれるイベントは閉へい会かい式しきまで含ふくめて、すべて無ぶ事じに終しゆう了りようしました。今は皆さん、学園の校門にいます。そして、すぐ前には満足そうな笑顔のピアニィとベネット、そして軍ぐん師しナヴァールの姿すがたがあります。

パル：きっとアルあたりが迎むかえに来るんじゃねえか？




・アル・イーズデイル

　ピアニィに仕える二刀流の剣けん士し。実はエルザ先生の弟さんなのです。




ＧＭ：いいですね！　校門の向こうには、フェリタニア第一の騎き士しアル・イーズデイルの姿があり、ピアニィが出てくるのを待っています。

ルーチェ：そういえば、アルさんは祭りには来てなかったんですね。

ユファ：たぶん、エルザ先生に会うのが怖こわかったんじゃないかな（一同笑）。

ユーキリス：あり得そうドラ（笑）。ところで、ここには僕たちしかいないドラか？

ＧＭ：いえ、生徒会長のヘクターとエルザ先生、学園長のエゴールさんもいます。

パル：生徒はヘクターと俺たちだけか。

ＧＭ：生徒の見送りを許きよ可かすると、すごいことになっちゃいますから（笑）。皆さんは、ピアニィが個こ人じん的てきに希望していたこともあって、特別にお見送りが許ゆるされたんです。

ルーチェ：なるほど。

ユファ：じゃあ、ピィ姉様に話はなしかけますよ。久ひさしぶりの学園は楽しめましたか？

ＧＭ：「はい！　とっても楽しかったです！」ピアニィは満面の笑顔で、嬉うれしそうに頷きます。

ユファ：それは何よりですわ。ピィ姉様が楽しんでくれたなら、私も嬉しいです。にこりと微笑ほほえみを返しましょう。

ＧＭ：その言葉にピアニィは頷いて、次に他の三人に向き合いますよ。「皆さん、本当にありがとうございました。皆さんのおかげで、とても楽しい時間が過ごせました」

ユーキリス：い、いや、僕たちはそんな大したことしてないドラよ！

ルーチェ：そうです。感かん謝しやするなら、こちらのほうですよ。模も擬ぎ戦せんに参加していただいたおかげで、またひとつ神の試練を超こえることができました。ありがとうございます。

パル：いろいろとあったけど、お互たがい楽しめたみたいだし、いいんじゃねえか？　ただし、《フロストプリズム》だけはもう勘かん弁べんな！（一同笑）

ＧＭ：パルくんの言葉に、その場にいるみんなが、どっと笑います。そして、ピアニィがユファちゃんに言いますよ。

ユファ：あら、なんでしょうか？

ＧＭ：「ユファちゃん、今日は本当にありがとう。これからもがんばってくださいね？」

ユファ：ええ、もちろんです！　私はこの学園で一番にならなくちゃいけないんですからっ！

ＧＭ：「ふふっ。憧あこがれの王子様のために、ですか？」

ユファ：はい！

ＧＭ：「これからは、会える機会も少なくなってしまいますけど……あたしはいつだって、ユファちゃんのこと、応援してますからね」

ユファ：ピィ姉様……。その、あ、ありがとう……ございます。それには、ちょっと涙なみだぐんでしまいます。

ユーキリス：麗うるわしき、姉妹の愛情ドラねえ～。

ＧＭ：ピアニィは三人へ向き合います。「皆さん、ユファちゃんのこと、よろしくお願いしますね」

ルーチェ：任せてください！　神に、いえ……彼女との友情に誓ちかいますよ！

ユーキリス：うん、大船に乗ったつもりでいてほしいドラ。ユファさんと僕らは友達ドラからね！

パル：……。

ＧＭ：あの、パルくんからも、何かひと言あれば……。

パル：あー、そうだな……。いや、別に言葉になんかしなくていいだろ？

ユファ：タマちゃん？

パル：べ、別に友達じゃねえとか、そういう意味じゃねえぞ。どうせ、俺から言えるのはひとつだけだ。その内容は……ほら、分かるだろ！　わざわざ言わせんなよ、恥はずかしいからっ！

ＧＭ：可愛かわいい～（笑）。




　ユファと一いつ緒しよにいる三人の、それぞれの言葉を聞いて、ピアニィがやわらかな笑みを浮うかべる。

　この人たちならば大だい丈じよう夫ぶだ。

　本当にそう思えたから──。




ＧＭ：いよいよお別れの時間がやってきました。ピアニィは学園を去り、自分がいるべき場所へと戻っていきます。

ユファ：ピィ姉様、どうかお気をつけて……。

ＧＭ：心配そうにするユファちゃんに、ピアニィが近づいて、最後にそっと呟きます。「ユファちゃん、今も、お友達がいなくて寂さびしいですか？」

ユファ：あっ……。




　その質しつ問もんに、ユファは沈ちん黙もくした。

　後ろを振ふり返かえってみれば、そこには　自分のことを見てくれる、一緒に歩いてくれる人たちの姿がある。

　彼らだけじゃない。

　まだ、この学園にきて短いけれど、他にも本当にたくさんの人と──。




ユファ：いいえ、ピィ姉様。もう寂しくなんかありませんわ。

ルーチェ：おや？

ユファ：だって──。

ユーキリス：えっ？

ユファ：今の私には──！

パル：おっ？

ユファ：たくさんの友達がいるんですからっ！

一同：おおーっ！

ユーキリス：つ、ついにユファさんが、デレた!?（一同笑）

ルーチェ：あんなに恥はずかしがっていたのに！（笑）

ユファ：私も成長しているのですわ！

パル：とか言って、明日になったら、またいつもどおりになってたりするんじゃねえのか？（一同笑）

ユファ：そこは仕方ないと思いますわ。人間、そう簡かん単たんには変われないもの。

ＧＭ：それはそうでしょうねー。

ユファ：でも、みんなと一緒なら、変わっていけると思うわ。

ユーキリス：じーんっ！　ユファさんの口からそんな言葉が出るなんて、僕ちょっと感動したドラ！

ルーチェ：ユファさん、これからもよろしくお願いしますね。

パル：まあ、よろしくって言うなら、こっちも考えないでもないぜ。

ユファ：こちらこそ。これからも一緒にいてあげてもよくってよ？

ＧＭ：いいですね。青春ですね。

ユファ：それじゃあ、最後は派は手でに行きましょうか。

ユーキリス：な、何するつもりドラ？

ユファ：ふふっ。こうするのですわ！　空に《セレスチャルシャワー》を放ちます！

一同：おおっ!?




　ユファが天に向かって魔法を放つ。

　それは空で弾はじけて、光の雨になった。




　夕日の空を、幾いく条じようもの光が流れる。

　それは自分の未来への希望と、学園を去るピアニィの無事を願う、ユファの心が込こめられた祝福の光だった。




　世界を夜の闇やみが包んでいく。

　だが、そんな世界を、祈いのりを込こめた光が照らし出していた。

　いつまでも、いつまでも……。




アリアンロッドサガ・リプレイ・エチュード

第三話「恐おそるべき先せん輩ぱいの伝説」

─完─
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◆Preplay 01◆四度目の集まりです




　さて、第三話の収しゆう録ろくからしばらく後……。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の事じ務む所しよには、前回と同様に五人の男女が集まったのでした。




緑りよく谷や（以下、ＧＭ）：はい、というわけで……『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』の第四話の収録を始めまーす。皆さん、今回もよろしくお願いいたします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：さて、前回はアルトリウス祭さいを通じて、ピアニィ様との親交を得ていただきました。

田た中なか：お祭まつりを見て回ったり、ベネットを凍こおり付けにしたり、大だい規き模ぼ模も擬ぎ戦せんをやったりと、盛もりだくさんな内容でしたね。

久く保ぼ田た：歌も歌ったなぁ……。『殺意のフロストプリズム』はすごかった（笑）。

大おお竹たけ：（それっぽい節回しで歌い始める）あなたのハートは氷こおり漬づけ～、放心くらってメロメロよ～♪（一同笑）

鈴すず吹ふき：何度聞いても、ひどい歌か詞しだ（笑）。

久保田：それと、大規模模擬戦では、ヒドイ目にあいました。

大竹：無ぶ事じ、ピアニィにタッチして勝利できてよかったですね～。

鈴吹：いや、無事じゃない！　四人中ふたりは戦せん闘とう不ふ能のう、半はん壊かいだ！（笑）

大竹：あっ、そうだったー！　ルーチェちゃんとタマちゃんが！（一同笑）

久保田：見事に凍りついてしまいました（笑）。

田中：改めて思い起こすと、いろんなことがありましたな。それでＧＭ、今回のシナリオはどのような話になるので？

ＧＭ：はい、それについては、これから読み上げる今回予告をお聞きください。なお、シナリオ中の日時は、アルトリウス祭の翌日となります。

鈴吹：翌日か！　疲れが抜けてなさそうだな……。

田中：ほら、そこは、プレイヤーの我々と違ってＰＣは若者ですから（笑）。

鈴吹：それもそうか。

ＧＭ：それでは今回予告でーす♪




●今回予告

　伝説の先せん輩ぱいピアニィの来らい訪ほうにより、アルトリウス祭は大だい盛せい況きように終わった。

　しかし、ピアニィの〝忘わすれ物もの〟と、それを見つけた少女のささやかな希望が、シェルドニアン学園に小さな事じ件けんを引き起こす。

　そして──ひとりになった少女に、怪あやしげな影かげが忍しのび寄よろうとしていた。




『アリアンロッドサガ・リプレイ・エチュード』

　第四話「迫せまり来くる謎なぞの影」

　──すべては、竜りゆうの石の導みちびきのもとに。




大竹：ピアニィの忘れ物？　何を忘れてったの？

久保田：……殺意とか？（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ど、どうやって!?（笑）

大竹：殺意を忘れちゃったりしたら、『無印』の方で軽かろやかなピアニィになっちゃう！　それで、「戦争って何ですか？」って言い出したりして、戦いに行かないの！

鈴吹：〝綺き麗れいな〟ピアニィってやつだな（笑）。

ＧＭ：〝綺麗な〟って、さりげなくひどいですよ!?（笑）

大竹：そんな風になったら、みんな本物のピアニィ捜しに行っちゃうよ～!!（一同笑）




　自分のキャラクターをなんだと思っているんですか、部長。




鈴吹：でも、前回って、エストネルでの和平会議のあたりの話だったから、あそこで殺意を置いていかないと、いろいろとやばいことになりそうだよな。

田中：話し合いの場に、殺意はいらないですしね（笑）。

鈴吹：そうそう。だから、忘れてったんじゃなくてわざと置いていったんだ。きっと今回は、みんなで「殺意届とどけに来ました～」って、忘れ物をピアニィに届けに行くんだよ（笑）。

大竹：ああー、なるほどー！




　そこで納なつ得とくしちゃっていいんですか!?




鈴吹：ちなみに、受け取ると殺意が元に戻もどる（笑）。

大竹：やっぱり殺意がないとだめだよねえ。ピアニィは殺意があったからこそ、冒ぼう険けんに出られたんだもん。

一同：そうなのー!?（爆笑）

鈴吹：いやいや！　ピアニィは最初冒険に出たかったわけではなく、やむにやまれぬ事じ情じようで城しろを脱だつ出しゆつしたんじゃないか！（笑）

大竹：あっ、そうだった。

ＧＭ：もう、部長！　一いつ瞬しゆん、「そうだった」って思いそうになったじゃないですか！（笑）

大竹：いやー、でも若じやつ干かんあったんですよ？

久保田：殺意が？（笑）

大竹：そう！　コネリーと戦せん闘とう訓練してる時、「実じつ践せんしてみたいな」とか思ってたり。そして、ついに本当に戦える時がきて。（万ばん歳ざいして）「やっほーい！　リアル実戦だ～！」（一同爆笑）

田中：ひ、悲ひ壮そう感かんがなくなってしまう……。とても国を追われたとは思えない（笑）。

大竹：やむを得ず、って言葉は使ってるけど、じ・つ・は～！

一同：言いい訳わけだったんかーい!!（爆笑）

大竹：すごいねぇ、裏うら設せつ定ていって怖こわいわ～。




　裏設定といいますか、たった今生はえてきたといいますか。




ＧＭ：なにやら話が変な方向に盛り上がってしまっていますけど、ピアニィさんの忘れ物は、殺意じゃないですからね？（笑）

鈴吹：（意外そうに）違ちがうの？

ＧＭ：違います！（一同笑）　普ふ通つうの忘れ物がちゃんとありますから！　それが何なのかは、またあとで説明させてもらいますね。

大竹：はーい！

ＧＭ：では、そろそろハンドアウトを読み上げていきますよ。今回のハンドアウトは、個こ別べつのものになっていますので、まずはユファちゃんのものから読みますね。




●ハンドアウト

◆ユファ・プリムナード・コネリー用ハンドアウト／大竹みゆ

コネクション：シャルロット　　　関係：自身

　キミは奉ほう献けん活かつ動どう部ぶに所しよ属ぞくしているが、アルトリウス祭で知り合った先せん輩ぱいのシャルロットも同じ部活である。

　キミたちふたりが一いつ緒しよに清せい掃そう作業をしている間、キミはふとあることに気づく。

　彼かの女じよの言葉や態たい度どには、自分と似にている部分がある、と。




ＧＭ：コネクションのシャルロットは、前回も登場したキャラクターですね。

大竹（以下、ユファ）：あー！　屋上で会った、ピアニィのことが大好きな先輩だ！

久保田：ユファと同じ奉献活動部だったんですね。

ユファ：奉献活動部の先輩でもあったんだ。

ＧＭ：はい、そういう設定にしてみました。

ユファ：そういえば、なんだか生意気な子だったなぁ（一同笑）。

ＧＭ：そうなんですけど！　そうなんですけど……っ!!（笑）

田中：確たしかに偉そうな態度でしたが、それは彼女が先輩だったからなのでは？（笑）

ユファ：はっ、そうかも！

鈴吹：関係は［自身］か……。そういえば、ユファとちょっと似た雰ふん囲い気きがあったよな。

久保田：彼女もツンデレっぽかったですしね。向こうも友達が少ないとか（笑）。

ユファ：それはかわいそう……。あっ、そうか！　「私わたしもあの人みたいになるのかしら……。それはいやだわっ！　何とかしないとっ！」って、がんばればいいんだ！（一同笑）




◆パル用ハンドアウト／鈴吹太た郎ろう

コネクション：エルザ・ブルックス　　　関係：先生

　アルトリウス祭の翌よく日じつ、キミたち風ふう紀き委い員いんはエルザ先生に呼よび出だされた。

　どうやらピアニィが、大事にしていたペンダントを落としてしまったらしい。

　その捜そう索さくには、自分のギルドのメンバーも加わってよいとのこと。キミはさっそく、ペンダント捜索をはじめることにした。




鈴吹（以下、パル）：ピアニィの落とし物って、ペンダントだったのか。どんなペンダントなんだ？

ＧＭ：ルビーのような、真まっ赤かな宝石がはめ込こまれたペンダントですね。

パル：ふむ。赤いけれど、ルビーそのものではないのか。

ＧＭ：はい。お父さんであるオーギュスト王から託たくされた、お母さんの形かた見みともいえる代しろ物ものです。それはそれは大切な物です。

パル：それって王おう威いの竜りゆう輝き石せきのヤツじゃねーかっ！（笑）

ＧＭ：ええ、そうともいいますね。




・竜輝石

　伝説において、人が神より与えられたという超★重要な魔法の石です。

　ピアニィが持つ〝王威の竜輝石〟は、アルディオン大陸で王位に就くために必要不可欠の品です。




ユファ：ピアニィ、何やってんのー!?　竜輝石落としちゃだめじゃなーい！（笑）

ＧＭ：この時点だと、ピアニィはまだ、お母さんの形見のペンダントが、実は竜輝石だということを知らないですからね～。

久保田：『無印』四巻とかだと、信しん頼らいを得るためにナーシアに預あずけたりもしてますね。

ユファ：そっかー。それなら、いっか。落としても！（笑）

ＧＭ：いや、部長！　そこはよくないですから！（一同爆笑）

パル：このままでは未来が大変なことに！　何としても見つけ出さねば！

田中：しゃ、社長が燃えている！




◆ルーチェ・ルベド用ハンドアウト／久保田悠ゆう羅ら

コネクション：ジェニー　　　関係：忠ちゆう告こく

　キミが所用で外に出ようとすると、ヨハンの双ふた子ごの妹であるジェニーから呼よび止とめられた。

　最近この辺あたりは治安が悪くなってきているため、ひとりで郊こう外がいに出ないよう呼びかけているのだという。

　出かけるときは必ず複ふく数すう人で行動するように、とジェニーは君に忠告した。




久保田（以下、ルーチェ）：わたしのコネクションは、前回出てきたヨハンさんの妹ですね。

ユファ：すっごくいい子だった！

パル：周囲への気き遣づかいだけではなく、ダメ兄あに貴きなヨハンのこともちゃんと気にかけてたしな。とてもあのヨハンの妹とは思えないぐらい、いい子だった（笑）。

ルーチェ：しかし、なんでまた、ジェニーさんがわざわざ忠告に？

ＧＭ：ジェニーは、実は生徒会に所しよ属ぞくしているんですよ。生徒会の会議で、近辺の治安低下について報告があったので、外出する人に呼びかけをしてるんですね。

ルーチェ：そういうことですか。了りよう解かいしました。

パル：うーむ。なんだか、生徒会と風紀委員の仕事が逆ぎやくになってる気がする（笑）。

田中：でも、風紀委員はどちらかというと、校こう規きの取とり締しまりが主な役目ですからね。校外に出る生徒に声かけたりはしないでしょう。

パル：それもそうか。ペンダントも気になるけど、治安が悪くなってるとはなぁ。いかにも厄やつ介かい事ごとが起こりそうだぜ。




◆ユーキリス用ハンドアウト／田中信しん二じ

コネクション：ゴンザレス　　　関係：腐くされ縁えん

　キミは、〝特とつ攻こう！　一いち撃げき滅めつ殺さつ隊たい〟のメンバーであるゴンザレスから、ここ最近周辺の治安が悪くなっている、という話を聞く。

　ゴンザレスはキミの身の安全を守るため、一日中キミのそばを離はなれないと宣せん言げんした。

　さて、いったいどうすればいいのか……。




田中（以下、ユーキリス）：お前は帰れぇええええっ！　いや、帰ってください！　お願いしますからっ！（一同爆笑）

ルーチェ：やはり、おふたりは仲がいいですね（笑）。

ユーキリス：（乾かわいた笑えみで）ハッハッハッ。いったい何のことやら分からないですよ？

パル：もう、結けつ婚こんしちまえばいいんじゃねえかな（笑）。

ユーキリス：待ってください！　種族とか性せい別べつとか、いろいろ壁かべがありますからっ!?

ユファ：実は、ユーキリスは女の子だったとか（一同爆笑）。

ルーチェ：背せ中なかにファスナーがあって、開けると中から「はー、暑あつかった」って、女の子が出てくるんですね、きっと（笑）。

ユファ：四話目にして驚きよう愕がくの新事実が!?

ＧＭ：いえ、そのようにはなりません（きっぱり）。

一同：ちぇーっ（笑）。

ユーキリス：全力で逃にげないと……！（わなわな）

ＧＭ：がんばってください（笑）。今回のハンドアウトは以上のような内容になっております。それでは次に、各キャラクターのレベルアップと、ギルドスキルの決定をしましょうか。

一同：はーい！




　あれこれと相談したり、『スキルガイド』とにらめっこしたりする一同。

　皆さん、それぞれのキャラクターの成長を進めていきます。

　そして一時間後──

　レベルアップは、無事に完かん了りようしたのでした。







◆Preplay 02◆レベルアップとギルドスキル




ＧＭ：どうやら、皆さん成長が終わったみたいですね。それでは、どのように成長したのか報告をお願いしまーす。




▼ユファ・プリムナード・コネリー（４レベル）の場合

ＧＭ：まずはユファちゃんからお願いします。

ユファ：はい！　まず、レベルが上がって４になりました。あと、スキル取得のために、サポートクラスを一度プリーチャーにクラスチェンジしました。

一同：プリーチャー!?




・プリーチャー

　アルディオンの地ち域いきクラスのひとつで、〝神しん竜りゆう王おう〟セフィロスの神しん託たくにより、何らかの使命を背せ負おった人々を表わすクラスのことです。その多くはセフィロスを信しん仰こうする者ですが、ごくまれにそうでない人にも神託は与あたえられるようです。

　セフィロスから与えられた使命はエランドと呼ばれ、彼らはそれを果たすべく、大陸各地を放ほう浪ろうしています。




ユファ：朝目が覚めたら、いつの間にかプリーチャーになっていたという（笑）。

ＧＭ：ほほう。ちなみにどんな神託を受けたんですか？

パル：（威い厳げんのある声で）「───ユファ……友達を作りなさい」

一同：し、神竜王───っ!?（笑）

ユーキリス：なんで神竜王が人間の、しかも友達の有う無むなんか気にしてるんだ！（笑）

ユファ：もしかして、意外と暇ひましてるのかもしれないね～。

ＧＭ：（世界設定担当の久保田／ルーチェに）プリーチャーの使命って、そんな個人的なものでもいいんでしょうか……？

ルーチェ：神託の内容はいろいろあるみたいですし、そういう使命を与あたえることもある……かもしれません（笑）。




　夢ゆめにまで出しゆつ張ちようし、友達の心配をする神竜王。

　暇ひま人じんなのか、親切なのか分かりません。




ユファ：でも、スキル取得後、またアコライトに戻もどったので、気づいたら元に戻っちゃったんですよ。「夢の中で神竜王様に会って、神託をいただいた気がしたんだけど……。う～ん、思い出せないわ」（一同笑）

ユーキリス：しかし、ちょっと変則的な成長の仕方ですね。わざわざサブクラスをアコライトに戻すなんて。

ユファ：《セレスチャルシャワー》がアコライトか、その上級クラスでないと使えないので、戻さないと大変なんですよ。

ＧＭ：魔ま術じゆつ用コンボスキルのいくつかは、使用にクラス制限がありますものね。

ユーキリス：ああ、なるほど。そういうことでしたか。

ユファ：はい（笑）。それで取得したスキルですけど、《エキスパート：光》を４レベルに、プリーチャーを経けい由ゆして自動取得スキルの《ガードオーラ》と、新しく《マジックブレス》を覚えました。これで魔法を「対象：範はん囲い（選せん択たく）」に変えられるように！

ルーチェ：《マジックブレス》は、いい選択ですね。フェイトを消しよう費ひしないといけませんが、代わりにタイミングがマイナーの直前で、《エキスパート：光》と一いつ緒しよに使えますし。

ユファ：回数制限もあるし、《フロストプリズム》を範囲化して使う感じかな。

ＧＭ：それでも強いですよ。ＧＭ的には厳きびしいことになりそうです。う～ん（笑）。

ユファ：あと、能のう力りよく値ちは【感知】が＋１。装そう備びも、みんなにお金を貸してもらって、イレイションローブを購こう入にゆうしてます。これで魔術ダメージがさらに＋５点されますよ。

ＧＭ：ユファちゃん、かなり強くなりましたね。……お金はいくら借りたんです？

ユファ：五〇〇Ｇです。私に五〇〇Ｇ貸してくれてもよくってよ！（一同笑）




▼パル（４レベル）の場合

パル：俺はシンプルに成長したぜ。まず、【器き用よう】【敏びん捷しよう】が＋１。スキルは《バッシュ》を３レベルに上げて、あと《カバーリング》を取った。これで、「僕が守ってあげるよーっ！」と言って、仲間をかばうことができるようになったわけだ。

ＧＭ：キャラクターが変わっちゃってますよー!?（笑）

パル：しかし、そんなことを言いながら、ぴゅーっと前に走っていく、俺（一同笑）。

ユファ：えぇーっ！（笑）

ルーチェ：パルさんは、敵てきに接近しないと攻こう撃げきできませんからね。

ＧＭ：大事なときにいないなんて……（笑）。

ユファ：でも、それだと誰だれを《カバーリング》するつもりなんですか？

パル：そりゃ、ルーチェだよ。

ユファ：あれ？　ルーチェちゃんってかなり硬かたいのに？

ルーチェ：実はわたし、あまり硬くないんです。《プロテクション》でダメージを軽けい減げんするので、そう見えるだけだという（笑）。

パル：だから、ルーチェだけ殴なぐられ続けるのはやばい。そこで俺が《カバーリング》することで、ダメージを分散して、リスクを減へらそうっていう作戦なわけだ。

ＧＭ：おおー、なるほど。

パル：装そう備びは、フラムベルクとシルバーチェインを購入。【攻撃力】と【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力】がどちらも上がったぜ。そして、頭は前回と変わらず魔ま性しよう面めんだな。

ユファ：おっ、〝風紀委員侍〟のままだ（笑）。

パル：まだ噂うわさにすらなってないんだけどな。だが、いつか伝説として、その名を学園に刻きざんでやるぜ！（一同笑）




▼ルーチェ・ルベド（４レベル）の場合

ルーチェ：わたしは、《ギガントウェポン》と《プロテクション》を１レベルずつ上げました。これで《ギガントウェポン》が３レベル、《プロテクション》が４レベルになります。

ＧＭ：さらに攻撃と防御が高まりますか。

ルーチェ：装備は鎧よろいをダルマティカに変えました。まとってる服が少し立りつ派ぱになりましたね。能力値は【器用】＋１。

ＧＭ：了解です。ちなみに、《ヴァイオレントアタック》でいくつくらいダメージ出ます？

ルーチェ：《ギガントウェポン》は、武ぶ器きの重量もプラスされますから、現在の上昇量は＋16ですね。《スマッシュ》まで含めれば、ダメージは固こ定てい値ち＋41まで上げられます。

ＧＭ：固定値41っ!?　それはすごい！

ルーチェ：とはいえ、《ヴァイオレントアタック》はシーンに一回のスキルですから、あくまで瞬しゆん間かん火か力りよくですが（笑）。

ユファ：それでも強いですよ！

パル：すげえ火力だよな。ちっちゃいのに、僧侶アコライトなのに！

ルーチェ：これも、神の試練を乗り越えるために必要な力なのです（笑）。というわけで、今回もがんばりますよ。

ＧＭ：よろしくお願いします（笑）。




▼ユーキリス（４レベル）の場合

ユーキリス：ＧＭ、とりあえずこれだけは言っておきたい。

ＧＭ：はい、なんでしょうか？

ユーキリス：料理キャラとしては、チューシになりたい！

ルーチェ：また無む茶ちやなことを（笑）。チューシは東方の地ち域いきクラスじゃないですか。




・チューシ

『アリアンロッドＲＰＧ　エリンディル東方ガイド』で追加された、エリンディル東方にあるセーリア大だい帝てい国こくという国の地域クラスのことです。一種の料理人であり、料理を通して魔力を操あやつることに長たけています。魔ま法ほうのような効果を持った料理を作りだしたり、調理の応用で魔法攻撃をしたりする、すごい料理人さんたちです。




ＧＭ：（しばし考えた後、にこやかに）すいません、却下です。

ユーキリス：ああ～、やっぱりぃぃぃ。

パル：だいたいユーキリスは東方世界の出身じゃないだろう。

ユーキリス：で、ですよねえ～（笑）。

ＧＭ：せっかくの〝錬金料理〟というキャラ立てがあることですし、チューシというクラスに頼らぬ料理道を追求していただければと……。すみません。

ユーキリス：いえいえ。駄目と言われるのは想定の範はん囲い内ない！　というわけで、チューシになれなかった失意のままに、バードになったドラ。

一同：どうしてそうなった!?（爆笑）

パル：なんで料理人になれなくて詩人になるんだ！（笑）

ユーキリス：はっはっはっ、冗じよう談だんです（笑）。本当は、パーティのみんなへの支し援えん能力を高めるためのクラスチェンジですよ。

ユファ：料理は捨てちゃうの～？

ユーキリス：いやいや、歌う料理人ということで（笑）。バードの自動取得スキル《ディスコード》に加え、《ジョイフルジョイフル》《ファイトソング》を取って支援能力アップ！

ユファ：やったー！　《ジョイフルジョイフル》だーっ♪

パル：なんか、だんだんとユーノスみたいになってきてないか？




　ユーノスとは、エリンディル大陸を舞ぶ台たいにした『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』と、東方を舞台にした『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』に登場する田中さんのＰＣです。自分を天使だと主しゆ張ちようするドゥアンの吟ぎん遊ゆう詩し人じんで、なんだかいつも夢ゆめいっぱいな人。




ユーキリス：あっちは天使、こっちはドラゴン。全然違いますよ？（一同笑）

ＧＭ：ちなみに装備の方はどうなりました？

ユーキリス：弓を捨すてて、手て提さげバッグに変へん更こうしました。攻撃に関してはもう人ひと任まかせです（笑）。防具はグリーンベレーとスタデッドメイルを購入し、【物理防御力】が11点に上じよう昇しよう。

ＧＭ：くそう、硬かたいぞ（笑）。

ユーキリス：ポーション類るいも補ほ充じゆうしてあります。現在の手持ちは、ＨＰポーションとＭＰポーションが四本ずつ、ハイＨＰポーションとハイＭＰポーションが二本ずつですね。

ＧＭ：《ファーマシー》は未解放なんですね。解放して、さらにＨＰポーションを得ます？

ユーキリス：補充はできましたし、スキルの解放はしないでおきましょう。

ＧＭ：了解しました。
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●ギルドスキルの選定

ＧＭ：成長の報告が終わったところで、ギルドスキルの決定をお願いいたします！

ユファ：ギルドレベルは上がってないよね？

ＧＭ：はい、第三話と同じく２レベルのままですね。

ユファ：スキルは《学園》《祝しゆく福ふく》《蘇そ生せい》だったっけ。

ルーチェ：（ギルドシートを確認する）はい、そうですね。

ユファ：《学園》で選せん択たくしてるギルドスキル、変える人います？

パル：俺は《学園：風ふう紀き委い員いん会かい》のままで行くぜ。

ユファ：私もそのままかな。変えるとシャルロット先せん輩ぱいと関係なくなっちゃいそうだし。

ＧＭ：できれば、ハンドアウトに書いてあるようにユファちゃんには、《学園：奉ほう献けん活かつ動どう部ぶ》のままでいて欲ほしいです（笑）。

ユファ：はーい（笑）。

ルーチェ：今回も《学園：剣けん術じゆつ部ぶ》で行きますよ。命中判定の達たつ成せい値ち＋１が欲しいですし。

ユーキリス：ボクも《学園：オカルト研究部》のまま変更なしで。

パル：《学園：オカルト研究部》は、危き険けん感かん知ちにボーナスが得られるやつか。

ルーチェ：［危険感知］の達成値に＋２のボーナスがつきますね。これでゴンザレスを察知すれば、避さけることができる……かも（一同爆笑）。

ユーキリス：《学園：オカルト研究部》の力を借りても、あのゴンザレスを避けることはできないドラ！　悲しいことに経験済みドラ！（笑）

パル：そもそも、ゴンザレスはエネミーでも、トラップでもねえしな（笑）。

ＧＭ：部屋の扉とびらに人ひと払ばらいのお札ふだとか貼はってても、きっと「あらぁ～、こんなところにゴミを貼ったりしたらダメじゃなぁ～い」ぺりっ、て剥はがしちゃいますね（笑）。

ユーキリス：そ、それでも僕はくじけないドラ！

ルーチェ：ユーキリスさん、がんばってください。これも神の試練ですよ。

ユーキリス：こんな試練、ご免被こうむりたいドラ！（一同笑）

ＧＭ：それでは、成長報告に続いて、ギルドスキルも決定しました。これでプリプレイは終了になります。次からはオープニングフェイズに移うつっていきましょう！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆夢ゆめのお告つげと似にた者もの同士




　妙みような夢を見て、ユファは跳ね起きた。

　窓まどから外を見てみると、大きな窓から降ふり注そそぐ太陽の光、抜ぬけるように青い空。

　今日はアルトリウス祭さいの後あと片かた付づけの日だ。




ＧＭ：そんなわけで、オープニングに入りたいと思います。まずは、ユファちゃんのオープニングを開始しますね。時間はアルトリウス祭の翌よく日じつになります。

ユファ：それじゃあ、ベッドからがばっと起きて、「あの竜りゆうは何だったのかしら……」と呟つぶやきます！（笑）

ＧＭ：そこから始まるんですか（笑）。

ユファ：一いつ瞬しゆんだけ、プリーチャーになった気がするんだけど……と首を傾げますが、「そっか、今日はお片付けの日ね」って思い出して、ちゃんと準じゆん備びします。

ＧＭ：分かりました。では、ユファちゃんが身み支じ度たくして学園に登校すると、すでに後片付けが始まっています。奉献活動部もお掃そう除じ要員ということで、みんな参加していますね。

ユファ：私も参加するわ。校庭とかでホウキ持って掃除してればいいのかしら？

ＧＭ：そうですね。部員たちはふたり一組になってお掃除をすることになっております。

ユファ：ええっ、ふ、ふたり組？　どうしよう……（←急にあたふたし始める）。

パル：もしかして、ふたり組になれない……のか？（笑）

ユーキリス：奉献活動部には、友達いないドラか？

ユファ：いないみたい……。どうしましょう、これじゃ一話と同じような状じよう況きように逆ぎやく戻もどりじゃないっ！　……だ、誰だれか私わたしと組んであげてもよくってよ!?

ＧＭ：返事がない、目の前にあるのは、ただのホウキのようだ（笑）。

ユファ：し、し、知ってるわよ！（笑）

ＧＭ：と、そんな感じでユファちゃんが相あい方かたになってくれそうな生徒を捜してキョロキョロしていると、そこに奉献活動部の部長さんがやってきますよ。

ユファ：あ、あら、部長。おはようございます。

ＧＭ：「ああ、おはよう。ユファちゃん、校庭は人が足りてるから、君はピアニィ様が使っていた部屋を掃除してくれるかな。もうひとりの子は先に行っているはずだからさ」と、部長から言われます。

ユファ：ああ、すでに担たん当とうは決まってたのね。分かったわ。そっちに行くわよ。でも、もうひとりって誰だれかしら？　……はっ！　まさか王子様!?（一同笑）

パル：〝まさか〟じゃねーよ（笑）。

ユファ：ただの願望はさておき、とりあえず急いでピィ姉様が使ってたという部屋に向かうわよ。

ＧＭ：ユファちゃんがピアニィの使っていたお部屋に着くと、扉とびらはすでに開け放たれていて、中ではひとりの女子生徒が、うろうろしながら独ひとり言ごとを言っています。

ユファ：先に行ってるっていう、もうひとりの子かしら。

ＧＭ：はい、そうです。赤しやく銅どう色いろの髪かみをした、ハーフエルダナーンの女子生徒です、髪をお団子にまとめていて、そこにリボンを巻いて結んでいますよ。

ユーキリス：それって……。

ユファ：シャルロット先せん輩ぱいよね？
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ＧＭ：はい、そのとおりです。いつもは凜りんとした雰ふん囲い気きの彼女ですが、今は、どことなく不安そうに見えますね。先ほども説明したとおり、彼女はひとりで部屋の中をうろうろと歩きながら、なにやら独り言を言っています。

ユファ：あら、何かしら？　聞き耳を立てるわ。

ＧＭ：挙きよ動どう不ふ審しん気味のシャルロットの呟きは、こんな内容です。「どうしましょう、どうしましょう……。後こう輩はいが来たときには、何か楽しいお話をした方がいいんでしょうか？　それとも先輩らしく、びしっと指し示じを出した方がいいんでしょうか!?」（一同笑）

パル：なんだか良い人だ！

ユーキリス：可愛らしいドラ（笑）。

パル：これはきっと、ユファに気づいた瞬しゆん間かん「はっ！　こほん」ってなるパターンだな（笑）。

ＧＭ：はい、まったくそのとおりです（笑）。ユファちゃんが来たことに気づいたシャルロットは、「……はっ！　こほん。……な、何でもありませんよ？」と、取とり繕つくろいます。

ユファ：それじゃあ、こっちも身み支じ度たくをささっと整ととえて。（胸むねを張はって）ええ、来て差し上げましたわよ！（一同笑）

ＧＭ：シャルロットも先ほど狼狽うろたえていたのが嘘うそのように、背せ筋すじを伸のばしてユファちゃんを見下ろします。「あら、あなたがわたくしと組む人ですか。ふうん、そうですか」

ユファ：なら、「あら、あなた、昨日屋上で会った先輩ですわね？」って尋たずねますよ。

ユーキリス：ちゃんと覚えてたドラね（笑）。

ユファ：それくらい当然よ！

ＧＭ：向こうも、ピアニィ先輩と一いつ緒しよにいたユファという女の子、ということを思い出したようですね。その表情が若じやつ干かんですが厳いかめしいものになります。

ユファ：でも、心の中では『……どうしましょう、こういうときはちゃんと話したほうがいいのかしら？　目上の先輩だから、こういうときってどうしたらいいのかしら!?』って思ってるのよね（一同笑）。

パル：ユファの入学式の時と、ほとんど同じこと考えてんじゃねえか（笑）。

ユファ：きっと、お互たがいそんな感じね。持ってる雑ぞう巾きんとか握にぎり締しめて「う～、う～っ」って、うめきあってるんだわ（笑）。

ＧＭ：そうですねー。傍はた目めから見たら、お互い睨み合っているように見えますが、実はお互い余よ裕ゆうがない状じよう態たいです（笑）。

ユファ：……と、とりあえず、シャルロット先輩に向かって言います。「私、床ゆかを掃除してあげてもよくってよ！」

パル：（突とつ然ぜんシャルロットになって）「それじゃあ、わたくしは窓を拭ふいてあげてもよくってよ！」（一同爆笑）

ＧＭ：ああ、まさにそんな感じです（笑）。シャルロットはさらに言います。「あなたはわたくしの方に来なくていいですから、あっちのほうをやってください！」

ユファ：あ、あなたこそ！　私はこの辺あたりをちゃんとやりますわ！　ここからここまでが私のエリアだから、あなたはこっちはやらなくて結けつ構こうですわ！（一同爆笑）

ルーチェ：まるで小学生のケンカみたいになってますよ（笑）。

ユファ：でも、自分のエリアは広く取って、先輩はそんなにやらなくてもいいようにするわ。ちゃんと気を遣つかうんだけど、ちょっとうまく表わせない感じね。

ＧＭ：優やさしいですねー。それに気づいたシャルロットは、ツンとした態度で口を挟はさみますよ。「そこはわたくしがやります！」と彼かの女じよも自分の仕事を多くしようとします。

ルーチェ：なんだろう、この光景（笑）。

パル：お人好しのツン同士が出会うと、こうなるのかー。

ＧＭ：なお、シャルロットは貴族のお嬢様なので、掃除の手際はお世辞にも良いとはいえません。

ユファ：私はおじいちゃまに教わったとおりに、めちゃめちゃ綺き麗れいにお掃除するわよ！

ユーキリス：張はり合あってるドラ（笑）。

ＧＭ：一方、シャルロットは、バケツの水を替かえるのも一苦労です。

ユファ：……先輩、不器用ですわねえ。それくらいなら、私がやってあげますわよ。

ＧＭ：ところが、手伝おうとするユファちゃんを、シャルロットは「けっこうです！」と跳はね除よけようとしてしまいます。

ユファ：大げさに転んじゃいます。「きゃーっ!?」（笑）

ＧＭ：わお（笑）。すると彼女は一瞬、しまったという顔をしますが、すぐそっぽを向いてしまいます。「わたくし、そういう馴なれ合あいは嫌きらいなんです……」

ユファ：それじゃあ、心の中で『素す直なおになれない方なのねえ。こういうときは素直になったほうが楽なのに』って、呟きます。

ユーキリス：あなたがそれを言うドラか！（笑）

ユファ：普ふ段だんの自分のことは棚たな上あげしちゃいます！（笑）シャルロット先輩に言います。「そんなに突っ張っていては、お友達もできませんわよ？」

ＧＭ：すると、シャルロットは明らかに動どう揺ようを見せます。「お、お友達なんか、わたくしには必要ありませんっ！」

ユファ：あら……。

ＧＭ：「別に寂さびしくなんかないですわ。誰だれかに話しかけられて気分をわずらわされるより、ひとりで読書をしていたほうがずっと有意義ですもの！」相変わらず、そっぽを向いたまま、彼女は精せい一いつ杯ぱい強がってみせますね。

ユファ：……あなたのその言葉、本心ですの？

ＧＭ：シャルロットは一瞬黙だまった後、「……もちろんです」と答えて、そっぽを向きます。

ユファ：（キラーンと目を輝かがやかせて）それは嘘うそですわね。

パル：おっ？

ＧＭ：「う、嘘じゃありません。何を証しよう拠こにそのようなことをおっしゃるのかしら？」

ユファ：うふふ。あなたの癖くせはすでに見切りました。そう、あなたは……嘘をつくとき必ず、そっぽを向くのですわ！（ビシッと指を突つきつける）

ＧＭ：「う、くっ……！」ユファちゃんの指し摘てきに、シャルロットは明らかに動揺します。どうやら、自分でもその癖には覚えがあるようです。

ルーチェ：予想的中しましたね。ユファさん、よい観察眼です！

ユーキリス：今日のユファさんは、ひと味違ちがう気がするドラ！

ユファ：任まかせてちょうだい。私、彼女のことが分かってきた気がするわ！

ＧＭ：勢いに乗るユファに対して、シャルロットはぷんぷんと怒おこり出しちゃいます。「ふ、不ふ愉ゆ快かいです！　と、とにかく、早く掃除をすませてください！」

ユファ：あらら、怒っちゃったわ。こういうときは……「まぁまぁ、落ち着くドラ～」って言えばいいかしら？

一同：ちょっと待てっ!?（爆笑）

ユーキリス：なんで、そこで僕ぼくの真似まねドラか！（笑）

ユファ：だって、よく言ってるじゃない。

パル：確たしかによく言うけどよ、それは何か違わねえか？（笑）

ユファ：でも、せっかくですから言ってみましょう。こほん。（口調を真似まねて）……まぁまぁ、落ち着くドラ～（一同笑）。

ユーキリス：それで落ち着いてくれるわけがないドラ～！（笑）

ＧＭ：シャルロットは突とつ然ぜんのことにぽかんとしますが、すぐ怒り出しますね（笑）。「あ……、あなたはわたくしを馬ば鹿かにしているんですか!?」

ユファ：えっと、えっと、こういうときは……「ケンカはよくねぇぜ」って言えばいいのよね！　（口調を真似て）シャルロット先輩！　ケンカはよくねぇぜ？（一同爆笑）

パル：だから、なんでわざわざ俺たちの真似で返すんだっ!?　ふ、腹ふつ筋きんがやべえ……！（←腹はらを抱かかえて笑ってる）

ＧＭ：彼女はさらに叫びます（笑）。「あなた、先輩に対して何て口を利きくのですか！」

ユファ：次は……えっと、これも神の試練です！（一同大爆笑）

ルーチェ：わたしの真似まで！

ユーキリス：けっきょく、全員分やっちゃったドラね（笑）。

ユファ：ユファは着実に成長しているので、ちゃんと実じつ践せんしていますよ！

ＧＭ：実践してますけど！　実践してますけどーっ!?

一同：それは間ま違ちがった実践だぁーっ!!（笑）

ユーキリス：まさしく、どうしてこうなった……って感じドラ（笑）。

ＧＭ：シャルロットの怒りゲージは、もう振ふり切れてしまいますよ。「あなたはさっきから、わたくしを馬鹿にしているんですか！　もういいです！」

ユファ：あら。みんなを参考にしてみたんだけど……難むずかしいわね。それから掃除する先輩の様子をうかがって心の中で『この方も素直になればいいのに』と呟きます。

ユーキリス：いやいや、いやいや！　さっきのやり取りでそれを求めるのは、かなり無む茶ちや振ぶりだと思うドラ！（一同笑）

ユファ：うーん、やっぱり難しいわ～。

ＧＭ：ちなみに、シャルロットは怒った様子ではありますが、掃除はちゃんとしてくれます。あと、さりげなく自分の掃除範はん囲いを広げたりもします。

パル：……こいつ、けっこういいヤツじゃねえか？

ルーチェ：性格で損をしているみたいですが、基本的には面めん倒どう見みがいいのかもしれませんね。最初に、相方とうまくやれるようにと気をもんでいましたし。

ユファ：そうね。なんだか私と似てるところもありますし、親近感が湧わいてきました（笑）。なので、さっと先輩に近づいて、「一いつ緒しよにがんばりましょう！」って、手を握にぎっちゃいます。

ＧＭ：「いきなり何をするんですかっ!?　お掃除ができないじゃないですか！」

ユファ：あら、怒られちゃった。ちょっといきなりすぎたかな？

ＧＭ：正確には怒っているのと照れくさいのとがない交ぜになった状態ですね。性格が似ているユファちゃんには、それがよく分かります。

ユファ：うんうん、分かるわ、その気持ち。すっごい分かるわ～！（一同笑）

ＧＭ：微笑ほほえむユファに対して、シャルロットは慌あわてて手を振り払って離れます。それから掃除を再開しようとするのですが……「あら？　何でしょう、これ……」と声をあげます。

ユファ：んっ？　どうかしたんですの？

ＧＭ：シャルロットが枕まくら元もとで何かを発見したようです。赤い宝石があしらわれたペンダントですね。「忘わすれ物もの……でしょうか？　こんな高こう価かそうなものを忘れるなんて……」
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ユーキリス：ハンドアウトにあった、ピアニィのペンダントかな？

ＧＭ：そうです。ちなみに施ほどこされた装そう飾しよくなどの特とく徴ちようから、ユファちゃんにはこれが、レイウォール製のものだということが分かります。

ユファ：なら、シャルロット先輩に言いますよ。あら、それはレイウォールのものですわね。このデザイン、レイウォールの貴き族ぞくに人気がある細さい工く師しのものですわ。

ＧＭ：「レイウォール、ですか……」

ユファ：もしかして……ピィ姉様が落としたものかもしれませんわね。

ＧＭ：「そう考えるのが自然ですね。ピアニィ様がお忘れになったものですか……」

ユファ：とりあえず、しかるべき人に預あずけた方がいいと思います。エルザ先生あたりがいいんでしょうか？　それとも学園長先生とか？

ＧＭ：シャルロットは少し考えてから、「そうですね。……これは上級生であるわたくしが、責せき任にんをもってお届とどけしましょう。ユファさんは先に戻ってけっこうですよ」と答えます。

ユファ：そんなーっ！　ひとりで行動しようとしないでください！　せっかくですし、私と一緒に行動しましょうよーっ！（一同笑）

ＧＭ：「けっこうです！　わたくしはペンダントをお届けしに行きます。あなたはこのお部屋の残りを綺き麗れいにお掃除してから、部長に報ほう告こくして戻ってください。いいですね！」

ユファ：え～？

ＧＭ：「先輩の言葉は聞きなさい！」と一方的に言い残し、彼女は部屋を出て行きます。

ユーキリス：た、たくみに仕事をユファさんに……見事な押おしつけっぷりドラ！（一同笑）

ユファ：参りましたわね……。とはいえ、掃除を放り出すわけにもいきませんし、ここは彼女の指示に従っておきましょうか。残りの掃除を片付けてしまいます。

ＧＭ：では、ユファちゃんが掃除を再開したところで、シーンを終了しますね。







◆Opening 02◆風紀委員への指令




　照明を落とされた薄うす暗ぐらい部屋。ずらりと並ならぶのは、白い衣い装しようをまとった少年少女たち。

　目の前にたたずむのは、大きな帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶったひとりの女じよ性せい。

「さあ、集まったかね？　風紀委員の諸しよ君くん」

　彼女が言う。そう──風紀委員会の会合が今、始まろうとしているのだ。




ＧＭ：では、次はパルくんのオープニングです。風紀委員会の部屋に、委員が集められたところから始まります。

パル：なるほど。ＧＭ、ちょっと演えん出しゆつしたいんだけど、いいかな？

ＧＭ：はいはい、どうぞー。

パル：じゃあ、風紀委員会の部屋はかなり広いんだけど、薄暗いんだよ。そこに白い長ランを着た風紀委員がずらーっと整せい列れつしてるんだ。

ユファ：いっぱいいるんだ。

ルーチェ：しかも白ラン（笑）。

パル：そして、正面に大きな帽子をかぶった人物がいて、こう言うんだよ。「集まったかね？　風紀委員の諸君。君たちに新たな試練が下された！」

ユファ：だ、誰？

パル：くるっとその人物が振ふり向むくと、なんとエルザ先生！
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ルーチェ：エルザ先生何やってるのーっ!?（笑）

パル：エルザ先生の言葉に風紀委員が無言で頷くと、彼女は両手をぱっと広げて叫さけぶのだ。「ゆけ！　風紀委員十二人衆しゆう！」（一同爆笑）

ＧＭ：ちょ、ちょっと待ってください、何ですかそれは!?（笑）

パル：そして全員が「はっ！」って同時に返事をして、あちこちに散っていく。

ユファ：風紀委員どうなってるのー!?

パル：その直後に、俺が遅おくれて入ってくるんだよ。「くそーっ、遅れちまったぜ！　エルザ先生、今日の仕事って何だ？」すると、エルザ先生が「あっ！　パルくーん！」（一同爆笑）。

ユーキリス：（お腹を抱えながら）な、何か……何か違ちがうドラ……！

ＧＭ：と、とにかく、続けましょう！　では、遅れてきたパルくんに、エルザ先生は改めて説明をしてくれます。「昨日、ピアニィ陛へい下かがいらしてたわけですが、どうやら大切にしていたペンダントを落としてしまったみたいなの」

パル：ペンダント？　どんなやつなんだ？

ＧＭ：「赤い宝石をあしらったものよ。今、他の風紀委員の皆さんにも手伝ってもらって探さがしてもらってるところ」

パル：なるほど。分かった。ようは、ピアニィ先輩のペンダントを探せ、ということだな？

ＧＭ：「ええ。あなたのギルドメンバーにも協力してもらい、なんとしても探し出してくださいね」言葉は丁寧ですが、有無を言わせぬ迫力ですね。

パル：う、わ、わかった。

ＧＭ：「……それと、見つけたらすぐにわたしのところへ持ってくるように。責任を持って陛下に返却いたします」

パル：了解しました！　カッとかかとを鳴らして敬けい礼れいする。

ＧＭ：「よろしくお願いね」

パル：「あいよ。んじゃ、ひとっ走り行ってくるぜ」と部屋を出ようとしたところで、ふとあることに気づく。「……ところでエルザ先生、これって風紀委員の仕事っすかね？」（笑）

ＧＭ：「たしかに風紀委員の仕事ではないけど……いいのいいの、細かいことは」

パル：……まあ、いいんだけどよ（笑）。

ユファ：いいんだ（笑）。

パル：その後、俺は学校の生徒に聞き込みをするぜ。魔ま性しよう面めんをかぶった姿すがたでな！

一同：怖こわっ！（笑）

パル：どこからともなく鼓つづみの音が鳴なり響ひびき、姿を現わす俺！　（大おお仰ぎような口調で）「ピアニィのペンダントを探している～！　見なかったかぁ～!?」（くわっ）

ユーキリス：すると生徒が恐きよう怖ふに震ふるえながら、無言でぶんぶんと首を振ると（笑）。

パル：そうそう。そして、俺は「そうかぁ、ならいい」と言って、次のところへすいーっと去っていくのだ（一同爆笑）。

ＧＭ：あれ、思ったより怖くない（笑）。

パル：そんなこんなで、四～五人に話を聞いたところで、ふと我われに返る。「……あーあ、アホなことしてないで探しに行こうっと」（一同笑）

ユーキリス：なんか、この学園の風紀委員は、みずから率そつ先せんして遊んでないドラか？

パル：いいんだよ。そのくらい緩ゆるい方が生徒も気楽だろ？　とにかく、俺はピアニィのペンダント探しに行くぜ。

ＧＭ：はい、了解しました（笑）。では、そこでシーンを切りますね。







◆Opening 03◆外出禁きん止しのその理由




　今日はアルトリウス祭の片付け日。授じゆ業ぎようも全部お休みだ。ユファは奉仕活動中、他のみんなもそれぞれに過すごしていることだろう。

　───ならば、以前お世話になった林りん檎ご園えんに行き、美味しい林檎をもらいに行こう。

　ふと思い立ったルーチェはひとり、校門に向かう。




ＧＭ：では、次のシーンに移うつりたいと思います。シーンプレイヤーはルーチェちゃんです。

ルーチェ：はい。どこかに出かけることになっていたと、ハンドアウトに書いてありますし、ここは林檎園に行ってこようと思います。

ユファ：第二話で行った林檎園ね！

ルーチェ：そうです。あれから何度か林檎をもらいに行ってます。あそこの林檎はとってもおいしいですからね。というわけで、今日ももらいに行こうかと。

ＧＭ：ではルーチェちゃんが校門から外に出ようとすると、突然背はい後ごから「あーっ！　ルーチェちゃん、待ってーっ！」と、慌あわてた感じの声と足音が聞こえてきますよ。

ルーチェ：おや？　なにやら切せつ迫ぱくした声が。とりあえず声のした方へ振ふり返かえりますが。

ＧＭ：そうしますと、生徒会の腕わん章しようをつけたジェニーが走ってくるのが見えます。
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ルーチェ：おや、ジェニーさんじゃないですか。そんなに慌ててどうしたんですか？

ＧＭ：きょとんとするルーチェちゃんに、ジェニーはちゃんと呼吸を整ととのえてから話しかけますよ。「今、校外が危あぶないことになってるらしいの。ひとりで街まちに出ちゃ駄目だよっ」

ルーチェ：そのような話は初はつ耳みみですが……。ＧＭ、ホームルームとかで話を聞いたりは？

ＧＭ：してないですね。どうやら緊きん急きゆうの連れん絡らくのようで、生徒会の役員が直ちよく接せつ、学園内を巡めぐって、生徒たちに伝えているようです。

ルーチェ：緊急の？　とりあえず、ジェニーさんに事じ情じようを訊きいてみましょうか。「外で何かあったんですか？」と尋ねますよ。

ＧＭ：するとジェニーが説明してくれますよ。「このエストネルで和平会議があるってことは、もう知ってるよね？　ほら、メルトランド戦せん役えきの後処理のための」

ルーチェ：ええ。ピアニィ陛下がこの国に来てるのは、それに参加するためですよね。

ＧＭ：「そうだね。それで、会議には王様や貴き族ぞくがたくさん来るじゃない？」

ルーチェ：はい。

ＧＭ：「すると、そういう偉い人たちを相手にする業者の人たちも来るわけよ」

ルーチェ：なるほど。

ＧＭ：「今、そういった人たちから金品をくすねようとしてる、悪いやつらが出てきてるらしいのよ」

ルーチェ：そんな不ふ埒らちな輩やからが！

ＧＭ：「強ごう盗とうとか盗とう賊ぞく団だんとか……そういう連中が出歩いてるらしくて、街の治安がかなり悪くなっちゃってるらしいわ」

ユーキリス：つまり、武ぶ装そう集しゆう団だんが「ひゃっはー！」って言いながら、そこら中で暴あばれている、と考えればいいドラか？（笑）

ＧＭ：い、いえ、そこまで荒あれ果ててはいないですよ（笑）。ただ、普ふ段だんより治安が悪いので、学生がひとりで学外に出たりするのは、けっこう危き険けんかなという状態です。

ルーチェ：なるほど。外がそんなことになっていたとは……。困こまりましたね。

ＧＭ：「一時的なものだとは思うけど、学園外に出るときは、必ず誰かと一いつ緒しよに行動してね。ギルドの人と一緒なら、とりあえずは大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

ユファ：友達と一緒に出かけなさい、ということね。……難むずかしいわ～（一同笑）。

ユーキリス：でも、シェルドニアン学園の生徒の多くは貴き族ぞくの子し息そく子し女じよだし、誘ゆう拐かいされたら大変なことになるから、この対処は仕方ないと思うドラ。

ルーチェ：それは確かに、そのとおりです。ではジェニーさんには了りよう解かいした旨むねを伝えましょう。「分かりました。それじゃあ、ユファさんにでもお願いして、一緒に行ってもらうことにします」

ＧＭ：「ユファさんなら強いし、安心ね」くすりとジェニーが微笑ほほえみます。

ユファ：ふふ、頼たよってくれてもよくってよ！

パル：ギルド名は〝一緒に林檎をもらいに行ってあげてもよくってよ〟ってところか。……やっぱ、しまらねえなぁ（笑）。

ユーキリス：まあまあ。これぐらい緩いぐらいが、僕たちらしいと思うドラよ（一同笑）。

ＧＭ：すっかり味になってますもんね～（笑）。では、ジェニーはちょっと表情を曇くもらせて言いますよ。「ごめんなさいね、せっかくのお出かけだったのに」

ルーチェ：いえいえ！　あなたのせいではありませんから、どうかお気になさらないでください。それよりも、お仕事大変そうですねえ……。言って回まわってるんですか？

ＧＭ：はい、そうです。どうやら、生徒会総そう出でで連絡して回っているようです。

ルーチェ：それはお疲つかれ様です。……そういえばさっき、風紀委員の人たちも駆かけ回っていたような気が（笑）。

パル：そこら中を風紀委員が走り回ってるぜ。「どこだ！」「こっちにはないぞ！」「あっちで見かけたという情じよう報ほうが！」「よし、捜せー！」（一同笑）

ルーチェ：なんだか、学園内が大変なことになってますねえ。ですが、これもまた神の試練だと思って、乗り越えるとしましょう。ジェニーさんも、お仕事がんばってくださいね。

ＧＭ：「ありがとう、ルーチェちゃん！　出て行くときは気をつけてね！」

ルーチェ：はい、分かりましたー。……さてと、ユファさんは確か、奉献活動部でお掃除をしているはずでしたね。ちょっと捜してみましょうか。

ＧＭ：了解です。では、ルーチェちゃんがユファちゃんを探しにいったところで、いったんシーンを切ります。







◆Opening 04◆ヤツが来る!!




　ユーキリスは、自室にいながら嫌いやな予感を抱いていた。

　例たとえるならば、嵐あらしの前に感じるあの感覚と似にている。

　部屋の奥おくで息を詰つめ、聞き耳を立てる。

　その瞬しゆん間かん、入り口の扉とびらが、軋きしんだ音を立てて開いた──




ＧＭ：皆さんお待たせしました。次はユーキリスくんのシーンになります！

パル：みんなじゃなくて、ＧＭのお待ちかねじゃないのか？（笑）

ルーチェ：ついに来ますね……ゴンちゃんこと、ゴンザレスが！（笑）
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ユーキリス：ひい……っ！

ＧＭ：シーンは、ユーキリスくんがゴンちゃんに、例のごとく絡からまれるというところから始まります。場所の希望はありますか？

ユーキリス：（少し考えて）自分の部屋でお願いするドラ。

ＧＭ：おっ、了解しました！　では、舞ぶ台たいはユーキリスくんの部屋になります。部屋の前に巨きよ大だいな影かげ──ゴンちゃんが立っていますね。彼は勢いよく、ドアを開けますよ。

ルーチェ：ばーん!!　ああっと、ゴンザレス除けのお札ふだが破やぶれたー！（笑）

ユファ：きっと、扉の前にびっしり貼はってあるけど、効きかないんですよ。それでゴンちゃんが部屋に入ると、貼ってあったお札が、ぜーんぶ燃もえ尽つきちゃうの（笑）。

ユーキリス：ひ、ひーっ!?　いきなり第一防ぼう衛えいラインが突とつ破ぱされたドラ～！（一同笑）

ＧＭ：「ダーリィ～ン♪」と、ゴンちゃんが入って来るわけで……。

ユーキリス：では、ゴンザレスが一歩踏ふみ出だすと、床ゆかがかぱっと開いて、すぽっと穴あなの中に落ちる……んだけど、がしっと穴のふちをつかんで登ってくるドラ（一同爆笑）。

ルーチェ：いつの間にそんな仕し掛かけを!?

ＧＭ：穴に落ちそうになったゴンちゃんですが、穴の端はじっこに掴まると、「ふんぬぅぅ!!」という気合いとともに、すごい勢いきおいで飛び出して、空中へと舞い上がります。

ユーキリス：ひぃぃ、なんて懸けん垂すい力りよくだドラ～!?

ＧＭ：そして、華か麗れいに床の上へと着地。にこりと微笑んで、ユーキリスくんに近づいていきますよ。「んもう、ダーリンったらぁ、照れ屋さんなんだからーん！」

ユーキリス：第二防衛ライン、突破されたドラ……！　だけど、僕の構築した防衛ラインはこんなものじゃ終わらないドラ！　走ってくるゴンザレスの横から、槍やりがじゃきじゃきと突つき出だしてくる！　だけど、それもひょいとかわされます（笑）。

ＧＭ：第三防衛ラインが突破されたようです……今ふと思ったんですが、この防衛ライン、どれくらいあるんですか？（笑）

ユーキリス：正せい確かくな数は忘れてしまったドラ！　とにかく自分の知っている限かぎりの錬れん金きん術じゆつを駆く使しして戦っているドラ～！（一同笑）




　部屋の中でひとり戦っているユーキリス。彼の孤こ独どくな戦いは続く。




ＧＭ：熾し烈れつな攻こう防ぼうを繰り広ひろげるユーキリスくんとゴンちゃん。ちょっと惜おしいですが、そろそろ決着をつけましょう！

ユーキリス：（わなわなと震えながら）ば、馬鹿な！　このユーキリスの策さくが次々と突破されるとはぁっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：数々の罠わなを潜くぐり抜ぬけ、とうとうゴンちゃんはユーキリスくんの元へたどり着きました。そして、がばちょー、と飛びついてきます！「ダーリンったらぁ～♪」

ユーキリス：ぐおぉおお、懐ふところに入られたドラー！　や、やめるドラ、ハグはやめるドラー!!　あばらがー！　あばらが折れるドラ～!!（一同爆笑）

ユファ：ゴンちゃん、どれだけ力が強いの!?

ＧＭ：「ああ、ダーリンよかったぁ、無事でぇ～！　こんなところにいたのね～！」いつも過か剰じようとも思える愛を注そそぐゴンちゃんですけど、今日はちょっと様子が違いますね。本当に、心の底から心配している感じがします。

ユーキリス：気になるけど、それを確かく認にんする余よ裕ゆうがない。今の今までは五体無事だったけど、お前のせいで死にそうなくらいやばいことになってるドラ（一同笑）。

ＧＭ：「あらやだ、あたしったら心配しすぎちゃって、つい……ぽっ」彼は頬ほおを染そめながら離はなれます。

ユーキリス：（ぐったりして）そ、そうか……。とりあえず帰ってくれるとありがたいドラ。ハグをされたときのダメージで、意識が朦もう朧ろうとしてきたドラ。

ＧＭ：「やだもう、まだ来たばっかりじゃないのん。嫌いやよ～」

ユーキリス：か、勘かん弁べんしてくれドラー！（笑）

ＧＭ：「よかったわぁ～。もう、お外にひとりで出て行っちゃったんじゃないかって、すごく心配したのよぉ～？　学園中を捜すことになっちゃったわん」

ユーキリス：僕は何の問題もないドラ。安心したら帰ってくれ～。

ルーチェ：ところで、ゴンちゃんが何しに来たのか聞いた方がいいのでは？

ユーキリス：そういえば、いつもと様子が違うみたいドラね……。あまり気は進まないけど、ちゃんと話は聞こう。それで、今日は何の用ドラか？

ＧＭ：「今日はぁ～、ダーリンに伝えたいことがあったのよぉ～」

ユーキリス：伝えたいこと？

ＧＭ：ということで、先ほどルーチェちゃんのシーンで出た情報を、ゴンちゃんは伝えます。

ルーチェ：メルトランド戦役の和平会議のため、各国の要人がエストネルに集まっており、その影えい響きようで治安が悪くなっている、という話ですね。

ユーキリス：それは怖こわい話ドラ。

ＧＭ：「お外に行くときは、複ふく数すう人で出かけるようにって生徒会の人から言われたのよ～」

ユーキリス：他の生徒と一緒に……。でも、それは学園外に出るときの話で、別に学園内では必ずしも他の人と一緒にいる必要はないドラよね？

ＧＭ：「やだ、つれないこと言うわないでぇ～。そんな遠えん慮りよしないでちょうだい。ダーリンのために、あたしが四六時中寝ても覚めても一緒にいて、ダーリンを護ご衛えいしてあげるわん！」

ユーキリス：ちょ、ちょっと、ちょっとぉ～!?　こ、こいつと一緒にいる方がよっぽど危き険けんだと思うドラ！　ここは全力で逃にげさせてもらう！

ＧＭ：「あら、どうするのぉ？」

ユーキリス：こうするんだぁーっ！　部屋の窓ガラスを突き破り、飛び降ります。

ＧＭ：なんとぉーっ!?（笑）

ユファ：なんてためらいのない逃げっぷりかしら。

ユーキリス：はっはっは、さらばドラ！（笑）

ＧＭ：当然ゴンちゃんも追いかけますよ。「あーん、待ってぇダーリン！」大声で叫さけびながら、ひらりと飛び降りて後を追いかけてきます。

ユーキリス：ぎゃーっ!?　く、くるなドラー！（笑）

ＧＭ：というわけで、シーンを終了したいと思います。次からは、ミドルフェイズに入っていきますよ～。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆ペンダントを探さがせ！




　エルザ先生から与あたえられた使命を果たすべく、パルはギルドのメンバーとの合流を図る。

　ギルドメンバーで力を合わせれば、きっとすぐ探しものは見つかるだろう。

　けれど、まったく予想もつかない事件が楽観的な予測を裏切るのだった。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズに移うつりたいと思います。最初のシーンプレイヤーはパルくんですね。全員登場でして、合流するためのシーンになります。

一同：はーい。

ＧＭ：というわけで、パルくんがペンダントを探して、学園内を歩き回っているところから、シーンは始まります。

パル：了解だ。ひとりで広い学園を探して回るのはなんだから、まずは他のギルドメンバーと合流を目指そう。最初はユファのと合流するかな。

ＧＭ：じゃあ、ユファちゃんが住んでいる学がく生せい寮りようを目指す感じにしましょうか。

パル：おう、それでかまわねえ。周囲をキョロキョロと見み渡わたしながら、ひとりで歩いてるぜ。

ルーチェ：では、そこに登場しましょう。あれ、パルさんじゃないですか。そんなにキョロキョロしながら歩いて、どうしたんです？

パル：お前を捜さがしてたんだよ。正確にはギルドのみんなだが。

ルーチェ：わたしを、ですか？

パル：正確には、ギルドのみんなをだな。

ルーチェ：何か事情がありそうですね？

パル：ちょっとな……。メンバー全員が集まったら話す。

ルーチェ：分かりました。これも神の試練でしょう。ご一緒しますよ。

パル：じゃあ、ふたりで学生寮に向かうぜ。

ユファ：そこに登場するわ。バケツを持って廊ろう下かを歩いてきます。「あら？　タマちゃんとルーチェちゃんじゃない。ふたりでどうしたの？」と声をかけるわ。

パル：おう、ユファ。ちょうどよかった、頼たのみがあるんだよ。

ユファ：（嬉うれしそうに）頼み？　そうね、ギルドメンバーを放っておくのはよくないわよね。その頼み事とやら、頼まれてあげてもよくってよ！

ＧＭ：楽しそうですねぇ（笑）。

パル：んじゃ、あとはユーキリスだな。

ユーキリス：そこで僕も登場！　ロングコートを羽は織おって、さらに襟えりを立て顔を隠しながら、こそこそとみんなに近づいていく。

ルーチェ：そんなことをしても、きっと周囲からは正体がバレバレなのです（笑）。

ユーキリス：みんな、いいところに！　僕ぼくをかくまってほしいドラ！

ユファ：えっ……あなた、ユーキリス？　そんな変な格好してどうしたの？

ユーキリス：追われているドラ！　助けてほしいドラ！（笑）

パル：怪け訝げんそうにしながら、「あん？　おいおい、何をそんなこそこそしてんだよ？」と大きな声で話しかけるぜ（笑）。

ユーキリス：しーっ、しーっ！　今、僕はゴンザレスに追われているドラ！

ＧＭ：では、ユーキリスくんが指を立てて、静かにとジェスチャーした直後……、こんな声が聞こえてきます。「ダぁ～リン～、どこにいったのぉ～！」（一同笑）

ユーキリス：物もの陰かげにさっと隠れるドラ！
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ＧＭ：ドスンッドスンッという、ゴンザレスの重い足音が近づいてきますが、しばらくすると、今度は逆に遠とお退のいていきます。

パル：……どうやら別の場所に行ったみたいだな。

ユーキリス：やれやれ、助かったドラ！

ルーチェ：ユーキリスさん、相変わらずゴンザレスさんに追いかけられてるんですね（笑）。

ユーキリス：愛が重すぎて死んでしまいそうドラ！（一同爆笑）　まあ、とりあえず逃にげられたので、よかった！　……ところで、みんなで集まってどうしたドラか？

パル：じゃあ、俺が話そう。実はみんなに、エルザ先生直々の仕事の話がある。

ルーチェ：お仕事ですか？　わたしたちのギルド全員に？

パル：ああ。なんでも昨日、ピアニィ先輩が学園に忘れ物をしたそうでな。

ユーキリス：ほうほう。

ユファ：ここで私はピンとくるけど、今はタマちゃんの話を聞いておきます。

パル：俺はそのまま続けるぜ。……で、その忘れ物ってのが、赤い宝石のついたペンダントらしいんだ。

ルーチェ：……つまり、それを探すのが仕事ということですね。

パル：その通りだ。そして俺は、すでに新たなギルドネームも考えてある！

ユファ：あっ、ギルドマスターを差し置いて（笑）。

ユーキリス：でも、だいたい予想はつくドラ。

パル：その名は、〝ペンダントを探してあげてもよくってよ〟だ！

一同：やっぱり～（笑）。

パル：はっはっは。つーわけで、エルザ先生の頼みだ。みんなよろしく頼むぜ。

ユファ：それじゃあ、そこでちょっと言い難そうに口を開くわ。……でもね、タマちゃん。今回はすぐに解かい散さんになると思うのよ。

パル：……なんで？

ユファ：なぜかというと……そのペンダント、さっき私が見つけちゃったのっ！

パル：な、なんだってぇー!?　一見らくちゃーく！

ユファ：ただ、ペンダントは私が持ってるわけではないの。シャルロット先輩がエルザ先生に持って行ってくれているはずよ。

パル：そうなのか。でもま、これで俺の仕事はほとんど終わったも同然だな。〝ペンダントを探してあげてもよくってよ〟は解散！

一同：はやっ！

ユーキリス：そもそも、まだきちんと結成もしてなかったドラ（笑）。




　かくして、ギルド〝ペンダントを探してあげても良くってよ〟は結成と同時に解散した。

　とりあえず一行は、事の次第を報告しようと職員室に向かい、エルザ先生にかくかくしかじかとシャルロットのことを話した。

　けれど、帰ってきた答えは───




ＧＭ：「シャルロットさんが？　……でも、彼かの女じよ、わたしのところには来ていないみたいですよ？」

ユファ：えっ？　そんなはずは……。彼女は確かに「私が責任をもって届けておきます」と言っていましたわ！

ユーキリス：なにやら、変なことになってきたドラね……。

ルーチェ：エルザ先生のところに行ってないとなると、シャルロット先輩はどこに行ったんでしょうか？

パル：うーむ……。まあ、ここで悩なやんでも答えはわかんねえな。とにかく、シャルロット先輩が持ってるっていうなら、彼女を捜して直ちよく接せつ聞くしかねえだろ。

ユファ：それもそうねっ。ではギルド名は、たった今から〝シャルロット先輩を捜してあげてもよくってよ〟に変へん更こうよっ！

ＧＭ：毎度のことですが、本当にあっという間に名前が変わりますよね。今回のギルド名は、どれぐらい続くんだろう（笑）。

パル：確実に言えるのは、少なくとも〝ペンダントを探してあげてもよくってよ〟より短くはならないだろう、ということだけだぜ！




　あの最短記録を破るのは難しそうです（笑）。




ルーチェ：さて、やることが決まったのはよいことですが、これからどうしましょうか。

ユーキリス：先輩はどこに行っちゃったドラかね……。

ユファ：ＧＭ、先輩とペンダントを見つけてから、どれぐらいの時間が経たってますか？

ＧＭ：だいたい三〇分ぐらいでしょうか。学園の敷しき地ちは広いですけど、それでもエルザ先生に会いに行くには十分すぎる時間ですね。

ユファ：となると、移動中……ということでもないのかしら。どこかで寄より道みちをしているのかもしれないわね。

ＧＭ：エルザ先生もずっと職員室にいたわけではないので、すれ違いになったという可能性も、十分にあるでしょうね。

ルーチェ：んー、まずは、シャルロット先輩のクラスを訪ねてみませんか。

ユファ：そうね。エルザ先生に聞けばわかるかしら？

ＧＭ：はい、それは特に問題なく判明しますよ。

パル：そんじゃ、まずはそのクラスに向かうとしようか。それでも見つからなかったら、改めて手分けして探そうぜ。

ユファ：そうね。それでいいと思うわ。

ルーチェ：すれ違いになると時間の無駄ですから、エルザ先生には職員室で待機していてもらえますでしょうか？

ＧＭ：「分かりました。大だい丈じよう夫ぶですよ。これから職員室でちょっとした会議をやる予定でしたから。ちょうどいいですし、私は待機することにしますね」彼女は皆さんの頼たのみを快かい諾だくすると、シャルロット探しを任せて立ち去ります。

パル：よっしゃ！　これであとはシャルロット先輩を探し出すだけだ。

ユーキリス：僕はゴンザレスに見つからないよう、身を隠かくしながら探すドラ（一同笑）。

ユファ：それじゃあみんな、行くわよっ！

一同：おう！

ＧＭ：皆さんがシャルロット先輩のクラスに向かったところで、このシーンは終了です。







◆Middle 02◆どこかで聞いた誰だれかのような？




　三年生の教室は、一年生には敷しき居いが高い。

　緊きん張ちようしながら教室を覗のぞく四人の目に、見慣れた人物の姿すがたが飛とび込こんできた。

　友人たちと楽しげに話す、銀ぎん髪ぱつの青年。生徒会長のヘクターだ。四人はひとまず、顔見知りである彼に声をかけることにした。




ＧＭ：というわけで、皆さんはシャルロット先輩のクラスまでやってきました。休み時間ということもあり、教室の中では、十数名ほどの上級生たちが談だん笑しようしているのが見えます。

パル：上級生の教室か……。入るのすっげえ緊張するんだよな。

ＧＭ＆ユファ：ああー、それ分かります！（←自分の学生時代を思い出している）

ルーチェ：とはいえ、入らないと話が始まらないです。こほん……（緊張しながら）……し、し、シャルロット先輩はっ……い、いましゅか！

ユーキリス：ルーチェさん、噛かんでるドラよ！（笑）

ＧＭ：突とつ然ぜんの下級生の来らい訪ほうに、上級生たちは興きよう味み深ぶかそうな視し線せんを向けてきます。そして、皆さんはその中に、見知った顔を見つけますよ。

ユファ：誰かしら？

ＧＭ：生徒会長のヘクターですね。

ユファ：（急に気楽になって）あら、生徒会長じゃない？

パル：タメ口かよっ！（一同笑）

ＧＭ：ユファの声で、皆さんに気づいたヘクターは、「おや？」と不思議そうな表ひよう情じようを浮かべながら、こちらにやってきます。「君たち、こんなところでどうしたんだい？」

ユファ：ここは彼に聞くのが早そうね。私たち、シャルロット先輩を探してるんですの。生徒会長は何かご存ぞんじないかしら？

パル：俺たち今、ギルド〝シャルロット先輩を探してあげてもよくってよ〟なんだ。

ＧＭ：「そ、そうか……。君たちは相変わらず変わってるな。……うちのクラスでシャルロットというと、ロッテのことかな？」

ユファ：ロッテって……あ、愛あい称しようで呼び合う仲なんですのっ！

ユーキリス：もしかして……恋こい人びととかだったりするドラか!?

ユファ：そんな!?　友達いなさそうなのに、恋のお相手はいるなんてっ！（一同笑）

ＧＭ：「盛り上がっているところ申し訳ないが、恐らくご期待には添えないと思うぞ。クラスメイトは、男女問わず彼女のことをロッテと呼ぶんだ」と、ヘクターは苦笑しながら首を振ります。

ユファ：（残念そうに）なーんだ。フツーの愛称ですの。

ＧＭ：「で、ロッテの居場所だが、俺にも分からないな。そもそも彼女は人付き合いが苦にが手てらしくてね。ほとんどの時間をひとりで過すごしてるんだ」

ルーチェ：「ああ、そうなんですか……。それって、まるで……」まで言って、慌あわてて自分の口をふさぎます（笑）。

ユファ：大丈夫よ。それ以上は言わなくてもいいわ、ルーチェちゃん。私も最近、自分のことを悟さとってきたから！（一同笑）

ルーチェ：そ、そう、ですか……それは、いいこと、ですね。




　ここであえて言わないのがルーチェちゃんの優やさしさです。




ＧＭ：「少し前に教室に戻ってきていたようだが、またすぐに、何も言わずに出て行ってしまったんだよ。いったい、どこで何をしているのか……」ヘクターは心配そうです。

パル：誰か、シャルロット先輩がどこに行ったのか聞いたりしてないのか？

ＧＭ：パルくんの質問に、ヘクターは首を横に振ふります。「人と話すことも苦手みたいなんだよ。こちらから話しかけても、〝ひとりは慣れてる！〟と突つっぱねてしまうんだ」

ユファ：ふんふん、なるほどね。

ＧＭ：「とはいえ、俺にはどうも、彼女が心の底から他の人たちを拒きよ絶ぜつしているとは思えないんだけどね」

ユファ：そのとおりよっ。きっと、彼女はお友達がほしいんだと思うわっ！

ＧＭ：「そ、そうなのか？」ユファの勢いに、ヘクターが思わず後あとずさります。

ユファ：絶対にそうよ！　うん、間違いないわ！（←力説）

ユーキリス：ユファさんが、すっごい燃えてるドラ（笑）。

ＧＭ：ユファちゃんの声に、周囲の上級生たちも集まり始めますよ。「何だ？　ロッテがどうかしたのか？」

ルーチェ：ちょうどいいです。皆さんからも話を聞いてみましょう。




　先輩たちから聞いたシャルロットの話を総そう合ごうすると、次のようになりました。

　態度こそ刺とげ々とげしいものの、彼女が本当は他人に親切な人物だということ。

　また、そのことをクラスメイトたちが理解しているということ。

　彼女のことを知る上級生たちは、皆一様に、「口が悪いし、素す直なおじゃないけど、いい奴やつなんだよ」と語るのでした。




パル：なんだよ……。あいつ、みんなから愛されてんじゃねえか。

ユーキリス：彼女が素直じゃないだけで、本当はいい子だって分かってるドラね。

ユファ：そうそう、そうなのよね！　分かる、すっごい分かるわ！（一同笑）

ルーチェ：すごい勢いで相あい槌づち打ってます！（笑）

パル：なんだ？　ユファはシャルロット先輩と仲がいいのか？

ユファ：え？　えーっと……その……掃除を通じてお互い少しずつ歩あゆみ寄よってる感じ、なのかしら？

ＧＭ：おろおろとするユファちゃんを見て、上級生の皆さんが途と端たんに相そう好ごうを崩くずしますよ。「なんだかこの子、ロッテみたいだなあ」

ユファ：えっ！　ち、違ちがうわよっ！

ユーキリス：（上級生になって）「その言い方もロッテにそっくりだぞ？」

パル：（同じく上級生になり）「お前もそう思ったのか。実は俺もなんだ」

ＧＭ：その他の上級生の意見も、だいたい同じような感じですね（笑）。

ユファ：う、ううーっ！

ルーチェ：まあまあ、抑えて（笑）。それにしても、困こまりましたねえ。シャルロット先輩はどこに行ってしまったんでしょうか？

ユファ：机に何か手がかりでも残っていませんの？

ＧＭ：そこであなたは気づきますが、机には彼女の鞄かばんがありません。

ユファ：あら？　出かけたということ？

ルーチェ：確か、今は学校の外にひとりで出ちゃいけないことになっていませんでしたっけ？　ジェニーさんから教えてもらったんですけど。

ユーキリス：あ、そういえばゴンザレスがそう言ってたような……。

パル：俺は初耳だ。外に出ちゃいけなかったのか？

ユファ：私も初めて聞いたわ！（笑）

ルーチェ：そういえば言ってなかった……かも？




　はい、言ってませんでした。




ルーチェ：そ、それじゃあ今すぐ説明しますよ。和平会議の影えい響きようで治安が低下してて、外出は複ふく数すう人にんでしてほしいと言ってました。

パル：それっていつ聞いたんだ？

ルーチェ：皆さんと合流する少し前ですね。緊きん急きゆうで決められたことで、生徒会の方々が直接話して回ってるようでした。

ユーキリス：だとすると、シャルロット先輩、そのことを知らない可能性があるドラ。ほら、実際パルさんとユファさんも知らなかった情報だし。

ユファ：でも、それは生徒会が知らせて回ってるんですよね？　生徒会長がここにいるなら、先輩にも伝えたんじゃ──

ＧＭ：「ああ、すまない。俺は今日、彼女とは話してないんだよ」

ユファ：な、なんですってーっ!?

ＧＭ：シャルロットは早朝から奉献活動部の活動がありましたし、ヘクターはつい先ほどまで、外出に関する注意事じ項こうを伝えるために外を回ってましたから。

ユファ：じゃ、じゃあ、やっぱりシャルロット先輩は、ひとりで外に出てはいけないことを知らないのかしら？

ユーキリス：そう考えたほうがいいかもしれないドラ。それに先輩って、ピアニィ先輩のことが大好きだったドラ。直接返したくて、外に出たとかありそうじゃないドラか？

ユファ：で、でも、彼女は確かに「責任をもって届ける」と……。

ＧＭ：ちなみに、届けるとは言いましたけど、エルザ先生にとはひと言も言ってませんよ。

ユファ：……あっ！　そ、それじゃあ、返すというのは……！

パル：先生にじゃなくて、ピアニィに直接返すって意味だったのかっ！

ユファ：そんなーっ！

ルーチェ：ピアニィさんの忘れ物だと分かってたとしても、まさか、彼女に直接返しに行くだなんて……。積極的にもほどがあります（笑）。

ＧＭ：ちなみに、上級生たちの反応は。「……ロッテならやりかねんなぁ」（一同笑）

ユーキリス：本当にピアニィ先輩のことが好きなんドラねえ。

ユファ：……みんな、シャルロット先輩を追いますわよ。

パル：でも、本当に外に出たのか？　まだ確かく証しようがないぞ。

ＧＭ：ではそこで、後から教室に入ってきた上級生のひとりが事情を聞き、皆さんに情じよう報ほうを教えてくれます。

ユファ：あら、助かりますわ。

ＧＭ：「生徒会が声かけする直前くらいだから、奉献活動部が掃除してる頃ころかな。ロッテがひとりで外に出て行くのを見かけたぜ」ただ、生徒会の忠告を聞く前だったため、そのまま外に行くのを見送ってしまったようです。

ユーキリス：やっぱり外に出てたドラか。

ルーチェ：校内をいくら探しても見つからないはずですよ。そもそも、ここにはいなかったんですから！

ユファ：どうやら、ピィ姉様に直接ペンダントを渡わたしに行ったということで間違いなさそうね。まったく、しょうがない先輩ですわっ！

ＧＭ：その意見には生徒会長さんも同意します。「まったくだな。前々からピアニィ先輩に並なみ々なみならぬ憧あこがれを抱いだいていたのは知ってたが、まさかこんなことをするほどだったとは」

ルーチェ：ともかく、このままではシャルロットさんが危あぶないです。街に集まる不ふ逞ていの輩やからの中には、盗とう賊ぞくや野や盗とうといった物ぶつ騒そうな人たちもいるとのことでしたから。

ユファ：分かりました。急ぎましょう！　生徒会長はどうします？

ＧＭ：ヘクターはまだ注意事項の伝達が残っていますし、生徒会長として学校の方に注意を払っていなくてはなりません。そのため、一緒にはいけないですね。

ユーキリス：そっちはそっちで大変そうドラ。

ＧＭ：なので、ヘクターはシャルロットのことを、皆さんにお願いします。「すまないが、ロッテを探して連つれ戻もどしてくれないか？」

ルーチェ：任まかされましょう。人助けもまた神の試練です！

パル：ま、風紀委員の端くれとしちゃあ、危険な目に遭ってるかもしれない生徒は見過ごせねぇな。

ユーキリス：僕も、もちろん行くドラよ！　今この学園に留とどまるのは、僕にとってあまりにも危き険けんドラからね！（一同爆笑）

ユファ：ご、ゴンちゃん……（笑）。

ルーチェ：（遠い目で）今もユーキリスさんを探してるんですかねぇ。

ＧＭ：ふと耳を澄すませば、ユーキリスを探す、ゴンちゃんの声が聞こえるような気がしますね（笑）。「ダァ～リ～ン！　どこに行ったの～っ!?」

ユーキリス：ひーっ！　みんな、は、早く行くドラーっ！（一同爆笑）

ユファ：それでは、参りましょうか。（生徒会長へ）シャルロット先輩の件、確かに承うけたまわりましたわ。彼女のことは、私たちに任せてくれてよくってよ！

ＧＭ：「よろしく頼たのむよ」と、会長も頭を下げます。

ユファ：（胸むねを張はって）もっちろんですわ！

ユーキリス：さあ、行くドラよ！　もう、他の三人をかつぎ上げて、猛もうスピードで郊こう外がいへ走り出すドラ！

パル：うおっ!?　お前、どんだけゴンザレスのことが怖こわいんだよおおぉぉぉ──と、だんだんと声が小さくなっていって、やがて聞こえなくなる（一同笑）。

ＧＭ：では、先輩がたに見送られながら、皆さんがシャルロットを探しに外に向かったところで、シーンを切りますね（笑）。







◆Middle 03◆狙ねらわれた先せん輩ぱい




　シェルドニアン学園校外のとある道を、小走りで駆かけるひとりの少女。

　白い頬ほおは、憧あこがれの先輩に会えるという喜びで上気している。

「ピアニィ先輩、今シャルロットが参りますね」

　そう呟いた彼女の背はい後ごに、怪あやしげな影かげが忍しのび寄よる。




ＧＭ：次はマスターシーンとなります。鞄かばんを提さげたシャルロットが、ひとりで学園を抜ぬけ出だして、校外を走っているところですね。

ルーチェ：（シャルロットになって）「ああっ、早く届とどけないと！」

ＧＭ：はい、まさにそんな感じです。「ピアニィ先輩、待っていてくださいね！」と意い気き込ごみながら、ひとり道を進んでいます。

パル：はやる心を抑おさえきれず小走りになってんだな。

ユーキリス：そして突とつ如じよ目の前に影が！

ＧＭ：は、そのとおりです！　シャルロットの前に、突如彼女を取り囲むように複ふく数すうの人ひと影かげが現あらわれますよ！

ユーキリス：ほ、本当に出ちゃったドラ！（笑）

ＧＭ：突然現われた一団──盗賊の一味は、シャルロットへとじりじりと迫ります。「よー、お姉ちゃん。ちょおっとばかし、お話しさせてくれねえかなぁ？」

ルーチェ：シャルロットさんが危ない！

ＧＭ：シャルロットは震えながら、気き丈じように叫さけびます。「何ですか、あなたたちは！　わたくしは急いでいるんです！　そこをどいてください！」

パル：（盗賊のひとりになり）「おいおい、つれねえなぁ～。少しぐらい付き合ってくれたっていいじゃねえかよぉ～」

ＧＭ：「とりあえず、お姉ちゃんの持ってるもんを置いてってくれれば、痛い目に遭わずにすむぜ？　下手に抵てい抗こうしようなんて思うなよ？　死にたくなかったらよ！」

ユファ：むっ、悪ですわね！

ＧＭ：自分を取り巻く男たちに、シャルロットは少し怯えたように半歩下がって、鞄をさっと後ろに隠して叫びます。「こ、これだけは渡わたせません！」

一同：そ、それはだめだーっ!!（爆笑）

ユファ：せんぱーいっ!?（笑）

ユーキリス：いかにも取ってくれと言っているようなものドラー！（笑）

パル：（再び盗賊になり）「ほぉ、ずいぶん大切なもんが入ってそうじゃねーか。その中に何が入ってんのかなぁ？　ヒャーッハッハァ！」




　パルくん、超楽しそうです。




ＧＭ：シャルロットは「あなたたちには関係ないでしょう！」と言って強ごう引いんに脇わきをすり抜ぬけようとしますが、簡単に腕を掴まれてしまいます。

パル：（盗賊）「俺たちゃ懐ふところが寂さびしいんだよぉ、お姉ちゃん。ちょっと恵めぐんでくれると嬉しいんだけどなぁ」「ちょっとでいいんだ。お嬢じよう様さまにはどうってことないだろうが！」

ユーキリス：（素すになって）盗賊のセリフ、全部、社長が言ってるんですけど（笑）。

パル：（同じく素で）うむ。自分でも驚おどろいている。悪いならず者のセリフだったら、いくらでも浮かんでくるぞ（一同笑）。

ＧＭ：演えん出しゆつに協力していただき、大変助かっております（笑）。ともあれ、そんな感じで、シャルロットの運命や如何に!?　というところで、このシーンは終しゆう了りようになります。

ルーチェ：かなり危険なところで切れましたね。このままだとやばそうですよ！

ユファ：先輩。今、助けに行きますわ！

ＧＭ：ぜひ、守ってあげてください！　それでは、次のシーンに行きますよ。







◆Middle 04◆先輩はいずこ




　ペンダントを持って行った先輩を捜さがすため、四人は学園の外へ出ることにした。

　会議を控ひかえ、治安が悪くなっているという噂うわさもある。一いつ刻こくも早く合流しなければ。

　四人は顔を見合わせ頷きあい、駆かけ出だした。




ＧＭ：それでは、時間を少々巻まき戻もどしまして。皆さんの方へシーンを移します。

ユーキリス：これは……ちょっとやばそうドラね。

ユファ：早く先輩を捜さないと！

ルーチェ：ユファさん、落ち着いて。こういう時こそ、焦あせりは禁物ですよ！

ユファ：う、うん……！

ルーチェ：ＧＭ、シャルロットさんを探すにはどうすればよいですか？

ＧＭ：では、シャルロットの捜そう索さくについて説明します。ここでは、彼女を探すためのＦＳ判定を行なってもらいます。成功すれば、シャルロットは無事に探し出せます。

ユファ：し、失敗したら？

ＧＭ：彼女に危害がおよぶ危険性が高まります。

ユファ：ううー……っ！

ルーチェ：了解しました。これは失敗できませんね。

パル：だな。ＦＳ判定の内容を教えてくれ。

ＧＭ：このＦＳ判定は、皆さんが学校を出た後、街で彼女の目もく撃げき情じよう報ほうを集めるところから始まります。内容については、次のような感じになりますね。
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パル：判定値は【幸運】か……。こいつはちょいと厳きびしいな。

ユファ：【幸運】が一番高いのは……ユーキリスね。

ユーキリス：それでも、４しかないドラよ。

ルーチェ：フェイトと支援判定を駆く使ししないと、成功は難むずかしそうですね。これは、誰だれが進行判定をやって、誰が支援判定をするのか、相談した方がよさそうです。




　皆さん、能力値やフェイトなどを考こう慮りよしつつ、最初の動きを相談していきます。

　そして、およそ十分後。




ユファ：……決まったわ。タマちゃんとユーキリスが判定して、私とルーチェちゃんで、ふたりを支援していくということで！

ＧＭ：了解しました。では作戦も決まったところで、ＦＳ判定を開始します！




●第１ラウンド

行こう動どう値ち

パル　　　　　　　12

ユーキリス　　　　８

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６




ＧＭ：それでは、第１ラウンド目のセットアップです。皆さんやることはありますか？

一同：ないです！

ＧＭ：では次、イニシアチブプロセスです。最初の行動は、【行動値】12のパルくんから。

パル：最初の判定はユーキリスにまかせた。待機するぜ。

ユファ：ユーキリスの行動の前に支援判定をするわ。【知力】でサポート！　えいっ！（ダイスを振ふる）……あっ、クリティカルだ！

ルーチェ：ここでクリティカル!?　こ、これが進行判定だったら……もったいない！（笑）

ＧＭ：こういうこともありますよ（笑）。支援は無事に成功です。これでユーキリスが次に行なう進行判定の達たつ成せい値ちに＋２されますね。

ユファ：「ユーキリス、あそこの人が知っていそうだわ！」と教えてあげます！

ユーキリス：了りよう解かいドラ！　ユファさんが指し摘てきした人のところに走っていくドラよ。フェイトを１点使って進行判定！　支援判定のボーナスも入れて（ダイスを振る）……達成値17！

ＧＭ：それはすごい！　進行値は一気に４へ。クリティカル以外では最高の結果です！

ユーキリス：ふっふっふっ。ユファさんの言ってたとおり、あの人、いろいろ知ってましたよ。ちゃんと話を聞き出してきたドラ！

ユファ：よくってよ、ユーキリス！（笑）

ＧＭ：進行値が上じよう昇しようしたことで、進行値３のイベントが発生します。シャルロットの目もく撃げき情じよう報ほうですが、第二話で登場した、七しち面めん鳥ちようの森のお姉さんから情報をもらうことができました。




　七面鳥の森のお姉さんとは、『エチュード』第二話に登場したＮＰＣのひとりです。

　何故か、学園の裏山で七面鳥を飼し育いくしている不思議な女性。

　妙みようにハイテンションな性格をしていて、いつも笑顔でニコニコしているのが特とく徴ちようです。

　ちなみに錬れん金きん術じゆつ師しの彼氏がいるのですが、こちらもまたかなりハイテンションな人でした。




ユーキリス：お姉さん、彼氏元気ドラか？（笑）

ＧＭ：（やたら明るく爽さわやかに）「元気だよーっ！　みんなは元気かなーっ？」

一同：う、うざーい!!（爆ばく笑しよう）




　ひ、ひどいです。




ユーキリス：はいはい、元気ドラよー。

ＧＭ：（耳に手を当てて）「あっれー？　聞こえないぞー？」

パル：ほら、ユーキリス。元気に返事しねえと。

ユーキリス：ぼ、僕がドラか!?

パル：判定に成功したのは、ユーキリスだからな（笑）。

ユーキリス：もう元気いっぱいドラーっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「うん！　元気ならそれでいいんだぁー！」満足そうにお姉さんは頷うなずきます（笑）。

ユーキリス：ははっ……。つ、疲つかれるドラ……（笑）。

ルーチェ：相変わらず、テンション合わせるのが大変な人ですねえ（笑）。

ＧＭ：ユーキリスくんの元気な挨あい拶さつに満足した七面鳥のお姉さんは、シャルロットについての情報を教えてくれますよ。

ユーキリス：うんうん！　早く教えるドラ！

ＧＭ：「ああ、その子なら見たわよー！　ここからずーっとまっすぐ行くと広場があるんだけど、そっちの方に向かってたわー。残念だけど、その後は分からないなー」

ルーチェ：広場ですか。和平会議はエル・ウィン・フリットで行なわれるんですよね。もしかして、そっちの方角です？

ＧＭ：そうですね。広場もそっち方面に行く途と中ちゆうにある場所だと考えていただいて結けつ構うです。ということで、皆さんはお姉さんと別れます。「それじゃぁ、みんな、がんばってねぇ！　ばいばーい！」

一同：ばいばーい。

ユファ：情報も手に入ったし、さっそく、広場の方へ向かいましょう！

パル：うっしゃ、突とつ撃げきだー！　ひゃっはーっ！（一同笑）

ＧＭ：走ること数分。皆さんは、七面鳥の森のお姉さんから聞いた広場に無事にたどり着きます。ここからさらに、シャルロットの行く先を知っている人を探さがさなければなりません。というわけで……判定値が【知力】に、難易度が12に変へん更こうされます！

ユファ：な、なんですって!?

ルーチェ：あちゃー……これは厳きびしいですね。わたし、【知力】は低いんですよ。

パル：俺も【知力】２しかねーぜ。出だしは順調かと思ったが、いきなりつまずきそうだ。

ユファ：ううっ、みんな、がんばって！

ルーチェ：……ここは、パルさんの支援に回りましょう。ダメもとで振るよりも、ひとりでも成功できるようにした方がいいでしょうし。

ＧＭ：パルくんに支援判定ですね。了解しました。では、どうぞ。

ルーチェ：【器用】で判定します。えいっ！（ダイスを振る）達成値12でぴったり成功です！　パルさん、この神の試練、ふたりで何とか乗り切りましょう！

パル：おう！　支援込みで４スタート。ここはフェイトも２点乗せて、一気にゴリ押すぜ！

ＧＭ：大おお盤ばん振ぶる舞まいだ！

パル：制限時間が３ラウンドしかねえし、判定の回数で押すのが厳しそうだしな。一回の質で勝負しねえとやべえ。ここは確実に成功しときてえ。

ユファ：タマちゃん、がんばって！

パル：やってやるぜ！　（ダイスを振る）よし、達成値21！　余よ裕ゆうで進行値４点上昇だぜ。

ＧＭ：やりますね。では、進行値は８までいきましたが、進行値６でイベントが起こります。皆さんが広場で聞きき込こみをしていると、不意に路ろ地じ裏うらから怒ど鳴なり声ごえと聞き慣れた声のふたつが聞こえてきます。

ユーキリス：おや、誰だれドラか？

ＧＭ：聞こえてくるのは、こんな会話ですね。「俺の足ぃ踏ふんづけておいて、しらばっくれるんじゃねぇ！」と怒鳴り声。次に「それは誤ご解かいです！」というアレックスの声。

パル：アレックスっ!?　とっさに裏路地に飛び込むぜ。

ＧＭ：そうしますと、柄がらの悪い連中が複ふく数すう人にん、アレックスを取り囲んでいるのを発見します。

ユーキリス：でも、アレックスだったら強いし、そこらのならず者程度なら自力でどうにかしちゃいそうドラよ？

ＧＭ：ひとりならそうかもしれませんが、今は背後にフローラをかばっているので、うまく応おう戦せんすることができないようです。

パル：……よし。アレックスは強いから、ここはスルーしようぜ！（一同爆笑）

ＧＭ：そんなー!?

パル：いや、ほらさ。お姫ひめ様さまを助ける騎き士しの見せ所を奪うばうのは気が引けるっつーか（笑）。

ＧＭ：助けてあげてくださいよ～！（笑）

パル：すまん、冗じよう談だんだ（笑）。魔ま性しよう面めんをつけて、鼓つつみの音と一いつ緒しよに颯さつ爽そうと乱入するぜ。ならず者に向かって言うぞ。「まてぇ～い！　そこまでだぁ～！」

ＧＭ：突とつ然ぜんの乱入者に、ならず者たちの視し線せんがパルくんに集まります。「なんだ、テメエは!?　お呼よびじゃねえんだよーっ！」

パル：ふんっ！　ならず者を鼻で笑って、アレックスの方を見て言うぜ。「おいおい、アレックス！　俺のライバルがこの程度の奴やつを相手に何をやってやがる！」

ＧＭ：「パ、パルくん!?」突然の登場に、アレックスはびっくりです。

パル：「ほら、ぼさっとすんな。こいつらとっとと片付けるぜ！」そう言って、ならず者たちに殴なぐりかかるぞ。

ＧＭ：ならず者たちも、当然応戦してきますよ。というわけで、ここからはアレックスとフローラを襲おそうならず者を倒たおしてください。

ルーチェ：戦闘になるんですか？

ＧＭ：いえ、所詮はチンピラですから。ＦＳ判定で処理します。判定値が【器用】に変わります。ちょうど、１ラウンド目はここで終了ですね。




●第２ラウンド

行こう動どう値ち

パル　　　　　　　12

ユーキリス　　　　８

ユファ　　　　　　７

ルーチェ　　　　　６




ＧＭ：２ラウンド目のセットアップですが……特に何もないようですね。最初の行動は、パルくんです。

パル：【器用】は６あるから、ここは進行判定で行くぜ。出目６以上なら単独でもやる価値ありだ。ダメだったら、ルーチェ、あとは頼たのんだ。

ルーチェ：はい、分かりました。

ＧＭ：それではどうぞー。

パル：とりゃ！（ダイスを振ふる）……おっ、出たぜ。達成値15で成功だ！

ユーキリス：難易度との差分が３だから、進行値は＋２ドラね。

ＧＭ：進行値は10になりました。進行値９でイベント発生です！　魔性面をかぶったパルくんが怖こわかったんでしょうか。ならず者たちは瞬またたく間に締しめ上げられて、追い返されてしまいます（笑）。

ユファ：タマちゃん、よくやったわ！

パル：へっ、口ほどにもねぇ。

ＧＭ：パルくんの活かつ躍やくでならず者から解放されて、アレックスがお礼を言います。「ありがとう、パルくん」

パル：まったく……。情けねえぜ、それでも俺のライバルか！　ぶすっと仏ぶつ頂ちよう面づらで言うぜ。

ＧＭ：そうすると、アレックスは真ま面じ目めな顔をして「いや、むやみに他の人を傷きずつけるわけにはいかないから……」と答えます。

パル：「相変わらず甘あまちゃんだぜ」と、俺は肩かたをすくめる。だけど、その背後ではフローラが「そんなあなたが好き」って、顔を赤らめてたりするんだな、このーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：そ、そんなこと言ってないのに……（笑）。

パル：でも、そうなんだろ？

ＧＭ：ええ、もちろん！　ラブラブですね。

ユファ：はいはい、ごちそうさまごちそうさま。

ルーチェ：何にせよ、おふたりともご無事で何よりです。

ユーキリス：しかし、どうして裏路地になんていたドラか？

ＧＭ：担たん任にんの先生から買い物を頼たのまれて、その店に行く途と中ちゆうだったんですよ。店に行く通り道のひとつでならず者に因縁を付けられてしまったんですね。

ルーチェ：そういうことでしたか。しかし、治安が悪くなっているという話は本当だったんですね。あんな、ならず者がいるなんて。

ユーキリス：そういえば、この辺じゃ見たことない人たちだったドラ。

ユファ：アレックスとフローラは、これからどうするつもり？

ＧＭ：「一度学園に戻るよ。買い物がまだだけど、事情を話せば先生も分かってくれると思う」とアレックスは言います。

ユファ：そうね……。それがいいと思うわ。

ルーチェ：そうだ。お別れする前に、シャルロットさんのことを聞いておきましょう。すみません、こういう人を見かけませんでしたか？

ＧＭ：すると、アレックスは少し考え込んでから、「あの先輩か。彼女なら、さっきひとりで林りん檎ご園えんの方角に向かっていったよ」と教えてくれますね。

一同：林檎園!?

ユファ：来た！　ルーチェちゃん、やったわね！

ルーチェ：う、嬉しいですけど、先輩はなんで林檎園に行ったんでしょう？　林檎が目当て……ではないですよね（笑）。

パル：いいことじゃねえか。行くつもりだったんだろ？　一石二鳥だぜ。

ＧＭ：話を終えると、アレックスとフローラは立ち去りますよ。「それじゃあ、ボクたち行くよ。みんなも気をつけてね」

ルーチェ：そちらも。さっきみたいな人たちが、たくさんいるという話も……って、本当にたくさんいたら嫌いやですねぇ（一同笑）。

ユファ：ちょっと不安なので、アレックスに釘くぎを刺さしておきます。アレックス、ちゃんとフローラちゃんのことを、守ってあげなくてはダメよ？

ＧＭ：「分かった。次は不覚を取らない」と、アレックスは頷きを返して、学園の方に戻っていきます。

ルーチェ：さて、イベントが発生したけど、判定値とか変わりますか？

ＧＭ：はい。ここからは、途と中ちゆうで道まよに迷わないように進むため、能力値が【感知】に、難易度は10に変へん更こうされます。

ユファ：私の【感知】は５あるから、いけそうね。

ルーチェ：それなら、わたしとユーキリスさんのふたりで支援判定を飛ばすのもありかもですね。ファンブル以外は大だい丈じよう夫ぶになりますし、フェイトも温おん存ぞんできますし。

ユファ：そうね……。今のところ順調だし、ここは確実にいきましょう。さあ、支援されてあげてもよくってよ！（一同笑）




　ルーチェちゃんとユーキリスくんが支援判定を行ない、無事に成功。

　ユファちゃんの判定にボーナスを乗せていきます。




ユファ：私の行動ね。ふたりと一緒に林檎園への道を確認しながら進んでいくわ。進行判定で９スタート。これなら大丈夫！

ルーチェ：そしてファンブルすると……（一同笑）。

ユファ：や、やだなあ、大丈夫ですよ！（ダイスを振る）あ……危あぶなかった！　出目が１と４（笑）。でも、達成値14で成功ね。

ＧＭ：では、進行値が12になったので、またイベントが発生します。皆さんは協力して、林檎園への道を思い出したり、シャルロットの目撃情報を訊き出したりしつつ、無事に林檎園へとたどり着きました。

ユファ：林檎園よ、ルーチェちゃん！

ルーチェ：はい、でも林檎はまたあとでもらうことにします（笑）。

ＧＭ：林檎園に差さし掛かかると、外では例のお爺じいさん──林檎四し天てん王のうたちが、作業の合間の休きゆう憩けいを取っているのが見えます。

ユファ：おじいちゃんとおばあちゃんなのよね。お元気かしら？

ユーキリス：また、ポーズの練習とかしてたりして（一同笑）。

ユファ：どーん！（笑）

ＧＭ：いえ、今はしてないです（笑）。皆さんの姿すがたを見かけた林檎四天王の面々は、顔をほころばせて、来らい訪ほうを喜んでくれますよ。「おお、嬢じようちゃんたちか！」

ルーチェ：また来ました、と、ぺこりとお辞儀しますね。

ユファ：久しぶりね！　私は胸を張って、堂々と言うわ。

ＧＭ：「元気そうで何よりじゃ！」

パル：じいさんたちもな。……ところで、こんな女子生徒を見なかったか？　シャルロットのことを聞くぜ。

ＧＭ：（死にそうな声で）「しょ、しょのお嬢ちゃんなら、しょっちのはじゅれのほうの道にいったじょい」と、ぷるぷるしながら教えてくれます。

一同：ぷるぷるしてる!?（笑）

ユファ：あらまあ、ご親切にありがとう！

ユーキリス：林檎四天王って、ここまで死にそうだったっけ？（笑）

ＧＭ：ひとり、ぷるぷるしているおじいちゃんがいました（笑）。さらに、紅こう一いつ点てんのおばあちゃんがしゃがれた声で「ここ最近とても物ぶつ騒そうだからねぇ。おばあちゃんはとっても心配なんだよ……」と、心配そうに言います。

パル：おうっ、歌担たん当とうのばーちゃんじゃねーか！　そういえば、ユーキリスが歌がうまくなったから、今度一緒に歌うといいと思うぜ！（一同笑）

ＧＭ：（嬉うれしそうに）「おやぁ、本当かい？」ユーキリスくんをなでなでします。

ユーキリス：今度、林檎の歌でも歌ってあげるドラ～。なでなでもされますよ。

ＧＭ：「あらあら、それじゃあ楽しみにしていようかねぇ」

パル：おいユーキリス、ここで一発《ジョイフルジョイフル》とか……あっ！

ルーチェ：どうしました？　いきなり大きな声を出して。

パル：いやさ。よく考えてみたら、ユーキリスが《ジョイフルジョイフル》を覚えたんだし、さっきの進行判定、それを使って、【感知】が得意な俺が振るって手もあったなって。

一同：……あっ！

ユーキリス：そういう手もあったドラね。覚えたばかりのスキルだし、すっかりすっぽ抜けてたドラ。

ルーチェ：でも、クライマックスの戦せん闘とうとかの時でなくてよかったですよ。次は忘れないようにしましょう（笑）。

ユーキリス：そうドラね。じゃあ、シャルロット先輩を追う前に、お礼もかねて、林檎四天王のために一曲披ひ露ろうするドラ。……ちなみに【ＭＰ】消費した方がいい？

ＧＭ：いえ、実際にスキルは使わなくていいですよ。演出ということで（笑）。ユーキリスくんの歌のおかげで、林檎四天王の皆さまは大変元気になりました。

ルーチェ：そろそろ行きましょうか。もう少しゆっくりしていきたいですが、シャルロット先輩が心配ですしね。

ユーキリス：了解ドラー。

ルーチェ：それでは、皆さん失礼します。今度また林檎をいただきに来ますので、よろしくお願いしますね。

ＧＭ：「おうおう、ぜひ来なさい」




　林檎園を後にした〝シャルロット先輩を探してあげてもよくってよ〟の一行。

　シャルロット先輩が向かったという、林檎園そばにある道──第二話で猿さると追いかけっこをした獣けもの道みちへと進んでいきます。

　ＦＳ判定は第３ラウンドへと移り、イベント発生で判定が【敏びん捷しよう】、難易度が12へと変化しました。これにより、シャルロットに追いつくため、狭せまい道を全力で走ることに。

【敏捷】判定ならば、もちろんパルくんの出番です。

　彼が気合いを入れて振ったダイスの結果は──




パル：……よし、出目９で達成値19！　一気に進行値４上昇だ。

ＧＭ：お見事。進行値が完了値である15になったので、ＦＳ判定は成功です！

一同：やったー！

ＧＭ：皆さんが細い小道を走っていくと、前方で誰かともみ合っているシャルロットを発見します！

パル：よし、追いついたぞ！　あそこだっ！　全速力で突っ走るぜ。

ユファ：シャルロット先輩！　みんな、急ぐわよっ！

ＧＭ：皆さんがシャルロットのところにたどり着いたところで、シーン終了です。







◆Middle 05◆暴ぼう漢かんから救い出せ！




　人気の無い道の向こうで、聞き覚えのある声がする。

　見えるのは複数人の男たちと、羽は交がい締めにされているシャルロットだ。




ＧＭ：皆さんは無事にシャルロットの後うしろ姿すがたを見つけました。場所は、人気のない道です。彼女は盗とう賊ぞくたちに取り囲まれ、羽交い締めにされています。

ルーチェ：ああっ、ゴロツキに絡からまれてますよ！

ＧＭ：シャルロットは羽交い締めにされながらも、「返してください！」と、必死に腕うでを伸のばしていますね。彼女の視し線せんの先には、盗賊のひとりに奪うばわれた、彼女の鞄かばんがあります。

ユファ：まあ、許ゆるせないわ！　盗賊に向かって言います！　「あなたたち、おやめなさい！」

ＧＭ：鋭するどい、凜りんとした声がその場に響ひびき、シャルロットと盗賊たちが、ユファちゃんの方へと振り向きますよ。

ユファ：盗賊たちを睨にらみつけてさらに言います。「か弱い女子ひとりを、よってたかっていじめるなど……殿との方がたの風かざ上かみにもおけない人たちですわね！」

ＧＭ：突とつ然ぜんの乱入者──しかも、それがまだ子どもだということに気づいて、盗賊たちは怪け訝げんそうにしています。「なんだ、お前ら？」

ユファ：残念ね、あいにくと私、卑ひ劣れつ漢かんに名乗る名前は持ち合わせていませんの！　あなたたち、お仕置きしてあげてもよくってよ！（一同爆笑）




　ユファちゃんの堂々たる宣言。

　しかし、対する盗賊はというと……。




ＧＭ：彼らは厄やつ介かい事ごとはごめんだとばかりに、いきなり背中を見せて走り出します。

ユファ：えっ……。に、逃げるんですのーっ!?（一同笑）

[image: ]

ＧＭ：金目のものは盗ったので、戦っても面めん倒どうなだけだと判断したようです。シャルロットの鞄を奪ったまま、彼らは脱だつ兎とのごとく逃げます。

ユファ：ま、待ちなさいっ！　それは置いて行きなさい！　大切なものなのよ!?

パル：ちっ、逃がすか！　全速力で追いかけ──

ＧＭ：パルくんが追いかけようとしたところで、シャルロットを羽交い締めにしていた男が動きますよ！　彼は勢いよく、パルくんめがけて、シャルロットを突き飛ばします！

ユーキリス：わわっ！　あ、危ないドラ！

ルーチェ：パルさん、シャルロット先輩を！

パル：ちっ、しょうがねえな！　押おされてスッ転びそうになってる先輩を、足元に滑り込んでキャッチだ。

ＧＭ：おっ、かっこいいですね～。

パル：だけど、完全に支えきれなくて、むぎゅっと潰つぶれる（笑）。

ＧＭ：……かっこ悪いですね～（一同笑）。

ユファ：ふたりに駆かけ寄よって言います。「先輩、タマちゃん！　ふたりとも大丈夫ですの!?」

パル：俺は大丈夫だ。

ＧＭ：シャルロットは状じよう況きように思考が追いついていないのか、呆ぼう然ぜんとしてしまっています。

ルーチェ：傷きずは？　もしあれば、回かい復ふく魔ま法ほうをかけますけど。

ＧＭ：ちょっとすり傷とかがありますけど、大したことはないですね。先ほど転びそうになったときも、パルくんが助けてくれましたし。

ユーキリス：よかったドラ。……あっ、盗賊たちはどうなったドラか？

ＧＭ：すでに走り去ってしまっています。今すぐ追いかけるのは無理そうですね。

ユーキリス：残念ドラ。

ルーチェ：とりあえずは、シャルロット先輩が無事だっただけでもよしとしましょう。様子をうかがいながら声をかけますよ。大丈夫ですか、シャルロット先輩？

ユーキリス：怪我とかしてないドラ？

ユファ：服が汚よごれてしまってますわ。あとでクリーニングに出さないと……。

パル：おーい、俺の心配もしてくれよー。先輩の下で土つち埃ぼこりにまみれてるぜ？

ユファ：あっ！　ごめんタマちゃん、すっかり忘わすれてたわ！（一同笑）

パル：……へっ。いいんだ。気にしてねえさ。……よよよ（一同笑）。

ユーキリス：けっこう気にしてるドラ（笑）。

パル：とまあ冗じよう談だんは置いておいて、けっきょくシャルロット先輩は問題なさそうかい？

ＧＭ：「え、ええ……。わたくしは大丈夫ですけれども、鞄が……」と、シャルロットは意い気き消しよう沈ちんしています。

ユファ：鞄？　もしかして、あの中にピィ姉様のペンダントが？

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、シャルロットは顔をおおって、わっと泣き出してしまいます。「わたくし、大変なことをしてしまった！　まさか、こんなことになるなんて！」

ユーキリス：な、泣き出しちゃったドラよ。

ルーチェ：どうなぐさめたらいいものか。彼女にとって、ピアニィ先輩はとても大切な人です。彼女のペンダントを奪われたショックたるや、かなりのものでしょうし……。

パル：まいったぜ。泣いてる女は苦手だ。

ユファ：でしたら、私が近づいて、「このお馬ば鹿かーっ!!」って怒おこります！

ＧＭ：「き、きゃあっ！」いきなりの大声に驚おどろいて、シャルロットは思わず顔を上げます。

ユファ：なんで初めから言ってくださらなかったの！　私にでも話してくださったら、力になれたかもしれないですのに！

ＧＭ：「だ、だって……。わたくしひとりで十分だと思ったんですもの！　それに、誰かに手伝ってもらうなんて……そんな恥はずかしいこと、今いま更さらできません！」

ユファ：一度深呼吸をしてから、ゆっくりと言います。「あなたの気持ちは……分からなくもないですわ」




　そうだ。自分の想いを誰かに伝えると言うことは、とても大変で、勇気のいること。

　ユファにはそれが分かる。

　何故なぜなら彼女もまた、その勇気が持てずに、ひとりだったから……。




ユファ：でも、想いを口にしなければ何も伝わらないし、何も変わらないんです！

ユーキリス：ユファさん……。

ＧＭ：シャルロットは微かすかに震ふるえながら、ユファちゃんの言葉を黙だまって聞いています。

ユファ：あなたの身に何かあったら、あなたのお友達が心配するでしょう！

ＧＭ：〝友達〟というひと言で、シャルロットは弾はじかれたように叫びます。「あなたに……わたくしの何が分かるんです!?　わたくしのことなんか心配する人なんて誰もいません！」

ユファ：むーっ！　この分からず屋！

ルーチェ：この人、全然、クラスメイトの気持ちに気づいてないんですねぇ。

ユファ：これは……あれかなぁ。バッシーンってしちゃってもいいかなぁ？（平手打ちの仕草をする）

ユーキリス：ぶ、ぶつドラか？

ユファ：私の性格的に、思わず手が出ちゃうと思うから……。だって、ルーチェちゃんの言うとおりじゃない？

パル：そりゃあ、まあ、そーなんだが。

ユファ：なので、彼女の頬をペチンと平手打ちする！




　その時、乾かわいた音がひとつ鳴なり響ひびいた。

　その場にいた全員が、驚きの表情でユファのことを見ている。

　今、彼女はシャルロットの頬ほおを───




ＧＭ：叩たたかれた頬に手を当てて、シャルロットは驚き、呆然としますが、すぐにキッとユファちゃんを睨みます。「い、痛いじゃないですか！　いきなり何をするんですか！」

ユファ：あなたこそ何も分かってないわ！

ＧＭ：「わたくしが、わかってない……？」

ユファ：そうよっ。あなたは気づいていないだけ。周りのみんなが、あなたのことを支ささえている。あなたのことを考えて、受け入れてくれてるのが分からないの？

ＧＭ：「あっ……」

ユファ：いい加か減げん意地を張はるのはおやめなさい！

ＧＭ：そうすると、シャルロットは何も言えないです。「でも、わたくしは……」と呟いて、あとは黙だまり込こんでしまいます。

ユファ：もう、本当に頑がん固こね！

ユーキリス：まあまあ。ユファさん、落ち着くドラ～。

パル：そうだそうだ。ケンカはよくねぇぜ。

ユファ：け、ケンカじゃないわよっ！　私は分からず屋な女の子にお説教してるのっ！

ルーチェ：そうですね。昔むかしの自分を見てるみたいで、黙ってられなかったんですよね（笑）。

ユファ：ル、ルーチェちゃん!?（急にそわそわしだして）いきなりそんなこと……言わないでよ～（一同笑）。

ＧＭ：可愛かわいい（笑）。ルーチェちゃんの言葉に、シャルロットが反応しますね。「わたくしと、似にてる……ですか？」

ルーチェ：ええ。あなたとユファさんはとっても似てます。実はユファさんも、ちょっと前まではさんざん人付き合いで悩なやんでたんですよ（笑）。

ユーキリス：ルーチェさん、それは言わない約束ドラ～。

パル：でも、事実だからなぁ（にやり）。

ユファ：やだ、ちょっと、みんな！　恥ずかしいじゃない！　やめてやめてー！（一同笑）

ルーチェ：いいえ、ここはちゃんと伝えておくべきですよ。シャルロット先輩、クラスメイトの皆さんは、あなたのことをきっと心配してるはずですよ。

ユーキリス：僕ら、シャルロット先輩を追う途中で、あなたの教室に寄ったドラよ。

ＧＭ：「わたくしのクラスに……？」

ユーキリス：こくりと頷きますよ。みんな、先輩のことを気にかけてたドラ。あと、心配だって。素す直なおじゃないから、いつも無理して大丈夫かなって。

パル：まったくよ……。気づいてねえのは本人だけだ。あんた、相当に幸せなヤツだぜ？

ＧＭ：「……わたくしは──」彼女は一度うつむいてから、そっと顔を上げて、皆さんのことを見回します。ルーチェちゃん、ユーキリスくん、パルくん。そして、ユファちゃん。

ユファ：あなたはもっと素直になるべきよ。意地なんか張はってても……いいことなんてひとつもないんだから。

ＧＭ：「でも、わたくしは今までずっとひとりでやってきて……。だから、どうしたらいいのか……：」

パル：そんなややこしく考えるなって！　簡かん単たんさ。まずは、ユファと友達になりゃいいんだ。分かりにくいかもしんねえけど、こいつはあんたと友達になりたいって言ってるんだよ！

ユファ：やだっ！　こら、タマちゃん！　馬鹿っ！

パル：そんな照れるなよ。本当のことだろうが。まったく、お前も相当に素直じゃねえぜ。

ＧＭ：さすがにシャルロットもきょとんとします。「わたくしと、お友達に……？」

ユファ：もう、仕方ないわね。ズバリ言われちゃった。じゃあ私も真まっ赤かになって……「そ、そうよ。私だって勇気を出して言ってあげますわ。これからは私が一いつ緒しよにいてあげるから、あなたもひとりで勝手な行動はしないことね！」

ＧＭ：「えっと、そ、それってつまり……」シャルロットは混こん乱らんしているようです。

ユーキリス：ユファさん、ここははっきり言ってあげないといけないドラ。

ユファ：し、仕方ないわね。うう……。




　みんなの視線が集まる中、ユファは深呼吸を一回。

　心に勇気を、言葉に想いを乗せて。

　彼女は──告つげる。




ユファ：お友達になってあげるって、言ってあげてもよくってよ！

一同：おおー！（パチパチパチ）

ユファ：あー、恥ずかしい！（笑）　それで……答えをいただけるかしら？

ＧＭ：すると、シャルロットはぷいっとそっぽを向いて。「し、仕方ありませんね！　そこまで言うんだったら……お、お友達になってあげてもかまいませんよ！」（一同笑）

ユーキリス：ようやくまとまったドラね（笑）。

ルーチェ：おふたりとも素直じゃないんですから（笑）。

パル：難なん儀ぎな奴らだよな、まったく（笑）。

ユファ：そこ、くすくす笑わないの！（一同笑）

ＧＭ：暖かな雰ふん囲い気きに、シャルロットも自然と微笑ほほえみます。「どうしてもというなら、助けられてあげてもいいですよ。もちろん無む償しようで」と胸むねを張って答えたあと、小さな声で「それが、お友達……というものですものね？」とユファちゃんに尋たずねてきます。

ユファ：若じやつ干かん間ま違ちがってる気もするんだけど……今はそれでよしとしましょう（笑）。

ＧＭ：そうですね（笑）。




　素直になれないふたりの少女が、やがて照れくさそうに微笑みあう。

　ふたりは、晴れて〝お友達〟になったのだ。







◆Middle 06◆奪うばわれたペンダント




　意い地じっ張ぱりなふたりに奇き妙みような友ゆう情じようが芽生えた。

　あとはペンダントを取とり戻もどすだけ。しかし、盗とう賊ぞくはどこへ行ったのか？

　困こまる四人に、シャルロットが先せん輩ぱいらしくアドバイスをくれた。それは……。




ＧＭ：では次のシーンです。先ほどのシーンの直後になりますので、皆さん、全員登場してくださいね。

一同：はーい。

ルーチェ：とりあえず、さっきの怪しい連中、追いかけないといけませんね。

ユファ：大切なペンダントが入った鞄かばんを奪うばわれたままだものね。

ユーキリス：何とか、盗賊たちの行方ゆくえが探れないドラかね？

ＧＭ：では皆さん、ここで難なん易い度ど15の【知力】の判はん定ていをしていただけますか。

ルーチェ：うっ！　そ、それは厳きびしいですね。でもユファさんがいるから大丈夫かも？

ユファ：実は私もきついのよね。《マジックブレス》使用のために、フェイトを温存しないといけないので。フェイトなしで、難易度15は、なかなか……。

パル：俺おれも無理っぽいな。【知力】２だ。

ユーキリス：僕ぼくも同じようなものドラ。

ルーチェ：一いち応おうフェイトを入れれば、どうにかなりそうではありますが……。とりあえず、皆さん振るだけ振っていただけますか。

パル：分かった。そんじゃー、一番手いくぜ。（ダイスを振る）……ダメ！　達成値10で失敗だぁーっ。

ユファ：次は私っ。（ダイスを振る）残念、達成値13で失敗だわ。

ユーキリス：えーいっ（ダイスを振る）……僕も失敗ドラよー。

ルーチェ：では、がんばらせてもらいますよ！　フェイトを２点使って……それっ！（ダイスを振る）ほっ、よかった。大丈夫ですね。出目14で、達成値は18。成功ですよ。

ユファ：やったわ、ルーチェちゃん！

ＧＭ：やりますね。では、ルーチェちゃんは、この付近には川が多くて、船着き場が設もうけられてることを思い出します。

ルーチェ：（ピンッときて）なるほど、そういうことですか。皆さん、この先に船着き場があります。恐おそらく、盗賊たちは船で逃にげるつもりですよ！

ＧＭ：ルーチェちゃんの推測を、シャルロットが補ほ足そくします。「この先の川を下れば、国外に出ることはたやすいのです。そうなったら、追うのは大変ですわ！」

ユファ：なんですって！　こうしてはいられません。早く追いかけなくちゃ！

ユーキリス：でも、今から追いつけるのかな……。普ふ通つうに追いかけても、とても間に合うとは思えないドラよ？

ＧＭ：そこはシャルロットが胸を張って言います。「安心してください！　あなたたちよりも長く学園にいるこのわたくしなら、やつらも知らない抜ぬけ道みちを知っていますわ！」

パル：抜け道か！

ＧＭ：そうです。シャルロットは抜け道を三つ提てい示じしてくれます。内容はこんな感じですね。




・危き険けんはないが迷まよいやすい森（【感かん知ち】判定）

・街道沿いをまっすぐ行く道（【筋きん力りよく】判定）

・とっても怖こわい、ブルドッグが住んでる屋や敷しきの庭（【敏びん捷しよう】判定）




ＧＭ：以上、この三つのルートが、シャルロットの知る抜け道です。ちなみに抜け道を通るためには、選せん択たくした道に設定されている能力値の判定に成功しないといけません。失敗すると、盗とう賊ぞくに追いつくのが難むずかしくなってしまいます。

ユファ：うーん、どれがいいのかしら？

ユーキリス：そうドラね～。

ルーチェ：選択基き準じゆんは、どの道だと判定が成功しやすいか、ですかね。

パル：よし、相談タイムだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。決まりましたら教えてくださーい。




　あれこれと話し合うことしばらく───。

　さて、決定した行き先は……？




一同：お屋敷で！

パル：面おも白しろそうだから！（一同笑）

ＧＭ：分かりました（笑）。

ルーチェ：しかし、盗賊を捕つかまえるためとはいえ、人の家に勝手に入っていいんですかね？

ユーキリス：そこはまあ、背せに腹はらはかえられないドラ～。

ルーチェ：とほほ。これもまた、神の試練と考えることにしましょう。

ＧＭ：屋敷までの地図をメモした紙片をユファに渡わたすと、シャルロットは神しん妙みような表情で言います。「気をつけてくださいな。あのお屋敷、とても恐おそろしいブルドッグを飼かってますの」

ユファ：わかりました、気をつけて通りますわ。

パル：ってか、自分でも通ってんのかよ!?（笑）真ま面じ目めな優等生だと思ってたぜ。

ＧＭ：ちょっとおてんばだった時期があるんですよ！（一同笑）

ルーチェ：きっと、「遅ち刻こく遅刻～！」と言いながら横切ったんでしょう（笑）。

ユファ：微笑ほほえましいかも（笑）。あっ、そうだわ。シャルロット先輩はどうします？

ＧＭ：「ご一いつ緒しよしたいところですが……足をくじいてしまったみたいです。残念ですが、これ以上はお手伝いできなさそうです」彼女の右足首が少し赤くなっていますね。

ルーチェ：さっき、盗賊ともみ合ったときにくじいたんですね。大丈夫ですか？

ＧＭ：「ええ。戦いはできませんが、歩くくらいでしたら造ぞう作さもありません」とうことで、痛みはあるものの移動には問題ないみたいです。

ユーキリス：ここを少し戻もどると、林りん檎ご園えんがありますドラ。そこの従じゆう業ぎよう員いんのおじいさんたちはいい人たちだから、あの人たちと一緒に学園に戻もどるといいドラよ。

パル：だな。ついでに、エルザ先生に報ほう告こくもしてもらおうぜ。こういうことは、ちゃんと大人に知らせといた方がいいだろ。

ＧＭ：「わかりました。確かに承うけたまわりましたわ」

パル：さて、それじゃあ盗賊どもを追いかけるとしようぜ。ここでペンダントを取とり戻もどさないと、『サガ無印』が大変なことになるからな！（一同笑）




　ピアニィ様のペンダントは〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟のひとつなのです。『サガ無印』ではそれを証あかしに、レイウォール王国の王位を継承することになるため、ここで盗ぬすまれると、歴史がすごいことになってしまうんですね。




ＧＭ：それでは、皆さんが出発しようとしたところで、シャルロットが声をかけてきます。「少しだけよいかしら？」

ユファ：何かしら？

ＧＭ：皆さんのことをじっと見て、彼女は恥はずかしそうにこんなことを言います。「もし、あなたたちが無事に盗賊を捕つかまえて学園に戻ってこられたら、わたくしが特別にお茶会に呼よんで差し上げますわ！」

ルーチェ：この期ごにおよんで、呼んで差し上げますわって（笑）。

ユーキリス：な、なんて素す直なおじゃないお人ドラ（笑）。

ＧＭ：今の彼女には、まだこれが精せい一いつ杯ぱいみたいですね（笑）。「わたくしの紅こう茶ちやはとてもおいしいんですから、絶ぜつ対たい飲みに来なさい。絶対ですわよ！」

ユファ：あら、光栄ですわ。それなら、私わたしもお菓か子しを作って持って行きますわ。私のお菓子、とってもおいしいんですのよ。

パル：俺はお菓子も紅茶も好きだから、きっちり呼ばれてやるぜ。

ルーチェ：ぜひ、ご一緒させていただきます！

ユーキリス：僕も楽しみにしてますドラ。

ＧＭ：「ご武運を。わたくしが応おう援えんを連れてくるまで、絶対に無事でいてください」そう言い残して、シャルロットは、皆さんが来た道を戻っていきます。

ユファ：さあ！　私たちも行きましょう！　改めて、ギルド名は……！

一同：〝ペンダントを取り返してあげてもよくってよ〟ーっ!!

ＧＭ：はい、了解しました（笑）。では、皆さんがシャルロットに教えてもらった屋敷の庭へと向かったところでシーン終しゆう了りようとなります。







◆Middle 07◆ブルドッグ？　に気をつけろ！




　森林の中にたたずむ屋敷。

　ずいぶん古いものらしく、塀へいのところどころに穴あなが開いている。

　四人はそこからこっそり庭へともぐりこむことにしたのだが……。




ＧＭ：しばらくして、皆さんはブルドッグちゃんが住んでいるという、お屋敷前にやってまいりました。門もん構がまえは立りつ派ぱで丈じよう夫ぶそうです。鍵かぎは内側からかけられていて開けることができなさそうですね。ただ、外がい壁へきの一部が壊こわれていて、そこから庭に入れるようです。

ユファ：ここがシャルロット先輩の言っていた抜け道ね。

パル：こっそり入はいって、とっとと突つっ切きっちまおうぜ。……ちなみに、庭に入った途と端たん、矢が飛んでくるとかねえよな？

ユーキリス：庭に入っただけでトラップ発動とか、殺意が高いドラ（笑）。

ＧＭ：いやいや、さすがにそこまでではありません（笑）。

ユファ：とりあえず、中の様子をうかがうわ。

ＧＭ：そうすると、庭の端はしに檻おりが置いてあるのが見えます。檻の扉とびらが開いていて、中から鎖くさりが伸のびてます。その鎖は、檻の近くに打ち込まれた杭くいに巻まきつけられていますね。

ユファ：犬小屋かしら？　典型的ねぇ。

ＧＭ：なお、小屋のプレートには〝ブルドッグちゃん〟と書かれていますが……。

パル：ブルドッグちゃんだぁ？　おいおい、ブルドッグってペットの名前なのか？　種類じゃなくて。

ユーキリス：あ～、なんだか嫌いやな予感がしてきたドラよ（笑）。

ルーチェ：奇き遇ぐうですね。実は私もです。

ユファ：……ＧＭ、檻の中に何がいるか確かく認にんできません？

ＧＭ：周囲には特に遮しや蔽へい物ぶつはないですし、できますよ。

ユーキリス：そーっと、檻の中の様子をうかがうドラよ。

ＧＭ：分かりました。すると、そこに見えるものは──




　檻の中にいる〝それ〟は、かなりの巨きよ体たいだった。

　全身を覆おおうのは爬は虫ちゆう類るいのものに似た赤い鱗。

　口からは硫い黄おうのような刺し激げき臭しゆうを漂ただよわせている。

　そう、〝それ〟の正体は──。




ルーチェ：ド、ドラゴンだ───っ！（一同爆笑）

ＧＭ：はい、ご名答です～（笑）。というわけで、屋敷の庭では、ドラゴンが気持ちよさそうに寝ねています。

一同：おーいっ！（笑）

ユーキリス：ドラゴンの名前が〝ブルドッグ〟だなんて、ひどい冗じよう談だんドラ（笑）。

ユファ：さすがにこれは……困ったわ（笑）。

ユーキリス：以前の経けい験けんから考えると、あれは幻げん影えいかもしれないドラ。うーん、でも……。

ＧＭ：檻の中から流れてくる吐と息いきの音と、硫黄の匂においが混じった風。なにより、周囲に放たれる重圧感がすごいですね。どう見ても幻影ではないです。

ユーキリス：で、ですよねー（笑）。

ルーチェ：よりにもよってドラゴンとは……。神よ！　この試練はあんまりです！（笑）

パル：ともかく、もう今いま更さら引き返せねぇ。ペンダントに追いつくためにはな！　なに、寝てるから大だい丈じよう夫ぶだって！　たぶん！　恐らく……きっと──（一同笑）。

ルーチェ：逆に不安になってきたんですが（笑）。

ユファ：でも、タマちゃんの言うことも間違ってないわ。戻ってる時間がない以上、進むしかないわ。気がつかれないようにいきましょう。

ＧＭ：では、庭に足を踏ふみ入れようとしたところで、皆さんは気づきます。

ユーキリス：ドラ？

ＧＭ：ブルドッグちゃんと書かれた小屋の奥おく側に、塀へいの壁かべに穴あなが開いていて、通とおり抜ぬけられそうな場所があります。

パル：おお、お約やく束そくだぜ。

ユファ：でも、ここを通る人っているのかしら……。

ルーチェ：シャルロット先輩は通っていたみたいですが（笑）。

ユファ：シャルロット先輩は、どうしてこんな道を通ろうと思ったのかしらね（笑）。

ユーキリス：昔むかしはおてんばだったからって言ってたけど、これはもう、そういうレベルで何とかなるものじゃないドラ！（笑）

ＧＭ：いろいろと思うことはあると思いますけど、ゆっくりしてる時間はないですよ？

ユファ：そうですね……。よし、行きますわ！

ＧＭ：では、判定をしてもらいますよ。ここを通るためには、ブルドッグちゃんのそばを素す早ばやく通り抜けないといけません。難易度12の【敏捷】判定をしていただきます！

ルーチェ：それは誰かひとりでも成功すればいいんですか？

ＧＭ：いえ、誰かひとりでも失敗すると、ドラゴンが目を覚まして、ブレスを吐いてきたりしちゃいます。うふふ。

ユファ：やめてーっ!?

パル：誰だよ、ここが面白そうだとか言ったのはっ！（一同爆笑）




　あなたです。




パル：しかしまぁ、俺は【敏捷】高いからいいけど（ちらりと他の三人を見る）。

ユファ：私は２Ｄで出目９以上でないとダメね。フェイトなしだと厳しいわ。でも、《マジックブレス》でフェイトを２点消費しちゃうことを考えると……！

パル：とりあえず、俺が先せん陣じんを切るぜ。おりゃ！（ダイスを振る）




　ユファちゃんが悩なやんでいる間に、まずはパルくんが普通にダイスを振って無事に成功。

　さらに、ユーキリスくんとルーチェちゃんも、素振りでクリアに成功します。




ユファ：みんな、いつの間にか先に行ってる!?　きゅ、究極のピンチだわ！

ユーキリス：がんばるドラ、ユファさん！

パル：ちなみに、誰かひとりでも失敗したら、ブレスらしいぞ（笑）。

ＧＭ：（にこにこしている）

ユファ：（素に戻って）やだぁ～、明あき澄すみちゃん怖いよぅ～！

ＧＭ：そんなことないですよ～（笑）。

ユーキリス：立場が逆ぎやく転てんしましたね（笑）。

ユファ：あとで見てろー！（笑）

ＧＭ：ご、ごめんなさい、調子に乗っていました！　でも今はＧＭをやってるから仕方がないんですーっ！（一同笑）

パル：俺はさっさと先にいくぜ。一瞬で庭を通り抜けて、向こう側の穴で手を振ってる。

ルーチェ：私もそれに続いて、穴にたどり着きます。（小声で）「ユファさーん、早く、こっち、こっちですー」

ユーキリス：思い切ってくるドラよ～。

ユファ：うーん……！　他のみんなが成功してるのに、私のせいで迷めい惑わくはかけられないわね。ここはフェイトを１点使っておくわ！

ＧＭ：了解しました。では、どうぞー。

ユファ：えーい！（ダイスを振る）やった！　出目12で成功です！

一同：よかったー！

ＧＭ：お見事です。では、皆さんは無事に、眠ねむるドラゴンの傍かたわらを通とおり抜ぬけることができました。

パル：これで一安心だな。

ユーキリス：そういえば、ブレスってどれくらいのダメージだったドラか？

ＧＭ：６Ｄの〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージが、皆さんに襲おそい掛かかることになってました。

ユーキリス：よ、よかったドラ！　当たらなくて本当によかったドラ！

ルーチェ：それを受けてたら、けっこうな被ひ害がいでしたね。

ユファ：ほ、本当によかったわ……（笑）。

ＧＭ：というわけで、皆さんが庭の穴を通り抜けますと、川のせせらぎが近くに聞こえてきます。ここを通ったからには、きっとすぐ追いつけるでしょう。

ルーチェ：急ぎましょう、ここからなら追いつけるはずです！

パル：よっしゃー！　おりゃぁああああっ！（←と走り出す）

ユファ：急いであげてもよくってよ！

ユーキリス：みんな～、早いドラ～。

パル：俺は真っ先に走っていく！　そして川に飛とび込こむ、どぼーん！

一同：だ、だめだー!!（笑）

ユファ：タマちゃーん！　そこはプールよ、プールっ！（笑）

パル：し、しまったぁー!!　助けてくれぇー！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：えー……オチもついたところで、シーンを終了いたします（笑）。







◆Middle 08◆いよいよ追おい詰つめた




　お屋敷を抜ぬけると、川のせせらぎが聞こえてきた。

　それに重なる盗賊たちの野卑な声。

　追いかけてきた四人は視し線せんを交わしあい、頷いた。




ＧＭ：はい、ではミドルフェイズ最後のシーンになります。というわけで、皆さんが屋敷の庭を抜ぬけますと、川のせせらぎがすぐ近くから聞こえます。

ユファ：きっとあそこにいるはずよ。急ぎましょう！

ＧＭ：川のほうへ行きますと、船着き場が見えます。そして予想通り、船に乗のり込こむ直前の盗賊たちがいます。

ルーチェ：あっ！　いました、あそこにいます！

パル：んで、「さあ、こいつを積つみ込こめー」とか言いながら、千せん両りよう箱ばこを船に積んでるんだよ（一同笑）。

ユーキリス：まるで時代劇ドラ（笑）。

パル：よし、行くぜー！

ユファ：思い切り声を張り上げますわ。あなたたち、お待ちなさーい！

ＧＭ：おっ、そうしますと「あん？」と見た後に、「げっ！　お前らは!?」と驚おどろきます。さすがに追ってくるとは思わなかったようですね。

ユファ：天に代わって、お仕置きしてあげてもよくってよ！（一同笑）

ＧＭ：「馬ば鹿かな！　追いつかれただと!?」本当にびっくりしているようですね。

パル：いいか、聞けよ盗賊どもっ！　お前らを追いかけるためになあ、こっちはとんでもねー危き険けんを冒おかしたんだぞぉ！　いいか、ドラゴンだったんだぞ、ブルドッグじゃなかったんだぞぉーっ!!（一同爆笑）

ユファ：思いつく限りの文もん句くを言ってあげるわ！（笑）

ルーチェ：神の試練が厳きびしくて、ちょっと心が折れそうだったんですっ。

ユーキリス：ぜーんぶあんたたちのせいドラーっ。

ＧＭ：皆さんの気き迫はくに、盗賊たちは押おされています（笑）。

ユファ：ふう……よし！　さあ、その鞄を返しなさーいっ！

ＧＭ：じゃあそうするとですね───

ルーチェ：（盗賊Ａ）「けっ！　そうはいくかよぉっ！」

ユーキリス：（盗賊Ｂ）「てめぇら！　やっちまえー！」




　おふたりとも、相変わらず生き生きと小悪党を演えん出しゆつしてくださいます。




ＧＭ：盗賊の演出、ありがとうございます（笑）。「ここで奪われてたまるかよ！」と、盗賊たちは次々と戦せん闘とう態たい勢せいを取っていきます。

ユファ：私たちと戦おうというの？　いい覚かく悟ごね！

ＧＭ：「ぐ、こ、こいつ……ガキのくせに……！」

ユファ：いいわ。あなたたちと戦ってあげてもよくってよ!!

ＧＭ：おお、すばらしい切り返しです。

パル：ナイス挑発だよな。大人が、ユファみたいな小娘に言われたら頭に血が上るだろう。

ユーキリス：これは確たしかに、逃げる気にならないドラね。

ＧＭ：ええ、その通りですね。「ガキのくせに生意気だ！　やっちまえー！」

ユファ：私の大切なお友達をいじめたこと、後悔させて上げますわ！　みんな、いきますわよ！

一同：おう！

パル：（指をポキポキ鳴らしながら）任せな！

ＧＭ：「できるもんならやってみやがれぇぇぇっ！」と、盗賊たちが襲おそい掛かかってきたところでクライマックスに移うつりたいと思います！

ユファ：よくってよ！　さあ、きなさーい！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆川かわ辺べでの戦い




　ペンダントの入った鞄かばんを強ごう奪だつした盗とう賊ぞくを、川辺まで追いかけてきたユファたち。

　盗賊たちは武器を手に、凶悪な笑みを浮かべている。

　ユファたちが子どもだからと手加減する様子はない。

　それでも、ピアニィの大事なペンダントを渡わたすわけにはいかないのだ。




ＧＭ：では、クライマックスです。盗賊たちは、カタナや弓を構え、あなたたちに敵意を向けてきます。……やり口はせこいですが、腕は立ちそうですよ。

ユファ：望むところですわ！

ＧＭ：では、配置を説明します。まず、カタナ使いの盗賊が壁役として立ちはだかります。皆さんのエンゲージとの距離は一〇メートルほど。

ルーチェ：ふむ。それなりに手強そうですね。

ＧＭ：その後ろには、弓を装備した盗賊のモブが三グループ、そして首領格と思しき男が杖を持って立っています。

ユーキリス：杖……まさかメイジドラか？

ルーチェ：シャルロット先輩の鞄を持ってるのも彼ですかね？

ＧＭ：はい、そのとおりです。ショルダーベルトを使って、肩かたに引っかけてますから、目で確かく認にんできますね。

ユファ：なるほど、わかりましたわ。親分も子分も、みんなまとめて叩きのめして差し上げますわ。

ＧＭ：いい意気込みですね！　それでは戦闘ラウンドを開始しましょう！




●第１ラウンド

ＧＭ：まず最初に、今回の戦闘には相手を全ぜん滅めつさせる以外に勝利条件が複ふく数すうあるので、それを説明しておきますね。

ルーチェ：お、何でしょう。

ＧＭ：今回の戦闘の勝利条件は、次のふたつになります。




▼敵の全滅

　すべての敵てきを倒した場合、ＰＣ側の勝利となる。

▼３ラウンド経過

　３ラウンド目のクリンナッププロセスまで、ＰＣがひとりも戦闘不能にならず、生き残ることができていれば、シャルロットがエルザ先生を連れて登場する。その時点でエネミーはエルザ先生によって全員逮たい捕ほされ、ＰＣ側の勝利となる。




パル：へへぇ。敵を倒せなくても３ラウンド耐たえ切れれば勝ちってことか。

ＧＭ：はい。その場合、盗賊たちが逮たい捕ほされた後、ペンダントを回かい収しゆうできます。ただ、敵をより多く倒した方が、取得できる成長点が高くなるので、がんばってみてください。

ユーキリス：逮捕されたのは、成長点に換算されないドラか。

ユファ：なら、倒した方がお得ね。それに、シャルロット先輩を襲ったり、ピィ姉様のペンダントを奪ったりした連中ですもの。きっちりお仕置きしてあげなくちゃ！

ルーチェ：これこそ神の試練です。がんばりましょう！

ＧＭ：では、改めて戦闘を開始します。現在の【行こう動どう値ち】の状じよう況きようは、こんな感じですね。




行動値

カタナ盗賊　　　　　　　　17

パル　　　　　　　　　　　12

杖盗賊　　　　　　　　　　９

ユーキリス　　　　　　　　８

ユファ　　　　　　　　　　７

弓盗賊（モブ）Ａ、Ｂ、Ｃ　７

ルーチェ　　　　　　　　　６
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ＧＭ：というわけでセットアップ！　ギルドスキル《疾しつ風ぷう怒ど濤とう》を使います。これによって、敵全員が、このタイミングでメインプロセスを行ないますよ！

一同：なんだってー！

ユファ：いきなり仕掛けてきたわねっ！

ユーキリス：一いつ斉せい攻こう撃げきとは、ちょっとやばそうドラ。みんな、気をつけるドラよ！

ＧＭ：最初はカタナ盗賊の行動です。ちなみに、頭に狼おおかみの耳を生はやしていて、ヴァーナの狼族だと分かりますね。

パル：同じヴァーナ族か。来な！　猫ねこ耳みみの誇ほこりにかけて、犬耳野郎なんかには負けねえぜ！

ＧＭ：「ふんっ、ガキがいつまで粋いきがっていられるかな！」カタナ盗賊が吼ほえて、一気に間合いを詰つめてきますよ。

パル：ぬっ!?

ＧＭ：マイナーアクションで《ダッシュアタック》を使用して皆さんとエンゲージし、さらに《ゲイルスラッシュ》も使用します。

ユファ：こいつ、上級クラスですわぁぁぁっ！（悲鳴）




　この《ダッシュアタック》は、シーフの上じよう級きゆうクラスであるエクスプローラーのスキルです。移動しつつさらにマイナーアクションのスキルを使用できるというすごい技わざなのです。

　そして《ゲイルスラッシュ》は、メインプロセスで行なう攻撃の対象を範はん囲い（選せん択たく）にするスキル。カタナ盗賊は、いきなりエンゲージしてＰＣ全員を攻撃してくるわけです。




ＧＭ：メジャーアクションでは《ハリケーンブロウ》を使います。１点でもＨＰダメージを与あたえた場合、そのキャラクターを五メートル移動させることができますよ。

ルーチェ：初手で範囲攻撃とは厳きびしい。しかも、《ハリケーンブロウ》でエンゲージを切り分けられたら、パルさんの《カバーリング》が一時的に役に立たなくなってしまいます。

ユーキリス：《インタラプト》しておくドラ？

パル：攻撃も止められるし、やる価値はあるな。

ユファ：そうね……。ユーキリス、《インタラプト》してもよくってよ！

ユーキリス：了りよう解かいドラ！《ハリケーンブロウ》を《インタラプト》！

ＧＭ：ふふっ、そうくると思ってました！　ユーキリスくんの《インタラプト》を、カタナ盗賊がさらに《インタラプト》です！

ユーキリス：がーん！　打ち消しを打ち消されたドラー！　手に持ってるフライパンを投げて、カタナ盗賊の邪じや魔まをしようとしたけど……。

ＧＭ：相手は手に持った刀を一いつ閃せん。いとも簡かん単たんに弾はじき返してしまいます。というわけで、命中判定にいきます。それっ！（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ちは21です！

ユファ：高い！　よけられないよ～！　（ダイスを振る）……駄だ目め、失敗！

ルーチェ：これは……（ダイスを振る）うにゅう、わたしも無理です。

ユーキリス：さすがに高いドラ……。（ダイスを振る）同じく回かい避ひ失敗ドラ～。

パル：俺は何とか……（ダイスを振ふる）げっ！　出目が低いぜ……。んー、フェイトを使って振り直す！　（ダイスを振る）……よし、今度は出目がいい。達成値26で回避だ！

ＧＭ：むう。カタナ盗賊の振るった一いち撃げきが、うなりをあげて皆さんを吹き飛ばしますが、パルくんだけはひらりと身をよじって回避します。

パル：その直後、ルーチェの前に立ってかばうぜ。ルーチェを《カバーリング》だ。前ぜん衛えいだし、この場に残れれば、相手の動きも阻そ害がいできて一石二鳥だぜ。

ルーチェ：ありがとうございます！

ＧＭ：では、ダメージいきまーす。（ダイスを振る）……うっ、あまり出目がよくない。ダメージは42点の物理ですね。「おら、これでおとなしくしてるんだな！」

パル：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を引いて、31点抜ぬけだな。

ユーキリス：防ぼう具ぐと《ドラゴンフォーム》分で13点弾はじいて、29点受けたドラ。

ルーチェ：ユファさんに《プロテクション》！　（ダイスを振る）11点軽けい減げんしてください。

ユファ：ありがとう、ルーチェちゃん！　防具と合わせて16点防ふせいで、ダメージは26点ね。

ＧＭ：それでは、ルーチェちゃん以外の皆さんには、五メートル後こう退たいしていただきましょう。これでユファちゃんの魔術用コンボスキルは、移動しないと杖盗賊には届とどきません。

ユファ：うわー、やだー！　やめてよー！

ＧＭ：へっへっへ、聞けませんなあ。これでカタナ盗賊の行動は終しゆう了りようです。次は杖盗賊の行動になりますね。こちらはヒューリンの男ですね。

ユファ：さっきのカタナ盗賊がエクスプローラーだったし、こいつもたぶん、上級クラスよね。こっち４レベルなのにひどいわ！（笑）

ＧＭ：４レベルで《フロストプリズム》を撃つあなたに言われたくないです（一同笑）。

ユーキリス：……これ、どう見てもただの盗賊じゃないドラよ。上級クラスみたいだし、どっかの政せい府ふの工作員とかじゃないドラか？

ＧＭ：さて、どうでしょうか。杖盗賊はその疑問に答えてはくれません。代わりに魔ま法ほうの詠えい唱しようを開始します。対象は、弓盗賊三体。

ルーチェ：むっ、味方の強化ですか。

ＧＭ：《マジックブラスト》からの《ダブルキャスト》で、《ホーリーウェポン》《ブレッシング》を使用します。判定とダメージにボーナスを与えます。ちなみに後者の射程は《グローリー》で延長。

ユファ：ふんっ、来るなら来なさい。相手をしてあげてもよくってよ！

ＧＭ：ふふふ。では、魔ま術じゆつ判はん定ていいきます！

一同：ファーンブル！　ファーンブル！（笑）

ＧＭ：ちょっ、やめてくださいよ～！　本当に出ちゃいそうだからーっ！（ダイスを振る）……《ホーリーウェポン》は成功、次は《ブレッシング》……（さらにダイスを振る）……って、危ない！　出目１と５！　ふう、危うくファンブルするところでしたよっ！

ユファ：ざんねーん。

ＧＭ：杖盗賊の放った魔力が、弓盗賊たちの身体からだと武器に宿やどります。これでこのラウンドの間、あらゆる判定のダイスが＋１個。さらに攻撃力が＋15されます！

パル：次は弓盗賊三体か。支し援えんも受けてるし、厄やつ介かいそうだな。




　続く弓盗賊三体は、それぞれがマイナーアクションで《パワーブレイク》、メジャーアクションで《ホークアイ》を使用して、次々と攻撃を仕し掛かけます。

　最初に攻撃を受けたルーチェちゃんは、24点のダメージ。転てん倒とうこそ受けますが、パルくんの《カバーリング》のおかげでまだ無む傷きずだったこともあって、何とか攻撃に耐たえます。

　続くユファちゃんへの攻撃も命中。そしてそのダメージは──




ＧＭ：51点の物理ダメージですね。

ユファ：私、【ＨＰ】26点しかないわっ！【物理防御力】は５点しかないので、あと20点軽減しないと耐えられない！

ルーチェ：これは、《蘇そ生せい》か《ガーディアン》じゃないと駄目ですね。厳きびしいです……。

ユーキリス：なら、《蘇生》を切ったほうがよさそうドラ。みんなもダメージを受けてるし、次に攻撃を受ける僕も、たぶんそれで耐えられるドラよ。

ユファ：わかったわ。《蘇生》を使ってあげてもよくってよ！

ＧＭ：では、暖かな光が皆さんの身体を包み込んだかと思うと、今まで受けた傷が見る間に治っていきます。全員、【ＨＰ】が全ぜん快かいしますよ。

ルーチェ：そしてユファさんに《プロテクション》！　（ダイスを振る）16点軽減です！

ユファ：それなら……！（計算して）うん、３点残ったわ。でも、転倒しちゃうのよね。

ルーチェ：よかった。危ないところでした。

ＧＭ：「ちっ！　しつこいガキどもめ！」と、ユファちゃんに矢を放った弓盗賊Ｂが忌いま々いましそうに言います。

ユファ：まだまだ！　ペンダントは絶対に返してもらうわ！

ＧＭ：では、最後は弓盗賊Ｃがユーキリスくんに攻撃！　えーいっ！（ダイスを振る）ふっ……やった、クリティカル！

一同：なにーっ!?

ユーキリス：これは、いかんドラーっ！　回避は……（ダイスを振る）無理だーっ！

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）59点の物理ダメージです！　一際鋭するどく放たれた矢が、ユーキリスくんに迫ります！

ユーキリス：さっきの《蘇生》のおかげで【ＨＰ】は38点。【物理防御力】と《ドラゴンフォーム》で13まで防げるから、あと９点減へらせば生き残れるドラ！

ルーチェ：《プロテクション》のダイス目次第ですか……。ここは何としても耐えていただかないと。いきますっ！　えーいっ（ダイスを振る）うにゅっ!?

ユーキリス：で、出目が微び妙みように低いけど……（笑）。

ルーチェ：……だ、大丈夫！　10、10ですよっ、10ですからっ!?（笑）

ユファ：ルーチェちゃん、お、落ち着いていいのよ？（笑）




　あまりにぎりぎりだったせいか、ルーチェちゃん、かなりオロオロしていました。




ユーキリス：ルーチェさん、助かったドラ～。残り２点で耐えた！　そして、僕も転倒ドラ。

ルーチェ：……こ、こ、これも神の試練でした（一同笑）。

ＧＭ：くうー！　ひとりも倒せませんでしたね。ともあれ、これで敵てき側がわの行動は終しゆう了りようとなります。「このガキ共、なかなかやるぞ!?」と、敵はびっくりしていますよ。

ユーキリス：いや、かなり厳しい攻めだったドラよ！

ＧＭ：「このコンビネーションで落とせなかった敵は珍しいな……」と首領が呟くと、他の盗賊たちもこくりと頷き、さらに殺気が増します。

ユーキリス：やはりただの盗賊ではなさそうドラ……！

ユファ：ふぅ、やっと相手のセットアップが終了かぁ。

パル：だけど、こっからは俺たちの番だぜ！　俺は《ランナップ》でカタナ盗賊にエンゲージするぜ。俺は転倒してないからな！

ユーキリス：僕は《ファイトソング》で自分の《インタラプト》を復ふつ活かつさせるドラ。

ＧＭ：ありゃー、復活されちゃいましたね。残念。

ユファ：私は《ウィークポイント》を、ルーチェちゃんとタマちゃんに！

ルーチェ：わたしは、セットアップはなしです。

ＧＭ：それでは、イニシアチブに入りますよ。行動値12のパルくんからです……が。

一同：が？

ＧＭ：杖盗賊、カタナ盗賊に《エンカレッジ》！

一同：なぬーっ!?

ユファ：ルーチェちゃん、転倒してる！　大ピンチじゃないっ!?

ルーチェ：ごろんごろん（←転倒の表ひよう現げん）。

ＧＭ：激はげしく転倒してますね……（笑）。カタナ盗賊は、マイナーで《ゲイルスラッシュ》、メジャーで《ゴーストアタック》を使用。パルくんとルーチェちゃんをまとめて攻撃です！

パル：げっ！




《ゴーストアタック》は、白はく兵へい攻こう撃げきを行ない、その命中判定の達成値を＋【感知】し、ダメージも上じよう昇しようさせる、エクスプローラーのスキルです。




ＧＭ：命中は33！「この攻撃は避けられまい！」カタナ盗賊は、いくつものフェイントを織おり交まぜて、ふたりの感覚を欺あざむいた上で、本命の一撃を放ちます！

ルーチェ：無理ですよーっ（涙なみだ）。（ダイスを振る）達成値６、全然駄目です。

パル：フェイト全部突つっ込こんでもきついな。クリティカル狙ねらいで普通に振るぜ。おりゃっ！（ダイスを振る）　６が一個出たが、23で失敗だ。

ＧＭ：直撃！（ダイスを振る）ダメージは51点の物理です！

パル：それなら残り【ＨＰ】５点で耐えられる！　ルーチェは自分を守ってくれ。

ルーチェ：分かりました。自分に《プロテクション》です！（ダイスを振る）【物理防御力】と合わせて25点軽減して、ダメージは26点。まだ倒れませんよ！

ＧＭ：ううむ、残念！　ではこれで敵の行動は完全に終了となります。

パル：ふうー、やっとこっちの番だぜ。目の前のカタナ盗賊を殴なぐる！　マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》を使用！　フェイト１点使って命中判定を４Ｄに！

ＧＭ：了解です、どうぞ～。

パル：（ダイスを振る）よし、まあまあかな。命中21だ。剣を抜いて懐に飛びこむ！

ＧＭ：なかなか高い！（ダイスを振る）こちらの回避は14ですね。命中しました。

ユファ：やったー！　タマちゃん、やっちゃってー！

パル：おう、出し惜おしみはなしだ。《ボルテクスアタック》にフェイトも１点使っておく。くらえーっ！（ダイスを振る）……って、しょぼっ!?　なんだよこれー!?（笑）

ユーキリス：なんだか、出目３以下がいっぱいドラね（笑）。

パル：むう、ちょい低かった。ダイス目は32で、57点のダメージ。全力で懐ふところに潜もぐり込こんで、フランベルジュを叩たたき込むぜ！　うらーっ!!

ＧＭ：カタナ盗賊はその一撃を肩かたに受けて、思わずよろめきます。「……やりやがったな！」ギロリと睨んで悪あく態たいをつくカタナ盗賊。まだ立ってますよ。

パル：ちぇ、それはこっちのセリフだぜ。

ＧＭ：では、パルくんの行動は終了です。次はユーキリスくん。

ユーキリス：ここは、《ポーションピッチ》で回かい復ふくか。それとも待機して《ジョイフルジョイフル》するべきドラか……。

ユファ：回復より、ここは手数を増ふやさないと厳しいと思うわ。

ルーチェ：ですね。わたしは、もう一発くらいなら耐たえられますから、大丈夫です！

ユーキリス：わかりましたドラ。では、待機するドラ。

ユファ：さて、次は私ね。転倒を解除したいけど、そうするとダメージがかなり落ちるから、ここはあえて転んだまま攻撃するわ！

ユーキリス：ユファさん、ファイトー！

ユファ：任まかせてちょうだいっ！　マイナーの直前に《マジックブレス》。これでフェイト２点消しよう費ひします。そして《エキスパート：光》を使ってから……メジャーアクション、《フロストプリズムゥゥゥ》ッ！

一同：出たーっ！

ユファ：対象は、三体の弓盗賊！　さらに命中にはフェイトを２点消費！

ＧＭ：大おお盤ばん振ぶる舞まいだ！

ユファ：絶対に外したくないから！　えい！（ダイスを振る）　ちょっと出目が悪いけど……命中は23ね。

ＧＭ：それは《ブレッシング》が入ってても厳しいですね。弓盗賊Ａは回避16で失敗。続いてＢは……失敗。最後にＣ……おっ、クリティカルで回避成功です！

一同：あーっ！

ユファ：ま、まあ、一体ぐらい見み逃のがしてあげてもよくってよ！　でも、命中した二体は倒してみせます！　《マジックフォージ》を入れて、ダメージロールは16Ｄ＋25！

ＧＭ：ひええぇ！　やっぱり４レベルの数値じゃないですよ、それ！

ユファ：だって秘ひ密みつの力ですもの♪　というわけで……そーれっ!!（ダイスを振る）88点の〈氷〉と〈光〉の魔法ダメージですわ！

ＧＭ：そんなのくらったら耐たえられません。弓盗賊ＡとＢは、吹ふき荒あれる氷の嵐あらしに呑のまれて、カチコチに凍こおっちゃいます（笑）。難を逃れた弓盗賊Ｃが怖おじ気けづきますね。

ユーキリス：（敵の盗賊になって）「ば……馬ば鹿かな、ウィザードクラスの魔法だと!?」

ＧＭ：「馬鹿な！　なんでガキが、こんな強力な魔法を使えるんだっ!?」と盗賊団に動どう揺ようが走ります。

ユファ：地面をコロコロと転がりながら、唇くちびるに人差し指を当てて。（にっこり笑って）それは秘密ですわ♪

パル：おおお～、そいつはカッコいいぜユファ！

ＧＭ：盗賊団の連中は「バカにしやがって！」と怒り心頭ですよ（笑）。

ルーチェ：さあ、次は私ですね。マイナーで《スマッシュ》をして、メジャーでカタナ盗賊に攻撃です！

ＧＭ：おや、そちらも転倒したままですか？

ルーチェ：はい。ですので、命中判定にフェイトを１点入れてダイスを増ふやしておきます。いきます、たあーっ！（ダイスを振る）……命中判定の達成値21です！

ＧＭ：こちらは15で回避失敗です。

ルーチェ：当たった！　《ヴァイオレントアタック》を使っちゃいます！　これでダメージは、２Ｄ＋47！

一同：47っ！

ルーチェ：とりゃー！（ダイスを振る）53点の物理ダメージです！　片かた膝ひざをついたまま、アックスで足元を薙なぎ払はらいます！　これで倒れてください！

ＧＭ：【物理防御力】を引いて、ダメージは41点。カタナ盗賊は斧おのを打ち込まれてよろめきますが、何とか踏みとどまります。ですが、厳きびしい。これはここで使わざるを得ないですね。

ユファ：ま、まさか！

ＧＭ：《ソウルバスター》！　41点、そっくりそのままお返しします！

ルーチェ：い、いらないですよ!?

ＧＭ：まあそう遠えん慮りよせずに受け取ってくださいよ～（一同笑）。

ユーキリス：ここは僕ぼくの出番ドラ！　《ソウルバスター》を《インタラプト》ドラー！　こんなこともあろうかと～。くらえー、対ソウルバスター薬を！（一同爆笑）

パル：すごい限げん定てい的てきな薬だな、おい！（笑）

ユファ：ユーキリス、さすがだわ。また私の知らないうちに、こんな薬を！（わなわな）

ＧＭ：体勢の崩くずれたルーチェちゃんに、カタナ盗賊は反はん撃げきを試みます。ですが、ユーキリスくんの投げた薬が顔にかかって、思わず攻撃を外してしまいます。

ルーチェ：ユーキリスさん、助かりました！

ユーキリス：どういたしましてドラ！

ＧＭ：「馬鹿な、ガキどもに二発くらっただけで、こ、こんな……」カタナ盗賊はふらつく足に力をいれて、どうにか立っているという状じよう態たいです。

ユーキリス：ここで待機してた僕の出番ドラ！　マイナーアクションで、転倒を解除！　《ジョイフルジョイフル》をルーチェさんに！　発動成功、アカペラで歌うドラ（一同笑）。

ルーチェ：歌を聞いたら、力が湧わいてきました（笑）。マイナーで立ち上がって、メジャーはもう一度、カタナ盗賊に攻撃です！　命中は……（ダイスを振る）あう、出目が悪い。フェイト１点使って振り直しますね。（ダイスを振る）……今度はまずまず。達成値19です。

ＧＭ：こっちは11で回避失敗しました。

ルーチェ：これで決めます！　《ボルテクスアタック》を宣言します！

ユファ：ユーキリス！　《ディスコード》を乗せてあげて！

ユーキリス：わかったドラ！　さらにフェイトを３点投入するドラ～。

ＧＭ：おおっ!?

ルーチェ：えいや！（ダイスを振る）……こちらは50点の物理ダメージですっ！

ユーキリス：それに《ディスコード》の24点を上うわ乗のせドラ！

ＧＭ：合計74点!?　ユーキリスくんのアカペラの歌をバックに、大上段から振り下ろされた斧が、カタナ盗賊を打ちのめします！

ルーチェ：落ちなさいっ！
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ＧＭ：「こ、こんなガキに……」驚愕の表情を浮かべつつ、カタナ盗賊は地面に倒れ伏しました。

一同：やったーっ!!

ルーチェ：ふぅ、なんとか押し切れましたが……今ので私はもうスッカラカンですよ。フェイトも残ってないです。

ユファ：切きり札ふだはほとんど切ってしまったし、厳しいわね……。でも、負けられないわ！

ＧＭ：ユファちゃんの強い意志が込められた瞳ひとみが、まっすぐに盗賊たちを射い貫ぬきます。全員の行動が終了したので、第２ラウンドに移りましょう。




●第２ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　　12

杖盗賊　　　　　　　　　　９

ユーキリス　　　　　　　　８

ユファ　　　　　　　　　　７

弓盗賊（モブ）Ｃ　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６
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ＧＭ：では、セットアップから。

パル：まずは俺だな。《ランナップ》で弓盗賊のエンゲージを迂う回かいしつつ、杖盗賊に接近だ。次の移動でエンゲージしてやるぜ。

ＧＭ：次は【行動値】９、杖盗賊の行動！　自分に《ファイトソング》を使用し、《エンカレッジ》を復活します。

一同：《エンカレッジ》復活!?

ユファ：むーっ、卑ひ怯きようよーっ！

ＧＭ：「これが俺たちのやりかただ！」と叫さけんで、さらに《陣じん形けい》も使用！

一同：なぬーっ!?

ＧＭ：ふふふ。弓盗賊はパルくんを遮るように移動、杖盗賊は弓盗賊の後ろのエンゲージ、射しや程てい20メートルの距きよ離りへ移動します。後ろの皆さんへ攻こう撃げきできる距離ですね。

ユファ：き、汚きたないわよーっ！

ＧＭ：何とでも言いたまえ（笑）。

ユファ：むむ、《ウィークポイント》を自分にかけます！【ＭＰ】が残り８点しかないわ。そろそろ《祝しゆく福ふく》していいかしら？

ユーキリス：いいドラよー。

ルーチェ：それでは……（こほん）。

一同：《祝福》されてあげてもよくってよ～！（笑）

ＧＭ：はーい、了りよう解かいしました～。皆さんの身体からだに、みるみる気力が戻もどっていきます。【ＭＰ】が全ぜん快かいしました！　イニシアチブ、最初の行動はパルくんになります。

パル：ちくしょー、面めん倒どうなところに移動しやがって！　しょうがねーな。マイナーで弓盗賊にエンゲージ。メジャーで《バッシュ》！　命中は（ダイスを振る）……15！　低いか！

ＧＭ：出目10以上で回かい避ひですね。（ダイスを振る）……まあ、出ないんですが（笑）。

パル：ダメージではいい目が出ろ！（ダイスを振る）あ、全然駄だ目めだ（笑）。28点しかいかねえや。目の前を遮さえぎられてんで、ちょっとばかし狼狽うろたえて、攻撃が雑ざつになっちまった感じだ。

ＧＭ：弓を構える盗賊モブの何人かが倒れますが、まだ健在です。次は杖盗賊の行動……よし、ユファちゃんを攻撃します。

ユファ：あたしーっ!?　やめてーっ（笑）。

ＧＭ：やめませーん♪　あなたを倒せば、弓盗賊にも生き残る目が出てきますから。

ユファ：（虚勢を張って）ふ、ふんっ。私を倒せるとでも思ってるのかしらっ？

ＧＭ：思ってますとも！　マイナーで《クラッシュバリア》を宣せん言げん。これで【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を０にします。

ユファ：あら。でも、私の【魔法防御力】ってもともと２点しかないのよねぇ（笑）。

ルーチェ：あんまり関係ありませんね（笑）。

ＧＭ：いやいや、２点に笑うものは２点に泣く……かもしれませんよ？（笑）続く、メジャーは《ウォータースピア》。対象はユファちゃんです！（ダイスを振る）命中は22！　どうだ！

ユファ：実は、まだ転倒したままだから避さけられないのよね（笑）。

ＧＭ：では、ダメージロールを（笑）。24点の〈水〉属ぞく性せい、魔法ダメージです。

ユファ：15点減へらせばとりあえず生き残れるわね。

ルーチェ：わたしの《プロテクション》だけだと厳きびしいですね。フェイトも残ってませんし。

ユファ：お願い、ルーチェちゃん！

ルーチェ：ひえぇ、か、神の試練がっ!?

ＧＭ：それはけっこうな無む茶ちや振ぶりだと思いますよ？（笑）

ユファ：でも、ルーチェちゃんなら！

ルーチェ：が、がんばります！　《プロテクション》！　……駄目です、10点軽けい減げんでした。

ユーキリス：どうやら、僕の出番のようドラね。ユファさんに《ガーディアン》だー！　薬の入ったビンを投げると、それが割れた途と端たん、中の薬が防御フィールドになって展てん開かいするドラ！

ＧＭ：杖盗賊の放った水の槍やりが次々とユファちゃんを襲おそいますが、ことごとくユーキリスくんの防御フィールドに弾はじかれちゃいます。「俺の魔法を弾くだと!?」

ユーキリス：ふっふっふっ、お前の好きにはさせないドラ！

ＧＭ：むう～。ですが、次はこうもいかないでしょう！　杖盗賊は《エンカレッジ》を自分に使用して、再び動きますよ！　先ほどと同じ構成で攻撃ですね。命中判定は……（ダイスを振る）ガーン、ダイス３個振って、出目５！　達成値は14です、とほほ～（涙）。

ユファ：でも、回避はできないのよね。地味に転倒がきついわ。命中です。

ＧＭ：ダメージは……おっ、さっきよりいい！　26点の〈水〉属性、魔法ダメージ！

ユファ：さっきより２点多いだけだから、17点出してもらえれば生き残れるわよ？（笑）

ユーキリス：ルーチェさん、ファイトー（笑）。

パル：ここで17を出せばヒーローだぞ！

ルーチェ：そ、そんな無茶な！（笑）４Ｄでそれは……（ダイスを振る）こ、これはっ!?

一同：おおーっ!?

ルーチェ：じ、17……出た。出ました───っ！

ＧＭ：（驚愕の表情で）そ、そんなぁぁぁっ!?

ルーチェ：出るもんですねぇ……わたしも驚きです。

ユファ：ありがとう、ありがとうルーチェちゃん！【ＨＰ】１点残って生き残ります!!

ＧＭ：まさかここで倒せないとは……！　再び水の槍を放った杖盗賊は、今度こそ倒したと確かく信しんの笑えみを浮うかべます。ですが、ルーチェちゃんの魔法障しよう壁へきに守られたユファちゃんは健在。敵は思わず叫さけんでしまいます。「なんで耐たえられる……。お前らはいったい!?」

ユファ：ボロボロになりながらも、ビシッと剣を突つきつけて言います！　ピィ姉様とシャルロット先せん輩ぱいの大切なものを返してもらうまで、倒れるわけにはいかないのよ！

ユーキリス：次は僕の行動。ここは回復ドラ。マイナーで《シンセサイゼーション》。ハイＨＰポーションをふたつ合成して、《ポーションピッチ》でユファさんに投げるドラ。問題なく発動して、回復は……（ダイスを振る）よし、６が三つ！　合計で39点回復ドラ～。

ユファ：あ、全ぜん快かいだわ！

ユーキリス：ただのポーションではなく、とろけそうな美味うまさもあるドラ。

ユファ：あら、おいしい。紅こう茶ちや風味なのね（笑）。ところで私、転倒中なのだけれど、倒れながら飲んでることになるのよね（一同笑）。

ＧＭ：ユファちゃん、器き用ようですね（笑）。次の行動はあなたです。どうぞー。

ユファ：よし！　マイナーで《エキスパート：光》。メジャーで《セレスチャルシャワー》を弓盗賊に！　転倒に放心もしてるけど関係ないわ！　このまま攻撃する！

ユーキリス：ユファさんは転びっぱなしでがんばりすぎドラよ（笑）。

ユファ：ピィ姉様とシャルロット先輩への思いゆえよ。それに今は振れるダイスが１個だけど、固定値が16あるのよ。（ダイスを振る）って、あら、６が出たわ。命中22～（笑）。

ＧＭ：相手はダイス１個しか振ってないのに、クリティカル回避のみってひどい……！（ダイスを振る）……駄目でした。弓盗賊は回避失敗です。

ユファ：えーい！（ダイスを振る）ダメージは40点、〈光〉の魔法ダメージ！

ＧＭ：パルくんの攻撃も受けてますし、それは耐えられないですね。弓盗賊はまばゆい光に包まれて倒れてしまいました（笑）。

ユファ：あとは杖盗賊だけだわ！（ビシッと指を突きつけて）さぁ、降服して鞄を返しなさいっ！

ＧＭ：「くそっ！　まだだ、まだ終わってはいない！」杖盗賊は、ギリッと歯は噛がみします。最後のひとりになっても戦意は衰おとろえません。

ルーチェ：ならば倒すまでです！　マイナーとメジャーを使って杖盗賊にエンゲージ！　逃にがしませんよっ。

ＧＭ：これで第２ラウンドは終了ですね。次のラウンドに行きます。




●第３ラウンド

行動値

パル　　　　　　　　　　　12

杖盗賊　　　　　　　　　　９

ユーキリス　　　　　　　　８

ユファ　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　６
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ＧＭ：３ラウンド目のセットアップでーす。こちらは、やることがありませーん（涙）。

パル：ふっふっふ。俺は《ランナップ》だぜ。今度こそ、杖盗賊にエンゲージだ！　ひゃっはー！　一気にたたみ掛かけてやるぜー！

ＧＭ：やめてー、来ないでー！（一同笑）

ユファ：私はタマちゃんとルーチェちゃんに《ウィークポイント》よ。決着をつけましょう。ふたりとも、さくっとやっちゃってもよくってよ！

パル：おうよ！

ルーチェ：任まかせてください！

ＧＭ：他に何かする方はいないですね？　では、パルくんから行動をどうぞ！

パル：《スマッシュ》と《バッシュ》で攻撃！　命中にフェイトを１点入れて……命中24だ。

ＧＭ：やはりクリティカルのみ！（ダイスを振る）残念、出目９です。片かた方ほうは６がそこそこ出るんですが、クリティカルしないんですよね～。それが悔しい～！

パル：ダメージは43点の物理！　フランベルジュで、思いっきりぶった斬ぎる！

ＧＭ：きゃあーっ！　一気に【ＨＰ】が三分の一も持って行かれたーっ！

パル：魔法系だし、やっぱ防御はもろいみたいだな。みんな、やっちまえ！（笑）

ＧＭ：その前に杖盗賊の行動ですよ！　マイナーで《マジックブラスト》。メジャーで《ウォータースピア》！　対象はパルくんとルーチェちゃんです！

ルーチェ：こっちにきましたよー！

パル：へっ、余よ裕ゆうで回避してやるぜ！

ＧＭ：あたれーっ！　えいっ！（ダイスを振る）命中は22です。

ルーチェ：クリティカルのみ！（ダイスを振る）だ、駄目です、回避失敗。

パル：クリティカル！　迫せまり来る水の槍を三回宙ちゆう返がえりをしながら避けちまうぜ（一同笑）。

ＧＭ：またかーっ！（笑）

パル：キャット空中三回転。そして、ルーチェを《カバーリング》だ。残念だが、ルーチェに放心は与あたえさせねえぜ？

ＧＭ：くー！　せめて、ルーチェちゃんを放心にできればと思ってたんですが……。（ダイスを振る）ダメージは26点の〈水〉属性、魔法ダメージです。

パル：【魔法防御力】は１点しかねえんだよな。21点軽減できないとダメだな（ちらりとルーチェを見る）。

ルーチェ：さすがに出ませんよ！（一同笑）一応振ってはおきますけど……。

ユーキリス：きっとルーチェさんならやってくれるドラ（笑）。

ユファ：そうよ！　出せる、出せるわ！　信じてあげてもよくってよ！

ルーチェ：ハードル高くしないでくださいよっ!?（笑）




　と言いながらダイスを振るルーチェちゃん。机つくえを転がる四つのダイスは……。




ルーチェ：あれ？　ちょっと待って……21!?（一同爆笑）

パル：やったー、【ＨＰ】１点で残ったぞー。

ＧＭ：なんだと────!?　そんな、そんなバカなーっ!!（一同大爆笑）




　ＧＭが思わず椅い子すから立ち上がってしまうほど、衝しよう撃げき的てきでした。




パル：（ゲラゲラ笑いながら）すげぇ！　まさしく神がかった《プロテクション》だ！

ユーキリス：これが、神の試練に挑いどみ続けてた結果ドラか！（笑）

ルーチェ：自分が一番訳わけが分かりません。いや、本気で（笑）。

ＧＭ：「ば……馬鹿な、こいつもかっ！　こいつも俺の魔法を受けて立ってる……だと!?」杖盗賊の中で、かろうじて残っていた冷静さが、今ので完全崩ほう壊かいしました……（笑）。

パル：てめぇの攻撃なんざ、ルーチェの守りがあれば、痛いたくもかゆくもないぜ！

ルーチェ：や、やめてくださいよ～。わたしは神の試練を乗のり越こえただけですから。

ユーキリス：相変わらず謙けん虚きよドラね（笑）。

ＧＭ：こちらの行動は終了です。おかしい、どうしてひとりも倒れてないんだろう（笑）。

ユーキリス：正直、ふたりぐらい倒れててもおかしくなかったドラよ。ちなみに僕は待機して、《ジョイフルジョイフル》をかける準じゆん備びドラ。

ＧＭ：了解です。次はユファちゃんですね。

ユファ：がんばります。マイナーで《エキスパート：光》！　メジャーで《セレスチャルシャワー》！　命中は……（ダイスを振る）あら、惜しい。出目が５と６、達成値27よ。

ＧＭ：クリティカル出ろー！（ダイスを振る）うむう、出目は同じなのに避けられない!?

ユーキリス：恐おそろしいせめぎ合いドラ（笑）。

ユファ：よしっ、いきますわよ！　それーっ！（ダイスを振る）あ、ダイス目がいい！　６が三つもあるわ。43点の〈光〉属性、魔法ダメージよ！

ＧＭ：それなら……まだ耐たえますよ！

ルーチェ：ならば、ここで終わらせます！　マイナーで《スマッシュ》して、メジャーで攻撃！　でいやっ！（ダイスを振る）　ひ、低いです!?　えっと、命中14です。

ＧＭ：先さきほどと同じダイス目が出れば避けられるはず、せいやっ（ダイスを振る）……って、なんだとーぅ!?　６は出るのに、片方は１!?　……回避12で失敗です。とほほ。

ルーチェ：やりました！　37点の物理ダメージですっ！

ＧＭ：これは……なんとか耐えましたが、残り【ＨＰ】が２点しかない（笑）。

ルーチェ：ユファさん、あとは頼たのみます！

パル：頼むぜ、リーダー！

ユーキリス：これで終わらせるドラよ！　《ジョイフルジョイフル》をユファさんに！

ユファ：任せなさい！　行くわよっ、早く盗ぬすんだものをかえしなさーい!!




　そして、とどめの《セレスチャルシャワー》が降り注ぎ───

　結果、盗賊はユファちゃんの魔法に、情なさけ容よう赦しやなくぶっ飛ばされてしまったのでした。




ＧＭ：「馬鹿な、こんなガキ共に、俺たちがやられるなんて……っ!?」ユファちゃんの放った光に包まれて、杖盗賊はばたりと倒たおれます。戦せん闘とう終しゆう了りようです！

一同：やったー!!

パル：ふうー、ギリギリ３ラウンドで倒たおせた。これで成長点が増ふえるぞー。

ユファ：やりました！（笑）

ＧＭ：皆さんが喜んでいるところに、エルザ先生が到とう着ちやくしますよ。「みんな～。無事～？」

ユーキリス：先生も来たドラね。

ユファ：あ、シャルロット先輩の鞄かばんは？

ＧＭ：気絶している杖盗賊の側に落ちています。というわけで、皆さんはシャルロットの鞄と、その中に収められたペンダントを取り戻すことに成功しました！

一同：よっしゃー！

ＧＭ：それでは、エンディングと参りましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆お友達になってあげてもよくってよ




　かくして悪は滅びた。

　ユファは、その側そばに無む造ぞう作さに放り投げられたシャルロットの鞄かばんを拾い、表面についたほこりを払はらって胸むねに抱かかえた。

　背はい後ごから聞こえる不ぶ器き用ような先せん輩ぱいに、どんな言葉をかけようかと考えながら……。




ＧＭ：では、ここからエンディングでーす。シャルロットと、彼女から話を聞いたエルザ先生が登場し、駆け寄ってきます。

ユファ：「やっと来たんですのね」って、後ろを向かずに声をかけるわ。

パル：俺おれは【ＨＰ】１なので、へたへた座すわりこんじゃうよ。ふぅー、くたびれたぜぇ～。

ＧＭ：「皆さん大だい丈じよう夫ぶですか!?」と、シャルロットが心配そうに話しかけてきます。

ユファ：「ええ！　大丈夫ですわ。ほら、あなたのものでしょう？」って言って、鞄を返してあげるわ。

ＧＭ：では、皆さんの目の前で、シャルロットは中身を確かく認にんします。ピアニィの大切にしていたペンダントも、ちゃんと入ってますよ。

ユファ：よかったー（ほっと息をつく）。

ＧＭ：シャルロットは鞄をぎゅっと胸に抱だきしめます。それから頬ほおを赤らめて……「あ、あの感かん謝しやさせてあげ……じゃなくて……えっと」と、ひとりでしどろもどろ。

ユファ：うふふ。そういう時はね、ありがとうって言うんですわよ。

ＧＭ：するとシャルロットは、「……あ、ありがとうございます」と、照れくさそうに言ってくれます。

ユファ：うんうん、それでよろしい。

パル：すっかり先せん輩ぱい面づらだなあ、ユファ（笑）。

ユーキリス：これじゃ、どっちが先輩なのか分からないドラ（笑）。

ユファ：ま、まあ、私わたしも最近までは言えなかったんですけどねっ！　でも、あなたの気持ち、よーく分かってよ？

ルーチェ：またユファさんの悪い癖くせが……（笑）。ユファさん、こういうときは、ユファさんも「どういたしまして」って言うんですよ。

ユファ：そっ、そそそ、そんなの分かってるわっ！　どっ、どういたしましてっ！

ＧＭ：照れているユファちゃんの様子に、シャルロットは初めてにっこりと笑います。「あなたたちがいなかったら、ペンダントは取とり戻もどせませんでした。本当に……ありがとう」

ユファ：（照れながらあたふたしつつ）ど、どういたしましてって言ったから、気にしなくてもよろしくてよっ！

ルーチェ：やっぱり、素す直なおじゃないですね（笑）。

パル：しかし、今日は疲つかれたな。報告とかいろいろしないといけないだろうけど、今日はもう帰って休みたいぜ。

ユファ：そうね。タマちゃんだけじゃなくて私たちも、かなり死にそうなのよね。

ＧＭ：するとエルザ先生はくすりと微笑ほほえんで。「分かりました。あとのことは任まかせてください。くわしいことはまた後日」

ユーキリス：そうしてもらえると助かるドラよー。

ＧＭ：「皆さん、本当にお疲つかれ様さまでした」エルザ先生はニコニコしていますよ。

パル：じゃあ、ごろっと横になる。もう眠ねむらせてくれー、ホントに疲れたぁー。

ルーチェ：ああ、パルさん。こんなところで寝たら、風邪かぜを引きますよ！

ＧＭ：シャルロットは、ユファちゃんにそっと囁きます。「これからもたくさん迷めい惑わくを掛けてしまうかもしれないですけど……わたくしと、お友達でいてくれますか？」

ユファ：迷惑をかけ合あうのはお互たがい様さまですわ。これからも仲良くしていきましょうね！

ＧＭ：その言葉に、シャルロットは目尻に微かすかに涙なみだを、口元には笑えみを浮うかべて、こくりと頷きます。

ユファ：あらあら！　先輩ったら、仕方ないですわ！　はい、ハンカチ貸かしてあげますわよ。

パル：……なあ、ルーチェ、ユーキリス。

ユーキリス：何ドラ？

パル：俺さあ、あのふたりがお互たがいにかけた迷惑の帳ちよう尻じりを、全部俺たちが合わせるのではないかと思ってるんだが、どうだ？（笑）

ルーチェ：そうですね～。それもまた神の試練です！（一同笑）

ユーキリス：ま、まあまあ。そういうのは、これから考えればいいドラ～。ところで、ペンダントはどう返すんでしょう？

ＧＭ：そうしますと、エルザ先生が言います。「そうですね。ユファさんたち、せっかくここまできたんですから、そのままピアニィさんに返しに行きましょうか」

パル：おっ、みんなでぞろぞろ行けるのか。

ユーキリス：先生が引いん率そつして行くなら安心ドラ～。

ルーチェ：分かりました、一いつ緒しよに行きます。

ユファ：もちろんご一緒しますわっ！

ＧＭ：シャルロットは、迷惑をかけてしまったこともあり、一緒に行っていいものかともじもじしています。

ルーチェ：じゃあその背せ中なかをぽんと押おして、「行きましょう、先輩」って声をかけますよ。

ＧＭ：「え、ええ……！」シャルロットもはにかみながら、ついていきます。

ユファ：よーし！　ならさっと手を繋つないであげます！「さ！　行きますわよ！」

ＧＭ：そんなユファちゃんの手をぎゅっと握にぎって、シャルロットも「し、しょうがないから手を繋いであげますっ」と返事をします（一同笑）。

ユーキリス：最後のギルド名は、〝手を繋いであげてもよくってよ〟に決まりドラ（笑）。

ユファ：決まりですわ（笑）。

ＧＭ：では、皆さんはシャルロットと仲良く手を繋いで、エルザ先生の引率のもと、一緒にピアニィの下もとに向かったところで、シーン終了です。







◆Ending 02◆落とし物が結んだもの




　エストネル王おう都と、エル・ウィン・フリット。

　気品漂ただよう美しい宮きゆう殿でんは、ピアニィにとって重要な会議が行なわれる場所となっている。

　荘厳な空気の中、ユファたちはペンダントを持ってピアニィを訪たずねるのだった。




ＧＭ：次のシーンはピアニィ様にペンダントを返しに行くところになります。シーンプレイヤーはユファで、全員登場となります。エルザ先生とシャルロットも一緒にいますよ。

一同：はーい。

ＧＭ：皆さんはピアニィがいるエル・ウィン・フリットのお城しろへと着きました。湖みずうみの真ん中に浮うかぶ美しい王都で、その宮殿の前で、すぐにピアニィを見つけました。

ユファ：あら、ずいぶんとあっさり見つかりましたわね。

ＧＭ：護ご衛えい役やくのベネットちゃんが騒さわがしいので、とても目立つんです（一同笑）。

ユファ：そういうことですか（笑）。では、「ピィ姉様！」って駆かけ出だします。

ＧＭ：その気配を察知して、ピアニィも出で迎むかえてきてくれます。「ユファちゃん！　皆さんもきてくれたんですね、ありがとうございます」

ユファ：そうですわ！　ピィ姉様が落とした物を届とどけにきたのよ。

ＧＭ：「落とし物……ですか？」

ユファ：「そうです。ほら、これですわ。お姉様の大事な物なんでしょう？　鎖くさりが切れてしまってますが、本体は無ぶ事じですから」と言って渡わたしますよ。

ＧＭ：ユファちゃんの差し出したペンダントを、ピアニィ様はそっと受け取ります。「ああ、ありがとうございます！　やっぱり落としちゃってたんですね……見つかってよかった」

ユファ：本当に大事なものでしたのね。

ＧＭ：「ええ。とても大切な……亡なくなったお母様の形かた見みなんです」

ユファ：そんな大変な物でしたの……。命がけで守った甲か斐いがありましたわ。

ＧＭ：「命がけ？」

ユーキリス：ここはユファさんの活かつ躍やくを、一部始終ピアニィ先輩に伝えるドラ～。

ルーチェ：そのとおりですね。これはぜひ伝えるべきですっ。

パル：せんぱーい、ユファってこういうことしたんですよー（笑）。

ユファ：ちょっと！　やめなさいよっ、恥はずかしいわよっ！

ＧＭ：「まあ、そんなことがあったんですか。これからは落とさないように気をつけなきゃいけないですね。そこまでしてくれてありがとう、ユファちゃん」
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ユファ：ええ、絶対に落とさないでくださいね。ピィ姉様！（笑）

ユーキリス：落としたら未来が大変なことに！（笑）

パル：（素すになって）いや、本当にお願いします。落とさないでください！（一同笑）

ＧＭ：ユファちゃんの言葉に、ピアニィはこくりと頷くと、ペンダントを丁てい寧ねいに、懐ふところにしまいます。

ユファ：これでひとまず安心ね。せっかくですし、ギルドメンバーとシャルロット先輩のことを、ピィ姉様に紹しよう介かいしますわ。私の大事なお友達です！

ＧＭ：シャルロットはまだ友達として接してもらうことにも慣れていないのに、憧あこがれの人であるピアニィに紹介までしてもらって、もう顔を真まっ赤かにしますよ。「あの……ユファさんのお友達をさせていただいてます。よ、よろ……よろしくお願いいたします！」

ルーチェ：うーん、やっぱりユファさんに似にてますね（笑）。

ＧＭ：ピアニィはくすりと微笑ほほえんで言います。「素す敵てきなお友達に囲まれて、ユファちゃんは幸せですね」

ユファ：ええ！　とっても幸せよ！

ＧＭ：「ユファちゃんは、ちゃんと目的を達成したのね。あたしもがんばらなくちゃ」

ユファ：ううん、私なんかまだまだよ、ピィ姉様。私にはやることがたくさんあるもの！　王子様のことも解かい決けつしてないし、ひとりコンボも解決してないし！　おじいさまも探さがしに行かなきゃいけないし……まだまだ、ユファの冒ぼう険けんは止まる事がないわ。

パル：やりたいこと山やま盛もりだな、おい（笑）。

ユファ：だからね、これからも、もっともっとがんばらなくちゃいけないわ。そしていつか、ピィ姉様を助けられるぐらい、強くなってみせるわ！

ＧＭ：ピアニィは「じゃあ、ユファちゃんがこれからの目もく標ひように向かえるよう、遠くになっちゃいますけれども、応おう援えんしてますね」と励はげましの言葉をくれます。

ユファ：ありがとう、ピィ姉様！

ＧＭ：シャルロットも隣となりから、「わ、わたくしも手伝ってあげてもいいんですよ？」照れて、ちょっとうつむきながら言います。

ユファ：「よろしくお願いしますわ、シャルロット先輩！」と言ってから、次に後ろを振ふり向むいて、みんなに。「たくさん迷めい惑わくかけちゃうと思うけど、これからもよろしくね！」って改めて言うわ！

ルーチェ：こちらこそ、よろしくお願いします、ユファさん。

パル：ま、別に迷惑じゃねーよ。面おも白しれれーしな、最後まで付き合ってやるよ。

ユーキリス：迷惑なんてとんでもないドラー。大たい抵ていのことは問題にならないドラよ。僕にはゴンザレスという最大の問題があるドラからね！（一同爆笑）

ユファ：ふふ（笑）。




　ユファが華はな咲くような笑顔を浮かべる。

　大切な人と、学園に来てできた友達と──話したいことはたくさんあった。

　お友達のこと。さっき倒たおした強きよう敵てきのこと。ここにはいない、学園にいる他の友達のこと。

　ピアニィは笑顔で耳を傾かたむける。意い地じっ張ぱりでプライドの高い妹分が、こんなに大きく成長したのだと実感しながら。




「ユファちゃん、お友達、大事にしてあげてくださいね」

　碧あおの瞳ひとみをきょとりと瞬まばたかせてから、ユファは満面の笑みを見せた。




「もちろん！　私のお友達ですもの、大事にしてあげてもよくってよ！」

　そして彼かの女じよの周囲に、笑い声が満ちた。




アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード

第四話「迫せまり来くる謎なぞの影かげ」

─完─







あとがき




　祝！　第二巻かん、発売！

　改めまして、著ちよ者しやの緑谷明澄りよくや・あきすみです。

　本来ならば一巻のみの予定だった『エチュード』ですが、皆さまの応おう援えんのおかげで、二巻目をお届とどけする運びとなりました。本当にありがとうございます！

　さてさて、『エチュード』第二巻、お楽しみいただけましたでしょうか？

　前書きでも触ふれましたが、本書は『ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつ　かわいそうとはこういうことだ』に掲けい載さいされたリプレイを三話目とし、第四話を新たに書き下ろしたものです。

　デビューしてから一年。これからも応援のほど、よろしくお願いします。




　……というわけで、ここからは先は内ない容ようについてお話していきたいと思います。

　あとがきから読まれている方には、ごめんなさい。ネタバレになってしまいますので、読まれる際さいはくれぐれもご注意くださいね。




●第三話

　続編の連れん絡らくをいただいたときは、とてもびっくりしました。とはいえ、やっぱりとても嬉うれしかったですし、シナリオ作成にも気合いが入りました。

　入学式、感かん謝しや祭さいとくれば、次は十二月のクリスマス。それに似にたイベントがないかと探さがしていたところ、久く保ぼ田た悠羅さんの『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』に、アルトリウス祭というイベントがあることを発見しました。

　エリンディル大陸とアルディオン大陸は、頻ひん繁ぱんではありませんが交流があります。というわけで、アルディオンにもアルトリウス祭がある、という設定を作ってみました。

　ここで私は気づいたのです。帝てい紀き八一二年十二月といえば、エストネルで和平会議が行なわれている時期。ということは、ピアニィ陛へい下かたちがエストネルにやって来ていると！

　その瞬しゆん間かん、「学園で開かい催さいされるお祭りに、ピアニィがやってくる」「ピアニィと言えば戦せん闘とう」「ラストの戦闘のボスはピアニィ」というイメージが固まり、そこから学園祭と絡からめたイベントを用意したり、ベネットを登場させたり、と詳しよう細さいを詰つめていきました。

　ピアニィがやってくることはタイトルからバレバレだったのですが（笑）、大竹さんはノリノリで演えん出しゆつをしてくれたり、面白い発言をしてくれたりと楽しそうでした。

　また、パルくんとアレックスのバトルが実じつ現げんできたことや、タッチの際のルーチェちゃんの行動など、クライマックスの戦闘は非ひ常じように盛もり上あがったのではないかな、と思っています。

　今までのライバルが味方に回って支し援えんしてくれたり、逆ぎやくにライバルとして立ちふさがったりする。そんな展てん開かいって、燃もえますよね！　味方の勝利のために、あえて自分を犠ぎ牲せいにする。そういうシチュエーションも、燃えますよね！

　なので、アレックスとパルくんの戦闘シーン、ルーチェちゃんが最後にユファちゃんをかばうシーンは、お気に入りの場面のひとつです。




●第四話

　シナリオ作りに悩なやんだ第四話でした。と言いますのも、ピアニィ来らい訪ほうというビッグイベントをやってしまったため、展開に困こまってしまったのです。あれやこれやと悩なやみながら、第三話のシナリオを読み返し、前回のセッションのことを思い返し……。そこでＮＰＣのシャルロットのことを思い出しました。

　シャルロットもユファちゃんも、お互たがい素す直なおになれず強気に出てしまう、という性格の持ち主です。

　また、ユファちゃんのモチベーションに「友達をつくる」というものがありましたので、ぜひシャルロットとお友達になってもらおうと、ハンドアウトにして渡わたしてみました。

　その結果……オープニングをはじめ、シャルロットに説教をする場面などなど、予想以上によいものになりました。ユファちゃんも確かく実じつに成長をしているんですね。

　ちょっとまだ、いろいろと間ま違ちがっているような気もしますけど……それはこれからに期待、ということで（笑）。

　ちなみに、ゴンザレスをあえてユーキリスくんのコネクションにしたのは、私の趣しゆ味みです。

　オープニングはもっとおとなしい展開を想定していたのですが、ユーキリスくん、というよりも田中さんの発言により、非常にアグレッシブなものになりました。

　ごめんなさい、田中さん。そんなに拒きよ絶ぜつされるなんて……本望です（笑）。

　ところで、第四話のボスは今までと、学園の外で悪さをしている盗とう賊ぞくたちです。

　今までは学園内での勝負事でしたが、ここで初めて学園と関係のない人間を相手することになりました。子どもの敵てきは悪い大人、というセオリーに則のつとってみましたが、いかがでしたでしょうか？

　相手は大人で上じよう級きゆうクラス、しかしそれでもピアニィのため、シャルロットのために戦うＰＣたち。今回のクライマックスも、非常に燃もえる展開になったと思っています。




　余談ですが、最後のユファちゃんのデレ姿すがたを見て、なんだか子どもの成長を喜ぶ母親のような気持ちになってしまったのは……ここだけのお話です。




＊　　　＊　　　＊




　さて、ここで少し宣せん伝でんをさせてください。

　まずは六月には、いよいよ完結編となった『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第五巻、そして『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』第二巻が発売となります。

　七月にはエンターブレインより『アリアンロッド・サガ　ファンブック』第二弾だんが、さらに夏、新しく『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズが始動します！

　著者は『アルシャードガイア　リプレイ　美少女★女神と黄金の林りん檎ご』の藤井忍ふじい・しのぶ先生。

　イラストは『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』のヤトアキラ先生。

　プレイヤーは以下のようなメンバーがそろいました。『天下繚りよう乱らんＲＰＧリプレイ　女子高生江え戸ど日記』のプレイヤーでもあり、イラストレーターさんでもある、渋沢佳奈しぶさわ・かな先生。皆さんご存ぞん知じ、『アリアンロッドサガ』シリーズの菊きく池ちたけし先生。『エチュード』のユファ役、『無印』ピアニィ役でおなじみの、通つう称しよう殺意様、大竹みゆさん。そして私、緑谷明澄です。

『ゲッタウェイ』の意味は『逃とう亡ぼう』。ＰＣは打だ倒とうピアニィを掲かかげているのですが……なにやら不ふ穏おんな空気が漂ただよっております。果たしてどう展開していくのでしょうか？

　皆さま、ぜひとも楽しみにお待ちください。

　なお、次のページから富士見書房さんの許可を得て『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑥』に掲載した『ゲッタウェイ』の予告コミックを再録しました。ぜひご覧ください。
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　……いかがだったでしょうか？　ぜひお楽しみにお待ちください。




＊　　　＊　　　＊




　そろそろ紙面も尽つきてまいりました。

　イラストレーターのいろは楓かえで先生、今回も可愛かわいらしく素す敵てきなイラストをありがとうございました。プレイヤーの皆さま。皆さまのおかげで、今回も楽しいリプレイになりました。本当にありがとうございます。

　そして、お手に取っていただき、ここまで読んでくださった皆さま。応援してくださった皆さまにも、たくさんの感かん謝しやを。これからもがんばっていきますので、温かく見守っていただけると幸いです。

　また次の作品でお会いできますことを楽しみにしています。




　それではそのときまで、ごきげんよう！




二〇一一年五月吉きち日じつ　緑谷明澄
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